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『
源
平
盛
衰
記
』
全
釈
（
一
九
―
巻
六
―
3
）
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1

是
以
テ
先
例

「
三
九
三

ヲ
思
ニ
、
一ひ

と

年と

セ
保
元
ノ
逆げ

き
ら
ん乱

ノ
時
、

2

六
条
判
官
為
義
ハ
新
院
ノ
御み

方か
た

ニ
参
リ
、
子
息
下
野
守
義
朝
ハ
内
裏
ニ

3

参
テ
、
父
子

4

致
二

合
戦
一

。
新

院
ノ
御
方
軍

い
く
さ

破や
ぶ
れテ

、
5

大
炊
殿
戦
場
ノ

6

煙
ノ
底
ニ
成
シ
カ
バ
、
院
ハ
讃
州
ヘ
御
下
向
、
左
府
ハ
流な

が
れ
や矢

ニ
ア
タ
リ
テ
失う

せ

給
ヌ
。
大
将
軍
為
義
法
師
ヲ
バ
、
子
息
義
朝

7

承

テ
8

朱
雀
大
路
ニ
引
出
シ
、

9

首
ヲ
刎は

ね

タ
リ
シ
ヲ
コ
ソ
、

10

同
勅
定
ノ

11

忝
か
た
じ
けナ

サ
ト
云
ナ
ガ
ラ
、

12

悪
逆
無
道
ノ
至

い
た
り

、
口
惜

13

事
哉
ト
存
候
シ
カ
。
正

ま
さ
し
く

御
覧
ゼ
ラ
レ
シ
事
ゾ

カ
シ
。
其
ニ
人
ノ
上
ノ
様や

う

ニ
浅あ

さ
ま
し増

ト
悲
カ
リ
シ
事
ノ
、
今
日
ハ
又
重
盛
ガ
身
ノ
上
ニ
罷
成
ヌ
ル
事
ヨ
ト
存

ぞ
ん
ず
るコ

ソ
心
憂う

く

覚
候
エ
。
悲

か
な
し
き

哉か
な

、
君
ノ
御
為
ニ
奉
公

14

ノ
忠
ヲ
致

サ
ン
ト
ス
レ
バ
、

15

迷
盧
八
万
ノ
頂

い
た
だ
きヨ

リ
猶
高
キ
父
ノ
御
恩
忽
ニ

「
三
九
四

忘
ナ
ン
ト
ス
。

痛

い
た
ま
し
き

哉か
な

、
16

不
孝
ノ
罪
ヲ
遁

の
が
れ
んト

ス
レ
バ
、
又
朝
恩
畳
重
ノ
底
極き

は
めガ

タ
シ
。

17

君
ノ
御

為
ニ
既
ニ
不
忠
ノ

18

逆
臣
ト
ナ
リ
ヌ
ベ
シ
。『

19

雖
二

君
不
一レ

為
レ

君
不
レ

可
二

臣
以
不
一レ

為
レ

臣
、

20

雖
二

父
不
一レ

為
レ

父
不
レ

可
二

子
以
不
一レ

為
レ

子
』
ト
イ
ヘ
リ
。
云い

ひ
レ

彼
か
れ
と

云い
ひ

レ

此
こ
れ
と

、
進

退
コ
ヽ
ニ

21

キ
ハ
マ
レ
リ
。
思
フ
ニ
無む

益や
く

ノ
次
第
也
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
こ
ゝ
を
」、〈
蓬
〉「
是コ

レ

を
」、〈
静
〉「
是

ヲ

」。
2
〈
近
〉「
六
て
う
の
は
う
ぐ
は
ん
」、〈
蓬
〉「
六ロ

ク

条テ
フ

判ハ
ン

官
ク
ワ
ン

」、〈
静
〉「
六
条

ノ

判ハ
ウ
ク
ハ
ン

官
」。
3
〈
近
〉「
ま
い
て
」、

〈
蓬
・
静
〉「
ま
い
り
て
」。
4
〈
近
〉「
か
つ
せ
ん
い
た
す
」、〈
蓬
・
静
〉「
合カ

ツ
セ
ン戦

を
い
た
し
き
」。
5
〈
近
〉「
お
ほ
い
と
の
せ
ん
ち
や
う
の
」、〈
蓬
〉「
大

ヲ
ヽ
イ
ト
ノ
ヽ

炊
殿
戦セ

ン
チ
ヤ
ウ

場
の
」、〈
静
〉

「
大ヲ

ヽ
イ
ト
ノ

煩
殿
戦セ

ン
チ
ヤ
ウ

場
の
」。
6
〈
近
・
蓬
・
静
〉「
け
ふ
り
の
」。
7
〈
近
〉「
う
け
給
は
て
」、〈
蓬
〉「

承

ウ
ケ
タ
マ
ハ
リて

」、〈
静
〉「
承

ウ
ケ
タ
マ
ハり

て
」。
8
〈
近
〉「
し
ゆ
し
や
か
お
ほ
ち
に
」、〈
蓬
〉
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「
朱シ

ユ

雀
シ
ヤ
カ
ノ

大ヲ
ヽ

路チ

に
」、〈
静
〉「
朱シ

ユ

雀サ
ク

大ヲ
ホ

路チ

に
」。
9
〈
近
〉「
か
う
へ
を
」、〈
蓬
〉「
首ク

ヒ

を
」、〈
静
〉「
首

カ
ウ
ヘ

を
」。
10
〈
近
〉「
お
な
し
く
」、〈
蓬
〉「
同

ヲ
ナ
シ

」。
11
〈
蓬
〉「
か
た
し
け

な
き
と
」。
12
〈
近
〉「
あ
く
き
や
く
ぶ
た
う
の
」、〈
蓬
〉「
悪ア

ク

逆
キ
ヤ
ク

無ム

道タ
ウ

の
」、〈
静
〉「
悪ア

ク

逆
キ
ヤ
ク

无ブ

道タ
ウ

の
」。
13
〈
近
〉「
ト
」
な
し
。
な
お
、「
こ
と
か
な
」。〈
蓬
〉「
事
哉ヤ

と
」。

14
〈
蓬
・
静
〉「
ノ
忠
」
な
し
。
15
〈
近
〉「
め
い
ろ
八
ま
ん
の
」、〈
蓬
〉「
迷メ

イ

慮リ
ヨ

八
万
の
」、〈
静
〉「
迷メ

イ

ロ盧
八
万
の
」。
16
〈
近
〉「
ふ
け
う
の
」、〈
蓬
〉「
不フ

　カ
ウ孝

の
」、〈
静
〉「
不

孝カ
ウ

の
」。
17
〈
蓬
〉「
君
君
の
」
と
し
、
最
初
の
「
君
」
に
見
せ
消
ち
。
丁
替
わ
り
に
よ
る
。
18
〈
近
〉「
け
き
し
ん
と
」、〈
蓬
・
静
〉「
逆ケ

キ
シ
ン臣

と
」。
19
〈
近
〉「
き
み
き
み
た

ら
す
と
い
ふ
と
も
し
ん
も
て
し
ん
た
ら
す
は
あ
る
へ
か
ら
す
」、〈
蓬
〉「
雖キ

ミ
キ
ミ
タ
ラ
ス
ト
イ
フ
ト
モ

二

君

不
一レ

君
不

シ
ン
モ
ツ
テ
シ
ン
タ
ラ
ス
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス

可
臣
以
不
為
臣
」、〈
静
〉「
雖ト

モ
二

君
キ
ミ

　ス
ト不

一レ

君タ
ラ

不ス

可

ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス

二

臣シ
ン

以
テ

不ス
ハ

一レ

為タ
ラ

レ

臣
」。

20
〈
近
〉「
ち
ゝ
ち
ゝ
た
ら
す
と
い
ふ
と
も
子
も
て
子
た
ら
す
は
あ
る
へ
か
ら
す
と
」、〈
蓬
〉「
雖チ

ヽ
二

父チ
ヽ

不タ

ラ

ス

イ

フ

ト

モ

レ

為
レ

父
一

不コ
モ
ツ
テ
コ
タ
ラ
ス
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス

可
子
以
不
為
子
と
」、〈
静
〉「
雖ト

モ二

父
不
一レ

為タ
ラ

レ

父
不
レ

可
ア
ル
ヘ
カ
ラ

二

子コ

以
テ

不
ス
ン
ハ

一レ

為タ
ラ

レ

子
と
」。
21
〈
蓬
・
静
〉「
き
は
ま
り
」。

【
注
解
】
○
是
以
テ
先
例
ヲ
思
ニ
…
…
　
重
盛
が
自
分
が
手
勢
を
率
い
て
院
の
守

護
に
参
じ
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
父
為
義
を
討
っ
た
義
朝
と
同
様
の
立
場
に
な
る

こ
と
へ
の
危
惧
を
述
べ
た
一
節
。
以
下
「
心
憂
覚
候
エ
」
ま
で
の
保
元
の
乱
に
関

す
る
逸
話
を
有
す
る
の
は
〈
闘
・
延
・
長
・
中
〉、
た
だ
し
〈
闘
・
中
〉
は
乱
の

経
緯
を
省
略
し
、
義
朝
が
勅
命
に
よ
っ
て
朝
敵
と
な
っ
た
父
為
義
の
首
を
刎
ね
た

こ
と
の
み
を
語
る
。〈
闘
〉「
是
以
思

にレ

昔
保
元
逆
乱
六
条
判
官
為

メ

義
依
レ

為
ル
ニ

二

朝

敵
（
一
）

子
息
義
朝
承
之
（
一
）

於
二

朱
雀
大
路

に
（
一
）

誅
コ
ソ

レ

頚
ヲ

思
に二

人
の

上
と一

只
今
成
重
盛

か

身
の

上
に一

候
事
口
惜
覚
候
（
是
れ
を
以
て
昔
を
思
ふ
に
、
保
元
の
逆
乱
に
、
六
条
判

官
為
義
、
朝
敵
た
る
に
依
つ
て
子
息
義
朝
之
を
承
り
て
、
朱
雀
大
路
に
於
い
て
頸

を
誅う

ち
た
り
し
を
こ
そ
人
の
上
と
思
ひ
し
に
、
只
今
重
盛
が
身
の
上
に
成
り
候
ふ

事
こ
そ
口
惜
し
く
覚
え
候
へ
。
一
下
―
一
九
ウ
）」、〈
中
〉「
保
元
の
昔
、
さ
ま
の

か
み
よ
し
と
も
が
、
ち
ゝ
た
め
よ
し
ほ
う
し
が
か
う
べ
を
は
ね
し
事
は
、
ち
よ
く

ぢ
や
う
の
か
た
じ
け
な
き
と
は
申
な
が
ら
、
む
だ
う
の
心
た
り
、
く
ち
お
し
き
事

と
こ
そ
見
し
に
、け
ふ
は
し
げ
も
り
が
身
の
上
に
な
り
ぬ
と
お
ぼ
え
候
ぞ
や
」（
上

―
一
〇
四
頁
）。〈
屋
・
覚
〉は
こ
の
逸
話
を
欠
く
。〈
延
〉の
叙
述
が
最
も
詳
し
い
。

〈
延
〉「
遠
ク
例
ヲ
バ
求
ル
ニ
及
バ
ズ
、
正
ク
御
覧
ジ
見
候
シ
事
ゾ
カ
シ
。
保
元
逆

乱
之
時
、
関
白
殿
ハ
内
裏
ニ
候
ハ
セ
マ
シ

く
、
弟
ノ
左
大
臣
殿
ハ
新
院
ノ
御

方
ニ
候
給
ヒ
、
陸
奥
判
官
為
義
ハ
新
院
ノ
御
方
ヘ
参
リ
、
子
息
下
野
守
義
朝
ハ
内

裏
ニ
候
テ
、
合
戦
ス
。
兵
イ
ク
サ
事
終
ヘ
テ
後
、
大
炊
殿
ハ
戦
場
ノ
煙
ノ
底
ニ
ナ

リ
ニ
シ
カ
バ
、
左
府
ハ
流
矢
ニ
中
テ
命
ヲ
失
ヒ
、
新
院
ハ
讃
州
ヘ
配
流
セ
ラ
レ
サ

セ
給
ヌ
。
其
後
大
将
軍
為
義
ハ
出
家
入
道
シ
テ
義
朝
ヲ
憑
ミ
顕
レ
、
手
ヲ
合
テ
来

リ
シ
カ
バ
、
勲
功
ノ
賞
ヲ
進
セ
上
テ
父
ガ
命
ヲ
平
ニ
申
シ
ヽ
カ
ド
モ
、
正
ク
君
ヲ

射イ

奉
ル
罪
依
テ
難
ニ
遁
一

死
罪
ニ
定
リ
シ
ヲ
、
人
手
ニ
カ
ケ
ジ
ト
テ
、
義
朝
ガ
朱

雀
ノ
大
路
ニ
引
出
シ
テ
頚
ヲ
切
候
シ
ヲ
コ
ソ
、同
勅
命
ノ
難
背
一

サ
ト
申
ナ
ガ
ラ
、

悪
逆
無
道
之
至
、
口
惜
キ
事
哉
ト
コ
ソ
、
昨
日
マ
デ
モ
見
聞
候
シ
ニ
、
今
日
ハ
重

盛
ガ
身
ノ
上
ニ
ナ
リ
ヌ
ト
コ
ソ
覚
候
ヘ
。
君
打
勝
セ
給
候
ハ
ヾ
、
彼
保
元
ノ
例
ニ

任
テ
、
重
盛
五
逆
罪
ノ
一
分
犯
シ
候
ヌ
ト
覚
候
コ
ソ
、
兼
テ
心
憂
ク
覚
候
ヘ
」（
巻

二
―
四
五
ウ
～
四
六
ウ
）。〈
長
〉（
1
―
一
七
一
頁
）
も
〈
延
〉
に
近
い
。
教
訓

状
の
場
面
と『
平
治
物
語
』の
光
頼
登
場
場
面
の
共
通
性
を
指
摘
し
た
日
下
力
は
、

〈
延
〉
の
語
る
義
朝
の
処
刑
の
場
（「
朱
雀
ノ
大
路
」。〈
長
〉
同
）
が
『
保
元
物
語
』

と
一
致
す
る
こ
と
、
重
盛
の
心
情
吐
露
に
至
る
表
現
が
父
処
刑
の
勅
命
を
受
け
た

義
朝
の
心
情
に
共
通
す
る
こ
と
、
為
義
出
頭
の
描
写
が
『
保
元
物
語
』
と
近
似
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
、「『
保
元
物
語
』
体
の
も
の
が
筆
者
の
座
右
に
あ
っ
た
か
ら
か

も
知
れ
な
い
」（
四
七
二
頁
）
と
指
摘
す
る
。

　
○
一
年
セ
保
元
ノ
逆
乱
ノ
時
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前
項
の
見
出
し
を
含
め
て
示
せ
ば
、
近
似
す
る
本
文
を
持
つ
の
は
、〈
闘
〉「
是
以

思
にレ

昔
保
元
逆
乱
（
是
れ
を
以
て
昔
を
思
ふ
に
、
保
元
の
逆
乱
に
。
一
下
―
一
九

ウ
）」、〈
延
〉「
保
元
逆
乱
之
時
」（
巻
二
―
四
五
ウ
）、〈
長
〉「
是
を
も
て
、
昔
を

あ
ん
ず
る
に
、
保
元
逆
乱
の
時
」（
1
―
一
七
一
頁
）、〈
中
〉「
保
元
の
昔
」（
上

―
一
〇
四
頁
）。
成
親
の
助
命
嘆
願
（
所
謂
「
小
教
訓
」）
に
お
い
て
も
、
保
元
・

平
治
の
乱
の
先
例
が
教
訓
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
（「
是
（
引
用
者
注

「
信
西
」）
ハ
サ
セ
ル
朝
敵
ニ
ア
ラ
ネ
共
、
併
保
元
ノ
罪
ノ
報
ト
覚
テ
、
恐
シ
ク
コ

ソ
侍
シ
カ
」
1
―
三
三
六
頁
）。
重
盛
の
主
張
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
保
元

の
乱
の
記
憶
が
、
道
理
喪
失
の
先
例
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。
　
○
六
条

判
官
為
義
ハ
新
院
ノ
御
方
ニ
参
リ
　
源
為
義
は
、
官
位
は
従
五
位
下
、
左
衛
門
大

尉
、
検
非
違
使
。
清
和
源
氏
累
代
の
六
条
堀
河
邸
を
居
館
と
し
た
こ
と
か
ら
、
六

条
判
官
と
呼
ば
れ
た
。〈
闘
・
長
〉
も
「
六
条
判
官
為
義
」
と
す
る
。〈
延
〉
の
み

「
陸
奥
判
官
為
義
」
と
す
る
が
、
半
井
本
『
保
元
物
語
』
に
は
、
為
義
が
奈
良
法

師
を
栗
子
山
よ
り
追
い
返
し
た
賞
に
陸
奥
を
所
望
し
た
と
こ
ろ
、「『
陸
奥
ハ
、
為

義
ガ
為
ニ
不
吉
ノ
国
也
。
祖
父
ガ
時
、
頼
義
十
二
年
ノ
合
戦
ヲ
ス
。
親
父
義
家
三

年
ノ
軍
ヲ
ス
。
意
趣
残
国
ニ
テ
ア
リ
。
為
義
ニ
給
バ
、乱
ヲ
発
ナ
ン
』
ト
テ
、代
々

ノ
君
免
シ
給
ズ
」（
新
大
系
九
二
頁
）
と
、
為
義
と
陸
奥
と
の
関
係
が
否
定
的
に

語
ら
れ
、為
義
を
「
陸
奥
判
官
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
な
い
。
と
す
れ
ば
〈
延
〉
が
『
保

元
物
語
』
を
直
接
参
照
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
呼
称
は
不
審
。
米
谷
豊
之
祐

は
、
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
に
は
、「
此

の

為
義
は
、
…
…
も
と
は
陸
奥

の

四
郎
と

ぞ
申

し

け
る
」（
三
七
六
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
こ
れ
は
為
義
が
十
一
～
二
歳
迄

の
幼
少
時
か
、
二
十
歳
か
ら
二
十
八
歳
頃
ま
で
の
間
か
に
、
一
時
陸
奥
に
居
を
占

め
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
示
す
と
す
る
。
共
に
、
先
祖
頼
義
・
義
家
の
開

発
し
た
所
領
を
幾
干
か
同
国
に
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
も
示
唆
す
る
。『
上
遠
野

文
書
』
に
、
久

（

一

一

五

〇

）

安
六
年
八
月
二
十
一
日
付
に
て
平
正
光
な
る
者
を
陸
奥
国
白
河
領

内
、
社

や

し

ろ
・
金
山
両
村
の
預
所
職
に
補
任
し
て
い
る
右
衛
門
大
尉
源
朝
臣
は
《『
平

安
遺
文
』
二
七
〇
六
号
》
為
義
に
比
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
一
四
四
頁
）
と
す
る
。

た
だ
し
、「
陸
奥
判
官
」
の
呼
称
は
、
父
（
養
父
）
義
家
の
官
職
が
陸
奥
国
司
で
、

自
身
の
官
職
で
あ
る
検
非
違
使
の
衛
門
尉
（
判
官
）
に
由
来
す
る
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。「
陸
奥
判
官
」の
呼
称
に
つ
い
て
は
、『
兵
範
記
』久
寿
元
年（
一
一
五
四
）

二
月
二
日
条
に
確
認
で
き
、『
平
家
物
語
』
や
『
保
元
物
語
』
の
叙
述
に
か
か
わ

ら
ず
、当
時
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
岡
虎
之
助
は
、『
愚
昧
記
』

仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
十
一
月
記
紙
背
に
記
さ
れ
た
「
散
位
源
行
真
申
詞
」（
永

治
二
年
〔
一
一
四
二
〕
四
月
三
日
。『
平
安
遺
文
』
二
四
六
七
号
）
に
登
場
す
る
「
前

奥
（
マ
マ
）

陸
判
官
」
を
、
源
為
義
の
こ
と
と
比
定
す
る
（
四
四
六
頁
）。
為
義
が
保
延
二

年
（
一
一
三
六
）
に
衛
門
少
尉
を
辞
し
て
お
り
（〈
尊
卑
〉）、
こ
れ
が
源
為
義
で

あ
る
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
し
、「
前
・
判
官
」は
複
数
人
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
、

「
陸
奥
」
と
関
係
の
あ
る
も
の
が
他
に
い
な
い
と
い
う
確
証
も
な
い
た
め
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
可
能
性
の
範
囲
を
出
な
い
。
ま
た
、
米
谷
豊
之
祐
が
指
摘
す
る
『
上

遠
野
文
書
』
の
「
右
衛
門
大
尉
源
朝
臣
」
に
つ
い
て
も
、
為
義
は
久
安
六
年

（
一
一
四
六
）
に
「
左
衛
門
大
尉
」（
左
右
は
写
し
誤
り
な
ど
の
可
能
性
も
）
に
還

任
し
て
い
る
の
で
、（『
本
朝
世
紀
』
同
年
正
月
二
三
日
条
）、
こ
れ
が
源
為
義
で

あ
る
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
し
、「
令
云
、
二
人
、
然
而
輙
不
任
之
、
為
五
位
尉

之
輩
中
殊
撰
人
」（『
官
職
秘
抄
』「
衛
門
府
」
大
尉
）
と
あ
る
よ
う
に
、
も
う
一

人
の
大
尉
が
源
氏
で
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
、
初
め
て
源
為
義
で
あ
る
と
確
定

で
き
る
も
の
で
、
現
状
で
は
可
能
性
の
範
囲
を
出
な
い
。〈
尊
卑
〉
に
よ
れ
ば
、

為
義
は
源
義
親
の
四
男
、
正
四
位
下
、
陸
奥
守
、
鎮
守
府
将
軍
源
義
家
の
孫
で
、

父
義
親
が
謀
叛
で
誅
さ
れ
た
た
め
に
幼
少
の
為
義
が
義
家
の
養
子
と
さ
れ
た
と
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四

）

さ
れ
る
。
し
か
し
佐
々
木
紀
一
は
、〈
尊
卑
〉
の
注
記
に
「
母
同
義
国
〈
中
宮
亮

有
綱
女
〉」（
3
―
二
八
九
頁
）
と
あ
り
、「
北
酒
出
本
『
源
氏
系
図
』」
で
は
義
家

四
男
で
「
母
同
義
忠
」（
義
忠
の
母
は
藤
原
有
綱
女
、
義
国
の
母
も
同
）
と
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
義
家
の
実
子
と
見
る
べ
き
と
指
摘
す
る
（
二
二
～
二
六
頁
）。

藤
原
忠
実
・
頼
長
に
臣
従
し
て
い
た
為
義
は
、
保
元
の
乱
に
際
し
て
は
、
両
名
の

支
持
す
る
崇
徳
院
側
に
参
じ
た
。
　
○
子
息
下
野
守
義
朝
ハ
内
裏
ニ
参
テ
父
子
致

合
戦
　〈
延
〉「
子
息
下
野
守
義
朝
ハ
内
裏
ニ
候
テ
合
戦
ス
」（
巻
二
―
四
六
オ
）。

源
義
朝
は
、
鳥
羽
院
の
院
宣
に
よ
っ
て
保
元
元
年
六
月
一
日
か
ら
内
裏
の
警
護
に

召
集
さ
れ
て
い
た
（『
兵
範
記
』
保
元
元
年
七
月
五
日
条
「
去
月
朔
以
後
、
依
二

院

宣
一

、
下
野
守
義
朝
幷
義
康
等
、
参
二

宿
陣
頭
一

守
二

護
禁
中
一

」）。
八
日
に
は
、
東

三
条
殿
へ
押
入
っ
て
の
検
知
没
官
に
あ
た
る
な
ど
（
同
八
日
条
「
今
日
蔵
人
左
衛

門
尉
俊
成
幷
義
朝
随
兵
等
、
押
二

入
東
三
条
一

検
知
没
官
了
、
東
蔵
町
同
前
即
被
レ

仰
二

預
義
朝
一

了
」）、
天
皇
方
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
合
戦
当
日
は
二
百
余
騎
を

率
い
て
大
炊
御
門
方
よ
り
崇
徳
院
の
居
る
白
河
御
所
の
攻
撃
に
あ
た
っ
た
（
同

十
一
日
条
「〈
義
朝
二
百
余
騎
自
二

大
炊
御
門
方
一

〉」）。
義
朝
と
後
白
河
と
の
結
び

つ
き
は
か
な
り
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
元
木
泰
雄
は
、
義
朝
は
父
為
義
が
藤

原
忠
実
に
伺
候
し
た
時
期
に
嫡
男
の
座
を
追
わ
れ
て
関
東
ヘ
下
向
、
鳥
羽
院
と
緊

密
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
官
位
を
上
昇
さ
せ
た
が
、
こ
れ
が
摂
関
家
の
家

産
機
構
に
組
織
さ
れ
た
父
為
義
と
の
決
別
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る

（
三
〇
四
～
三
〇
七
頁
）。〈
早
（
黒
）〉「
致
シ
キ
」。
校
異
4
参
照
。

　
○
新
院
ノ

御
方
軍
破
テ
大
炊
殿
戦
場
ノ
煙
ノ
底
ニ
成
シ
カ
バ

　〈
延
〉「
兵
イ
ク
サ
事
終
ヘ
テ

後
、大
炊
殿
ハ
戦
場
ノ
煙
ノ
底
ニ
ナ
リ
ニ
シ
カ
バ
」（
巻
二
―
四
六
オ
）、〈
長
〉「
合

戦
事
を
は
り
て
、
大
炊
殿
、
戦
場
の
け
ぶ
り
の
底
に
な
り
し
後
は
」（
1
―

一
七
一
頁
）。
崇
徳
院
は
最
初
同
母
妹
の
斎
院
の
御
所
に
居
た
が
、
手
狭
で
あ
る

と
し
て
大
炊
殿
へ
と
移
っ
た
こ
と
が
半
井
本
『
保
元
物
語
』
に
は
記
さ
れ
る
。「
新

院
ハ
斎
院
ノ
御
所
ニ
渡
ラ
セ
マ
シ

く
ケ
ル
ガ
、
分
内
セ
バ
ク
テ
悪
カ
リ
ナ
ン

ト
テ
、
夜
半
計
ヨ
リ
大
炊
殿
ヘ
ウ
ツ
ラ
セ
給
」（
新
大
系
二
八
頁
）。
大
炊
殿
は
、

鴨
川
を
東
に
渡
っ
て
大
炊
御
門
大
路
に
面
し
た
北
側
に
あ
り
、
白
川
北
殿
と
も
呼

ば
れ
る
。
野
中
哲
照
①
に
よ
れ
ば
、
狭
義
の
白
河
北
殿
は
春
日
小
路
（
の
末
）
を

北
限
と
し
て
い
る
ら
し
い
の
で
、呼
称
か
ら
み
て
狭
義
の
白
河
北
殿
を「
大
炊
殿
」

と
呼
び
、
春
日
小
路
（
の
末
）
の
北
に
あ
る
の
が
前
斎
院
の
御
所
だ
ろ
う
と
す
る

（
一
〇
六
頁
）。『
兵
範
記
』
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
一
月
十
五
日
条
「
令
レ

参
二

白
川
殿
一

給
〈
大
炊
御
門
末
御
所
〉」。
保
元
の
乱
に
際
し
て
は
、
後
白
河
天
皇
方

が
崇
徳
院
御
所
に
火
を
か
け
た
こ
と
は
『
保
元
物
語
』
に
「
義
朝
、御
免
ヲ
蒙
テ
、

御
所
ノ
北
ナ
ル
藤
中
納
言
家
成
卿
ノ
宿
所
ニ
火
ヲ
ゾ
放
タ
リ
ケ
ル
。
西
風
ハ
ゲ
敷

吹
、
猛
火
御
所
ヘ
ゾ
押
羅
ル
」（
新
大
系
六
九
～
七
〇
頁
）
と
記
さ
れ
る
他
、『
兵

範
記
』
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
（
七
月
十
一
日
条
「
辰
剋
、
東
方
起
二

煙
炎
一

、

御
方
軍
已
責
寄
懸
レ

火
了
云
々
、
清
盛
等
乗
レ

勝
逐
レ

逃
、
上
皇
・
左
府
晦
レ

跡
逐
電
、

白
川
御
所
等
焼
失
畢
〈
斎
院
御
所
幷
院
北
殿
也
〉」）。
　
○
院
ハ
讃
州
ヘ
御
下
向

　〈
延
〉「
新
院
ハ
讃
州
ヘ
配
流
セ
ラ
レ
サ
セ
給
ヌ
」（
巻
二
―
四
六
オ
。「
左
府
ハ

流
矢
ニ
中
テ
命
ヲ
失
ヒ
」
の
後
に
続
く
）、〈
長
〉「
一
院
、さ
ぬ
き
の
国
へ
御
下
向
」

（
1
―
一
七
一
頁
）。
崇
徳
院
の
讃
岐
配
流
は
、
為
義
処
刑
に
先
立
つ
七
月
二
十
三

日
後
に
行
わ
れ
た
。『
兵
範
記
』
保
元
元
年
七
月
二
十
三
日
条
「
今
夕
、
入
道
太

上
天
皇
（
＊
崇
徳
院
）
、
被
レ

奉
レ

移
二

讃
岐
国
一

、
兼
日
公
家
有
二

御
沙
汰
一

、
当
日
五

位
蔵
人
資
長
、
依
二

勅
定
一

、
参
二

向
仁
和
寺
御
在
所
一

奉
レ

出
レ

之
、
晩
頭
出
御
、
網

代
御
車
〈
御
乳
母
子
保
成
車
召
レ

之
〉」。『
保
元
物
語
』
も
同
じ
く
二
十
三
日
に
讃

岐
に
配
流
に
な
っ
た
と
す
る
（
新
大
系
一
一
八
頁
）。

　
○
左
府
ハ
流
矢
ニ
ア
タ

リ
テ
失
給
ヌ

　〈
延
〉「
左
府
ハ
流
矢
ニ
中
テ
命
ヲ
失
ヒ
」（
巻
二
―
四
六
オ
）、〈
長
〉
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「
左
府
は
な
が
れ
矢
に
あ
た
り
う
せ
給
て
の
ち
」（
1
―
一
七
一
頁
）。『
保
元
物
語
』

に
は
、
頼
長
が
十
一
日
の
合
戦
に
敗
れ
て
落
ち
の
び
、
夜
途
中
で
流
れ
矢
に
頚
を

射
ら
れ
て
瀕
死
と
な
り
、十
三
日
宇
治
の
父
忠
実
に
面
会
を
求
め
る
が
拒
絶
さ
れ
、

十
四
日
に
死
去
し
た
経
緯
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
は
お
よ
そ
『
兵
範
記
』
の

記
事
と
符
合
す
る
。
七
月
十
一
日
条
「
上
皇
・
左
府
不
レ

知
二

行
方
一

、
但
於
二

左 

府
一

者
、已
中
二

流
矢
一

由
多
以
称
申
」。
七
月
二
十
一
日
条
「
顕
憲
息
僧
玄
顕
申
云
、

十
一
日
合
戦
庭
被
レ

疵
、
十
二
日
経
二

廻
西
山
辺
一

、十
三
日
於
二

大
井
河
辺
一

乗
船
、

同
日
申
刻
付
二

木
津
辺
一

、
先
申
二

事
由
於
入
道
殿
一

、
依
レ

不
二

知
食
一

、
扶
持
輩
渡
二

申
千
覚
律
師
房
一

、
其
後
一
夜
悩
乱
、
十
四
日
巳
刻
許
薨
去
、
即
夜
乗
レ

輿
窃
葬
二

於
般
若
山
辺
一

、
骨
肉
五
体
併
雖
レ

不
レ

違
、
直
殯
了
者
、
依
二

此
申
状
一

、
今
朝
差
二

定
官
使
史
生
幷
滝
口
三
人
一

、
相
二

具
彼
玄
顕
一

遣
二

南
京
一

了
」。
　
○
大
将
軍
為
義

法
師
ヲ
バ
、
子
息
義
朝
承
テ
朱
雀
大
路
ニ
引
出
シ
、
首
ヲ
刎
タ
リ
シ
ヲ
コ
ソ
　
為

義
は
義
朝
の
許
に
出
頭
す
る
に
先
立
っ
て
、
出
家
を
遂
げ
て
い
た
。『
兵
範
記
』

保
元
元
年
七
月
十
六
日
条
に
は
、「
為
義
出
二

来
義
朝
許
一

、
即
奏
聞
、
依
二

勅
定
一

、

令
レ

候
二

義
朝
宿
所
一

、
日
来
流
浪
、
横
川
辺
出
家
云
々
」
と
あ
る
。
半
井
本
『
保

元
物
語
』
は
、
東
国
へ
と
遁
れ
る
途
中
で
病
に
倒
れ
た
為
義
は
、
黒
谷
辺
に
潜
ん

で
い
た
が
、
比
叡
山
の
月
輪
坊
の
竪
者
の
も
と
で
出
家
し
て
義
法
房
と
名
付
け
ら

れ
た
と
記
す
（
新
大
系
九
二
～
九
三
頁
）。〈
延
〉
は
、
為
義
投
降
か
ら
処
刑
に
至

る
経
緯
を
、「
其
後
大
将
軍
為
義
ハ
出
家
入
道
シ
テ
義
朝
ヲ
憑
ミ
顕
レ
、
手
ヲ
合

テ
来
リ
シ
カ
バ
、
勲
功
ノ
賞
ヲ
進
セ
上
テ
父
ガ
命
ヲ
平
ニ
申
シ
ヽ
カ
ド
モ
、
正
ク

君
ヲ
射イ

奉
ル
罪
依

テ

難
ニ

遁
一

死
罪
ニ
定
リ
シ
ヲ
、
人
手
ニ
カ
ケ
ジ
ト
テ
、
義
朝
ガ

朱
雀
ノ
大
路
ニ
引
出
シ
テ
頚
ヲ
切
候
シ
ヲ
コ
ソ
」（
巻
二
―
四
六
オ
）、〈
長
〉
は
「
大

将
軍
、
ほ
う
し
に
な
り
て
、
子
そ
く
よ
し
朝
が
も
と
へ
降
人
に
な
り
、
手
を
合
て

む
か
ひ
た
り
け
れ
ど
も
、
今
度
、
朝
敵
の
大
将
ぐ
ん
な
り
と
て
、
断
罪
に
さ
だ
ま

り
に
け
れ
ば
、
よ
し
と
も
、
力
お
よ
ば
ず
、
人
手
に
か
ゝ
ら
ん
よ
り
と
て
、
朱
雀

大
路
に
引
出
し
て
、
父
が
か
う
べ
を
は
ね
候
し
事
」（
1
―
一
七
一
頁
）
と
『
保

元
物
語
』
に
即
し
て
や
や
詳
し
く
記
す
。〈
盛
〉
は
〈
延
・
長
〉
の
よ
う
な
為
義

が
出
家
し
た
記
述
を
省
く
の
で
、「
為
義
法
師
」
が
唐
突
に
現
れ
る
が
、半
井
本
『
保

元
物
語
』
で
も
出
家
後
は
「
為
義
法
師
」
と
八
箇
所
に
わ
た
っ
て
呼
称
さ
れ
て
い

る
の
で
（
古
活
字
本
『
保
元
物
語
』
は
、
一
箇
所
）、
こ
う
し
た
本
文
に
拠
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
為
義
が
処
刑
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、『
兵
範
記
』
が
船
岡

辺
（
七
月
三
十
日
条
）、『
愚
管
抄
』
が
四
塚
（
二
二
三
頁
）
と
す
る
の
に
対
し
、

『
保
元
物
語
』
が
七
条
朱
雀
（
新
大
系
一
〇
〇
頁
）
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

服
部
幸
造
は
、「
検
非
違
使
に
よ
る
実
検
が
行
わ
れ
た
と
言
う
の
だ
か
ら
、
お
そ

ら
く
史
実
と
し
て
は
『
兵
範
記
』
の
記
事
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
つ
つ
、

「
あ
え
て
史
実
を
ま
げ
て
、
為
義
処
刑
の
場
と
し
て
い
る
の
は
、
無
慙
な
死
を
と

げ
た
為
義
を
京
の
西
の
入
り
口
に
祀
る
こ
と
に
つ
と
め
た
者
た
ち
が
い
た
か
ら

で
あ
ろ
う
」（
三
二
三
頁
）
と
指
摘
、
山
口
泰
子
は
、
丹
波
街
道
に
通
じ
る
七
条

大
路
と
朱
雀
大
路
の
交
叉
す
る
地
に
お
い
て
「
境
界
鎮
護
の
地
蔵
信
仰
を
奉
じ
怨

霊
の
鎮
魂
を
担
っ
た
巫
祝
唱
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
為
義
鎮
魂
の
伝
承
基
盤
が
形

成
さ
れ
て
い
た
も
の
と
想
定
す
る
」（
二
五
二
頁
）。
ま
た
、
野
中
哲
照
②
は
、「
元

来
、
処
刑
地
―
船
岡
辺
（『
兵
範
記
』）、
墓
地
―
七
条
朱
雀
と
い
う
区
別
が
あ
っ

た
の
に
、
伝
承
世
界
で
七
条
朱
雀
が
処
刑
地
へ
と
移
行
し
た
可
能
性
が
あ
る
」

（
二
四
九
頁
）
と
す
る
。

　
○
同
勅
定
ノ
忝
ナ
サ
ト
云
ナ
ガ
ラ
、悪
逆
無
道
ノ
至
、

口
惜
事
哉
ト
存
候
シ
カ

　〈
延
〉「
同
勅
命
ノ
難
背
一

サ
ト
申
ナ
ガ
ラ
、
悪
逆
無
道

之
至
、
口
惜
キ
事
哉
ト
コ
ソ
、
昨
日
マ
デ
モ
見
聞
候
シ
ニ
」（
巻
二
―
四
六
オ
）、

〈
長
〉「
お
な
じ
勅
定
と
申
な
が
ら
、
悪
ぎ
や
く
無
道
の
い
た
り
、
口
お
し
き
事
か

な
と
こ
そ
存
候
し
か
」（
1
―
一
七
一
頁
）な
ど
、勅
命
と
不
孝
を
対
比
し
な
が
ら
、
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（
六

）

父
為
義
の
首
を
切
っ
た
義
朝
を
非
難
す
る
。
ま
た
、半
井
本
『
保
元
物
語
』
で
は
、

斬
罪
と
聞
い
た
為
義
の
四
人
の
子
供
の
内
、
九
つ
の
鶴
若
が
、
兄
の
義
朝
に
助
命

を
頼
も
う
と
言
っ
た
の
に
対
し
て
、
長
男
の
乙
若
が
、「
幼
物
共
程
ハ
カ
ナ
カ
リ

ケ
ル
物
ア
ラ
ジ
。
何
ニ
モ
シ
テ
助
ク
ベ
キ
父
ヲ
切
程
ノ
不
当
仁
ガ
、
弟
共
ヲ
バ
、

何
ト
カ
思
ハ
ン
」（
一
〇
七
頁
）
と
、兄
義
朝
の
こ
と
を
「
父
ヲ
切
程
ノ
不
当
仁
」

と
非
難
し
た
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
軍
記
類
に
お
い
て
は
義
朝
が
父
為
義
や
兄

弟
を
処
刑
し
た
こ
と
が
厳
し
く
批
判
さ
れ
、
そ
れ
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
重
盛
の

「
不
孝
」
の
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
義
朝
に
よ
る
為
義
等
の
処
刑

を
「
不
孝
」
と
し
て
非
難
す
る
言
説
は
、
当
時
の
日
記
類
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
確
認

で
き
ず
、
重
盛
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
不
孝
」
批
判
が
貴
族
社
会
に
お
い
て
ど
の

程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
か
疑
問
が
残
る
。
義
朝
に
よ
る
為
義
ら
の
処
刑
の
背
景
に

は
、
処
刑
に
よ
っ
て
闕
所
地
と
な
る
為
義
ら
の
所
領
継
承
の
問
題
が
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
ろ
う
。
笠
松
宏
至
は
、「
一
族
の
所
領
は
同
族
お
よ
び
そ
の
子
孫
が
受
け

継
ぎ
、
知
行
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
当
の
一
族
構
成
員
に
と
っ
て
は
勿
論
、
幕

府
に
と
っ
て
も
い
わ
ゆ
る
道
理
に
適
う
も
の
」、「
た
と
え
そ
の
地
が
闕
所
と
な
っ

た
と
き
で
さ
え
、
被
没
収
者
の
一
族
が
そ
の
給
与
を
優
先
的
に
主
張
し
得
た
」

（
二
〇
九
頁
）
と
指
摘
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
義
朝
は
処
刑
に
よ
っ
て
闕
所
地
と

な
っ
た
為
義
ら
の
所
領
の
相
続
を
主
張
で
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
「
検
断

得
分
」（
検
断
に
よ
り
押
収
さ
れ
た
罪
人
の
財
物
が
検
断
行
使
者
の
得
分
と
し
て

渡
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
）
と
い
う
制
度
が
あ
っ
た
た
め
、
義
朝
は
こ
れ
を
回
避

す
る
た
め
に
、
自
ら
が
検
断
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
没
収
者
の
一
族
と
し
て

の
権
利
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
義
朝
の
行
為
を
強
く
非
難
す
る
言
説
が
日
記
類
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
た
だ
し
『
愚
管
抄
』
に
は
、「
ハ
ヤ
ク
ヽ
ビ
ヲ

キ
ル
ベ
キ
ヨ
シ
勅
定
サ
ダ
マ
リ
ニ
ケ
レ
バ
、
義
ト
モ
ヤ
ガ
テ
コ
シ
車
ニ
ノ
セ
テ
ヨ

ツ
ヾ
カ
ヘ
ヤ
リ
テ
、ヤ
ガ
テ
ク
ビ
キ
リ
テ
ケ
レ
バ
、『
義
ト
モ
ハ
ヲ
ヤ
ノ
ク
ビ
切
ツ
』

ト
世
ニ
ハ
又
ノ
ヽ
シ
リ
ケ
リ
」（
旧
大
系
二
二
三
頁
）
と
あ
り
、
勅
命
と
は
言
い

な
が
ら
父
を
処
刑
し
た
義
朝
へ
の
批
判
意
識
は
、
当
時
か
ら
あ
る
程
度
あ
っ
た
こ

と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
　
○
其
ニ
人
ノ
上
ノ
様
ニ
浅
増
ト
悲
カ
リ
シ
事
ノ
、
今
日

ハ
又
重
盛
ガ
身
ノ
上
ニ
罷
成
ヌ
ル
事
ヨ
ト
存
コ
ソ
心
憂
覚
候
エ
　
後
白
河
院
へ

兵
を
向
け
よ
う
と
す
る
＝
朝
敵
に
な
ら
ん
と
す
る
父
清
盛
を
前
に
、
朝
敵
と
な
っ

た
父
為
義
を
、
勅
命
に
よ
っ
て
自
ら
処
刑
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
義
朝
に
、

重
盛
が
わ
が
身
を
重
ね
る
言
葉
は
、〈
闘
・
延
・
長
・
中
〉
に
も
見
ら
れ
る
。〈
延
〉

は
、「
今
日
ハ
重
盛
ガ
身
ノ
上
ニ
ナ
リ
ヌ
ト
コ
ソ
覚
候
へ
。
君
打
勝
セ
給
候
ハ
ヾ

彼
保
元
ノ
例
ニ
任
テ
、
重
盛
五
逆
罪
ノ
一
分
犯
シ
候
ヌ
ト
覚
候
コ
ソ
、
兼
テ
心
憂

ク
覚
候
ヘ
」（
巻
二
―
四
六
オ
～
四
六
ウ
、〈
長
〉
も
、
傍
線
部
を
欠
く
以
外
は
、

ほ
ぼ
同
文
）
と
、
保
元
の
乱
と
同
様
に
、
君
＝
後
白
河
院
が
勝
利
し
、
自
分
が
義

朝
と
同
様
の
立
場
に
置
か
れ
る
可
能
性
を
強
調
す
る
。
日
下
力
は
、「
五
逆
罪
ノ

其
ノ
一
ヲ
犯
ス
ベ
シ
」
と
い
う
表
現
や
、
次
項
に
見
ら
れ
る
重
盛
の
心
境
吐
露
の

表
現
が
、「
父
処
刑
の
勅
命
を
受
け
た
時
の
義
朝
の
そ
れ
に
、
発
想
の
母
胎
を
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
（
四
七
二
頁
）。〈
闘
〉「
只
今
成
重
盛

か

身
の

上
に一

候
事
口
惜
覚
候
（
只
今
重
盛
が
身
の
上
に
成
り
候
ふ
事
こ
そ
、
口
惜
し
く

覚
え
候
ヘ
。
一
下
―
一
九
ウ
）」、〈
中
〉「
け
ふ
は
し
げ
も
り
が
身
の
上
に
な
り
ぬ

と
お
ぼ
え
候
ぞ
や
」（
上
―
一
〇
四
頁
）。

　
○
悲
哉
、
君
ノ
御
為
ニ
奉
公
ノ
忠
ヲ

致
サ
ン
ト
ス
レ
バ
、
迷
盧
八
万
ノ
頂
ヨ
リ
猶
高
キ
父
ノ
御
恩
忽
ニ
忘
ナ
ン
ト
ス
。

痛
哉
、
不
孝
ノ
罪
ヲ
遁
ト
ス
レ
バ
、
又
朝
恩
畳
重
ノ
底
極
ガ
タ
シ
。
君
ノ
御
為
ニ

既
ニ
不
忠
ノ
逆
臣
ト
ナ
リ
ヌ
ベ
シ

　〈
延
〉「
悲
哉
、
君
ノ
御
為
ニ
忠
ヲ
致
ト
ス
レ

バ
、
迷
盧
八
万
ノ
頂
猶
下
レ
ル
父
ノ
御
恩
ヲ
、
忽
ニ
忘
レ
ナ
ン
ト
ス
。
痛
哉
、
不
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（
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）

孝
ノ
罪
ヲ
遁
レ
ン
ト
ス
レ
バ
、
蒼
海
万
里
之
底
猶
浅
キ
君
ノ
御
為
ニ
、
不
忠
ノ
逆

臣
ト
ナ
リ
ヌ
ベ
シ
」（
巻
二
―
四
六
ウ
）」
と
あ
る
の
が
、「
迷
盧
八
万
ノ
頂
」
と
「
蒼

海
万
里
之
底
」の
対
句
と
し
て
最
も
整
っ
て
い
る
。「
迷
盧
」は
須
弥
山
の
こ
と
で
、

「
迷
廬
」
と
も
書
く
。〈
延
全
注
釈
〉
は
、
こ
の
譬
喩
が
『
言
泉
集
』
や
『
澄
憲
作

文
集
』
な
ど
、
唱
導
・
表
白
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
常
套
句
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
（
巻
二
―
二
〇
七
頁
）。
他
に
も
、『
湛
睿
説
草
』「
悲
母
表
白
」
に
、「
其
恩
山

尤
モ

高
シ

迷
慮
八
万
之
頂
不
可
及

ブ一

、
其
□

（
徳
か
）海

至
テ

深
シ

蒼
溟
三
千
之
底

モ

非
可

キ
ニ

比
一ラ

ブ

」

（
納
冨
常
天
『
金
沢
文
庫
蔵
国
宝
称
名
寺
聖
教
湛
睿
説
草
　
研
究
と
翻

刻
』
三
六
二
頁
）
な
ど
、類
似
の
句
が
恩
愛
の
深
さ
を
説
く
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
。

『
と
は
ず
が
た
り
』
巻
一
「
そ
の
恩
、
迷
盧
八
万
の
頂
き
よ
り
も
高
く
、
養
育
扶

持
の
心
ざ
し
、
母
に
代
は
り
て
切
な
り
し
か
ば
、
そ
の
恩
又
、
四
大
海
の
水
よ
り

も
深
し
」（
新
大
系
二
八
頁
）
も
そ
う
い
っ
た
常
套
句
に
基
づ
く
。〈
長
・
屋
・
覚
・

中
〉
は
後
半
の
「
君
ノ
御
為
ニ
」
に
掛
る
「
蒼
海
万
里
之
底
猶
浅
キ
」
を
欠
く
。

〈
闘
〉
は
対
句
と
「
迷
盧
八
万
ノ
頂
」「
蒼
海
万
里
之
底
」
の
両
方
を
欠
く
（「
痛

哉
進
為
（
レ
）

君
欲
（
レ
）

致
（
レ
）

忠
（
一
）

不
孝

の

罪
業
可
（
レ
）

在
（
レ
）

身
に

悲
哉
退
為
（
レ
）

父

欲
行
孝

を
（
一
）

不
忠

の

逆
臣
応
（
レ
）

在
レ

我
に

（
痛
ま
し
き
か
な
、
進
み
て
君
の
為
に
忠

を
致
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
不
孝
の
罪
業
身
に
在
る
べ
し
。
悲
し
き
か
な
、
退
い
て

父
の
為
に
孝
を
行
は
ん
と
欲
す
れ
ば
、
不
忠
の
逆
臣
我
に
在
り
ぬ
べ
し
。
一
下
―

一
九
ウ
）」。〈
盛
〉
は
一
旦
欠
落
し
た
こ
の
部
分
に
新
た
に
「
又
朝
恩
畳
重
ノ
底

極
ガ
タ
シ
」を
補
っ
た
も
の
か
。
た
だ
し
対
句
と
し
て
と
と
の
っ
て
い
な
い
の
は
、

唱
導
・
表
白
文
の
常
套
句
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
た
め
か
。「
畳
重
ノ
底
」
と
い

う
表
現
は
他
の
用
例
未
詳
。
な
お
〈
闘
〉
の
記
事
配
列
は
他
と
異
な
り
、
こ
の
一

節
を
、〈
盛
〉
は
次
節
に
置
く
漢
蕭
何
の
故
事
に
続
け
た
『
論
語
』
引
用
の
後
に

置
く
（
次
節
「
彼
漢
蕭
何
ハ
勲
功
ヲ
極
ニ
依
テ
官
大
相
国
ニ
至
リ
…
…
高
祖
重
ク

禁
テ
廷
尉
ニ
下
シ
テ
深
罪
セ
ラ
レ
キ
」
項
参
照
）。
　
○
雖
君
不
為
君
不
可
臣
以

不
為
臣
、
雖
父
不
為
父
不
可
子
以
不
為
子
　
読
み
に
つ
い
て
は
、
校
異
19
・
20
参

照
。
遠
藤
光
正
は
、『
古
文
孝
経
』
孔
安
国
序
「
君
雖
レ

不
レ

君
、
臣
不
レ

可
二

以
不
一レ

臣
、
父
雖
レ

不
レ

父
、
子
不
レ

可
二

以
不
一レ

子
（
君
、
君
た
ら
ず
と
雖
も
、
臣
以
て
臣

た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
父
、父
た
ら
ず
と
雖
も
、子
以
て
子
た
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
）」

（
新
釈
漢
文
大
系『
孝
経
』六
〇
頁
。「
君
が
君
と
し
て
の
道
を
尽
く
さ
な
く
て
も
、

臣
は
臣
と
し
て
の
道
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
父
が
父
と
し
て
の
道
を
尽

く
さ
な
く
て
も
、子
は
子
と
し
て
の
道
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
六
二
頁
）

の
意
）
を
典
拠
と
し
つ
つ
、
出
典
と
し
て
『
明
文
抄
』『
管
蠡
抄
』『
玉
函
秘
抄
』

な
ど
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
典
拠
と
の
字
句
の
相
違
に
つ
い
て
は
、「
類
書
金
言
集

の
略
抄
本
で
あ
る
金
句
集
に
採
録
の
字
句
と
は
甚
だ
近
似
し
て
い
る
」
と
、
村
岡

典
嗣
蔵
金
句
集
、
父
子
事
の
条
や
、
東
北
大
学
蔵
金
句
集
、
文
事
部
の
条
と
の
近

似
性
を
指
摘
す
る
（
二
三
～
二
四
頁
、
二
九
頁
）。『
明
文
抄
』「
君
雖
不
君
、
臣

不
可
以
不
臣
、
父
雖
不
父
、
子
不
可
以
不
子
。〈
孝
経
〉』（
山
内
洋
一
郎
編
『
玉

函
秘
抄
・
明
文
抄
・
管
蠡
抄
の
研
究
』
二
四
九
頁
）。
し
た
が
っ
て
、〈
盛
〉
の
当

該
句
は
、『
古
文
孝
経
』
に
直
接
拠
る
の
で
は
な
く
、
類
書
等
に
拠
る
も
の
と
考

え
ら
れ
よ
う
。〈
長
〉
に
も
「
君
々
た
ら
ず
と
い
ふ
と
も
、
臣
以
臣
た
ら
ず
は
あ

る
べ
か
ら
ず
。
父
々
た
ら
ず
と
い
ふ
と
も
、
子
以
子
た
ら
ず
は
あ
る
べ
か
ら
ず
」

（
一
七
一
頁
）
と
あ
る
が
、〈
長
・
盛
〉
の
み
の
独
自
本
文
で
、〈
闘
・
延
・
屋
・
覚
・

中
〉
は
当
該
箇
所
に
こ
の
一
文
を
欠
く
。
た
だ
し
、〈
闘
・
覚
・
中
〉
は
、
後
の

褒
姒
故
事
引
用
の
後
に
同
様
の
文
言
を
引
用
し
（
字
句
は
こ
の
部
分
と
は
若
干
異

な
る
）、〈
延
・
長
・
屋
〉
も
、
や
や
簡
略
化
し
た
形
で
類
似
の
文
言
を
持
つ
（
後

述
）。〈
盛
〉
も
同
箇
所
に
再
度
〈
覚
・
中
〉
と
同
様
の
文
言
を
引
用
し
て
お
り
、

〈
長
・
盛
〉
に
は
重
複
が
見
ら
れ
る
（
後
出
箇
所
は
地
の
文
）。

　
○
云
彼
云
此
、
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（
八

）

進
退
コ
ヽ
ニ
キ
ハ
マ
レ
リ
。
思
フ
ニ
無
益
ノ
次
第
也
　〈
延
〉「
是
ト
申
彼
ト
云
、

思
ニ
無
益
ノ
事
ニ
テ
候
」（
巻
二
―
四
六
ウ
、〈
長
〉〔
1
―
一
七
一
頁
〕
も
ほ
ぼ

同
文
）。
忠
と
孝
と
い
う
二
つ
の
成
立
要
件
が
矛
盾
す
る
ど
う
に
も
解
決
で
き
な

い
状
況
に
お
か
れ
て
、そ
の
矛
盾
に
思
い
悩
ん
で
も
無
益
な
こ
と
で
あ
る
の
意
か
。

〈
闘
〉「
進
退

惟
コ
ヽ
ニ

谷
キ
ハ
マ
レ
リ

是
非
難
レ

弁
（
進
退
惟
に
谷
ま
れ
り
、
是
非
弁
へ
難
し
。

一
下
―
一
九
ウ
）」、〈
屋
・
覚
・
中
〉
も
ほ
ぼ
同
。〈
校
注
盛
〉
頭
注
は
『
詩
経
』

大
雅
「
桑
柔
」
に
あ
る
「
人
亦
有
レ

言
、
進
退
維
谷
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
一
―

二
一
一
頁
）。「
谷
」
は
「
窮
」
の
意
。（
相
反
す
る
状
況
に
）
自
身
が
板
挟
み
と
な
っ

て
身
動
き
で
き
ず
、
ど
う
行
動
す
べ
き
な
の
か
判
断
が
つ
か
な
い
、
の
意
か
。
な

お
〈
盛
〉
の
叙
述
は
〈
延
・
長
〉
と
〈
闘
・
屋
・
覚
・
中
〉
の
表
現
を
折
衷
し
た

も
の
か
。
な
お
、〈
早
（
黒
）〉「
キ
ハ
マ
リ
」
と
す
る
。
校
異
21
参
照
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊
遠
藤
光
正
「『
源
平
盛
衰
記
』
に
引
用
の
漢
籍
の
典
拠
（
1
）」（
東
洋
研
究
七
七
号
、
一
九
八
六
・
1
）

＊ 

笠
松
宏
至
「
中
世
闕
所
地
給
与
に
関
す
る
一
考
察
」（
石
母
田
正
・
佐
藤
進
一
編
『
中
世
の
法
と
国
家
』
一
九
六
〇
・
3
、『
日
本
中
世
法
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会

一
九
七
九
・
3
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

日
下
力
「『
平
家
物
語
』
と
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
―
成
親
事
件
話
群
の
考
察
―
」（
国
文
学
研
究
七
八
号
、
一
九
八
二
・
10
。『
平
治
物
語
の
成
立
と
展
開
』
汲
古

書
院
一
九
九
七
・
6
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
米
谷
豊
之
祐
『
院
政
期
軍
事
・
警
察
史
拾
遺
』（
近
代
文
藝
社
一
九
九
三
・
7
）

＊
佐
々
木
紀
一
「
源
義
忠
の
暗
殺
と
源
義
光
」（
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
四
五
号
、
二
〇
〇
九
・
12
）

＊
西
岡
虎
之
助
「
佐
々
木
荘
と
宇
多
源
氏
と
の
関
係
」（『
荘
園
史
の
研
究
　
下
巻
一
』
岩
波
書
店
一
九
五
六
・
5
）

＊
野
中
哲
照
①
「『
保
元
物
語
』
合
戦
部
の
重
層
性
」（『
保
元
物
語
の
成
立
』
汲
古
書
院
二
〇
一
六
・
2
）

＊
野
中
哲
照
②
「『
保
元
物
語
』
源
氏
末
路
譚
の
重
層
性
と
そ
の
形
成
過
程
」（『
保
元
物
語
の
成
立
』
汲
古
書
院
二
〇
一
六
・
2
）

＊ 

服
部
幸
造
「
語
り
物
と
鎮
魂
―
『
保
元
物
語
』
か
ら
―
」（『
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
　
三
　
散
文
文
学
〈
物
語
〉
の
世
界
』
三
弥
井
書
店
一
九
九
五
・
10
。『
語
り
物
文

学
叢
説
―
聞
く
語
り
・
読
む
語
り
―
』
三
弥
井
書
店
二
〇
〇
一
・
5
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊
元
木
泰
雄
「
源
義
朝
論
」（
古
代
文
化
五
四
巻
六
号
、
二
〇
〇
二
・
6
）

＊ 

山
口
泰
子
「
語
り
物
と
ヒ
ジ
リ
―
保
元
物
語
為
義
最
期
譚
の
生
成
基
盤
―
」（『
講
座
日
本
の
伝
承
文
学

　
三

　
散
文
文
学
〈
物
語
〉
の
世
界
』
三
弥
井
書
店
一
九
九
五
・

10
）

　
只
末
代
ニ

1

生
ヲ
受
テ
、
係
ル
憂
目
ヲ
見
ル
重
盛
ガ
果
報
ノ
程
コ
ソ
口
惜
ケ
レ
。
サ
レ
バ
申
請
ル

2

処
御
承
引
ナ
ク
シ
テ
、
猶
御
院
参
有
ベ
ク
ハ
、
只
今
重
盛
ガ
頸
ヲ
召め

さ
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ル
ベ
ク
候
。
所
詮
院
中
ヲ
モ
守
護
仕
ベ
カ
ラ
ズ
、
悪
逆
ノ
咎

3

難
が
た
し

レ

遁
の
が
れ

。
又

4

御
共
ヲ
モ
仕

つ
か
ま
つ
るベ

カ
ラ
ズ
、
忠
臣
ノ
儀
忽

5

ニ
背
候
。
申
請
ル
詮
、
タ
ヾ
頸
ヲ

6

召
ル
ベ
キ
ニ

ア
リ
。
只
今

7

思
食
合
セ
御
座
ス
ベ
シ
。
御
運
ハ
既
ニ
末
ニ

8

望の
ぞ
みヌ

ト
覚
候
。
人
ノ
運
命
ノ
尽
ン

「
三
九
五

ト
ス
ル

9

時
、
加か

様や
う

ノ
事
ハ
思
立
事
ニ
テ

10

侍
リ
。
老
子
ノ
詞
コ
ソ
思

シ
ラ
レ
候
ヘ
。『

11

功
名
称
遂
不
二

退
レ

身
避
一レ

位
、
則
遇
二

於
害
一

』
ト
申
セ
リ
。
彼か

の
12

漢
か
ん
の

蕭
何
ハ
勲
功
ヲ
極

き
は
む
るニ

依
テ
官

13

大
相
国
ニ
至
リ
、
剣
ヲ
帯
シ
沓
ヲ

14

著
ナ
ガ
ラ
殿
上

ニ
昇
ル
事
ヲ

15

被
レ

免
シ
カ
共
、
叡
慮
ニ
背
ク
事
有
シ
カ
バ
、
高
祖
重
ク

16

禁
い
ま
し
めテ

廷
尉
ニ
下
シ

17

テ
深

ふ
か
く

罪
セ
ラ
レ
キ
。
加
様
ノ

18

先
蹤
ヲ
思
侍
ル
ニ
モ
、

19

御
身
富
貴
ト
云い

ひ
20

栄

花
ト
云い

ひ

、
21

朝
恩
ト
云い

ひ
22

重
職
ト
云い

ひ

、
23

極
サ
セ
御
座
シ
ヌ
レ
バ
、
御
運
ノ

24

尽
事
モ
難か

た

カ
ル
ベ
キ
ニ
非
ズ
。『

25

富
貴
之
家
、
禄
位
重
畳
、
猶
二

再
実
之
木
、
其
根
必
傷
一

』
ト

モ
申
ス
。
心
細
ク
コ
ソ
覚
候
ヘ
。
噫あ

あ呼
、『

26

邦
無
レ

道
富
貴
恥
』
ト
云
本
文
ア
リ
。
去さ

れ

バ
重
盛
イ
ツ
マ
デ
カ
命
生
テ

27

乱
ン
世
ヲ
モ
見み

る

ベ
キ
。

28

唯た
だ

29

速
す
み
や
かニ

頸
ヲ
食め

さ

レ
候
ベ
シ
。

人
一
人
ニ

「
三
九
六

被
二

仰
付
一

テ
御
ツ
ボ
ニ
引
出
サ
レ
テ
重
盛
ガ

30

首
ヲ
刎は

ね

ラ
レ
ン
事
、
安

や
す
き

事
ニ
コ
ソ
候
ヘ
。
人
々
是
ヲ
バ
イ
カ
ヾ

31

聞き
き
た
ま
ふ

給
ヤ
」
ト
テ
、
又
直
衣
ノ
袖
ヲ
絞
ツ
ヽ
、

泣
々
被
二

諌
申
一

ケ
リ
。
是
ヲ
見
給
ケ
ル
一
門
ノ
人
々
モ
、
涙
ヲ
流
シ
袖
ヲ
絞
ラ
ヌ
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
し
や
う
を
」、〈
蓬
・
静
〉「
生

シ
ヤ
ウ

を
」。
2
〈
蓬
〉「
所

ト
コ
ロ

」、〈
静
〉「
所
」。
3
〈
近
〉「
の
か
れ
か
た
き
」。
4
〈
蓬
〉「
御
供ト

モ

を
も
」。
5
〈
近
〉「
ニ
」
な
し
。

6
〈
蓬
〉「
め
さ
る
へ
く
候
」。
7
〈
近
〉「
お
ほ
し
め
し
あ
は
せ
お
は
し
ま
す
へ
し
」、〈
蓬
〉「
覚

ヲ
ホ
シ
メ
シ召

合
ア
ハ
セ

御ヲ

ハ

ス座
へ
し
」、〈
静
〉「
思
食
あ
は
せ
御

ヲ
ハ
シ
マ
ス

座
へ
し
」。
8
〈
近
〉「
の

そ
ぬ
と
」。
9
〈
蓬
〉「
時
は
」。
10
〈
静
〉「
侍

ハ
ン
ヘ

り
」。
11
〈
近
〉「
こ
う
め
い
な
と
け
身
し
り
そ
き
く
ら
ゐ
を
さ
ら
さ
る
と
き
は
か
い
に
あ
ふ
と
」、〈
蓬
〉「
功コ

ウ

名メ
イ

称セ
ウ

遂
ト
ケ
テ

不サ
ル
ハレ

退
シ
リ
ソ
ケレ

身ミ
ヲ

避サ
ケ

レ

位
ク
ラ
ヰ
ヲ

則
ス
ナ
ハ
チ

遇ア
フ

二

於
害

カ
イ
ニ

一

と
」、〈
静
〉「
功コ

ウ

名メ
イ

称
カ
ナ
ヒ

遂
ト
ゲ
テ

不　
　ル

二

退
シ
リ
ソ
ケレ

身ミ
ヲ

避サ
ラ

一レ

位　
　ヲ

則
ト
キ
ン
ハ

遇ア
フ

二

於
害

カ
イ
ニ

一

と
」。
12
〈
蓬
・
静
〉「
勲ク

ン
セ
ウ
カ

蕭
何
は
」。
13
〈
蓬
〉「
太タ

イ

相シ
ヤ
ウ
コ
ク

国
に
」。
14
〈
近
・

蓬
〉「
は
き
な
か
ら
」、〈
静
〉「
着ハ

キ

な
か
ら
」。
15
〈
近
〉「
ま
ぬ
か
れ
し
か
と
も
」、〈
蓬
・
静
〉「
ゆ
る
さ
れ
し
か
と
も
」。
16
〈
蓬
・
静
〉「
誡

イ
マ
シ
メて

」。
17
〈
近
〉「
テ
」
な
し
。

18
〈
蓬
〉「
先セ

ン
シ
ウ蹤

を
」。
19
〈
近
〉「
御
身
の
ふ
つ
き
と
」、〈
蓬
〉「
御ヲ

ン

身ミ

富フ

ツ

キ貴
と
」、〈
静
〉「
御
身ミ

富フ

貴ツ
キ

と
」。
20
〈
近
〉「
ゑ
い
で
は
と
」。
21
〈
蓬
〉「
朝
恩
ト
云
」
な
し
。

22
〈
近
〉「
て
う
し
よ
く
と
」、〈
蓬
・
静
〉「
重

テ
ウ
シ
ヨ
ク

職
と
」。
23
〈
近
・
蓬
〉「
き
は
め
さ
せ
お
は
し
ぬ
れ
は
」、〈
静
〉「
き
は
め
さ
せ
御ヲ

ハ

シ坐
ぬ
れ
は
」。
24
〈
近
〉「
つ
く
る
」、〈
蓬
〉

「
尽

ツ
キ
ン

ん
」、〈
静
〉「
尽
ん
」。
25
〈
近
〉「
ふ
つ
き
の
い
へ
ろ
く
ゐ
て
う

く
せ
り
な
を
ふ
た
ゝ
ひ
み
の
る
木
そ
の
ね
か
な
ら
す
や
ふ
る
と
も
」、〈
蓬
〉「
富フ

貴ツ
キ

之ノ

家イ
ヘ

禄ロ
ク

位ヰ

重
テ
ウ
〳
〵
ス
ル
ト
キ
ハ

畳

猶
コ
ト
シ

二

再サ
イ
シ
ツ実

之ノ

木キ
ノ

其ソ
ノ

根ネ

必
カ
ナ
ラ
ス

傷
ヤ
フ
ル
ヽ
カ

一

と
も
」。〈
静
〉右
に「
後
漢
書
」を
傍
記
。
な
お
、「
富フ

ツ

キ貴
之
家

イ
ヘ
ニ

禄ロ

ク

イ位

重
テ
ウ
〳
〵
ス
ル
ト
キ
ハ

畳

猶
コ
ト
シ

二

再
フ
タ
ヽ
ヒ

実
ミ
ノ
ル

之
木キ

ノ

其ソ
ノ

根ネ

必　ス

傷
ヤ
フ
ル
ヽ
カ

一

と
も
」。

26
〈
近
〉「
く
に
ゝ
み
ち
な
く
し
て
ふ
つ
き
を
は
つ
と
」、〈
蓬
〉「
郡

ク
ニ
ヽ

無
ミ
チ
ナ
キレ

道ト
キ

富フ
ツ
キ
ハ貴

恥ハ
チ

な
り
と
」、〈
静
〉「
郡

ク
ニ
ヽ

無
ナ
キ
ト
キレ

道
富ト

ミ

貴
タ
ツ
ト
キ
ハ

恥ハ
チ

な
り
と
」。
27
〈
近
〉「
み
た
れ
ん
」、〈
蓬
・

静
〉「
み
た
れ
ぬ
る
」。
28
〈
蓬
〉「
只タ

ヽ

」、〈
静
〉「
只
」。
29
〈
蓬
・
静
〉「
と
く

く
」。
30
〈
近
〉「
か
う
へ
を
」、〈
蓬
・
静
〉「
首ク

ヒ

を
」。
31
〈
近
〉「
き
ゝ
給
へ
や
と
て
」。

【
注
解
】
○
只
末
代
ニ
生
ヲ
受
テ
…
…

　
以
下
、
本
節
の
叙
述
は
〈
延
・
長
〉
と

ほ
ぼ
同
じ
。
た
だ
し
記
事
配
列
に
は
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る（
後
述
）。
な
お『
平

治
物
語
』
の
参
内
場
面
の
光
頼
像
と
小
教
訓
・
大
教
訓
場
面
の
重
盛
像
と
の
類
似

性
を
指
摘
す
る
日
下
力
は
、
共
に
こ
の
よ
う
に
末
代
に
生
を
受
け
た
こ
と
を
嘆
い

て
い
る
点
を
共
通
項
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
る
（
四
七
一
頁
）。

　
○
サ
レ
バ
申
請

ル
処
御
承
引
ナ
ク
シ
テ
、
猶
御
院
参
有
ベ
ク
ハ
、
只
今
重
盛
ガ
頸
ヲ
召
ル
ベ
ク
候

　「
申
請
ル
」
は
「
お
願
い
を
申
し
あ
げ
る
。
お
願
い
を
し
て
そ
の
許
可
を
得
る
。

申
し
請
う
」（〈
日
国
大
〉）。「
院
参
」
は
、
こ
こ
で
は
清
盛
が
院
を
拘
束
す
る
た

め
に
向
か
う
こ
と
。
だ
か
ら
私
（
重
盛
）
が
申
し
上
げ
た
事
を
お
聞
き
入
れ
下
さ

れ
ず
、
後
白
河
院
拘
束
の
た
め
に
院
御
所
に
向
か
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
た
っ
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（
一
〇

）

た
今
、
重
盛
の
頚
を
お
斬
り
い
た
だ
く
べ
き
で
ご
ざ
い
ま
す
、
の
意
。〈
延
・
長
〉

も
ほ
ぼ
同
文
。〈
闘
・
屋
・
覚
・
中
〉
は
こ
の
一
節
を
欠
く
。
前
節
で
は
、
保
元

の
乱
の
義
朝
に
わ
が
身
を
重
ね
、
子
が
父
の
頚
を
斬
る
不
孝
の
立
場
に
自
ら
が
立

ち
が
た
い
こ
と
を
訴
え
た
が
、
こ
こ
で
は
逆
に
父
清
盛
に
自
ら
の
頚
を
刎
ね
る
よ

う
に
訴
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
先
に
成
親
助
命
に
際
し
て
も
、
清
盛
へ
の
諫
言

中
で
、
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
自
分
の
頚
を
刎
ね
よ
と
主
張
す
る
場
面
が

あ
っ
た
（「
申
請
旨
御
承
引
ナ
ク
ハ
、
侍
一
人
ニ
仰
付
テ
、
先
重
盛
ガ
可
レ

被
レ

刎
レ

首
。
カ
ヽ
ル
乱
タ
ル
世
ニ
ナ
ガ
ラ
ヘ
テ
、
命
生
テ
モ
何
ノ
詮
カ
ハ
有
ベ
キ
」
1
―

三
三
五
頁
、〈
本
全
釈
〉
一
六
―
五
二
頁
参
照
）。
　
○
所
詮
院
中
ヲ
モ
守
護
仕
ベ

カ
ラ
ズ
、
悪
逆
ノ
咎
難
遁
。
又
御
共
ヲ
モ
仕
ベ
カ
ラ
ズ
、
忠
臣
ノ
儀
忽
ニ
背
候
　

前
節
か
ら
続
く
忠
孝
が
二
律
背
反
す
る
状
況
を
具
体
的
に
提
示
し
た
一
節
。
自
分

は
後
白
河
院
守
護
に
向
か
う
こ
と
が
出
来
な
い
、
向
か
え
ば
不
孝
の
罪
を
逃
れ
る

こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。か
と
い
っ
て
父
清
盛
に
随
う
こ
と
も
で
き
な
い
、

随
え
ば
忠
義
の
道
に
背
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
。〈
延
〉「
所

詮
院
中
ヲ
モ
守
護
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
又
御
共
ヲ
モ
仕
ベ
カ
ラ
ズ
」（
巻
二
―
四
六
ウ
、

〈
長
〉
も
同
）。〈
盛
〉
は
「
悪
逆
ノ
咎
」「
忠
臣
ノ
義
」
と
い
う
道
徳
的
理
由
の
説

明
を
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。〈
闘
〉
の
み
、「
差
二

固
門
々

を

奉
（
レ
）

防
候

者
以
外
非
（
二
）

御
大
事
（
一
）

乎
此
条
被
レ

思
二

食
奇
恠

に一

候
者
於
誰

に（
一
）

候
仰
付
侍
一 

人
に

（
一
）

引
（
二
）

下
御
坪

の

内
に

（
一
）

只
今
可
○被

召
重
盛

か

頚
を
（
一
）（
門
々
を
差
し
固
め
防
ぎ

奉
り
候
は
ば
、
以
て
の
外
の
御
大
事
に
非
ず
や
。
此
の
条
を
奇
恠
に
思
し
食
さ
れ

候
は
ば
、
誰
に
て
も
候
へ
、
侍
一
人
に
仰
せ
付
け
て
、
御
坪
の
内
に
引
き
下
ろ
し
、

只
今
重
盛
が
頚
を
召
さ
る
べ
し
。
一
下
―
一
九
ウ
）」
と
、
自
分
が
行
う
べ
き
事

は
御
所
の
守
護
の
み
と
忠
の
論
理
を
優
先
さ
せ
る
姿
勢
を
示
し
、「
そ
れ
を
阻
止

し
よ
う
と
い
う
な
ら
ば
坪
の
内
に
引
き
下
ろ
し
て
私
を
処
刑
さ
せ
よ
」
と
い
う
主

張
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
　
○
申
請
ル
詮
、
タ
ヾ
頸
ヲ
召
ル
ベ
キ
ニ
ア
リ
。
只
今

思
食
合
セ
御
座
ス
ベ
シ
　〈
延
〉「
所

ハ

申
請
一

、
只
首
ヲ
可

ニ

被
召
一

ア
リ
。
今
思
召

シ
合
セ
サ
セ
御
ハ
シ
マ
シ
候
ヘ
」（
巻
二
―
四
六
ウ
）、〈
長
〉「
申
う
く
る
ご
と
く
、

た
ゞ
首
を
め
さ
る
べ
き
也
。
い
ま
お
ぼ
し
め
し
あ
は
せ
ま
し

く
候
へ
」（
1
―

一
七
二
頁
）。
私
が
御
願
い
申
し
た
い
こ
と
は
、
つ
ま
り
は
我
が
首
を
お
斬
り
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
す
ぐ
に
（
父
上
の
ご
判
断
と
私
の
決
意
と
ど

ち
ら
が
正
し
い
か
を
）
お
思
い
く
ら
べ
て
く
だ
さ
い
の
意
。〈
早
（
黒
）〉「
召
」

を
「
サ
サ
」
と
記
す
。「
メ
サ
」
の
誤
り
か
。
　
○
御
運
ハ
既
ニ
末
ニ
望
ヌ
ト
覚

候
　
重
盛
は
、
清
盛
に
対
し
て
先
に
、
多
田
行
綱
の
密
告
に
よ
っ
て
、
平
家
打
倒

計
画
が
露
顕
し
た
こ
と
を
、「
然
而
御
運
ノ
尽
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
此
事
既
ニ
顕
ヌ
」

（
1
―
三
九
〇
頁
、〈
本
全
釈
〉
一
八
―
八
五
頁
）
と
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
が
清
盛

の
院
幽
閉
の
意
思
を
受
け
る
に
至
っ
て
、
こ
こ
で
は
逆
の
主
張
を
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。〈
闘
〉「
御
運
已

に

尽
覚
候
（
御
運
は
已
に
尽
き
ぬ
と
覚
え
候
ふ
。
一

下
―
一
九
ウ
）」、〈
延
〉「
御
運
ハ
一
定
末
ニ
ナ
リ
テ
候
ト
覚
候
。
人
ノ
運
ノ
末
ニ

臨
ム
時
、加
様
ノ
謀
ハ
思
立
事
ニ
テ
候
ナ
ル
ゾ
」（
巻
二
―
四
六
ウ
～
四
七
オ
。〈
長
〉

も
ほ
ぼ
同
文
）。〈
屋
・
覚
・
中
〉
は
、
重
盛
の
発
言
冒
頭
に
「
此
仰
承
候
に
、
御

運ウ
ン

は
は
や
末ス

エ

に
な
り
ぬ
と
覚
候
」（〈
覚
〉
上
―
九
六
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
点
〈
闘
・

長
〉
も
同
様
。
こ
う
し
た
叙
述
の
先
後
に
つ
い
て
は
、〈
本
全
釈
〉
一
八
―

六
五
～
六
七
頁
「
此
御
貌
見
進
ス
ル
コ
ソ
現
ト
モ
存
ジ
候
ハ
ネ
」
項
注
解
参
照
。 

　
○
功
名
称
遂
不
退
身
避
位
、
則
遇
於
害

　
校
異
11
に
あ
る
よ
う
に
、
読
み
に
つ

い
て
は
各
本
で
異
な
る
が
〈
静
〉
の
「
功

コ
ウ
メ
イ名

称
カ
ナ
ヒ

遂
ト
ゲ
テ

不　
　ル

二

退
シ
リ
ソ
ケレ

身
ミ

ヲ

避サ
ラ

一レ

位　
　ヲ

則
ト
キ
ン
ハ

遇ア
フ

二

於
害

カ
イ
ニ

一

」
が
良
い
か
。〈
早
（
黒
）〉「
称
」
に
「
カ
ナ
ヒ
」
と
ル
ビ
を
振
る
。「
功
と

名
声
が
と
も
に
実
現
し
て
も
、
身
を
ひ
き
位
を
辞
さ
な
け
れ
ば
、
た
だ
ち
に
危
害

に
あ
う
」
の
意
。〈
延
〉
は
「
功
名

称
カ
ナ
ヒ

遂
テ

不
二

退
キレ

身
一

、
避

ノ
ガ
レレ

位
ヲ一

即
遇
二

於
害

ニ一

」 
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（
一
一

）

（
巻
二
―
四
七
オ
）
と
読
み
を
振
る
。〈
長
〉
に
も
同
文
が
あ
り
、〈
屋
〉
は
「
功 

成
リ

名
叶　

　ヒ

遂ト
ケ

テ
、
身

ヲ

不
レ

退
シ
リ
ソ
カ

位　
　ヒヲ

不
レ

去
レ
バ
即

　
　チ

会　
　ウレ

害　
　ニ

」（
一
五
九
頁
）
と
訓
ず

る
。〈
中
〉（
上
―
一
〇
四
頁
）
も
同
様
に
読
み
、〈
闘
・
覚
〉
は
こ
の
一
節
を
欠
く
。

『
老
子
』
運
夷
第
九
に
は
「
富
貴
而
驕
自
遺
二

其
咎
一

、
功
成
名
遂
身
退
天
之
道
」

と
あ
る
が
、
遠
藤
光
正
は
「『
老
子
』
運
夷
第
九
章
の
河
上
公
注
を
引
用
し
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
の
略
抄
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
出
典
と
し
て
『
管
蠡

抄
』
第
六
、『
玉
函
秘
抄
』
巻
中
を
指
摘
す
る
（
二
四
頁
）。
河
上
公
注
は
、
王
弼

注
と
と
も
に
、
現
存
す
る
古
い
時
期
の
『
老
子
』
の
注
で
あ
り
、
前
漢
の
河
上
公

に
仮
託
し
た
も
の
。
後
漢
の
成
立
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
一
般
に
六
朝
時
代
の
も

の
と
さ
れ
る
。『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
も
河
上
公
注
本
『
老
子
』
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。『
老
子
』
運
夷
第
九
の
河
上
公
注
「
富
貴
而
驕
、
自
遺
其
咎
〈
夫
富

当
賑
貧
、貴
当
憐
賤
、而
反
驕
恣
、必
被
禍
患
也
〉
功
成
名
遂
身
退
、天
之
道
〈
言
、

人
所
為
、
功
成
事
立
、
名
迹
称
、
遂
不
退
身
避
位
、
則
遇
於
害
。
此
乃
天
之
常
道

也
。
譬
如
日
中
則
移
、
月
満
則
虧
、
物
盛
則
衰
、
楽
極
則
哀
也
〉（
富
貴
に
し
て

驕
る
は
、
自
ら
其
の
咎
を
遺
す
〈
夫
れ
富
は
当
に
貧
を
賑す

く

ふ
べ
く
、
貴
は
当
に
賤

を
憐
れ
む
べ
き
も
、
反か

え

り
て
驕
恣
な
れ
ば
、
必
ず
禍
患
を
被

こ
う
む

る
な
り
〉。
功
成
り

名
遂
げ
身
の
退
く
は
、
天
の
道
な
り
〈
言
う
こ
こ
ろ
は
、
人
の
為
す
所
、
功
成
り

事
立
ち
、
名
迹
称か

な

ひ
遂
げ
て
、
身
を
退
け
位
を
避
け
ざ
れ
ば
、
則
ち
害
に
遇
う
。

此
れ
乃い

ま

し
天
の
常
道
な
り
。
譬
え
ば
日
中
す
れ
ば
則
ち
移
り
、
月
満
つ
れ
ば
則
ち

虧
け
、物
盛
ん
な
れ
ば
則
ち
衰
え
、楽
し
み
極
ま
れ
ば
則
ち
哀
し
む
が
如
き
な
り
〉」

（〈
　
〉
内
が
河
注
。
訓
み
は
一
部
改
め
た
）
と
あ
り
、『
管
蠡
抄
』
第
六
「
功
成

リ

名
遂

ゲ
テ

、
身
退

ハ

天
ノ

之
道
也
〈
老
子
〉」（
山
内
洋
一
郎
編
『
本
邦
類
書
玉
函
秘
抄
・

明
文
抄
・
管
蠡
抄
の
研
究
』
四
四
八
頁
）、『
玉
函
秘
抄
』
巻
中
に
は
「
功
成ナ

リ

事 

立
チ

、
名
迹
称

カ
ナ
ヒ

遂
ト
ゲ
テ

不
ザ
ル
ト
キ
ハ

退
、
身
避
位
則
遇

フ

於
害
〈
老
子
〉」（
同
一
三
四
頁
）

と
あ
る
。
院
御
所
に
兵
を
向
け
よ
う
と
す
る
清
盛
に
対
し
て
、
引
退
を
婉
曲
に
促

す
か
の
よ
う
な
発
言
と
言
え
よ
う
。
以
下
、
漢
籍
類
を
典
拠
と
し
た
叙
述
が
続
く

が
、
そ
の
配
列
は
諸
本
に
よ
っ
て
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。〈
延
〉
を
基
準
に

記
事
配
列
を
確
認
し
て
み
る
。

〈
延
〉

〈
闘
〉

〈
長
〉

〈
盛
〉

〈
屋
〉

〈
覚
〉

〈
中
〉

a
　「
功
名
称
遂
不
二

退
レ

身
避
一レ

位
、
則
遇
二

於
害
一

」（『
老
子
』
河
注
）

×

①

①

①

×

①

b
　
漢
の
蕭
何
の
故
事
（『
漢
書
』）

⑴

②

②

②

①

②

c
　「
邦
無
レ

道
富
貴
恥
」（『
論
語
』）

⑵

③

⑤

×

×

×

d
　「
加
様
ノ
先
蹤
ヲ
…
…
御
運
ノ
尽
事
モ
難
カ
ル
ベ
キ
ニ
非
ズ
」

×

④

③

③

②

③

e
　「
富
貴
之
家
、
禄
位
重
畳
、
猶
二

再
実
之
木
、
其
根
必
傷
一

」（『
後
漢
書
』）

△

⑤

④

×

③

④

　
※ 

〈
闘
〉
は
、
b 

c
の
順
序
は
⑴
⑵
と
な
る
が
、
そ
の
置
か
れ
る
位
置
が
他
本

と
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
e
は
『
後
漢
書
』
の
一
節
と
は
異
な
る
別
の
文

言
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

〈
延
・
長
・
盛
〉
は
a
～
e
の
す
べ
て
を
有
す
る
が
、〈
盛
〉
の
場
合
b
に
d
・
e
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（
一
二

）

を
続
け
最
後
に
c
を
置
く
。〈
屋
・
覚
・
中
〉
は
、い
ず
れ
も
c
を
欠
く
ほ
か
、〈
屋
〉

は
e
『
後
漢
書
』
を
、〈
覚
〉
は
a
『
老
子
』
を
欠
く
。
こ
れ
ら
と
大
き
く
異
な

る
の
が
〈
闘
〉
で
、〈
本
全
釈
〉
一
八
で
扱
っ
た
国
王
の
恩
の
議
論
の
最
後
に
、「
厥

対
（
ニ
）

二

君
与
臣
一

忠
可
レ

有
レ

君
（
一
）

思
（
三
）

道
理
与
（
二
）

非
拠
一

何
不
付
道
理

に一

乎
（
厥そ

れ

君

と
臣
と
を
対

く
ら
ぶ

る
に
、
忠
は
君
に
有
る
べ
し
。
道
理
と
非
拠
と
を
思
ふ
に
、
何い

か

で
か

道
理
に
付
か
ざ
ら
ん
や
）」
と
独
自
本
文
を
置
き
（
本
全
釈
一
八
―
八
七
頁
「
又

君
ト
臣
ト
ヲ
並
親
疎
ヲ
分
事
ナ
ク
、
君
ニ
付
奉
ル
ハ
忠
臣
ノ
法
也
」
項
参
照
）、

そ
れ
に
続
け
て
b 

c
を
述
べ
て
、
前
節
に
あ
る
「
痛
哉
進
為
（
レ
）

君
欲
（
レ
）

致
（
レ
）

忠
（
一
）

不
孝

の

罪
業
可
（
レ
）

在
（
レ
）

身
に

悲
哉
退
為
（
レ
）

父
欲
行
孝

を（
一
）

不
忠

の

逆
臣
応
（
レ
）

在
レ

我
に

進
退
惟

コ
ヽ
ニ

谷
キ
ハ
マ
レ
リ

是
非
難
レ

弁
（
痛
ま
し
き
か
な
、
進
み
て
君
の
為
に
忠
を

致
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
不
孝
の
罪
業
身
に
在
る
べ
し
。
悲
し
き
か
な
、
退
き
て
父

の
為
に
孝
を
行
は
ん
と
欲
す
れ
ば
、
不
忠
の
逆
臣
我
に
在
り
ぬ
べ
し
。
進
退
惟コ

コ

に

谷キ
ハ
マれ

り
。
是
非
弁わ

き
まへ

難
し
。
一
下
―
一
九
オ
～
一
九
ウ
）」
の
一
節
で
結
ん
で
、

そ
の
後
に
、「
是
以
思

にレ

昔
保
元
逆
乱
六
条
判
官
為

メ

義
…
…
」（
一
九
ウ
）
と
、
前

節
の
保
元
の
乱
の
逸
話
に
繋
が
る
。
そ
し
て
本
節
と
同
様
に
み
ず
か
ら
の
首
を
刎

ね
る
よ
う
申
し
出
た
後
に
「
御
運
已

に

尽
覚
候
（
御
運
は
已
に
尽
き
ぬ
と
覚
え
候

ふ
）」と
語
っ
た
後
に
、e
に
該
当
す
る
異
な
る
本
文
が
置
か
れ
て
い
る
。〈
早（
黒
）〉

「
称
」
を
「
カ
ナ
ヒ
」
と
読
む
。
校
異
11
参
照
。
　
○
彼
漢
蕭
何
ハ
勲
功
ヲ
極
ニ

依
テ
官
大
相
国
ニ
至
リ
、
剣
ヲ
帯
シ
沓
ヲ
著
ナ
ガ
ラ
殿
上
ニ
昇
ル
事
ヲ
被
免
シ
カ

共
、
叡
慮
ニ
背
ク
事
有
シ
カ
バ
、
高
祖
重
ク
禁
テ
廷
尉
ニ
下
シ
テ
深
罪
セ
ラ
レ
キ

　
蕭
何
は
漢
の
高
祖
劉
邦
に
仕
え
た
賢
臣
。
建
国
の
創
業
に
大
き
く
貢
献
、
劉
邦

が
漢
王
に
封
建
さ
れ
る
と
丞
相
に
任
命
さ
れ
内
政
全
般
を
担
当
、
項
羽
と
の
楚
漢

戦
争
が
激
化
す
る
中
で
内
政
を
安
定
さ
せ
劉
邦
の
活
動
を
支
え
続
け
た
。
劉
邦
が

皇
帝
と
な
り
前
漢
が
成
立
す
る
と
、
戦
場
に
立
っ
た
曹
参
ら
を
差
し
置
い
て
功
績

第
一
と
認
め
ら
れ
て
、「
剣
履
上
殿
」（
剣
を
帯
び
靴
を
履
い
た
ま
ま
宮
中
に
登
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
）「
入
朝
不
趨
」（
入
朝
に
際
し
て
恭
敬
の
意
を
表
す
も
の

で
あ
り
、
臣
下
の
義
務
と
さ
れ
た
小
走
り
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
）
の
特
権
を
与
え

ら
れ
相
国
に
任
ぜ
ら
れ
た
（『
漢
書
』
巻
三
十
九
「
蕭
何
曹
参
伝
」、「
於
レ

是
乃
令
二

何
第
一
一

、
賜
二

帯
レ

剣
履
上
レ

殿
、
入
レ

朝
不
一レ

趨
」（
是
に
於
い
て
乃
ち
何
を
第
一

た
ら
し
め
、剣
を
帯
び
て
履
に
て
殿
に
上
り
、朝
に
入
り
て
趨は

し

ら
ざ
る
を
賜
ふ
））。

し
か
し
、
長
安
の
民
の
土
地
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
使
わ
れ
て
い
な
い
公
有
地

に
入
植
す
る
こ
と
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
（「
何
為
レ

民
請
曰
、『
長
安
地
陜
、
上
林

中
多
二

空
地
棄
一

。
願
令
三

民
得
二

入
田
一

、
毋
レ

収
レ

藁
、
為
二

禽
獣
食
一

』」（
何
、
民

の
為
に
請
ひ
て
曰
く
、「
長
安
の
地
陜
く
、
上
林
の
中
、
空
地
の
棄
つ
る
多
し
。

願
は
く
は
、
民
を
し
て
入
り
て
田
す
る
を
得
し
め
、
藁
を
収
む
る
こ
と
毋
く
、
禽

獣
の
食
と
為
さ
ん
と
」））、
高
祖
は
私
腹
を
肥
や
そ
う
と
し
た
と
誤
解
し
て
激
怒

し
、
数
日
間
廷
尉
に
そ
の
身
を
拘
束
さ
せ
た
（「
上
大
怒
曰
、『
相
国
多
受
二

賈
人

財
物
一

、
為
請
二

吾
苑
一

』
乃
下
二

何
廷
尉
一

、
械
二

繋
之
一

。
数
日
、
王
衛
尉
侍
、
前

問
曰
、『
相
国
胡
大
罪
、
陛
下
繋
レ

之
暴
也
』」（
上
大
い
に
怒
り
て
曰
く
、「
相
国

多
く
賈
人
の
財
物
を
受
け
、為
に
吾
が
苑
を
請
ふ
」と
。
乃
ち
何
を
廷
尉
に
下
し
、

之
を
械
繋
す
。
数
日
に
し
て
、
王
衛
尉
侍
り
、
前
み
て
問
ひ
て
曰
く
、「
相
国
胡

の
大
罪
に
し
て
、
陛
下
之
を
繋
ぐ
こ
と
暴
な
る
か
」
と
））。
蕭
何
の
故
事
を
載
せ

る
の
は
〈
闘
・
延
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉。
た
だ
し
〈
闘
〉
は
、
後
の
論
語
の
一

節
と
と
も
に
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
重
盛
が
院
の
許
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
を
宣
言
し

た
一
節
の
後
ろ
に
置
か
れ
る
。
蕭
何
も
清
盛
も
と
も
に
「
相
国
」
の
地
位
に
あ
り

な
が
ら
、
主
君
の
誤
解
か
ら
罪
を
問
わ
れ
た
（
清
盛
の
場
合
は
問
わ
れ
よ
う
と
し

た
）
と
い
う
共
通
性
か
ら
、
こ
の
故
事
が
引
か
れ
た
か
。
た
だ
し
、
完
全
に
高
祖

の
誤
解
で
あ
っ
た
蕭
何
の
場
合
と
清
盛
を
対
比
す
る
こ
と
、
数
日
間
の
拘
束
を
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（
一
三

）

「
重
ク
禁
テ
廷
尉
ニ
下
シ
…
…
」
と
評
し
て
い
る
こ
と
の
妥
当
性
に
は
疑
問
が
残

る
。
　
○
加
様
ノ
先
蹤
ヲ
思
侍
ル
ニ
モ
、
御
身
富
貴
ト
云
栄
花
ト
云
、
朝
恩
ト
云

重
職
ト
云
、
極
サ
セ
御
座
シ
ヌ
レ
バ
、
御
運
ノ
尽
事
モ
難
カ
ル
ベ
キ
ニ
非
ズ
　
栄

華
が
頂
点
を
極
め
れ
ば
、
あ
と
は
下
降
に
向
か
う
ば
か
り
と
い
う
考
え
方
は
、『
徒

然
草
』
第
八
十
三
段
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
中
世
的
な
無
常
観
か
。〈
屋
・
覚
・
中
〉

も
ほ
ぼ
同
文
。〈
延
・
長
〉
は
こ
の
一
節
を
c
『
論
語
』
の
引
用
の
後
に
置
く
た
め
、

功
成
り
名
を
遂
げ
た
後
は
速
や
か
に
身
を
引
く
べ
き
と
い
う
「
加
様
ノ
先
蹤
」
で

あ
る
a 

b
か
ら
の
論
理
展
開
が
や
や
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、〈
闘
〉

は
こ
の
一
節
を
欠
く
。
重
盛
は
清
盛
に
対
し
て
先
に
「
御
運
ハ
既
ニ
末
ニ
望
ヌ
ト

覚
候
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
頂
点
を
極
め
た
も
の
は
没
落
に
向
か
う
と
い
う
無
常

観
に
基
づ
い
て
、再
度
そ
れ
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。〈
早
（
黒
）〉「
尽
」

を
「
ツ
ク
ル
」
と
読
む
。
校
異
24
参
照
。
　
○
富
貴
之
家
、
禄
位
重
畳
、
猶
再
実

之
木
其
根
必
傷
　〈
蓬
〉
の
よ
う
に
「
富
貴
の
家
、
禄
位
重
畳
す
る
と
き
は
、
な

ほ
再
実
の
木
の
、其
の
根
必
ず
傷や

ぶ

る
る
が
ご
と
し
」
と
訓
む
か
。〈
早
（
黒
）〉「
重

畳
ス
ル
ト
キ
ハ
」。
遠
藤
光
正
は
、『
後
漢
書
』
明
徳
馬
皇
后
紀
を
典
拠
と
し
た
も

の
で
、『
玉
函
秘
抄
』『
明
文
抄
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
二
四

頁
）。『
後
漢
書
』
に
は
「
今
馬
氏
無
レ

功
二

於
国
一

、
豈
得
下

与
二

陰
・
郭
中
興
之
后
一

等
上

邪
。
常
観
二

富
貴
之
家
一

、
禄
位
重
畳
、
猶
二

再
実
之
木
、
其
根
必
傷
一

」（
今
　

馬
氏
は
国
に
功
無
し
、
豈
に
陰
・
郭
の
中
興
の
后
と
等
し
き
を
得
ん
や
。
常
に
富

貴
の
家
を
観
る
に
、
禄
位
重
畳
な
る
も
、
猶
ほ
再
実
の
木
、
其
の
根
必
ず
傷
は
る

る
が
ご
と
し
。『
全
訳
後
漢
書
』
第
二
冊
、
汲
古
書
院
二
〇
〇
四
・
1
。
返
り
点

を
補
っ
た
）
と
あ
り
、
馬
皇
太
后
が
、
自
ら
の
出
身
の
馬
氏
に
十
分
な
功
績
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
戚
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
厚
遇
し
て
封
爵
す
る
べ
き
で

は
な
い
と
説
い
た
際
に
述
べ
た
言
葉
で
、
富
貴
の
家
は
爵
禄
を
重
ね
る
と
だ
め
に

な
る
も
の
だ
と
言
う
意
。『
玉
函
秘
抄
』
巻
中
「
富
貴
之
家
、
禄
位
重
畳

ス
ル
コ
ト

、

猶

再
フ
タ
ヽ
ビ

実
ミ
ナ
ル

之
木
其

ノ

根
必
傷

ル
カ

一

〈
後
漢
書
〉」（
山
内
洋
一
郎
編
『
本
邦
類
書
玉

函
秘
抄
・
明
文
抄
・
管
蠡
抄
の
研
究
』
一
四
四
頁
）。〈
延
・
長
・
覚
・
中
〉
も
同

じ
だ
が
小
異
が
あ
る
。〈
延
・
長
〉
は
、〈
長
〉
は
「
禄
位
重
盈
せ
る
は
」（
1
―

一
七
二
頁
）
と
し
、ま
た
い
ず
れ
も
〈
延
〉「
猶

ゴ
ト
シ シ

再
実

ノ

之
木

ノ一

」（
巻
二
―
四
七
オ
）、

〈
長
〉「
猶
二

再
実
の
木
一

」
と
し
「
再
実
の
木
の
ご
と
し
」
と
返
っ
て
訓
ん
で
い
る
。

〈
覚
〉
は
後
半
を
「
ふ
た
ゝ
び
実ミ

な
る
木
は
、
其
根ネ

必
い
た
む
」（
上
―
九
九
頁
）

と
し
て
「
猶
」
に
あ
た
る
訓
が
な
い
。〈
中
〉
は
後
半
「
な
を
し
二
た
び
み
な
る

木
は
、
そ
の
ね
か
な
ら
ず
い
た
む
が
ご
と
し
」（
上
―
一
〇
五
頁
）
と
、〈
蓬
〉
と

同
様
に
読
む
。〈
闘
〉
に
は
「
根

枯
（
カ
レ
）

則
枝
葉
不
レ

全
源
尽
則
流
派
竭
云
有
（
二
）

本 

文
一

（「
根
枯カ

れ
な
ば
則
ち
枝
葉
全
か
ら
ず
。
源
尽
き
な
ば
則
ち
流
れ
は
竭
く
」
と

云
ふ
本
文
有
り
。
一
下
―
一
九
ウ
）」
と
あ
る
が
、『
源
平
闘
諍
録
』（
講
談
社
学

術
文
庫
）
は
、
こ
れ
を
『
後
漢
書
』
の
引
用
に
代
え
た
も
の
で
、
出
典
未
詳
と
す

る
（
上
―
三
九
〇
頁
）。〈
早
（
黒
）〉「
重
畳
」
の
送
り
仮
名
を
「
ス
ル
ト
キ
ハ
」

と
す
る
。
校
異
25
参
照
。
　
○
邦
無
道
富
貴
恥
ト
云
本
文
ア
リ
　
遠
藤
光
正
は『
論

語
』
泰
伯
篇
に
あ
る
「
邦
有
レ

道
、
貧
且
賤
焉
、
恥
也
。
邦
無
レ

道
、
富
且
貴
焉
、

恥
也
」（
邦
道
有
る
に
、
貧
し
く
し
て
且
つ
賤
し
き
は
恥
な
り
。
邦
道
無
き
に
、

富
み
且
つ
貴
き
は
恥
な
り
。
新
釈
漢
文
大
系
一
八
八
頁
）
が
典
拠
で
あ
り
、『
明

文
抄
』『
玉
函
秘
抄
』
に
も
引
か
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。『
明
文
抄
』
帝
道
部
上

「
邦
有
道
、
貧
且
賤
焉
、
恥
也
。
邦
無
道
、
冨
且
貴
焉
、
恥
也
。〈
論
語
〉」（
山
内

洋
一
郎
編
『
本
邦
類
書
玉
函
秘
抄
・
明
文
抄
・
管
蠡
抄
の
研
究
』
一
九
三
頁
）。

国
に
道
義
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貧
し
く
賤
し
い
の
は
、
自
ら
の

働
き
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
恥
ず
べ
き
で
あ
り
、
逆
に
国
に
道
義
が
行
わ

れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
富
み
高
位
に
あ
る
の
は
、
自
ら
が
道
義
を
捨
て
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一
四

）

た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
恥
ず
べ
き
で
あ
る
」と
い
う
の
が『
論
語
』の
意
。〈
延
〉

「
論
語
ト
申
ス
文
ニ
ハ
、郊ク

ニ

ニ
無
道
時
富
且
貴
恥
ト
云
文
ア
リ
」（
巻
二
―
四
七
オ
）。

こ
の
一
節
の
典
拠
を
『
論
語
』
と
明
示
す
る
の
は
〈
闘
・
延
・
長
〉、〈
屋
・
覚
・
中
〉

は
出
典
を
記
さ
な
い
。
本
節
冒
頭
の
「
只
末
代
ニ
生
ヲ
受
テ
」
と
呼
応
し
、
道
義

の
失
わ
れ
た
世
で
あ
る
こ
と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
末
世
と

い
う
無
道
の
時
に
あ
っ
て
、
富
貴
を
極
め
て
い
る
平
氏
の
現
状
は
恥
ず
べ
き
も
の

で
あ
る
と
い
う
認
識
か
。
　
○
去
バ
重
盛
イ
ツ
マ
デ
カ
命
生
テ
乱
ン
世
ヲ
モ
見
ベ

キ
　
本
節
冒
頭
の
「
只
末
代
ニ
生
ヲ
受
テ
、
係
ル
憂
目
ヲ
見
ル
重
盛
ガ
果
報
ノ
程

コ
ソ
口
惜
ケ
レ
」
に
呼
応
し
て
、
末
世
＝
乱
世
に
生
き
る
自
ら
の
悲
運
・
悲
哀
を

語
っ
た
一
節
。〈
延
・
長
〉
も
同
。〈
屋
・
覚
〉
は
、〈
盛
〉
で
は
本
節
冒
頭
に
置

か
れ
た
一
節
「
只
末
代
ニ
生
ヲ
請
テ
、
カ
ヽ
ル
憂
目
ヲ
見
候
重
盛
ガ
果
報
ノ
程
コ

ソ
ツ
タ
ナ
フ
候
ヘ
」（〈
屋
〉
一
六
〇
頁
）
を
、
こ
の
後
に
続
け
る
。〈
中
〉
は
逆

に
こ
の
一
節
の
前
に
こ
れ
を
置
く
（
上
―
一
〇
五
頁
）。
ど
ち
ら
も
、
重
盛
の
主

張
を
整
理
し
て
集
約
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
か
。
　
○
唯
速
ニ
頸
ヲ
食
レ
候
ベ
シ

　〈
早
（
黒
）〉「
速
ニ
」
を
「
ト
ク

く
」
と
記
す
。
校
異
29
参
照
。
　
○
人
一

人
ニ
被
仰
付
テ
御
ツ
ボ
ニ
引
出
サ
レ
テ
重
盛
ガ
首
ヲ
刎
ラ
レ
ン
事
、
安
事
ニ
コ
ソ

候
ヘ
　
道
理
の
失
わ
れ
た
末
世
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
苦
悩
を
す
る
ぐ
ら
い
な

ら
ば
、
い
っ
そ
武
士
に
命
じ
て
頚
を
刎
ね
さ
せ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
展
開
は
、〈
闘
・

延
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
に
も
共
通
。「
御
ツ
ボ
ニ
引
出
サ
レ
テ
」
と
具
体
的
に

述
べ
る
の
は
、
成
親
へ
の
拷
問
場
面
を
想
起
さ
せ
る
表
現
か
。「
入
道
角
シ
テ
モ

猶
腹
居
カ
ネ
テ
、
難
波
・
妹
尾
ヲ
召
テ
、「
大
納
言
ヲ
メ
カ
セ
ヨ
」
ト
宣
フ
。
二

人
ノ
武
仰
奉
テ
、
一
間
ヨ
リ
引
出
シ
奉
テ
壺
ノ
内
ニ
召
居
、
数
ノ
楉
ヲ
支
度
シ
タ

リ
」（
1
―
三
七
六
頁
。〈
本
全
釈
〉
一
八
―
二
一
～
二
三
頁
参
照
）。
自
分
が
あ

れ
ほ
ど
諫
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
旦
退
出
し
た
後
に
武
士
に
命
じ
て
成
親
に

拷
問
を
加
え
た
こ
と
と
を
意
識
し
、
同
様
に
武
士
に
命
じ
て
自
分
の
頚
を
刎
ね
る

こ
と
を
「
安
事
ニ
コ
ソ
候
へ
」
と
述
べ
て
い
る
か
。
　
○
人
々
是
ヲ
バ
イ
カ
ヾ
聞

給
ヤ
　
こ
れ
ま
で
重
盛
は
清
盛
に
向
っ
て
主
張
を
展
開
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
周

囲
の
一
門
や
侍
た
ち
に
対
し
て
、自
ら
の
主
張
の
妥
当
性
を
問
う
て
い
る
。〈
闘
〉

「
聞
（
レ
）

此
給
麼
殿
原
」（
此
れ
を
ば
聞
き
給
ふ
や
、殿
原
と
て
。
一
下
―
一
九
ウ
）、

〈
延
〉「
是
ハ
殿
原
イ
カ
ヾ
思
給
」（
巻
二
―
四
七
ウ
）、〈
長
〉「
是
は
、
と
の
原
、

い
か
ゞ
聞
給
や
」（
1
―
一
七
二
頁
）、〈
屋
〉「
是
人
々
聞
給
ヘ
」（
一
六
一
頁
）、

〈
覚
〉「
是
を
お
の

く
聞
給
へ
」（
上
―
九
九
頁
）、〈
中
〉「
こ
れ
き
ゝ
給
へ
人
々
」

（
上
―
一
〇
五
頁
）
な
ど
、
い
ず
れ
で
も
重
盛
は
こ
こ
で
周
囲
の
人
々
に
呼
び
か

け
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
以
降
、
重
盛
の
説
得
相
手
は
清
盛
か
ら
一
門
・
侍
た
ち

へ
と
移
行
し
て
い
く
。
　
○
是
ヲ
見
給
ケ
ル
一
門
ノ
人
々
モ
、
涙
ヲ
流
シ
袖
ヲ
絞

ラ
ヌ
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
　〈
延
〉「
一
門
ノ
人
々
ヨ
リ
始
テ
、
侍
共
ニ
致
ル
マ
デ
、
皆

鎧
ノ
袖
ヲ
ゾ
ヌ
ラ
サ
レ
ケ
ル
」（
巻
二
―
四
七
ウ
、〈
長
〉
も
同
）
と
、〈
延
・
長
〉

は
一
門
に
加
え
て
侍
も
涙
し
た
と
語
る
の
は
、「
烽
火
之
沙
汰
」
で
侍
に
召
集
を

か
け
る
布
石
か
。〈
屋
〉「
其

　
　ノ

座
ニ
烈

ツ
ラ
ナ
リ

給
ヘ
ル
一
門
ノ
公
卿
殿
上
人
、
心
有
モ
心

無
モ
皆
袖
ヲ
ゾ
ヌ
ラ
サ
レ
ケ
ル
」（
一
六
一
頁
）、〈
覚
〉「
一
門
の
人
々
、
心
あ
る

も
心
な
き
も
、
皆
鎧
の
袖
を
ぞ
ぬ
ら
さ
れ
け
る
」（
上
―
一
〇
〇
頁
）。
い
ず
れ
も

重
盛
の
主
張
と
涙
に
共
感
し
も
ら
い
泣
き
を
し
な
い
者
は
い
な
か
っ
た
と
い
う

状
況
を
語
っ
た
も
の
。
鎧
の
袖
と
す
る
の
は
、
こ
の
時
西
八
条
に
集
ま
っ
て
い
る

人
々
が
み
な
甲
冑
を
纏
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
で
あ
ろ
う
。
な
お
、〈
闘
〉
は

「
人
々
皆
各
被
濡
鎧

の

袖
を一

矣
実

に

道
理
至
極
聞
矣
（
人
々
皆
各
々
鎧
の
袖
を
濡
ら
さ

れ
け
り
。
実
に
道
理
至
極
と
聞
こ
え
け
り
。
一
下
―
一
九
ウ
）」
と
、
重
盛
の
主

張
に
納
得
し
た
こ
と
を
記
す
。
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【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 
遠
藤
光
正
「『
源
平
盛
衰
記
』
に
引
用
の
漢
籍
の
典
拠
（
1
）」（
東
洋
研
究
七
七
号
、
一
九
八
六
・
1
）

＊ 
日
下
力
「『
平
家
物
語
』
と
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
―
成
親
事
件
話
群
の
考
察
―
」（
国
文
学
研
究
七
八
号
、
一
九
八
二
・
10
。『
平
治
物
語
の
成
立
と
展
開
』
汲
古

書
院
一
九
九
七
・
6
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

　
入
道
ハ
口
説
立
ラ
レ
テ
、

1

ヲ
ロ
泣
色
ニ
ハ

2

御
座
ケ
レ
ド
モ
、
猶
ヘ
ラ
ヌ
体
ニ
テ
、「
サ
ラ
バ
、
今
ハ
世
ニ
モ
イ
ロ
ヒ
侍
マ
ジ
。
院
参
モ
思

お
も
ひ
と
ど
ま
り

止
候
ヌ
。
其
上
ハ
召

め
し
い
ま
し
む

誡
ル

者
共
ヲ
モ
、
死
罪
ニ
モ
流
罪
ニ
モ
セ
デ
コ
ソ
ア
ラ
メ
。
但
入
道
カ
ク
計

は
か
ら
ひ

申
ま
う
す

事
モ
全
ク
身
ノ
為
ナ
ラ
ズ
。

3

浄
海
年
闌た

け
テ
余
命
幾

い
く
ば
くナ

シ
。

4

唯た
だ

5

子
々
孫
々

6

末
ノ
代
マ
デ

モ
安
穏
ニ
ヤ
ト
存
ル
計
也
。
其
事

7

人
望
ニ
背

そ
む
き

、
愚
案
ノ
企

8

ニ
ア
ラ
バ
、

9

何
様
ニ
モ
御
計
ヒ
ナ
ル
ベ
シ
」
ト
宣
テ
、
内
ヘ
被
レ

入
ケ
リ
。
小
松
殿
ハ

10

弟
ノ
殿
原
ニ

11

向
テ
、

「
イ
カ

「
三
九
七

ニ
加
様
ノ

12

ヒ
ケ
ウ
ハ
結
構
セ
ラ
レ
候
ゾ
ヤ
。
縦

た
と
ひ

入
道
殿
コ
ソ

13

老ら
う

耄も

う
シ
給
テ
、
ア
ラ
ヌ
振
舞
ア
リ
共
、
今
ハ
各

お
の
お
のコ

ソ
家
門
ヲ
モ
治
メ
、
悪
事
ヲ
モ

14

可
レ

被
二

宥

申
一

ニ
、
相
副そ

へ
タ
ル
御
事
共
候
哉や

」
ト
被
レ

仰
ケ
レ
バ
、
宗
盛

15

已
下
ノ
人
々
、
苦に

が
に
が
し
く

々
敷
ソ
ヾ
ロ
キ
テ
ゾ
見
エ
給
ケ
ル
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
を
ろ
な
み
た
い
ろ
に
は
」、〈
蓬
〉「
を
ろ
泣ナ

キ
イ
ロ色

に
は
」。
2
〈
近
・
蓬
・
静
〉「
お
は
し
け
れ
と
も
」。
3
〈
静
〉「
静

シ
ヤ
ウ
カ
イ

海
」。
4
〈
近
〉「
た
ゝ
し
」。
5
〈
近
〉

「
し
そ
ん

く
」、〈
蓬
・
静
〉「
子シ

ヽ々

孫ソ
ン

々〳
〵

の
」。
6
〈
近
〉「
す
ゑ
の
よ
ま
て
も
」、〈
蓬
〉「
末マ

ツ
タ
イ代

ま
て
も
」、〈
静
〉「
末
代
ま
て
も
」。
7
〈
近
〉「
に
ん
ま
う
に
」、〈
蓬
〉「
人

望ノ
ソ
ムに

」、〈
静
〉「
人
望ハ

ウ
ニ

」。
8
〈
蓬
〉「
ニ
」
な
し
。
9
〈
近
〉「
な
に
や
う
に
も
」、〈
蓬
〉「
何ナ

イ
ヤ
ウ様

に
も
」。
10
〈
近
〉「
お
と
う
と
の
」、〈
蓬
・
静
〉「
弟

ヲ
ト
ヽ

の
」。
11
〈
近
〉「
む

か
て
」、〈
蓬
・
静
〉「
む
か
ひ
て
」。
12
〈
蓬
・
静
〉「
大
事
を
は
」。
13
〈
静
〉「
老

ヲ
イ
ホ
レ耄

給
て
」。
14
〈
静
〉「
宥

ナ
タ
メ

申
さ
れ
へ
き
に
」。
15
〈
蓬
〉「
以
下
の
」。

【
注
解
】
○
入
道
ハ
口
説
立
ラ
レ
テ
、
ヲ
ロ
泣
色
ニ
ハ
御
座
ケ
レ
ド
モ
、
猶
ヘ
ラ

ヌ
体
ニ
テ
　
重
盛
の
説
得
に
対
す
る
清
盛
の
反
応
は
、
諸
本
に
よ
っ
て
異
な
る
。

〈
盛
〉
は
半
ば
泣
き
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
な
お
も
虚
勢
を
張
っ
て
ひ
る
ま
ぬ

様
子
で
の
意
か
。「
ヲ
ロ
泣
」
の
「
お
ろ
」
は
接
頭
語
、「
十
分
で
な
い
さ
ま
を
あ

ら
わ
す
。
わ
ず
か
。
す
こ
し
。
大
体
。
不
完
全
に
」（〈
日
国
大
〉）
の
意
。「
を
ろ

泣
色
」
は
、「
半
ば
泣
き
出
し
そ
う
な
表
情
」
の
意
。「
ヘ
ラ
ヌ
」
は
「
減
る
」「
臆

す
る
、心
が
ひ
る
む
」（『
角
川
古
語
大
辞
典
』）
の
否
定
形
＋
様
子
を
表
す
「
体
」

で
、
ひ
る
ま
ぬ
様
子
の
意
。
重
盛
が
教
訓
に
訪
れ
た
際
に
も
、
清
盛
は
「
入
道
ハ

ヘ
ラ
ヌ
体
ニ
テ
」
弁
明
を
し
て
い
る
（
1
―
三
八
五
頁
。
本
全
釈
一
八
―
五
七
頁

「
入
道
ハ
ヘ
ラ
ヌ
体
ニ
テ
」
項
参
照
）。〈
闘
〉「
入
道
興
覚
左ト

モ

右カ
ク

モ

不
物
言
一
（
入
道
、

興
覚
め
し
て
左ト

モ
カ
ク右

も
物
も
言

の
た
ま

は
ず
。
一
下
―
一
九
ウ
）」
は
、重
盛
の
主
張
に
す
っ

か
り
興
醒
め
し
て
反
駁
す
る
こ
と
す
ら
し
な
い
様
子
を
表
す
。〈
延
〉
は
〈
盛
〉

と
は
清
盛
の
言
葉
と
重
盛
の
言
葉
の
順
序
が
入
れ
替
わ
り
、
重
盛
の
宗
盛
以
下
に

対
す
る
言
葉
を
聞
い
た
上
で
、「
入
道
モ
サ
ス
ガ
石
木
ナ
ラ
ネ
バ
、
道
理
ニ
ツ
マ

リ
テ
返
事
モ
シ
給
ハ
ズ
。
躰
ノ
ハ
ヅ
カ
シ
サ
ニ
、
障
子
ノ
奥
ヘ
ス
ベ
リ
入
テ
ヲ
ハ

シ
ケ
ル
ガ
、内
府
ノ
既
ニ
立
給
ケ
ル
ヲ
見
テ
、シ
ラ
ケ
ヌ
躰
ニ
」（
巻
二
―
四
八
オ
）

と
、
重
盛
の
説
く
道
理
に
反
論
も
出
来
ず
、
き
ま
り
の
悪
さ
に
障
子
の
奥
へ
こ
っ

そ
り
と
身
を
隠
し
て
い
た
が
、
重
盛
が
出
立
し
よ
う
と
す
る
の
を
見
て
、
な
お
も

平
気
な
様
子
で
、
と
語
る
。〈
延
全
注
釈
〉
は
、「「
シ
ラ
ケ
」（
白
け
）
は
、
間
が

悪
い
、
興
ざ
め
な
ど
の
意
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ひ
る
ま
ず
、
平
気
な

― 152 ―



『源平盛衰記』全釈（一九―巻六―3）

（
一
六

）

顔
で
、
と
い
っ
た
意
か
」
と
し
て
、「
虚
勢
を
張
っ
て
い
る
と
読
む
べ
き
だ
ろ
う
」

と
指
摘
す
る
（
巻
二
―
二
一
二
頁
）。〈
長
〉
は
清
盛
描
写
の
位
置
は
異
な
る
が
、

基
本
的
に
は
〈
延
〉
と
同
じ
内
容
を
伝
え
る
。〈
屋
〉
は
「
入
道
、
馮

　
　ミ

切
タ
ル
内

府
ハ
角　

　ク

宣
フ
、
早　

　ヤ

力　
　ラモ

無
ニ
テ
」
と
、
重
盛
に
諫
め
ら
れ
て
す
っ
か
り
気
落
ち

し
た
様
子
で
あ
っ
た
と
す
る
（〈
覚
・
中
〉
も
同
様
）。
　
○
今
ハ
世
ニ
モ
イ
ロ
ヒ

侍
マ
ジ
…
…
　
清
盛
の
発
言
内
容
も
諸
本
で
異
な
る
。〈
盛
〉
で
は
、清
盛
は
「
こ

れ
か
ら
は
世
の
中
の
こ
と
に
口
出
し
は
す
ま
い
」
と
院
参
や
捕
縛
者
ら
の
処
刑
の

中
止
を
述
べ
た
上
で
、
今
回
の
騒
動
の
真
意
は
、
余
命
少
な
い
自
分
が
子
々
孫
々

の
安
穏
を
願
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
が
人
々
の
意
に
沿
わ
な
い
の
で
あ

れ
ば
ど
の
よ
う
に
で
も
計
ら
っ
て
欲
し
い
と
語
り
、
屋
内
へ
と
入
っ
て
い
っ
た
と

さ
れ
る
。
前
項
の
注
解
に
見
る
よ
う
に
、〈
闘
〉
は
「
入
道
興
覚
左ト

モ
カ
ク

右
モ

不
物
言
一
（
入

道
興
覚
め
し
て
左
右
も
物
も
言
は
ず
）」と
無
言
を
貫
い
て
い
る
。〈
延
〉は「『
哀
、

キ
ヽ
タ
ル
殿
ノ
口
カ
ナ
。
ワ
殿
モ
説
法
シ
給
フ
。
暫
ク
オ
ハ
セ
ヨ
カ
シ
。
入
道
モ

説
法
シ
テ
聞
セ
申
サ
ム
』
ト
ゾ
宣
ケ
ル
」（
巻
二
―
四
八
オ
）
と
、
清
盛
の
言
葉

に
踊
ら
さ
れ
て
武
装
・
集
結
し
た
一
門
の
人
々
を
戒
め
る
重
盛
の
発
言
に
反
発
し
、

帰
ろ
う
と
す
る
重
盛
に
反
論
す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
る
が
、
そ
の
発
言
内
容
は
記
さ

れ
な
い
。〈
長
〉「『
是
ほ
ど
ま
で
は
、
あ
る
べ
く
も
候
は
ず
。
た
ゞ
、
も
の
も
お

ぼ
え
ぬ
あ
く
党
等
が
、
申
さ
ん
事
に
つ
き
給
て
、
御
ひ
が
事
や
、
い
で
こ
ん
ず
ら

ん
と
、
思
計
』
と
」（
1
―
一
七
三
頁
）
は
、
西
光
や
成
親
の
よ
う
な
悪
党
の
主

張
に
院
が
動
か
さ
れ
て
、
道
理
に
合
わ
な
い
不
祥
事
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と

案
じ
て
い
る
だ
け
だ
、
と
言
い
訳
を
し
て
い
る
。〈
屋
・
覚
・
中
〉
も
ほ
ぼ
同
様

の
内
容
と
な
る
。

　
○
但
入
道
カ
ク
計
申
事
モ
全
ク
身
ノ
為
ナ
ラ
ズ
…
…
唯
子
々

孫
々
末
ノ
代
マ
デ
モ
安
穏
ニ
ヤ
ト
存
ル
計
也

　
自
分
が
こ
の
よ
う
に
行
動
す
る

の
は
、子
々
孫
々
の
安
穏
を
願
う
が
故
で
あ
る
、と
の
主
張
。
重
盛
が
『
後
漢
書
』

や
『
論
語
』
に
依
拠
し
て
、
清
盛
の
行
動
が
一
門
衰
亡
の
因
と
な
る
懸
念
を
述
べ

た
こ
と
に
対
す
る
言
い
訳
か
。
た
だ
し
、
重
盛
の
教
訓
に
人
々
が
涙
を
流
す
様
子

に
「
其
事
人
望
ニ
背
、愚
案
ノ
企
ニ
ア
ラ
バ
、何
様
ニ
モ
御
計
ヒ
ナ
ル
ベ
シ
」
と
、

自
ら
の
行
動
の
非
を
認
め
る
か
の
よ
う
な
弱
気
な
態
度
に
変
じ
て
い
る
。
前
項
の

通
り
〈
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
は
弁
解
す
る
清
盛
を
描
き
、〈
闘
〉
は
無
言
で
あ
る

の
に
対
し
て
、〈
延
〉
は
反
論
を
試
み
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ

対
立
が
続
い
て
い
る
と
読
め
る
。〈
早
（
黒
）〉「
静
海
」。
校
異
3
参
照
。
　
○
小

松
殿
ハ
弟
ノ
殿
原
ニ
向
テ
　
こ
れ
ま
で
の
重
盛
の
発
言
が
、
主
と
し
て
清
盛
を
説

得
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、清
盛
が
屋
内
に
姿
を
消
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

改
め
て
宗
盛
以
下
の
弟
達
に
語
り
か
け
る
。〈
延
〉で
は
清
盛
が
屋
内
に
消
え
る
前
、

清
盛
の
面
前
で
重
盛
が
人
々
を
叱
責
し
、
赤
面
し
萎
縮
す
る
宗
盛
等
の
反
応
を
見

て
、
清
盛
が
反
論
を
試
み
よ
う
と
し
な
が
ら
も
言
葉
を
失
う
様
子
が
描
か
れ
る
。

〈
闘
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
は
弟
達
へ
の
語
り
か
け
を
欠
く
。
さ
ら
に
〈
闘
〉
は

そ
の
後
の
武
士
た
ち
へ
の
語
り
か
け
も
欠
く
。
　
○
イ
カ
ニ
加
様
ノ
ヒ
ケ
ウ
ハ
結

構
セ
ラ
レ
候
ゾ
ヤ
。
縦
入
道
殿
コ
ソ
老
耄
シ
給
テ
、
ア
ラ
ヌ
振
舞
ア
リ
共
、
今
ハ

各
コ
ソ
家
門
ヲ
モ
治
メ
、
悪
事
ヲ
モ
可
被
宥
申
ニ
、
相
副
タ
ル
御
事
共
候
哉
　
清

盛
の
「
浄
海
年
闌
テ
余
命
幾
ナ
シ
」「
其
事
人
望
ニ
背
、
愚
案
ノ
企
ニ
ア
ラ
バ
」

と
い
う
発
言
を
受
け
て
の
重
盛
の
発
言
か
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
あ
さ
ま
し
い

こ
と
を
企
て
な
さ
る
の
か
。
た
と
え
入
道
殿
は
耄
碌
な
さ
っ
て
常
識
外
れ
の
振
舞

を
な
さ
っ
た
と
し
て
も
、
皆
さ
ん
は
今
で
は
そ
れ
ぞ
れ
家
門
を
治
め
、
悪
事
を
も

鎮
め
ら
れ
る
べ
き
な
の
に
、
か
え
っ
て
そ
れ
を
助
長
す
る
よ
う
な
振
舞
を
な
さ
る

と
は
、
の
意
。「
ヒ
ケ
ウ
」
に
つ
い
て
、〈
新
定
盛
〉
脚
注
は
「
非
興
＝
興
ざ
め
た

事
、
あ
さ
ま
し
い
事
」（
1
―
二
九
七
頁
）
と
し
、〈
校
注
盛
〉
頭
注
は
「「
比
興
」

の
字
を
宛
て
る
べ
き
か
」（
1
―
二
一
三
頁
）
と
す
る
。「
比
興
」
の
用
例
は
、『
古
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今
著
聞
集
』
を
は
じ
め
と
し
て
多
い
が
、「
非
興
」
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
。『
孟
求
抄
』・
二
「
羊
祐
識
環
」「
以
清
能
―
正
直
テ
非
興
ヲ
セ
ヌ
子
孫
ゾ
」

（
抄
物
資
料
集
成
・
書
陵
部
古
活
字
本
1
ウ
）。
底
本
の
「
ヒ
ケ
ウ
」
に
該
当
す
る

語
を
、〈
蓬
・
静
〉
が
「
大
事
を
は
」
と
す
る
の
は
、「
比
興
・
非
興
」
の
意
に
解

す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。〈
早
（
黒
）〉
も
「
大
事
ヲ
ハ
」
と
す
る
。〈
延
〉「
イ
カ
ニ

御
用
イ
ナ
ク
ト
モ
、
叶
ザ
ラ
ン
マ
デ
モ
、
各
ノ
加
様
ノ
事
ヲ
バ
可
被
申
一

ニ
テ
コ

ソ
候
ニ
、
諫
メ
申
サ
ル
ヽ
マ
デ
コ
ソ
候
ハ
ズ
ト
モ
、
先
与
シ
ガ
マ
シ
ク
御
物
具
カ

タ
メ
ラ
レ
候
事
、
且
ハ
軽
々
異
躰
ノ
物
狂
シ
キ
有
様
、
御
振
舞
共
哉
。
カ
ク
テ
ハ

世
ヲ
持
チ
、
子
々
孫
々
繁
昌
シ
テ
、
家
門
之
栄
花
、
末
憑
ミ
無
コ
ソ
覚
候
ヘ
」（
巻

二
―
四
七
ウ
）
は
、〈
盛
〉
で
「
相
副
タ
ル
御
事
共
」
と
さ
れ
て
い
る
内
容
を
、「
与

シ
ガ
マ
シ
ク
御
物
具
カ
タ
メ
ラ
レ
候
事
、
且
ハ
軽
々
異
躰
ノ
物
狂
シ
キ
有
様
」
と

具
体
的
に
記
し
、
そ
の
よ
う
な
有
様
だ
か
ら
「
家
門
之
栄
花
、
末
憑
ミ
無
コ
ソ
覚

候
ヘ
」
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
日
下
力
は
、「
イ
カ
ニ
御
用
イ
ナ
ク
ト
モ

…
…
」
と
、「
た
と
え
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
主
張
す
べ
き
こ
と
は
主

張
す
べ
き
」
と
い
う
物
言
い
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
し
て
弟
宗
盛
が
「
赤
面
シ
テ
ス

ク
ミ
返
テ
、
汗
水
ニ
」
な
っ
て
い
る
点
に
、『
平
治
物
語
』
で
弟
惟
方
を
叱
責
す

る
光
頼
像
と
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
（
四
七
〇
～
四
七
一
頁
）。
他
の
諸
本
は
、

前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
一
門
の
弟
達
へ
の
語
り
か
け
は
な
く
、
弁
解
す
る
清
盛
に

対
し
て
、
重
盛
が
さ
ら
に
厳
し
く
咎
め
る
こ
と
に
な
る
。〈
長
〉「『
た
と
ひ
、
い

か
な
る
御
ひ
が
事
い
で
来
と
も
、
い
か
ゞ
せ
さ
せ
た
ま
ふ
べ
き
。
掛
畏
も
か
し
こ

く
、少
も
お
ぼ
し
め
し
よ
る
ほ
ど
の
事
を
こ
そ
、御
こ
と
葉
に
も
出
さ
れ
候
は
め
。

あ
な
ま
が

く
し
』
と
て
」（
1
―
一
七
三
頁
）、〈
屋
〉「
縦ヒ

僻
事
出
来
候
共
、

君
ヲ
バ
何
ト
カ
シ
進
セ
サ
セ
給
ベ
キ
」（
一
六
一
頁
、〈
覚
・
中
〉
も
同
）。
　
○

宗
盛
已
下
ノ
人
々
、苦
々
敷
ソ
ヾ
ロ
キ
テ
ゾ
見
エ
給
ケ
ル
　「
宗
盛
已
下
ノ
人
々
」

は
宗
盛
を
は
じ
め
と
し
た
一
門
の
人
々
を
指
す
。
こ
れ
ま
で
清
盛
の
命
に
盲
従
し

て
き
た
こ
と
に
対
し
、重
盛
が
自
覚
・
自
重
を
促
し
て
叱
咤
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

宗
盛
を
は
じ
め
と
し
た
一
門
の
重
鎮
た
ち
が
、
不
快
感
と
と
も
に
居
心
地
の
悪
さ

を
感
じ
て
い
る
様
子
。「
ソ
ゾ
ロ
ク
」
は
「
思
慮
、
分
別
、
自
信
な
ど
を
失
っ
た

さ
ま
に
な
る
。
そ
わ
そ
わ
す
る
。
ま
た
は
、
も
じ
も
じ
す
る
」（〈
日
国
大
〉）。
こ

れ
は
、
父
清
盛
を
教
訓
す
る
た
め
に
重
盛
が
西
八
条
に
現
れ
た
場
面
で
の
反
応

「
宗
盛
卿
苦
々
敷
思
給
ヒ
」（
1
―
三
八
四
頁
）「
実
ニ
理
也
ケ
レ
バ
、
聞
人
々
皆

苦
リ
ア
ヘ
リ
」（
前
同
）
に
呼
応
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
清
盛
が
重
盛
に
言
い

負
か
さ
れ
て
、
自
ら
の
非
を
な
か
ば
認
め
る
よ
う
な
態
度
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

父
の
意
に
従
っ
た
こ
と
を
叱
責
さ
れ
て
不
満
を
募
ら
せ
な
が
ら
も
、
重
盛
の
道
理

に
自
信
を
失
い
う
ろ
た
え
て
い
る
様
子
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
五
「
成
親
以

下
被
召
捕
」
で
、
重
盛
が
教
訓
の
た
め
西
八
条
邸
を
訪
れ
た
際
に
も
、「
兵
杖
ヲ

帯
給
ヘ
ル
人
々
モ
、
ソ
ヾ
ロ
キ
テ
ゾ
見
エ
ケ
ル
」（
1
―
三
三
一
頁
）
と
あ
っ
た

の
を
踏
ま
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
〈
延
〉
で
は
、「
弟
ノ
右
大
将
、

赤
面
シ
テ
ス
ク
ミ
返
テ
、
汗
水
ニ
ナ
ラ
レ
ケ
リ
」（
巻
二
―
四
七
ウ
）
と
、
一
方

的
に
言
い
負
か
さ
れ
て
赤
面
・
萎
縮
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。〈
闘
・
長
・
屋
・

覚
・
中
〉
は
一
門
の
人
々
の
反
応
を
記
さ
な
い
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

日
下
力
「『
平
家
物
語
』
と
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
―
成
親
事
件
話
群
の
考
察
―
」（
国
文
学
研
究
七
八
号
、
一
九
八
二
・
10
。『
平
治
物
語
の
成
立
と
展
開
』
汲
古

書
院
一
九
九
七
・
6
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）
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（
一
八

）

　
1

内
大
臣
ハ
中

ち
ゆ
う

門も
ん

廊
の
ら
う

ニ
2

立
出
給
ヒ
、
サ
モ
然
ベ
キ
侍
共
ノ

3

幷な
み

居ゐ

タ
リ
ケ
ル
所
ニ
テ
仰
ケ
ル
ハ
、「
重
盛
ガ

4

申
ツ
ル
事
共
、
慥
ニ
承
リ
ツ
ル
ニ
ヤ
。
去さ

れ

バ
院
参
ノ

5

御

供
ニ

6

出
ハ
、
重
盛
ガ
頸
ノ

7

切き
ら

レ
ン
ヲ
見
テ
後
ニ
仕

つ
か
ま
つ
るベ

シ
ト
覚

お
ぼ
ゆ

ル
ハ
イ
カ
ニ
。
今
朝
ヨ
リ

8

是
ニ
候
テ
、
加
様
ノ
事
共
、
叶
ハ
ザ
ラ
ン
マ
デ
モ
申

ま
う
さ

バ
ヤ
ト
存
ツ
レ
ド
モ
、

此
等
ガ
体
ノ
、
ア
マ
リ
ニ
直ひ

た

騒
ギ
ニ
見
エ
ツ
ル

9

時
ニ
帰
ツ
ル
ナ
リ
。
今
ハ
憚

は
ば
か
る

10

処
有
ベ
カ
ラ
ズ
。
猶
モ
御
院
参
有
ベ
キ
ナ
ラ
バ
、
一
定
重
盛
ガ

「
三
九
八

頸
ヲ

11

ゾ
召め

さ

レ
ン
ズ

ラ
ン
。
各

お
の
お
の

其
旨
ヲ
コ
ソ
存
ゼ
メ
。
但
サ
モ
未

い
ま
だ

仰
ラ
レ
ヌ
ハ
、

12

何
様
成な

る

ベ
キ
ヤ
ラ
ン
。
去さ

ら

バ
13

人
々
参
レ

14

ヤ
」
ト
テ
、
又
小
松
殿
ヘ
ゾ
被
レ

帰
ケ
ル
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
う
ち
の
お
と
ゝ
は
」、〈
蓬
〉「
内ナ

イ

大タ
イ
シ
ン

臣
は
」、〈
静
〉「
内ナ

イ

大
臣
は
」。
2
〈
静
〉「
立
出
て
給
ひ
」。
3
〈
近
〉「
な
み
ゐ
た
り
け
る
」、〈
蓬
〉「
並ナ

ミ

居ヰ

た
り

け
る
」、〈
静
〉「
並ナ

ミ

居イ

た
り
け
る
」。
4
〈
蓬
〉「
申
つ
く
る
」。
5
〈
静
〉「
御
共
に
」。
6
〈
近
〉「
を
ひ
て
は
」、〈
蓬
・
静
〉「
を
い
て
は
」。
7
〈
静
〉「
き
れ
ん
を
」。
8
〈
近
〉

「
こ
れ
に
」、〈
蓬
〉「
是コ

レ

に
」。
9
〈
近
〉「
ま
ゝ
に
」。
10
〈
近
・
蓬
・
静
〉「
所
」。
11
〈
蓬
・
静
〉「
ゾ
」
な
し
。
12
〈
近
〉「
な
に
や
う
」、〈
蓬
〉「
何ナ

ニ
ヤ
ウ様

」。
13
〈
蓬
・
静
〉

「
人
」。
14
〈
近
〉「
ヤ
」
な
し
。
な
お
、「
ま
い
れ
と
て
」。

【
注
解
】
○
内
大
臣
ハ
中
門
廊
ニ
立
出
給
ヒ
、
サ
モ
然
ベ
キ
侍
共
ノ
幷
居
タ
リ
ケ

ル
所
ニ
テ
仰
ケ
ル
ハ
　
先
の
発
言
が
、
専
ら
中
門
の
廊
に
着
座
し
て
い
た
宗
盛
以

下
、
主
立
っ
た
一
門
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
度
は
屋
外
に
い
る

侍
た
ち
に
対
す
る
語
り
か
け
る
構
成
は
〈
延
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
に
共
通
。〈
闘
〉

は
武
士
た
ち
に
語
り
か
け
る
場
面
を
持
た
な
い
。
ま
た
〈
長
〉
は
以
下
の
よ
う
な

独
自
の
結
構
を
設
け
る
。「
が
ば
と
た
ち
給
つ
ゝ
、
車
の
う
ち
に
よ
う
い
せ
ら
れ

た
り
け
る
も
の
ゝ
具
め
し
よ
せ
て
、
む
ら
さ
き
ぢ
の
よ
ろ
ひ
直
垂
に
、
は
じ
の
に

ほ
ひ
の
よ
ろ
ひ
を
き
て
、
白
星
の
か
ぶ
と
、
春
近
と
い
ふ
雑
色
の
く
び
に
か
け
さ

せ
て
、
お
と
ゞ
の
右
大
将
宗
盛
の
く
ろ
く
り
げ
の
馬
に
、
黃
ぶ
く
り
ん
の
鞍
を
き

て
、
と
ね
り
が
ひ
か
へ
た
る
を
、
引
か
な
ぐ
り
て
乗
給
、
う
ま
を
ひ
か
へ
て
打
立

給
。
さ
も
し
か
る
べ
き
侍
ど
も
に
あ
ひ
て
の
た
ま
ひ
け
る
は
」（
1
―
一
七
三
頁
）。

す
な
わ
ち
、
宗
盛
等
を
諫
め
た
後
、
牛
車
に
用
意
し
て
き
た
甲
冑
を
着
用
し
、
宗

盛
の
馬
に
跨
が
っ
て
、
外
の
武
士
た
ち
に
対
峙
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
西
八
条

参
上
に
際
し
、
重
代
の
鎧
唐
皮
と
太
刀
小
烏
を
車
内
に
用
意
し
た
と
〈
延
〉
は
記

す
が
、〈
延
〉
で
は
こ
れ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
重
盛
は
直
衣
姿
で
一
貫
し

て
い
る
。
そ
の
点
に
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
〈
長
〉
で
、
突
如
重
盛
が
甲
冑
姿

を
見
せ
る
の
は
、
続
く
小
松
殿
へ
の
召
兵
へ
の
布
石
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、〈
早

（
黒
）〉は
、こ
こ
か
ら
章
段
替
え
の
印
を
付
す
。
　
○
去
バ
院
参
ノ
御
供
ニ
出
ハ
、

重
盛
ガ
頸
ノ
切
レ
ン
ヲ
見
テ
後
ニ
仕
ベ
シ
ト
覚
ル
ハ
イ
カ
ニ
　
重
盛
は
、
清
盛
が

院
参
す
る
時
に
は
自
分
の
首
を
斬
っ
て
か
ら
、
と
説
得
し
た
わ
け
で
、
そ
れ
を
見

て
い
た
武
士
た
ち
に
向
か
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
以

下
重
盛
の
言
葉
は
〈
延
・
長
〉
も
ほ
ぼ
同
じ
。〈
屋
〉
は
「
重
盛
ガ
申
ツ
ル
事
ヲ
バ
、

汝
等
不
レ

承　
　ラ

ヤ
。
自　

　リ
二

今
朝
一

モ
是
ニ
候
テ
加
様
ノ
事
共
申
閑シ

ヅ
メン

ト
思
ツ
レ
ド
モ
、

是　
　レ

体
ニ
ヒ
タ
サ
ハ
ギ
ニ
テ
見
ヘ
ツ
ル
間
、
帰　

　リ

タ
リ
ツ
ル
ナ
リ
。
院
参ン

ノ
御
共
ニ

ヲ
ヒ
テ
ハ
、
重
盛
ガ
頚
ノ
召
レ
ム
ヲ
見
テ
可　

　シレ

仕　
　ル

。
サ
ラ
バ
人
参
レ
」（
一
六
一
～

一
六
二
頁
、
傍
線
部
の
文
言
は
〈
延
・
長
・
覚
・
中
〉
に
ほ
ぼ
一
致
）
と
、
重
盛

の
発
言
中
で
傍
線
部
の
言
葉
の
位
置
が
〈
延
・
長
・
盛
〉
と
は
異
な
る
（〈
覚
・
中
〉

も
同
）。
な
お
、「
出
ハ
」
の
読
み
に
つ
い
て
は
校
異
6
の
よ
う
に
〈
近
・
蓬
・
静
〉

は
「
を
ひ
（
い
）
て
は
」
と
す
る
が
、『
国
文
叢
書
源
平
盛
衰
記
』・〈
新
定
盛
〉

の
よ
う
に
「
出
で
ば
」（〈
早
（
黒
）〉
は
、「
出
バ
」
に
訂
正
が
な
く
、「
出
バ
」

と
読
ん
で
い
た
か
）、
な
い
し
は
「
出
づ
る
は
」
等
の
可
能
性
も
あ
り
、
ど
れ
が

本
来
的
な
読
み
で
あ
っ
た
の
か
は
確
定
し
が
た
い
。

　
○
今
朝
ヨ
リ
是
ニ
候
テ
、
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加
様
ノ
事
共
、
叶
ハ
ザ
ラ
ン
マ
デ
モ
申
バ
ヤ
ト
存
ツ
レ
ド
モ
、
此
等
ガ
体
ノ
、
ア

マ
リ
ニ
直
騒
ギ
ニ
見
エ
ツ
ル
時
ニ
帰
ツ
ル
ナ
リ
　〈
延
・
長
・
屋
・
覚
〉
ほ
ぼ
同
じ
。

〈
中
〉
は
該
当
す
る
本
文
な
し
。「
此
等
ガ
体
ノ
、
ア
マ
リ
ニ
直
騒
ギ
ニ
見
エ
ツ
ル

時
ニ
帰
ツ
ル
ナ
リ
」
は
、「
お
ま
え
た
ち
の
様
子
が
、
あ
ま
り
に
も
大
騒
ぎ
を
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
、と
り
あ
え
ず
帰
邸
し
た
の
で
あ
る
」の
意
。「
時
ニ
」

は
原
因
・
理
由
を
示
す
語
法
。「
直
騒
ギ
」は「
む
や
み
に
騒
ぐ
こ
と
」（〈
日
国
大
〉）。

〈
延
・
長
〉
は
「
ひ
た
あ
は
て
」
と
す
る
。
　
○
今
ハ
憚
処
有
ベ
カ
ラ
ズ
　
も
は

や
遠
慮
す
る
必
要
は
無
い
だ
ろ
う
と
は
、
今
朝
方
成
親
助
命
の
た
め
に
参
上
し
た

と
き
に
は
言
え
な
か
っ
た
事
情
を
受
け
て
、
再
度
参
上
し
て
父
清
盛
に
言
う
べ
き

事
を
言
っ
た
上
は
、
と
い
う
こ
と
。〈
延
・
長
〉
は
同
、〈
屋
・
覚
・
中
〉
は
こ
の

一
文
を
欠
く
。
　
○
猶
モ
御
院
参
有
ベ
キ
ナ
ラ
バ
、
一
定
重
盛
ガ
頸
ヲ
ゾ
召
レ
ン

ズ
ラ
ン
。
各
其
旨
ヲ
コ
ソ
存
ゼ
メ
　〈
延
・
長
〉
は
「
首
ヲ
可
被
召

ヲ一

申
ツ
レ
バ
、

其
旨
ヲ
コ
ソ
存
ゼ
メ
」（〈
延
〉
巻
二
―
四
八
オ
～
四
八
ウ
）。〈
屋
・
覚
・
中
〉
は

「
院イ

ン
ザ
ン参

の
御
供ト

モ

に
を
い
て
は
、
重シ

ゲ
モ
リ盛

が
頸ク

ビ

の
召
さ
れ
む
を
見
て
仕
れ
」（〈
覚
〉

上
―
一
〇
〇
頁
）。
　
○
但
サ
モ
未
仰
ラ
レ
ヌ
ハ
、
何
様
成
ベ
キ
ヤ
ラ
ン
　
さ
き

ほ
ど
清
盛
に
は
院
参
す
る
な
ら
ば
自
分
の
頸
を
斬
っ
て
か
ら
と
納
得
さ
せ
た
以

上
、
未
だ
に
頸
を
斬
れ
と
仰
ら
な
い
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
（
院
参
す
る

意
思
は
な
い
と
の
こ
と
だ
ろ
う
）、
の
意
か
。〈
延
・
長
〉
同
じ
。〈
延
〉「
但
シ
未

ダ
サ
モ
仰
ラ
レ
ヌ
ハ
イ
カ
ナ
ル
ベ
キ
ヤ
ラ
ン
」（
巻
二
―
四
八
ウ
）。〈
屋
・
覚
・
中
〉

な
し
。
　
○
去
バ
人
々
参
レ
ヤ
　
そ
れ
で
は
者
共
こ
ち
ら
に
来
な
さ
い
。
小
松
殿

へ
引
き
上
げ
る
に
際
し
て
の
、連
れ
て
来
た
供
の
者
共
へ
の
発
言
。〈
延
・
屋
・
覚
〉

同
じ
。
た
だ
し
、「
さ
ら
ば
人
参
れ
」（〈
覚
〉
上
―
一
〇
〇
頁
）
と
す
る
。〈
長
〉

は
大
き
く
異
な
り
、「
今
日
よ
り
後
は
、
中
違
奉
る
。
重
盛
を
重
も
り
と
お
も
は

ん
人
ど
も
は
、
よ
ろ
う
て
小
松
へ
ま
い
れ
。
是
を
も
て
、
こ
ゝ
ろ
ざ
し
の
あ
り
な

し
を
ば
見
む
ず
る
ぞ
」（
1
―
一
七
三
～
一
七
四
頁
）
と
、
父
清
盛
と
の
訣
別
を

明
言
す
る
。〈
中
〉
は
こ
の
一
文
な
し
。
な
お
、〈
中
〉
は
こ
の
後
に
、「
さ
れ
ど

も
か
ら
か
わ
と
い
ふ
よ
ろ
い
、
こ
が
ら
す
と
い
ふ
た
ち
を
、
し
の
び
つ
ゝ
、
御
車

に
入
ら
れ
け
る
と
ぞ
う
け
た
ま
わ
る
、
よ
う
い
の
程
こ
そ
を
そ
ろ
し
け
れ
」

（
上
―
一
〇
五
頁
）
と
の
独
自
異
文
を
持
つ
が
、
こ
れ
は
〈
延
・
長
〉
が
、
重
盛

が
西
八
条
邸
を
訪
れ
た
際
に
密
か
に
相
伝
の
唐
皮
と
小
烏
を
用
意
し
て
い
た
と

す
る
の
を
（
本
全
釈
一
八
―
四
五
頁
「
其
時
モ
猶
今
朝
ノ
姿
ニ
テ
、
烏
帽
子
直
衣

ニ
テ
、物
具
シ
タ
ル
者
ヲ
バ
一
人
モ
具
シ
給
ハ
ズ
」項
参
照
）、こ
こ
で
示
し
つ
つ
、

重
盛
の
周
到
さ
を
強
調
し
た
も
の
。

　
同ど

う

人に
ん

召め
す

レ

兵

つ
は
も
の
を

　
1

内
大
臣
ハ
、「
入
道
猶
モ

2

腹
悪あ

し

キ
人
ナ
レ
バ
、
院
参
ノ
事
モ
ヤ
ア
ラ
ン
ズ
ラ
ン
」
ト
思
食
ケ
レ
バ
、
其
悪
行
ヲ

3

塞
ガ
ン
為
ト
覚
シ
ク
テ
、4

主
馬
判
官
盛
国
ヲ
使

つ
か
ひ

ニ
テ
、

「
重
盛
コ
ソ
別
シ
テ
天
下
ノ
大
事
ヲ
聞
出
シ
タ
レ
。
我
ヲ
吾
ト
思
ハ
ン

5

者
共
ハ
急
ギ
参
レ
」
ト
被
レ

催
タ
リ
。
是
ヲ
承
ル
者
共
、
オ
ボ
ロ
ケ
ニ
テ
ハ
騒
給
ハ
ヌ
人
ノ
、
係
ル

仰
ノ
下
ル
ハ
、6

実
ニ

7

別
ノ
子
細
ノ
有
ニ
コ
ソ
ト
テ
、8

難
波
次
郎
経
遠
、9

妹
尾
太
郎
兼
康
、
筑
後
守
家
貞
、10

肥
後
守
貞
能
等
ヲ
始
ト
シ
テ
、
如に

よ

法ほ
ふ

夜や

中
ち
ゆ
う

ノ
事
ナ
レ
ド
モ
、

我
先
ニ
ト

11

ゾ
馳
参
ケ
ル
。
係

か
か
り

ケ
レ
バ
、

12

老
モ
若

わ
か
き

モ
留
ル
者
ハ
ナ
シ
。
小
松
殿
ヘ
ト

「
三
九
九

テ
13

周
章
テ
参
ケ
リ
。
入
道
ハ
、「
何
事
ゾ
、
世
間

14

ノ
物も

の

騒
さ
わ
が
しキ

ハ
。

15

是
ニ

16

候
さ
ふ
ら
へヤ

く
」
ト
宣
ケ
レ
共
、
ソ
ラ
聞き

か

ズ
シ
テ
馳
出
ケ
レ
バ
、
西
八
条
ニ
ハ
青あ

を

女
に
よ
う

房ば
う

、
17

老
尼
、
若も

し

ハ
18

筆ふ
で

執と
り

バ
カ
リ
残
タ
ル
。
少
モ

19

弓
き
ゆ
う

馬ば

ニ

携
た
づ
さ
は
る

程
ノ
者
ハ

20

一
人
モ
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ナ
カ
リ
ケ
リ
。
是
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
夜
モ
明
ケ
レ
バ

21

次
第
々
々
ニ
聞
伝
テ
、
洛
中
、

22

白
川
ノ
外ほ

か

、
北
山
、
西
山
、
嵯
峨
、

23

広
隆
、

24

梅
津
、
桂
、
淀
、

25

羽
束
、
醍
醐
、
小

栗
栖
、
日
野
、
勧
修
寺
、
宇
治
、

26

岡
屋
、

27

大
原
、
閑
原
、
賀
茂
、
鞍
馬
、
大
津
、
粟
津
、

28

勢
多
、
石
山
マ
デ
モ
聞

き
き
つ
た
へ

伝
テ
、

29

馬
ニ
乗の

る

モ
ノ
ラ
ザ
ル
モ
、
弓
ヲ
取と

る

モ
取
ラ

ザ
ル
モ
、30

出
家
遁
世
ノ
古ふ

る

入
道
ニ
至
迄
馳は

せ

参
ま
ゐ
り

ケ
レ
バ
、
洛
中
辺
土
ノ
騒

31

斜
ナ
ラ
ズ
。
保
元
平
治
ノ
乱
逆
ニ

32

物も
の

懲ご
り

シ
テ
、
貴
賤
上
下
肝
ヲ
ケ
ス
。
入
道
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ハ
、

「
内
府
ハ
何
ト
思
テ
、
此
等
ヲ
バ
呼

「
四
〇
〇

取
ヌ
ル
ヤ
ラ
ン
」

33

ト
、
ヨ
ク
心
得
ズ
ゲ
ニ
テ
、
腹
巻
脱
テ
素
絹
ノ
衣
ニ
、
長
念
珠
後う

し
ろ
で

手
ニ
ク
リ
テ
、
縁
行
道
シ
テ
、「

34

ア
ヽ
内
府

ニ
35

中な
か
た
が
ひ

違
タ
ラ
ン
モ
ヨ
キ
大
事
ヤ
」
ト
宣
テ
、
イ
ト

36

心
モ
発

お
こ
ら

ヌ
哀

あ
は
れ

念
仏
ヲ
ゾ
被
レ

申
ケ
ル
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉
合
点
あ
り
。
行
の
冒
頭
に
「
同
人
つ
わ
物
を
め
す
」
を
傍
書
。
な
お
、〈
近
〉「
う
ち
の
お
と
ゝ
は
」。〈
蓬
〉「
内ナ

イ
タ
イ
シ
ン

大
臣
は
」。
2
〈
蓬
〉「
腹ア

ラ

」。
3
〈
近
〉

「
ふ
せ
か
ん
た
め
と
」、〈
蓬
〉「
ふ
さ
か
む
為タ

メ

に
と
」、〈
静
〉「
塞
為
と
」。
4
〈
近
〉「
し
め
の
は
う
ぐ
は
ん
」、〈
蓬
〉「
主シ

メ

馬ノ

判ハ
ン

官ク
ワ
ン」、〈

静
〉「
主シ

ユ

馬メ
ノ

判ハ
ウ

官ク
ハ
ン」。

5
〈
蓬
〉「
者
」

な
し
。
6
〈
近
〉「
ま
こ
と
に
」、〈
蓬
・
静
〉「
実

マ
コ
ト

に
」。
7
〈
近
〉「
へ
ち
の
」、〈
蓬
・
静
〉「
別ヘ

ツ

の
」。
8
〈
蓬
〉「
難ナ

ン

波ハ
ノ

二
郎
経ツ

ネ

遠ト
ヲ

」、〈
静
〉「
難ナ

ン

波バ
ノ

二
郎
経ツ

ネ

遠ト
ヲ

」。
9
〈
蓬
〉

「
世セ

ノ
ヲ
ノ能

太
郎
兼カ

ネ
ヤ
ス康

」、〈
静
〉「
世セ

ノ
ウ
ノ能

太
郎
兼カ

ネ
ヤ
ス康

」。
10
〈
近
〉「
ひ
ご
の
か
み
さ
た
よ
し
ら
を
」、〈
蓬
〉「
肥ヒ

コ
ノ
カ
ミ

後
守
貞サ

タ
ヨ
シ能

等ラ

を
」、〈
静
〉「
肥ヒ

コ
ノ
カ
ミ

後
守
貞サ

タ
ヨ
シ能

等ト
ウ

を
」。
11
〈
静
〉「
ゾ
」

な
し
。
12
〈
近
〉「
お
ひ
た
る
も
」、〈
蓬
〉「
老ヲ

イ

た
る
も
」、〈
静
〉「
老

ヲ
イ
タ
ルも

」。
13
〈
近
〉「
周
章
テ
」
な
し
。
な
お
、〈
蓬
〉「
周ア

ハ

テ章
参
り
け
り
」、〈
静
〉「
周ア

ハ

テ章
参マ

イ

り
け
り
」。

14
〈
蓬
〉「
ノ
」
な
し
。
15
〈
近
〉「
こ
れ
に
」、〈
蓬
〉「
是コ

レ

に
」。
16
〈
蓬
〉「
候

サ
フ
ラ
ウや

く
と
」。
17
〈
近
〉「
お
ひ
た
る
あ
ま
」、〈
蓬
・
静
〉「
老ラ

ウ

尼ニ

」。
18
〈
近
〉「
ふ
て
と

り
ば
か
り
そ
」、〈
蓬
・
静
〉「
筆フ

テ
ト
リ執

は
か
り
そ
」。
19
〈
蓬
〉「
弓ユ

ミ

馬ヤ

に
」。
20
〈
近
〉「
一
に
ん
も
」。
21
〈
蓬
〉「
次シ

第タ
イ

に
」。
22
〈
静
〉「
白シ

ラ
カ
ハ河

の
」。
23
〈
近
〉「
う
づ
ま
さ
」、

〈
蓬
〉「
う
つ
ま
さ
」、〈
静
〉「
広ウ

ツ
マ
サ隆

」。
24
〈
近
〉「
む
め
づ
」、〈
蓬
〉「
梅ム

メ

津
」、〈
静
〉「
梅ム

メ

津ツ

」。
25
〈
近
〉「
は
つ
か
し
」、〈
蓬
・
静
〉「
羽ハ

ツ
カ
セ束

」。
26
〈
近
〉「
を
か
の
や
」、

〈
蓬
〉「
岡ヲ

カ

屋ノ
ヤ

」、〈
静
〉「
岡ヲ

カ

屋ヤ

」。
27
〈
近
〉「
お
ほ
は
ら
」、〈
蓬
〉「
大ヲ

原ハ
ラ

」。
28
〈
蓬
・
静
〉「
勢セ

タ田
」。
29
〈
近
〉「
む
ま
に
」、〈
蓬
・
静
〉「
馬ム

マ

に
」。
30
〈
近
〉「
し
ゆ
つ

と
ん
せ
い
の
」。
31
〈
近
〉「
な
の
め
な
ら
す
」、〈
蓬
・
静
〉「
斜

ナ
ヽ
メ

な
ら
す
」。
32
〈
近
〉「
物
ご
も
り
し
て
」。
33
〈
蓬
〉「
ト
ヨ
ク
」
な
し
。
34
〈
近
〉「
あ

く
」
と
し
、「

く
」

の
右
に
「
あ
」
を
傍
書
。
35
〈
近
〉「
な
か
た
が
ひ
た
ら
ん
も
」、〈
蓬
・
静
〉「
中
た
か
ひ
た
ら
ん
も
」。
36
〈
蓬
〉「
心
に
も
」。

【
注
解
】
○
内
大
臣
ハ
、「
入
道
猶
モ
腹
悪
キ
人
ナ
レ
バ
、
院
参
ノ
事
モ
ヤ
ア
ラ
ン

ズ
ラ
ン
」
ト
思
食
ケ
レ
バ
、
其
悪
行
ヲ
塞
ガ
ン
為
ト
覚
シ
ク
テ
　〈
盛
〉
の
独
自

異
文
。〈
闘
・
延
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
い
ず
れ
も
、
重
盛
が
自
邸
に
戻
っ
た
後
、

兵
の
召
集
に
移
る
が
、〈
盛
〉
で
は
、
重
盛
は
父
を
諫
め
た
も
の
の
、
父
清
盛
が

そ
の
性
格
故
に
院
参
し
幽
閉
に
及
ぶ
可
能
性
を
憂
慮
し
、
悪
行
を
防
ぐ
た
め
に
兵

を
召
集
し
た
と
理
由
を
述
べ
る
。〈
盛
〉
は
わ
ざ
わ
ざ
重
盛
の
行
動
に
説
明
を
付

け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
段
で
重
盛
は
清
盛
に
対
し
て
、
清
盛
が
院
に
対
し
て
後

白
河
法
皇
幽
閉
の
挙
に
出
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
は
法
皇
の
護
衛
に
付
く
、
た
だ

し
そ
れ
で
は
不
孝
と
な
る
の
で
、
自
分
の
首
を
召
す
よ
う
に
迫
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
清
盛
は
、「
院
参
モ
思
止
候
ヌ
」「
召
誡
ル
者
共
ヲ
モ
、
死
罪
ニ
モ
流
罪

ニ
モ
セ
デ
コ
ソ
ア
ラ
メ
」
と
自
身
の
決
断
を
撤
回
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
重
盛
は
「
重
盛
コ
ソ
別
シ
テ
天
下
ノ
大
事
ヲ
聞
出
シ
タ
レ
」
と
兵
を
集
め
る

こ
と
と
な
る
た
め
、〈
盛
〉
で
は
重
盛
が
清
盛
の
言
動
を
信
用
で
き
ず
、
院
参
す

る
恐
れ
あ
り
と
し
て
行
動
に
移
っ
た
と
、
重
盛
の
内
心
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

次
節
で
も
、〈
盛
〉
は
、
重
盛
が
家
貞
・
貞
能
の
二
人
に
言
伝
を
し
て
清
盛
の
も

と
に
遣
わ
し
、兵
を
召
集
し
た
事
情
を
述
べ
さ
せ
る
と
い
う
、独
自
異
文
を
持
つ
。
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諸
本
で
は
、
本
段
は
、
重
盛
が
軍
勢
を
召
集
す
る
こ
と
で
清
盛
に
そ
の
実
力
を
見

せ
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
が
、〈
盛
〉
で
は
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
清
盛
側
の

様
子
や
、
重
盛
の
清
盛
へ
の
対
応
な
ど
に
か
な
り
の
筆
を
費
や
し
て
い
る
。
清
盛

を
「
腹
悪
キ
人
」
と
す
る
描
写
は
、〈
盛
〉
で
は
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
本
全

釈
の
注
解
「
サ
ル
腹
悪
人
」（
一
〇
―
九
〇
頁
）
参
照
。
な
お
、〈
早
（
黒
）〉
は
、

こ
こ
で
段
落
替
え
を
せ
ず
、「
ツ
ヽ
ク
」
と
し
て
前
段
に
続
け
る
。
前
段
の
「
内

大
臣
ハ
中
門
廊
ニ
立
出
玉
ヒ
…
…
」（
三
九
七
頁
）
に
段
落
替
え
の
指
示
が
あ
る

よ
う
に
、〈
早
（
黒
）〉
は
そ
こ
か
ら
を
「
同
人
召
兵
」
の
章
段
と
す
る
の
で
あ
ろ

う
。
　
○
主
馬
判
官
盛
国
ヲ
使
ニ
テ
　〈
盛
〉
で
は
盛
国
は
こ
れ
ま
で
、「
行
綱
中

言
」
に
お
い
て
行
綱
を
清
盛
に
取
り
次
ぐ
役
割
で
（
1
―
三
一
七
頁
）、「
入
道
企

院
参
」
に
お
い
て
院
の
幽
閉
を
企
て
る
清
盛
の
様
子
を
重
盛
に
伝
え
る
役
割
で

（
1
―
三
八
一
頁
）
登
場
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
重
盛
の
命
を
受
け
て
兵
を
召
集

し
て
い
る
よ
う
に
、
清
盛
・
重
盛
双
方
の
側
近
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
盛
国

は
「
清
盛
の
腹
心
中
の
腹
心
で
あ
り
、
同
時
に
重
盛
の
も
と
で
家
人
を
統
制
す
る

侍
所
別
当
の
ご
と
き
役
割
を
果
た
し
て
い
た
」「
平
氏
家
人
の
中
心
的
存
在
で

あ
っ
た
」（
元
木
泰
雄
①
・
二
五
頁
）
と
言
え
る
だ
ろ
う
。〈
延
・
屋
・
覚
・
中
〉

も
同
じ
く
盛
国
を
召
し
た
と
す
る
が
、〈
闘
〉
は
「
以
使
者
（
一
）

被
（
レ
）

触
者
（
使

者
を
以
て
触
れ
ら
れ
け
る
は
。一
下
―
一
九
ウ
）」と
す
る
の
み
で
名
を
出
さ
な
い
。

〈
長
〉
は
か
な
り
本
文
を
異
に
し
て
お
り
、
重
盛
が
西
八
条
邸
を
去
る
と
き
に
、

「『
今
日
よ
り
後
は
中
違
奉
る
。
重
盛
を
重
も
り
と
お
も
は
ん
人
ど
も
は
、
よ
ろ
う

て
小
松
へ
ま
い
れ
、
是
を
も
て
、
こ
ゝ
ろ
ざ
し
の
あ
り
な
し
を
ば
見
む
ず
る
ぞ
』

と
、
の
た
ま
ひ
す
て
ゝ
、
御
馬
を
と
ば
せ
つ
ゝ
、
い
そ
ぎ
小
松
殿
へ
帰
給
ぬ
」

（
1
―
一
七
三
～
一
七
四
頁
）
と
、
自
ら
兵
を
召
集
し
た
後
に
小
松
殿
に
戻
っ
た

と
す
る
。「
中
違
奉
る
」
と
清
盛
と
の
対
決
姿
勢
を
武
士
た
ち
に
明
言
し
た
上
で

召
集
を
か
け
た
と
す
る
の
は
〈
長
〉
の
み
。
　
○
「
重
盛
コ
ソ
別
シ
テ
天
下
ノ
大

事
ヲ
聞
出
シ
タ
レ
。
我
ヲ
吾
ト
思
ハ
ン
者
共
ハ
急
ギ
参
レ
」
ト
被
催
タ
リ
　
重
盛

は
、具
体
的
な
理
由
は
述
べ
ず
に
「
天
下
の
大
事
を
耳
に
し
た
」
と
だ
け
述
べ
る
。

こ
の
点
は
、〈
闘
・
延
・
屋
・
覚
〉
同
じ
。〈
長
〉
は
前
項
の
通
り
。〈
中
〉
は
こ

れ
に
該
当
す
る
文
言
は
な
し
。「
我
ヲ
吾
ト
思
ハ
ン
者
共
ハ
急
ギ
参
レ
」は
、〈
延
〉

「
我
ヲ
我
ト
思
ハ
ン
者
共
ハ
、急
ギ
物
具
シ
テ
参
ル
ベ
シ
」（
巻
二
―
四
八
ウ
）、〈
覚
〉

「
我
を
我
と
思
は
ん
者
共
は
、
皆
物
ぐ
し
て
馳
参
れ
」（
上
―
一
〇
〇
頁
。〈
屋
〉

も
同
じ
）
と
あ
り
、〈
盛
〉
と
同
じ
。
他
方
で
、〈
闘
〉「
重
盛

（
ヲ
モ
）

欲
（
二
）

重
盛

と（
一
）

者
不
替
時

を（
一
）

可
レ

参
二

我
方
（
一
）（
重
盛
を
も
重
盛
と
欲お

も

は
ん
者
は
、
時
を
替
へ
ず

我
が
方
に
参
る
べ
し
。
一
下
―
一
九
ウ
）」、〈
長
〉「
重
盛
を
重
も
り
と
お
も
は
ん

人
ど
も
は
、
よ
ろ
う
て
小
松
へ
ま
い
れ
」（
1
―
一
七
三
頁
）、〈
中
〉「
し
げ
も
り

を
し
げ
も
り
と
お
も
は
ん
ず
る
と
も
が
ら
は
、
い
そ
ぎ
物
の
ぐ
し
て
、
は
せ
ま
い

る
べ
し
」（
上
―
一
〇
六
頁
）
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
「
重
盛
を
重
盛
と
思
う

者
は
」
す
な
わ
ち
「
重
盛
の
命
を
重
ん
じ
る
者
は
」
と
い
っ
た
意
味
に
な
ろ
う
。

〈
延
・
盛
・
屋
・
覚
〉
の
表
現
に
つ
い
て
は
、〈
覚
〉「
我
を
我
と
思
は
ん
者
共
は
」

を
、〈
全
注
釈
〉
は
「
わ
れ
と
思
わ
ん
者
は
急
ぎ
物
具
し
て
集
ま
れ
」（
上
―

三
一
〇
頁
）、
杉
本
圭
三
郎
『
新
版
平
家
物
語
全
訳
注
』
は
「
我
こ
そ
と
思
う
武

勇
の
士
は
、
皆
武
装
を
と
と
の
え
馳
せ
参
れ
」（
一
―
三
五
八
頁
）
の
意
と
理
解

す
る
が
、
右
の
〈
闘
・
長
・
中
〉
の
よ
う
な
表
現
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
こ
の
私
を

主
君
と
し
て
忠
義
を
尽
し
て
く
れ
よ
う
と
す
る
者
た
ち
の
意
」（〈
評
講
〉
上
―

二
三
〇
頁
）、「
こ
の
重
盛
を
重
盛
と
思
っ
て
忠
義
を
つ
く
し
て
く
れ
る
も
の
は
」

（〈
大
系
〉
上
―
一
七
六
頁
）、「
こ
の
私
を
重
盛
と
思
っ
て
敬
意
を
払
っ
て
く
れ
る

者
」（〈
新
大
系
〉
上
―
一
〇
〇
頁
）
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

〈
長
〉
は
右
の
後
に
「
是
を
も
て
、こ
ゝ
ろ
ざ
し
の
あ
り
な
し
を
ば
見
む
ず
る
ぞ
」
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（
二
二

）

（
1
―
一
七
三
～
一
七
四
頁
）
と
し
、〈
延
〉
も
右
の
後
に
「
此
ニ
テ
重
盛
ニ
志
ノ

有
無
ハ
可
見
一

ト
被
催
一

ケ
レ
バ
」（
巻
二
―
四
八
ウ
）
と
し
て
、「
こ
の
命
に
従
う

か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
重
盛
に
対
す
る
気
持
ち
の
有
無
を
判
断
す
る
」
と
言
っ
て

い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
清
盛
で
は
な
く
重
盛
の
命
に
従
う
か
ど
う
か
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
〈
盛
〉
の
「
我
ヲ
吾
ト
思
ハ
ン
者
共
」

の
我
（
吾
）
も
、重
盛
自
身
を
指
し
て
い
る
代
名
詞
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

　
○
是
ヲ
承
ル
者
共
、
オ
ボ
ロ
ケ
ニ
テ
ハ
騒
給
ハ
ヌ
人
ノ
、
係
ル
仰
ノ
下
ル
ハ
、

実
ニ
別
ノ
子
細
ノ
有
ニ
コ
ソ
ト
テ
、
難
波
次
郎
経
遠
、
妹
尾
太
郎
兼
康
、
筑
後
守

家
貞
、
肥
後
守
貞
能
等
ヲ
始
ト
シ
テ
、
如
法
夜
中
ノ
事
ナ
レ
ド
モ
、
我
先
ニ
ト
ゾ

馳
参
ケ
ル
　「
オ
ボ
ロ
ケ
ニ
テ
ハ
騒
給
ハ
ヌ
人
」、
つ
ま
り
並
大
抵
の
こ
と
で
は
慌

て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
人
で
あ
っ
た
重
盛
が
、
こ
の
よ
う
な
命
を
下
し
た
の
で
、

余
程
の
子
細
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
家
人
達
は
我
先
に
と
集
ま
る
。「
別
ノ
子
細
ノ

有
ニ
コ
ソ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
召
集
の
理
由
が
武
士
た
ち
に
は
示
さ
れ

て
い
な
い
。〈
盛
〉
に
は
、「
入
道
院
参
企
」
に
も
、
独
自
異
文
だ
が
、
清
盛
が
重

盛
に
、
急
い
で
来
て
ほ
し
い
、
申
し
上
げ
た
い
こ
と
が
あ
る
と
使
者
を
立
て
た
け

れ
ど
、
重
盛
は
「
強
ニ
サ
ハ
ガ
ヌ
人
ニ
オ
ハ
シ
ケ
レ
バ
」（
1
―
三
八
一
頁
）、
急

い
で
出
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
す
る
。
こ
の「
騒
が
ぬ
人
」と
い
う
把
握
は
、

〈
延
・
屋
・
覚
〉
に
も
二
箇
所
ず
つ
見
ら
れ
、
重
盛
に
与
え
る
一
貫
し
た
性
格
と

言
え
る
（
池
田
敬
子
・
二
九
頁
、
四
三
頁
）。
池
田
は
、
重
盛
の
こ
う
し
た
描
写

に
対
し
て
、
重
盛
の
冷
静
沈
着
を
印
象
づ
け
つ
つ
、
そ
の
人
が
「
さ
は
が
れ
」
た

る
時
は
王
法
破
滅
の
危
機
と
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
と
解
す
る（
二
九
頁
）。
な
お
、

〈
闘
・
延
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
い
ず
れ
も
同
様
だ
が
、
家
人
の
名
前
を
列
挙
す

る
の
は
〈
盛
〉
の
み
。
他
は
、〈
延
〉「
是
ヲ
聞
テ
、『
少
ノ
事
ニ
ハ
サ
ハ
ギ
給
ハ

ヌ
人
ノ
、
カ
ヽ
ル
仰
ノ
有
ル
ハ
』
ト
テ
、
侍
共
、
入
道
ニ
ハ
カ
ク
ト
ダ
ニ
モ
申
サ

デ
、
我
先
ニ
ト
ゾ
馳
参
ケ
ル
」（
巻
二
―
四
八
ウ
）、〈
覚
〉「『
お
ぼ
ろ
け
に
て
は

さ
は
が
せ
給
は
ぬ
人
の
、
か
ゝ
る
披ヒ

露ロ
ウ

の
あ
る
は
、
別ベ

ツ

の
子シ

細サ
イ

の
あ
る
に
こ
そ
』

と
て
、
皆
物モ

ノ
ヽ
グ

具
し
て
、
我
も

く
と
馳ハ

セ

参
る
」（
上
―
一
〇
〇
頁
）
の
よ
う
に
記

す
の
み
。〈
闘
〉
は
「
無
レ

程
（
一
）

成
リ二

一
万
余
騎
一

矣
（
程
無
く
一
万
余
騎
に
成
り

に
け
り
。
一
下
―
二
〇
オ
）」
と
具
体
的
な
人
数
を
示
す
が
、
簡
略
。
ま
た
、〈
闘
・

長
・
屋
・
覚
・
中
〉
で
は
、
後
述
の
通
り
、
西
八
条
邸
で
、
清
盛
が
貞
能
を
召
し

て
問
う
場
面
が
あ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
貞
能
は
重
盛
邸
に
参
じ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。〈
盛
〉
が
こ
こ
で
挙
げ
る
難
波
経
遠
、
妹
尾
兼
康
、
平
家
貞
、
平

貞
能
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
以
前
に
清
盛
の
腹
心
と
し
て
登
場
し
た
人
物
。
経
遠
・

兼
康
に
つ
い
て
は
並
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
平
氏
と
は
「
正
盛
・
忠
盛
ら
が
西

国
国
守
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
を
通
し
て
主
従
関
係
を
結
ん
だ
」「
先
祖
相
伝
の
家

人
」
で
あ
る
（
髙
橋
昌
明
・
一
五
一
頁
）。〈
盛
〉
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
巻

三
で
「
主
ヨ
リ
外
ニ
ハ
恐
シ
キ
事
ナ
シ
ト
思
テ
前
後
ヲ
不
レ

知
ケ
ル
」（
1
―

一
三
五
頁
）
人
物
と
し
て
、
清
盛
の
命
を
受
け
て
摂
政
基
房
に
報
復
し
（
本
全
釈

八
―
六
二
頁
「
難
波
・
妹
尾
ニ
下
知
シ
給
ケ
ル
ハ
」
項
参
照
）、
巻
五
・
六
で
清
盛

の
命
で
成
親
を
捕
縛
し
折
檻
を
加
え
て
い
る
（
本
全
釈
一
六
―
六
五
頁
「
経
遠
・

兼
康
ガ
大
納
言
ニ
情
ナ
ク
当
タ
リ
ケ
ル
事
、
返
々
モ
奇
怪
也
」
項
、
同
一
八
―

二
一
頁
「
入
道
角
シ
テ
モ
猶
腹
居
カ
ネ
テ
、
難
波
・
妹
尾
ヲ
召
テ
、「
大
納
言
ヲ

メ
カ
セ
ヨ
」
ト
宣
フ
」
項
参
照
）。
経
遠
は
、
こ
の
後
、
成
親
の
謀
殺
に
も
関
与

し
た
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る（
巻
七「
成
親
卿
流
罪
」、巻
八「
大
納
言
入
道
薨
去
」）。

な
お
、妹
尾
を
〈
早
（
黒
）〉
は
「
世
能
」
と
記
す
。
校
異
9
に
見
る
よ
う
に
、〈
蓬
・

静
〉
も
同
様
。
そ
れ
以
前
の
記
事
に
お
い
て
も
、〈
早
（
黒
）〉
や
〈
蓬
・
静
〉
は

同
様
に
「
妹
尾
」
を
「
世
能
」
と
記
し
て
い
る
。
次
に
、
家
貞
・
貞
能
父
子
は
、

「
か
つ
て
一
門
の
構
成
員
で
あ
っ
た
も
の
の
子
孫
で
、
早
く
家
人
化
し
た
存
在
」
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（
二
三

）

で
あ
る
（
髙
橋
昌
明
・
一
五
一
頁
）。
家
貞
に
つ
い
て
は
、〈
盛
〉
に
お
い
て
は
、

巻
一
で
闇
討
ち
さ
れ
よ
う
と
す
る
忠
盛
を
護
衛
す
る
郎
等
と
し
て
（
本
全
釈
一
―

一
七
頁
「
爰
ニ
忠
盛
朝
臣
ノ
郎
等
ニ
…
…
」
項
参
照
）、
巻
二
で
清
盛
の
命
を
受

け
て
肥
前
国
日
向
通
良
を
討
ち
手
柄
を
挙
げ
（
同
六
―
三
頁
「
筑
後
守
家
貞
」
項

参
照
）、
巻
三
で
清
盛
に
摂
政
基
房
に
報
復
を
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
る
（
同
八

―
五
五
頁
「
家
貞
」
項
参
照
）。
そ
の
子
貞
能
に
つ
い
て
は
、
巻
二
で
山
門
の
大

衆
が
下
洛
す
る
と
の
報
を
受
け
て
御
所
の
守
護
に
当
た
り
（
同
七
―
一
九
頁
「
大

夫
尉
貞
能
」
項
参
照
）、
巻
五
で
は
清
盛
に
成
親
以
下
謀
反
人
の
捕
縛
を
命
じ
ら

れ
（
同
一
五
―
六
〇
頁
「
肥
後
守
・
飛
騨
守
ヲ
召
テ
、「
貞
能
・
景
家
慥
ニ
承
レ
」

項
参
照
）、
巻
六
で
は
成
親
問
詰
の
場
面
で
、
清
盛
に
命
じ
ら
れ
て
西
光
の
白
状

を
持
参
し
（
同
一
八
―
一
九
頁
「
入
道
立
直
テ
大
ノ
音
ヲ
以
テ
…
…
」
項
参
照
）、

同
じ
く
巻
六
で
院
の
幽
閉
を
決
意
し
武
装
す
る
清
盛
の
傍
に
控
え
る
（
同
一
八
―

一
一
四
頁
「『
貞
能
々
々
』
ト
召
ケ
レ
バ
…
…
」
項
参
照
）。
こ
の
後
も
、
特
に
貞

能
は
、
重
盛
の
熊
野
詣
で
に
供
を
し
（
巻
十
一
「
熊
野
詣
」）、
西
国
に
追
討
に
赴

き
（
巻
二
十
七
「
周
武
王
誅
紂
王
」）、
将
軍
資
盛
に
従
っ
て
宇
治
方
面
に
向
か
う

な
ど
（
巻
三
十
「
平
家
兵
被
向
宇
治
勢
多
」）、
最
後
ま
で
平
家
と
と
も
に
行
動
す

る
そ
の
活
躍
が
描
か
れ
て
い
る
（
岡
田
三
津
子
・
七
〇
～
七
三
頁
に
「
家
貞
・
貞

能
関
連
記
事
一
覧
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
た
次
節
「
内
大
臣
ハ
著
到
披
見

ノ
後
、
家
貞
・
貞
能
ヲ
召
テ
子
細
ヲ
下
知
シ
給
テ
、
西
八
条
ヘ
遣
レ
ケ
リ
」
項
も

参
照
）。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
各
項
の
注
解
で
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
本
間
で
人

名
に
異
同
や
混
乱
が
あ
り
、
ま
た
史
実
と
は
認
め
が
た
い
逸
話
が
多
い
（
本
全
釈

一
五
―
六
〇
頁
）。
そ
も
そ
も
、家
貞
は
『
顕
広
王
記
』
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）

五
月
二
十
八
日
条
に
「
入
道
筑
後
前
司
平
家
貞
死
了
〈
八
十
■

〔
七
カ
〕

云
々
〉」
と
あ
る

よ
う
に
、
す
で
に
死
去
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
四
名
が
『
平
家
物
語
』、
あ

る
い
は
他
の
軍
記
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
重
要
な
家
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
経
遠
・
兼
康
は
、『
保
元
物
語
』（
金
刀
比
羅
本
）
上
に
清
盛

に
従
う
兵
に
、「
郎
等
に
は
、
季
貞
・
貞
能
・
盛
国
・
盛
俊
・
難
波
二
郎
（
引
用

者
注
、
経
遠
）・
瀬
尾
太
郎
（
同
注
、
兼
康
）・
古
市
伊
藤
武
者
（
同
注
、
景
綱
）・
子

息
伊
藤
五
・
伊
藤
六
（
後
略
）」（
旧
大
系
九
五
頁
。
貞
能
の
名
も
あ
る
）、『
平
治

物
語
』（
金
刀
比
羅
本
）
中
で
重
盛
に
付
く
兵
に
「
今
度
は
難
波
二
郎
・
同
三
郎
・

妹
尾
太
郎
・
伊
藤
武
者
を
始
て
百
騎
計
中
に
へ
だ
ゝ
る
」（
旧
大
系
二
二
六
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
保
元
・
平
治
の
乱
以
来
、
清
盛
や
重
盛
に
従
っ
て
い
た
。
ま
た
、

家
貞
・
貞
能
父
子
に
つ
い
て
は
、
家
貞
は
右
の
『
顕
広
王
記
』
の
逝
去
記
事
に
続

け
て
「
平
家
第
一
郎
等
、
武
士
之
長
也
」
と
、
貞
能
は
『
吾
妻
鏡
』
文
治
元
年
七

月
七
日
に
「
故
入
道
大
相
国
専
一
腹
心
者
」
と
あ
り
、「
清
盛
家
の
政
所
の
家
司
・

家
令
を
つ
と
め
て
家
政
支
配
面
で
活
躍
す
る
一
方
、
筑
前
守
・
肥
後
守
な
ど
を
歴

任
し
、
そ
の
間
に
鎮
西
に
多
く
の
所
領
を
獲
得
し
て
勢
力
基
盤
を
き
ず
」（
田
中

文
英
・
二
七
頁
）
い
て
い
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
平
家
、
そ
し
て
清
盛
の
第
一
の

家
人
と
し
て
の
地
位
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
西
園
寺
家
文
書
『
御
厩
司
次
第
』
に

よ
る
と
、
院
御
厩
司
を
忠
盛
・
清
盛
・
重
盛
・
宗
盛
・
知
盛
と
平
家
が
務
め
る
間
、

院
御
厩
案
主
（
別
当
や
預
の
下
に
あ
っ
て
、
御
厩
の
実
務
を
行
う
重
要
な
職
）
を

平
家
貞
・
貞
能
父
子
が
世
襲
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
木
村
真
美
子
・

三
四
頁
）。
さ
て
、
右
に
見
た
よ
う
に
、
こ
こ
ま
で
は
清
盛
の
傍
に
侍
し
、
忠
実

に
仕
え
る
経
遠
や
兼
康
、
家
貞
、
貞
能
の
姿
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、〈
盛
〉

が
、こ
こ
で
具
体
的
に
彼
ら
の
名
を
挙
げ
て
重
盛
の
召
集
に
応
じ
た
と
す
る
の
は
、

そ
れ
だ
け
皆
が
重
盛
に
一
目
置
き
、
そ
の
言
動
に
畏
服
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
す

る
の
だ
ろ
う
。
な
お
、〈
長
〉
は
こ
こ
で
も
本
文
を
異
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

西
八
条
邸
で
の
重
盛
の
呼
び
か
け
を
受
け
て
、「
是
を
聞
て
、
西
八
条
に
あ
り
け
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る
侍
ど
も
、
入
道
殿
に
か
く
と
も
申
さ
で
、
我
さ
き
に
と
ぞ
馳
参
る
」（
1
―

一
七
四
頁
）
と
し
て
、
さ
ら
に
、「
お
ぼ
ろ
け
に
て
は
さ
は
ぎ
給
は
ぬ
人
の
、
か
ゝ

る
仰
の
く
だ
る
は
、
別
の
子
細
あ
る
と
お
ぼ
ゆ
と
て
、
夜
、
明
に
け
れ
ば
、
洛
中

の
外
、
白
川
、
西
京
、
木
は
た
、
伏
見
、
宇
治
、
岡
の
屋
、
淀
、
羽
束
瀬
、
醍
醐
、

小
栗
栖
、
日
野
、
勧
修
寺
、
大
原
、
志
津
原
に
至
ま
で
、
我
お
と
ら
じ
と
馳
あ
つ

ま
り
け
れ
ば
」（
1
―
一
七
四
頁
）
と
、
諸
本
が
こ
の
後
に
挙
げ
る
京
都
周
辺
の

地
名
を
先
に
列
挙
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
重
盛
に
よ
る
軍
勢
召
集
に
つ

い
て
は
、
史
料
上
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
史
実
で
は
な
く
、『
平
家
物
語
』

に
よ
る
虚
構
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
重
盛
は
、「
清
盛

が
平
治
の
乱
以
後
実
質
的
に
有
し
て
き
た
国
家
的
な
軍
事
警
察
権
を
継
承
」
し
て

お
り
（
元
木
泰
雄
②
・
二
四
〇
頁
）、「
大
和
に
近
接
す
る
伊
賀
・
伊
勢
に
多
く
の

家
人
を
有
し
、京
・
畿
内
の
治
安
維
持
を
担
当
し
」（
同
二
四
五
頁
）
て
い
た
た
め
、

軍
勢
を
召
集
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
清
盛
引
退
後
は
「
重

盛
は
こ
の
任
務
遂
行
（
引
用
者
注
、
国
家
の
軍
事
指
揮
権
）
の
た
め
、
当
然
、
清

盛
の
家
人
の
相
当
部
分
を
引
き
継
い
だ
は
ず
」（
髙
橋
昌
明
・
一
五
三
頁
）で
あ
り
、

重
盛
の
命
に
家
人
達
が
従
う
の
は
当
然
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
一
方
で
、
後
白
河

院
の
命
を
う
け
た
平
経
盛
の
出
陣
を
清
盛
が
制
止
し
た
こ
と
が
あ
り
（『
玉
葉
』

安
元
三
年
〔
一
一
七
七
〕
四
月
十
九
日
条
）、
仮
に
重
盛
が
軍
勢
を
動
か
し
た
と

し
て
も
、
清
盛
は
意
に
反
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
止
め
る
だ
け
の
力
は
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
史
実
に
対
し
て
、『
平
家
物
語
』
で
は
重
盛
の
軍
事
指

揮
権
の
も
と
、家
人
達
が
清
盛
よ
り
も
重
盛
の
命
を
重
ん
じ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、

清
盛
が
そ
れ
に
対
し
て
為
す
術
も
無
か
っ
た
様
子
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
な
お
、「
如
法
夜
中
ノ
事
ナ
レ
ド
モ
」
と
す
る
の
は
〈
盛
〉
の
み
。
当

日
の
時
間
経
過
は
〈
盛
〉
を
含
め
、
特
に
諸
本
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。〈
盛
〉

で
は
、
夜
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
各
所
か
ら
兵
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
い
の

だ
ろ
う
。「
如
法
」
は
院
政
期
初
期
に
は
「
ニ
ョ
ホ
ウ
」
と
音
読
す
る
こ
と
が
一

般
化
し
（
原
卓
志
・
一
三
頁
）、
院
政
期
後
半
以
降
、
時
刻
を
表
す
名
詞
を
修
飾

す
る
例
が
多
く
な
り
、「
文
字
通
り
」「
ち
ょ
う
ど
」
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
（
七
頁
）。『
平
家
物
語
』
に
も
用
例
は
多
く
、〈
盛
〉
巻
十
九
「
佐
々

木
取
馬
下
向
」「
如
法
暁
ノ
事
ナ
レ
バ
、旅
人
モ
未
レ

見
ケ
ル
ニ
」（
3
―
二
〇
九
頁
）

な
ど
が
あ
る
。
　
○
係
ケ
レ
バ
、
老
モ
若
モ
留
ル
者
ハ
ナ
シ
。
小
松
殿
ヘ
ト
テ
周

章
テ
参
ケ
リ
　〈
盛
〉
の
独
自
異
文
。〈
盛
〉
は
誰
も
彼
も
が
小
松
殿
へ
参
集
し
た

こ
と
を
強
調
し
、
次
の
西
八
条
邸
の
描
写
に
続
け
る
。
　
○
入
道
ハ
、「
何
事
ゾ
、

世
間
ノ
物
騒
キ
ハ
。
是
ニ
候
ヤ

く
」
ト
宣
ケ
レ
共
、
ソ
ラ
聞
ズ
シ
テ
馳
出
ケ

レ
バ
　〈
闘
・
延
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
は
、
洛
中
洛
外
の
武
士
が
重
盛
邸
に
集
ま
っ

た
描
写
の
後
に
、
西
八
条
邸
お
よ
び
清
盛
の
様
子
を
描
写
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て

〈
盛
〉
で
は
、
本
項
と
次
項
で
一
度
西
八
条
邸
の
様
子
を
描
い
た
後
に
、
武
士
達

が
重
盛
邸
に
集
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
後
改
め
て
清
盛
の
様
子
を
描
く
。
つ

ま
り
、清
盛
の
描
写
を
分
断
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、〈
盛
〉
の
み
経
遠
・

兼
康
・
家
貞
・
貞
能
の
平
家
家
人
の
名
前
を
具
体
的
に
列
挙
し
た
こ
と
と
関
わ
ろ

う
（
前
々
項
参
照
）。
す
な
わ
ち
〈
盛
〉
で
は
、
清
盛
に
忠
実
に
仕
え
て
い
た
家

人
ま
で
が
重
盛
の
も
と
に
参
じ
た
と
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
に
西
八
条
邸
に
武

士
が
一
人
も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
こ
こ
で
描
く
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
の
後
、
洛
外
か
ら
も
兵
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
記
し
た
上
で
、
動
転
す
る
清
盛

を
描
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
清
盛
が
、「
何
事
だ
、
世
間
が
騒
が
し
い
の
は
。

皆
こ
こ
に
控
え
て
お
れ
、
控
え
て
お
れ
」
と
留
め
よ
う
と
す
る
も
、
皆
わ
ざ
と
聞

こ
え
な
い
ふ
り
を
し
て
、
西
八
条
邸
を
出
て
重
盛
の
も
と
に
馳
せ
向
か
っ
た
と
す

る
。
清
盛
よ
り
も
重
盛
の
命
に
従
う
様
子
を
強
調
し
た
描
写
と
言
え
よ
う
。〈
闘
・
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延
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
に
は
こ
の
よ
う
な
表
現
は
な
い
が
、〈
屋
・
覚
・
中
〉
は
、

「
小
松
殿
に
さ
は
ぐ
事
あ
り
と
聞
え
し
か
ば
、西ニ

シ

八
条
に
数ス

千セ
ン

騎ギ

あ
り
け
る
兵
共
、

入
道
に
か
う
と
も
申
も
入
ず
、ざ
ゞ
め
き
つ
れ
て
、皆ミ

ナ

小
松
殿
へ
ぞ
馳ハ

セ

た
り
け
る
」

（〈
覚
〉
上
―
一
〇
一
頁
）
と
し
、
数
千
騎
の
兵
が
清
盛
に
何
も
言
わ
ず
に
小
松
殿

に
参
っ
た
と
す
る
。
聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
す
る
〈
盛
〉
の
方
が
、
よ
り
清
盛
に
冷

淡
と
言
え
よ
う
か
。
西
八
条
邸
で
清
盛
と
の
対
決
を
宣
言
し
た
〈
長
〉
も
ま
た
、

別
の
形
で
武
士
た
ち
の
重
盛
重
視
の
姿
勢
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
ソ

ラ
聞
ズ
」
は
「Soraqicazu. 
ソ
ラ
キ
カ
ズ
（
空
聞
か
ず
）
例
、Soraqicazuuo 

suru.

（
空
聞
か
ず
を
す
る
）
あ
る
事
を
聞
か
な
い
ふ
り
を
す
る
、
あ
る
い
は
、

そ
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
」（『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
五
七
五
頁
）。
　
○
西
八
条
ニ

ハ
青
女
房
、
老
尼
、
若
ハ
筆
執
バ
カ
リ
残
タ
ル
。
少
モ
弓
馬
ニ
携
程
ノ
者
ハ
一
人

モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
　〈
闘
〉
な
し
。〈
延
〉「
西
八
条
ニ
ハ
、
青
女
房
、
古
尼
公
、
自

ラ
筆
取
ナ
ン
ド
ゾ
少
々
残
タ
リ
ケ
ル
。
弓
馬
ニ
携
ル
程
ノ
者
ハ
一
人
モ
ナ
カ
リ
ケ

リ
」（
巻
二
―
四
九
オ
。〈
長
〉
も
同
じ
。
1
―
一
七
四
頁
）、〈
屋
〉「
西
八
条
ニ
ハ
、

青ア
ヲ

女
房
、筆
取　リ

ナ
ン
ド
ゾ
候
ケ
ル
。
弓
矢
ヲ
取
テ
事
ニ
可

キレ

遭ア
フ

者
ハ
一
人
モ
見
ヘ
ズ
」

（
一
六
三
頁
）、〈
覚
〉
は
前
半
が
な
く
「
す
こ
し
も
弓キ

ウ
セ
ン箭

に
携

タ
ヅ
サ
ハる

程
の
者
一
人
も

残ノ
コ

ら
ず
」（
上
―
一
〇
一
頁
）、〈
中
〉
は
「
西
八
条
に
は
、
ち
く
ご
の
か
み
さ
だ

よ
し
が
外
に
は
、
弓
や
に
た
づ
さ
わ
り
ぬ
べ
き
人
一
人
も
な
し
、
女
房
共
、
お
い

た
る
あ
ま
、ふ
で
と
り
な
ど
ぞ
候
け
る
」（
上
―
一
〇
六
頁
）
と
前
後
逆
に
す
る
。

た
だ
し
、
兵
が
「
一
人
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
」
と
す
る
の
は
誇
張
し
た
表
現
で
、〈
闘
・

長
・
屋
・
覚
・
中
〉
は
こ
の
後
に
、
清
盛
が
西
八
条
邸
に
残
っ
て
い
た
貞
能
を
召

し
問
う
場
面
が
あ
る
。〈
中
〉が
わ
ざ
わ
ざ「
ち
く
ご
の
か
み
さ
だ
よ
し
が
外
に
は
」

（
傍
線
部
）
と
加
え
る
の
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
。「
青
女
房
」
は
年
若
い
女
性
で

「
老
尼
」
と
対
に
な
る
。「
筆
執
」
は
「
文
筆
に
か
か
わ
る
こ
と
を
主
な
業
務
と
す

る
役
。
書
き
役
。
右
筆
」（〈
日
国
大
〉）
で
、
つ
ま
り
「
弓
馬
に
携
」
る
者
が
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
○
是
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
夜
モ
明
ケ
レ
バ
次

第
々
々
ニ
聞
伝
テ
、
洛
中
、
白
川
ノ
外
、
北
山
、
西
山
、
嵯
峨
、
広
隆
、
梅
津
、

桂
、
淀
、
羽
束
、
醍
醐
、
小
栗
栖
、
日
野
、
勧
修
寺
、
宇
治
、
岡
屋
、
大
原
、
閑

原
、
賀
茂
、
鞍
馬
、
大
津
、
粟
津
、
勢
多
、
石
山
マ
デ
モ
聞
伝
テ
　
地
名
の
列
挙

に
つ
い
て
は
〈
闘
〉
な
し
。
他
は
小
異
が
あ
り
、〈
延
〉「
夜
ア
ケ
ニ
ケ
レ
バ
洛
中

ノ
外
、
白
川
、
西
京
、
鳥
羽
、
羽
束
志
、
醍
醐
、
小
栗
巣
、
勧
修
寺
、
小
原
、
志

津
原
、
瀬
料
ノ
卿
（
マ
マ
）ニ

ア
フ
レ
居
タ
リ
ケ
ル
」（
巻
二
―
四
八
ウ
）、〈
長
〉「
夜
、
明

に
け
れ
ば
、
洛
中
の
外
、
白
川
、
西
京
、
木
は
た
、
伏
見
、
宇
治
、
岡
の
屋
、
淀
、

羽
束
瀬
、
醍
醐
、
小
栗
栖
、
日
野
、
観

（
マ
マ
）修

寺
、
大
原
、
志
津
原
に
至
ま
で
、
我
お

と
ら
じ
と
、
馳
あ
つ
ま
り
け
れ
ば
」（
1
―
一
七
四
頁
）、〈
屋
〉「
淀
、
ハ
ツ
カ
セ
、

宇
治
、
岳ヲ

カ

ノ
ヤ
、
醍
醐
、
小
栗ク

ル

ス栖
、
日
野
、
勧
修
寺
、
大
原
、
シ
ヅ
原
、
セ
レ
ウ

ノ
里
、
梅
津
、
桂
ニ
」（
一
六
三
頁
）、〈
覚
〉「
淀ヨ

ド

・
は
づ
か
し
・
宇ウ

治ヂ

・
岡ヲ

カ

の
屋
・

日ヒ

野ノ

・
勧

ク
ワ
ン

修ジ
ユ

寺ジ

・
醍ダ

イ

醐ゴ

・
小ヲ

黒グ
ル

栖ス

・
梅ム

メ

津ヅ

・
桂

カ

ツ

ラ
・
大ヲ

ホ

原ハ
ラ

・
し
づ
原ハ

ラ

・
せ
れ
う
の

里サ
ト

」（
上
―
一
〇
〇
頁
）、〈
中
〉「
あ
る
い
は
、
よ
ど
、
は
づ
か
し
、
う
ぢ
、
を
か

の
屋
、
だ
い
ご
、
を
ぐ
る
す
、
日
の
、
く
わ
ん
じ
ゆ
寺
、
を
は
ら
、
し
づ
は
ら
、

せ
れ
う
の
さ
と
、
む
め
づ
、
か
つ
ら
に
」（
上
―
一
〇
六
頁
）
と
す
る
。「
是
ノ
ミ

ナ
ラ
ズ
」
と
書
き
出
す
の
は
〈
盛
〉
の
み
。
こ
こ
で
は
〈
盛
〉
の
み
先
に
経
遠
・

兼
康
・
家
貞
・
貞
能
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
を
受
け
て
、「
こ
れ
ら
近
辺
に
仕
え
て

い
る
平
家
の
家
人
だ
け
で
は
な
く
」
と
し
て
、
洛
外
の
武
士
ま
で
も
集
ま
っ
た
と

す
る
の
で
あ
る
。
つ
い
で
〈
延
・
長
・
盛
〉
が
「
夜
モ
明
ケ
レ
バ
」
と
し
、
こ
こ

で
日
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
、
諸
本
が
挙
げ
る
地
名
に
つ
い
て
見

て
み
る
。
な
お
、
そ
の
本
が
独
自
に
挙
げ
る
地
名
に
は
傍
線
を
施
し
た
。
ま
ず
、

〈
全
注
釈
〉
は
、〈
覚
〉
の
本
文
に
お
い
て
、
南
（
淀
・
羽
束
瀬
・
宇
治
・
岡
屋
）、
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東
（
日
野
・
勧
修
寺
・
醍
醐
・
小
栗
栖
）、
西
（
梅
津
・
桂
）、
北
（
大
原
・
静
原
、

芹
生
の
里
）
の
順
に
挙
げ
て
い
る
の
に
対
し
て
、〈
屋
〉
で
は
南
・
東
・
北
・
西
と
、

反
時
計
回
り
に
挙
げ
て
い
る
と
す
る
（
上
―
三
一
一
～
三
一
二
頁
）。
こ
れ
を
も

と
に
見
る
と
、〈
中
〉
も
〈
屋
〉
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
に
対

し
て
、〈
延
・
長
〉
は
始
め
に
「
白
川
・
西
京
」
の
都
の
中
心
部
に
近
い
東
西
の

地
名
を
挙
げ
る
の
が
特
徴
的
で
、
そ
の
後
周
辺
地
域
に
移
っ
て
、〈
延
〉
は
南
（
鳥

羽
・
羽
束
志
）、
東
（
醍
醐
・
小
栗
巣
・
勧
修
寺
）、
北
（
小
原
・
志
津
原
・
瀬
料

ノ
郷
）
と
記
し
て
西
（
梅
津
や
桂
）
は
省
か
れ
る
。〈
長
〉
は
南
（
木
は
た
・
伏
見
・

宇
治
・
岡
の
屋
・
淀
・
羽
束
瀬
）、
東
（
醍
醐
・
小
栗
栖
・
日
野
・
勧
修
寺
）、
北

（
大
原
、志
津
原
）
と
記
し
て
や
は
り
西
は
省
か
れ
る
。
こ
れ
ら
に
比
し
て
、〈
盛
〉

は
一
目
し
て
地
名
の
多
さ
に
気
づ
く
。
ま
ず
「
白
川
、
北
山
、
西
山
」
か
ら
始
ま

る
の
が
特
徴
で
、
東
・
北
・
西
と
都
を
取
り
囲
む
地
名
を
順
に
挙
げ
て
い
る
。
そ

の
ま
ま
洛
西
の
地
名
（
嵯
峨
、
広
隆
、
梅
津
、
桂
）
を
挙
げ
、
次
い
で
、
洛
南
（
淀
、

羽
束
）、
洛
東
（
醍
醐
、
小
栗
栖
、
日
野
、
勧
修
寺
）
を
挙
げ
る
が
、
再
び
南
に
戻
っ

て
（
宇
治
、
岡
屋
）
を
挙
げ
て
か
ら
、
洛
北
（
大
原
、
閑
原
、
賀
茂
、
鞍
馬
）
に

移
る
。
そ
し
て
最
後
に
近
江
に
移
り
、（
大
津
、
粟
津
、
勢
多
、
石
山
）
を
挙
げ

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
南
、
東
、
南
と
移
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
特
に
理
由
は

認
め
ら
れ
な
い
。「
広
隆
」
は
広
隆
寺
で
は
な
く
、太
秦
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、「
う

づ
ま
さ
」
と
読
ん
だ
か
（
校
異
23
参
照
）。『
書
言
字
考
節
用
集
』
に
「
太ウ

ヅ
マ
サ秦

［
城

州
葛
野
郡
］
広

同

隆
［
仝
上
］」（
ウ
乾
坤
・
第
一
冊
・
七
五
・
七
）、陽
明
文
庫
蔵
『〔
恋

塚
物
語
〕』
に
「
く
わ
う
り
ん
じ
（
引
用
者
注
、
広
隆
寺
か
）
と
か
き
て
は
、
う

づ
ま
さ
で
ら
と
か
や
」（
恋
田
知
子
・
四
八
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
保
元
物
語
』

（
旧
大
系
三
七
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
左
京
大
夫
教
長
卿
と
、
近
江
中
将
成
雅
と
二

人
は
、
広
隆
な
る
所
に
出
家
し
て
有
け
れ
ば
」
の
「
広
隆
」
に
「
う
づ
ま
さ
」
と

振
り
仮
名
を
付
す
版
本
も
あ
る
。
　
○
馬
ニ
乗
モ
ノ
ラ
ザ
ル
モ
、
弓
ヲ
取
モ
取
ラ

ザ
ル
モ
、
出
家
遁
世
ノ
古
入
道
ニ
至
迄
馳
参
ケ
レ
バ
、
洛
中
辺
土
ノ
騒
斜
ナ
ラ
ズ

　〈
闘
・
長
〉
な
し
。〈
延
〉「
侍
、郎
等
、古
入
道
マ
デ
モ
次
第
ニ
聞
伝
々
々
シ
テ
、

或
ハ
馬
ニ
乗
モ
ア
リ
乗
ヌ
モ
ア
リ
、
或
ハ
鎧
キ
テ
未
ダ
甲
ヲ
キ
ヌ
者
モ
ア
リ
、
或

ハ
弓
持
テ
矢
負
ヌ
者
モ
ア
リ
、
或
ハ
矢
ヲ
負
テ
弓
ヲ
ト
ラ
ヌ
者
モ
ア
リ
。
加
様
ニ

我
劣
ラ
ジ
ト
馳
集
ニ
ケ
レ
バ
」（
巻
二
―
四
八
ウ
～
四
九
オ
）、〈
覚
〉「
あ
ぶ
れ
ゐ

た
る
兵
共
、

或
ア
ル
イ
ハ

鎧
着
て
い
ま
だ
甲

カ
ブ
ト

を
着
ぬ
も
あ
り
、
或　イ

は
矢ヤ

お
う
て
い
ま
だ

弓ユ
ミ

を
持
た
ぬ
も
あ
り
。
片カ

タ

鐙
ア
ブ
ミ

踏
む
や
踏
ま
ず
に
て
あ
は
て
さ
は
い
で
馳ハ

セ

参
る
」

（
上
―
一
〇
〇
頁
。〈
屋
・
中
〉
も
こ
れ
に
近
い
）。
先
の
「
老
モ
若
モ
留
ル
者
ハ

ナ
シ
」
と
同
様
、
出
家
遁
世
し
た
年
老
い
た
入
道
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
者
が
集
ま
っ

た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。『
承
久
記
』（
続
群
書
所
収
『
承
久
兵
乱
記
』）
に
、「
よ

し
と
き
大
し
や
う
と
し
て
、
は
せ
参
べ
く
候
。
そ
の
た
め
、
ふ
る
に
う
だ
う
ど
も

は
、
せ
う

く
か
ま
く
ら
に
の
こ
し
と
ゞ
め
候
て
」（
二
十
上
―
六
四
頁
）
と
あ

る
よ
う
に
、留
め
置
か
れ
る
よ
う
な
古
入
道
ま
で
駆
け
つ
け
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
洛
中
辺
土
ノ
騒
斜
ナ
ラ
ズ
」
と
す
る
の
は
〈
盛
〉
の
み
。
こ
こ
で
の
「
辺
土
」

は
先
に
列
挙
さ
れ
た
よ
う
に
都
の
外
側
、洛
外
を
指
す
。
巻
一「
徳
長
寿
院
導
師
」

「
一
人
三
公
・
卿
相
雲
客
、
洛
中
辺
土
・
貴
賤
上
下
、
参
集
聴
聞
結
縁
シ
ケ
リ
」

（
1
―
一
〇
頁
）。
　
○
保
元
平
治
ノ
乱
逆
ニ
物
懲
シ
テ
、
貴
賤
上
下
肝
ヲ
ケ
ス 

　〈
盛
〉
の
独
自
異
文
。
都
が
戦
乱
に
見
舞
わ
れ
た
保
元
・
平
治
の
乱
に
懲
り
て

い
る
人
々
は
、
皆
驚
き
慌
て
た
。「
物も

の

懲ご
り

」
は
、「
物
事
に
こ
り
る
こ
と
。
こ
り
ご

り
す
る
こ
と
」（〈
日
国
大
〉）。〈
近
〉「
物
ご
も
り
し
て
」
は
誤
り
。

　
○
入
道
ノ

タ
マ
ヒ
ケ
ル
ハ
、「
内
府
ハ
何
ト
思
テ
、
此
等
ヲ
バ
呼
取
ヌ
ル
ヤ
ラ
ン
」
ト
、
ヨ

ク
心
得
ズ
ゲ
ニ
テ
、
腹
巻
脱
テ
素
絹
ノ
衣
ニ
、
長
念
珠
後
手
ニ
ク
リ
テ
、
縁
行
道

シ
テ
、「
ア
ヽ
内
府
ニ
中
違
タ
ラ
ン
モ
ヨ
キ
大
事
ヤ
」
ト
宣
テ
、
イ
ト
心
モ
発
ヌ
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哀
念
仏
ヲ
ゾ
被
申
ケ
ル
　
こ
こ
で
再
び
西
八
条
邸
の
清
盛
に
視
点
が
移
る
。
清
盛

は
、「
重
盛
は
何
を
思
っ
て
洛
中
洛
外
の
武
士
達
を
呼
び
集
め
た
の
だ
ろ
う
か
」と
、

よ
く
理
解
で
き
な
い
様
子
で
、
武
装
を
解
き
、「
重
盛
と
仲
違
い
し
て
は
一
大
事

で
あ
る
」
と
心
か
ら
で
も
な
い
念
仏
を
唱
え
た
と
い
う
。「
ヨ
キ
大
事
」
は
、〈
延
〉

「
南
都
延
暦
寺
三
井
寺
一
ニ
成
ナ
バ
、
ヨ
キ
大
事
ニ
テ
コ
ソ
有
ン
ズ
ラ
メ
」（
巻
四

―
四
七
ウ
）
と
同
様
に
、「
一
大
事
」「
大
変
な
事
態
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

重
盛
の
強
攻
策
に
為
す
術
な
く
動
揺
し
た
清
盛
を
描
く
。
こ
れ
に
近
い
の
は〈
延
〉

で
、「
入
道
宣
ケ
ル
ハ
、『
内
府
ハ
ナ
ニ
ト
思
テ
、
是
等
ヲ
バ
呼
取
ヤ
ラ
ン
』
ト
テ
、

ヨ
ニ
心
得
ズ
ゲ
ニ
テ
、腹
巻
ヌ
ギ
置
テ
、素
絹
ノ
衣
ニ
袈
裟
打
懸
テ
梴
行
道
シ
テ
、

心
モ
発
ヌ
念
誦
シ
テ
ウ
ソ
打
吹
テ
、『
内
府
ニ
中
違
テ
モ
ヨ
キ
大
事
ヤ
』
ト
ゾ
被

思
一

ケ
ル
」（
巻
二
―
四
九
オ
）
と
す
る
。
清
盛
は
、
院
の
幽
閉
を
企
て
た
際
、「
赤

地
錦
鎧
直
垂
ニ
、
白
金
物
打
タ
ル
黒
糸
威
ノ
腹
巻
ニ
」（
1
―
三
七
八
頁
）
と
武

装
し
、重
盛
が
諫
言
に
来
た
際
に
「
入
道
既
ニ
腹
巻
ヲ
著
給
ケ
ル
上
ハ
」（
三
八
二

頁
）
と
い
う
状
態
で
、
重
盛
に
対
面
す
る
際
に
も
「
腹
巻
ノ
上
ニ
薄
墨
染
ノ
素
絹

ノ
衣
ヲ
引
懸
テ
出
給
タ
リ
ケ
ル
ガ
」（
三
八
五
頁
）
と
あ
り
、
腹
巻
を
付
け
た
戦

闘
態
勢
を
取
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
「
腹
巻
脱
テ
素
絹
ノ
衣
ニ
」
着
替
え
た
の
は
、

重
盛
の
軍
勢
召
集
に
気
圧
さ
れ
て
、
つ
い
に
清
盛
も
折
れ
て
院
に
対
す
る
武
力
行

使
を
完
全
に
断
念
し
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
清
盛
は
「
長
念
珠
後
手
ニ
ク
リ

テ
、
縁
行
道
」
し
、「
イ
ト
心
モ
発
ヌ
哀
念
仏
」
を
す
る
と
い
う
、
動
揺
を
隠
せ

ず
心
の
こ
も
ら
な
い
念
仏
を
唱
え
る
。
類
似
の
表
現
と
し
て
、
巻
五
「
成
親
以
下

被
召
捕
」
に
「
相
国
ハ
素
絹
ノ
衣
ヲ
着
、
尻
切
ハ
キ
、
長
念
珠
後
手
ニ
取
テ
」

（
1
―
三
二
四
頁
）
と
あ
っ
た
。
念
珠
を
後
ろ
手
に
持
ち
、
繰
る
と
こ
ろ
に
は
、

清
盛
の
落
ち
着
か
な
い
様
子
が
表
れ
て
い
よ
う
。「
縁
行
道
」
は
「
経
文
や
念
仏

を
唱
え
、
あ
る
い
は
冥
想
な
ど
し
な
が
ら
仏
堂
や
屋
敷
の
縁
側
、
長
廊
下
な
ど
を

歩
く
こ
と
」（『
例
文
仏
教
語
大
辞
典
』）。『
愛
宕
地
蔵
物
語
』「
ち
や
う
じ
や
、
お

り
ふ
し
、
ゑ
ん
ぎ
や
う
だ
う
し
て
お
わ
せ
し
が
」（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
一

―
四
六
四
頁
）
な
ど
中
世
の
物
語
に
頻
出
。〈
盛
〉
で
は
、
巻
九
「
堂
衆
軍
」
に

も
「
翌
日
上
人
（
引
用
者
注
、
源
空
）
大
谷
庵
室
ニ
縁
行
道
シ
給
ケ
ル
ガ
」（
2

―
一
四
頁
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
次
節
「
猶
縁
行
道
シ
テ
御
座
ケ
ル
ガ
」
と
同

じ
く
、
清
盛
が
信
心
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
不
安
を
隠
せ
ず
歩
き
回
っ
て
い
る
様

子
が
窺
え
る
。「
縁
行
道
」
は
、
前
掲
の
〈
延
〉
の
他
、
後
掲
の
〈
闘
・
長
〉
に

も
見
ら
れ
る
（
た
だ
し
〈
延
・
長
〉
は
「
梴
行
道
」
と
す
る
）。
宮
腰
直
人
は
、

こ
れ
ら
〈
闘
・
延
・
長
・
盛
〉
の
「
縁
行
道
」
を
分
析
す
る
中
で
、
法
会
に
お
け

る
行
道
の
持
つ
見
る
・
見
ら
れ
る
と
い
う
関
係
性
に
注
目
、〈
盛
〉
で
は
縁
行
道

し
て
哀
念
仏
す
る
清
盛
の
姿
が
家
貞
・
貞
能
の
眼
に
晒
さ
れ
て
、「
二
人
を
前
に

平
静
を
装
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
清
盛
の
「
縁
行
道
」
は
演

技
の
様
相
を
帯
び
て
く
る
」（
三
一
九
頁
）
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「
縁
側
に
出

て
「
行
道
」
す
る
こ
と
」
に
注
目
し
、
本
来
室
内
に
居
る
べ
き
清
盛
が
「
身
分
違

い
の
縁
側
へ
と
足
を
運
ば
ざ
る
を
え
な
」
く
な
り
、「「
庭
上
」
の
二
人
に
そ
の
身

を
晒
し
」
て
、「
ひ
た
す
ら
「
縁
行
道
」
を
し
続
け
、
曖
昧
な
「
哀
念
仏
」
を
唱

え
た
清
盛
は
、
し
か
し
自
ら
の
思
惑
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
、
救
わ
れ
た
の
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
」（
三
二
一
～
三
二
二
頁
）
と
指
摘
す
る
。「
心
モ
発
ヌ
」
は
信

仰
心
も
無
く
、
の
意
。「
哀
念
仏
」
は
「
も
の
悲
し
い
念
仏
」「
し
み
じ
み
と
し
た

様
子
の
念
仏
」
と
い
っ
た
意
で
あ
ろ
う
。
信
心
か
ら
で
は
無
い
が
、
為
す
術
も
無

く
う
ろ
う
ろ
と
歩
き
な
が
ら
念
仏
を
唱
え
る
し
か
な
い
清
盛
の
様
子
で
あ
る
。
た

だ
し
、「
哀
念
仏
」
の
用
例
は
見
い
だ
せ
ず
、〈
延
〉
に
「
高
念
仏
シ
テ
梴
行
道
ス
」

（
巻
五
―
一
六
オ
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
梴
行
道
」
と
合
わ
せ
て
用
い
ら
れ
る
「
高

念
仏
」
の
誤
写
か
ら
生
じ
た
表
現
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。
さ
て
、〈
延
・
盛
〉
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（
二
八

）

に
対
し
て
、
他
の
諸
本
は
異
同
が
大
き
い
。〈
闘
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
は
、
い

ず
れ
も
清
盛
が
西
八
条
邸
に
残
っ
て
い
た
貞
能
を
召
し
、
対
話
を
通
し
て
清
盛
が

反
省
に
向
か
う
様
子
を
描
き
、
そ
の
な
か
で
以
上
の
動
揺
す
る
清
盛
の
様
子
も
描

写
さ
れ
る
。〈
屋
・
覚
・
中
〉
は
、〈
覚
〉「
其
時
入
道
大
に
驚

ヲ
ド
ロ

き
、
貞サ

ダ
ヨ
シ能

を
召
し
て
、

『
内ダ

イ

府フ

は
何
と
思
ひ
て
こ
れ
ら
を
ば
呼
び
と
る
や
ら
ん
。
是
で
言
ひ
つ
る
様
に
入

道
が
許モ

ト

へ
討ウ

ツ

手テ

な
ン
ど
や
む
か
へ
ん
ず
ら
ん
』
と
の
給
へ
ば
、
貞サ

ダ

能ヨ
シ

涙
を
は
ら

く
と
流
い
て
、『
人
も
人
に
こ
そ
よ
ら
せ
給
ひ
候
へ
。
争
か
さ
る
御
事
候
べ
き
。

今
朝
是
に
て
申
さ
せ
給
ひ
つ
る
事
共
も
、み
な
御
後コ

ウ

悔
ク
ワ
イ

ぞ
候
ら
ん
』と
申
け
れ
ば
、

入
道
、
内ダ

イ

府フ

に
中
た
が
ふ
て
は
あ
し
か
り
な
ん
と
や
思
は
れ
け
ん
、
法ホ

ウ

皇ワ
ウ

迎
へ
ま

い
ら
せ
ん
ず
る
事
も
、
は
や
思
と
ゞ
ま
り
、
腹ハ

ラ

巻マ
キ

脱
ぎ
を
き
、
素ソ

絹ケ
ン

の
衣
に
袈
裟

う
ち
か
け
て
、
い
と
心
に
も
お
こ
ら
ぬ
念ネ

ン
ジ
ユ珠

し
て
こ
そ
お
は
し
け
れ
」（
上
―

一
〇
一
頁
）
の
よ
う
に
、貞
能
に
「
重
盛
は
何
を
考
え
て
軍
勢
を
召
集
し
た
の
か
、

こ
ち
ら
に
討
手
を
差
し
向
け
る
つ
も
り
か
」
と
動
揺
す
る
清
盛
に
対
し
て
、
貞
能

は
「
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
重
盛
は
）
こ
こ
で
申
さ
れ
た
こ
と
も

後
悔
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
」
と
答
え
、
重
盛
と
の
仲
違
い
を
恐
れ
た
清
盛
は
法

皇
幽
閉
の
こ
と
も
思
い
と
ど
ま
り
、
武
装
を
解
い
た
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で

〈
闘
・
長
〉
で
は
、
さ
ら
に
清
盛
か
ら
重
盛
に
使
い
が
出
さ
れ
、
和
解
ま
で
描
く

の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
ず
〈
闘
〉
で
は
、「
西
八
条

に
は

只
候
二

貞
能
一
人
（
一
）（
西
八

条
に
は
只
貞
能
一
人
候
ひ
け
り
。
一
下
―
二
〇
オ
）」
と
貞
能
し
か
残
っ
て
い
な

い
こ
と
を
強
調
す
る
。
次
い
で
「
入
道
召
貞
能
一

只
今
有
誰
（
一
）

歟
被
問
（
一
）

者
誰

不
と

候
（
一
）

申
此
不
思
議
事
哉
於
レ

然サ
ル

無
兵
（
一
）

歟
右
大
将
如
何
三
位
中
将
若
何
言
君

達
侍
共
皆
申
二

小
松
殿

ヘ
ト

一

入
道
猶
不
審
気
立
（
二
）

大
床
（
一
）

乍
（
二
）

嘯
打
吹
（
一
）

縁
行

道
（
シ
）

此
に

有
人
（
一
）

歟
彼

に

有
人
（
一
）

歟
此

の

面
道
彼

の

面
道
指
臨
々
々
雖
見
回
（
一
）

無

兵
一
人
一

（
入
道
、
貞
能
を
召
し
て
、「
只
今
誰
か
有
る
」
と
問
は
れ
け
れ
ば
、「
誰

も
候
は
ず
」
と
申
す
。「
此
は
不
思
議
の
事
か
な
。
然サ

ル

に
て
も
兵
は
無
き
か
。
右

大
将
は
如
何
に
。
三
位
中
将
は
若い

何か

に
」
と
言

の
た
ま

へ
ば
、「
君
達
も
侍
共
も
皆
小
松

殿
へ
」
と
申
す
。
入
道
猶
不
審
気
に
て
、
大
床
に
立
ち
、
嘯う

そ

打
ち
吹
き
な
が
ら
縁

行
道
し
て
、「
此
れ
に
人
有
る
か
、
彼
こ
に
人
有
る
か
」
と
て
、
此
の
面
道
彼
こ

の
面
道
を
指
し
臨
き
指
し
臨
き
見
回
し
け
る
と
雖
も
、
兵
一
人
も
無
か
り
け
り
。

一
下
―
二
〇
オ
）」と
、貞
能
を
召
し
た
清
盛
は
、兵
達
が
い
な
い
こ
と
に
動
揺
し
、

宗
盛
や
知
盛
の
所
在
を
尋
ね
る
も
、
彼
ら
も
み
な
小
松
殿
に
向
か
っ
た
こ
と
を
知

ら
さ
れ
、
縁
行
道
し
な
が
ら
面
道
を
の
ぞ
き
込
ん
で
ま
で
兵
を
探
す
姿
が
戯
画
化

さ
れ
て
描
か
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
重
盛
と
仲
違
い
を
す
る
こ
と
の
重
大
さ
を
知
っ

た
清
盛
は
、「
入
道
与

（
ト
）

内
府
（
一
）

中
違
不
（
レ
）

叶
事
哉
大

に

被
騒
（
一
）

矣
又
曰
此
体

の

隙
に

耶
大
納
言

の

余
党
応
二

寄
来
一

可
為
（
二
）

如
何
（
一
）

言
貞
能
（
○

（
申
））

応
二

然
事
候
（
一
）

可
有
能
様

（
ニ
）

御
計
（
一
）

候
御
子
依
御
子

（
ニ
）

（
一
）

候
小
松
殿
違
御
中
一

御
坐
覚
（
レ
）

悪
候
申
（
入

道
、「
内
府
と
中
違
ひ
て
は
叶
は
ぬ
事
か
な
」
と
、
大
き
に
騒
が
れ
け
り
。
又
曰

ひ
け
る
は
、「
此
の
体
の
隙
に
や
、
大
納
言
の
余
党
寄
せ
来
た
る
べ
し
。
如
何
が

為
べ
き
」
と
言
ひ
け
れ
ば
、
貞
能
申
し
け
る
は
「
然
る
事
候
ふ
べ
し
。
能
き
様
に

御
計
ひ
有
る
べ
く
候
ふ
。
御
子
も
御
子
に
依
り
候
ふ
。
小
松
殿
に
御
中
違
ひ
御
坐

し
て
は
悪
し
く
覚
え
候
ふ
」
と
申
し
け
れ
ば
。
一
下
―
二
〇
オ
）」
な
ど
と
、
貞

能
と
や
り
取
り
し
た
後
、
貞
能
を
重
盛
の
も
と
に
派
遣
し
、「
脱
捨
腹
巻

を（
一
）

索

絹
の

衣
打
（
二
）

掛
袈
裟

を（
一
）

指
入
持
仏
堂

に一

不
レ

発
レ

心
に

念
誦

シ
テ

居
矣
（
腹
巻
を
脱
ぎ

捨
て
、
索
絹
（
素
絹
カ
）
の
衣
に
袈
裟
を
打
ち
掛
け
、
持
仏
堂
に
指
し
入
り
、
心

に
も
発
ら
ぬ
念
誦
し
て
ぞ
居
た
り
け
る
。一
下
―
二
〇
オ
～
ウ
）」と
武
装
を
解
き
、

念
誦
を
す
る
。
そ
の
後
、
貞
能
が
使
い
と
し
て
重
盛
の
も
と
に
出
か
け
て
清
盛
の

言
葉
を
伝
え
、
そ
れ
を
聞
い
た
重
盛
が
不
孝
を
詫
び
、
さ
ら
に
そ
れ
を
聞
い
た
清

盛
が
法
皇
幽
閉
を
思
い
と
ど
ま
る
こ
と
が
描
か
れ
る
。「
貞
能
参
小
松
殿

に
て

（
一
）

申
此
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由
（
一
）

者
重
盛
又
流
二

涙
波
羅
々
々

ト一

言
我
適
乍
受
人
界

に

生
を一

成
二

彼
ル

悪
人

の

子
と一

併

作
罪
業

を
（
一
）

悲
子
逢
親

ニ一
に

可
申
（
二
）

対
望
（
一
）

我
乍
レ

子
被
（
レ
）

対
（
二
）

望
親
（
一
）

事

過
（
レ
）

此
逆
罪
有
レ

何
乎
涙
不
掻
敢
（
一
）

泣
玉

一
門
人
人
并
侍
共
莫
（
レ
）

不
（
二
）

皆
流
（
レ
）

涙
を

（
一
）

重
盛
承
此
仰
（
一
）

御
返
事
畏
承
候
畢
左
様
思
（
二
）

食
（
三
）

留
院
参
（
一
）

候
之
上
争

可
（
レ
）

奉
（
下
）

乖
ソ
ム
キ（

レ
）

仰
候
上

乎
又
何
事

モ

明
日
謐
令
（
二
）

参
上
（
一
）

可
（
二
）

申
承
一

候
ト

申

給
ケ
リ

入
道
驚
二

此
事
共
一

可
キレ

剪
ル二

大
納
言

ノ

頚
ヲ一

事
モ

被
打
置
（
一
）

可
レ

奉
レ

流
二

法
皇

ヲ一

事
モ

被
（
玉
ヌ
）

（
二
）

思
留
一

矣
（
貞
能
、
小
松
殿
に
参
り
此
の
由
を
申
し
け
れ
ば
、
重
盛
又
涙 

を
波
羅
々
々
と
流
し
て
言
ひ
け
る
は
、「
我
適
人
界
に
生
を
受
け
な
が
ら
、
彼
る

悪
人
の
子
と
成
り
て
、
併し

か

し
な
が
ら
罪
業
を
作
る
悲
し
さ
よ
。
子
は
親
に
逢
ひ
て

こ
そ
対
望
す
と
申
す
べ
き
に
、
我
は
子
な
が
ら
親
に
対
望
せ
ら
れ
ん
事
、
此
れ
に

過
ぎ
た
る
逆
罪
何
か
有
ら
ん
や
」
と
て
、
涙
も
掻
き
敢
へ
ず
泣
き
た
ま
へ
ば
、
一

門
の
人
人
并
び
に
侍
共
、皆
涙
を
流
さ
ざ
る
は
莫
し
。「
重
盛
、此
の
仰
せ
を
承
り
、

御
返
事
畏
つ
て
承
り
候
ひ
畢
ん
ぬ
。左
様
に
院
参
を
思
し
食
し
留
ま
り
候
ふ
上
は
、

争
か
仰
せ
を
乖
き
奉
り
候
ふ
べ
き
。
又
何
事
も
明
日
、
謐

の
ど
や

か
に
参
上
せ
し
め
申
し

承
る
べ
く
候
ふ
」
と
申
し
給
ひ
け
り
。
入
道
此
の
事
共
に
驚
き
、
大
納
言
の
頚
を

剪
る
べ
き
事
も
打
ち
置
か
れ
て
、
法
皇
を
流
し
奉
る
べ
き
事
も
思
ひ
留
ま
ら
れ
た

ま
ひ
ぬ
。
一
下
―
二
〇
ウ
）」。
山
下
宏
明
は
、〈
闘
〉
の
こ
の
箇
所
を
、
他
の
諸

本
よ
り
も
増
補
を
思
わ
せ
る
箇
所
と
し
て
指
摘
す
る
（
一
〇
二
頁
）。
次
に
〈
長
〉

は
、
や
は
り
「『
侍
に
、
誰
々
か
あ
る
』。『
貞
能
な
ら
で
は
一
人
も
候
は
ず
』。『
さ

る
に
て
も
誰
か
あ
る
』。『
小
松
殿
へ
み
な
ま
い
り
て
、
貞
能
が
外
は
、
一
人
も
候

は
ぬ
も
の
を
』」（
1
―
一
七
四
頁
）
と
、
や
は
り
貞
能
し
か
残
っ
て
い
な
い
こ
と

を
強
調
す
る
。
そ
し
て
〈
闘
〉
同
様
、「
入
道
殿
、『
さ
る
に
て
も
』
と
て
、
走
出

て
見
給
へ
ば
、
実
も
、
侍
に
は
人
壱
人
も
な
し
。
こ
ゝ
に
や
あ
る
、
か
し
こ
に
や

あ
る
と
、
爰
の
か
く
れ
、
か
し
こ
の
ゑ
ん
ど
う
、
の
ぞ
き
あ
り
き
給
け
れ
ど
も
、

人
一
人
も
見
え
ざ
り
け
り
。『
こ
は
い
か
に
、
内
府
に
中
違
て
は
、
片
時
も
世
に

た
ち
ま
ひ
て
あ
ら
ん
事
は
、
か
な
ふ
ま
じ
か
り
け
る
も
の
を
』
と
て
こ
そ
、
う
そ

ぶ
き
て
、
よ
に
心
得
ず
、
け
ふ
覚
げ
に
て
、
は
ら
巻
ぬ
ぎ
を
き
て
、梴
行
道
し
て
、

そ
け
ん
の
衣
に
、
袈
裟
う
ち
か
け
て
、
い
と
心
も
お
こ
ら
ぬ
念
珠
く
り
て
ぞ
お
は

し
け
る
」（
1
―
一
七
四
頁
）
と
、
周
章
狼
狽
し
て
兵
士
を
探
し
回
り
、
重
盛
と

の
仲
違
い
を
恐
れ
、
縁
行
道
し
て
、
念
珠
を
繰
る
姿
が
描
か
れ
る
。
次
い
で
、
貞

能
に
重
盛
と
和
解
を
勧
め
ら
れ
た
清
盛
が
、
忠
度
に
重
盛
と
の
仲
介
を
頼
み
、
忠

度
が
重
盛
の
元
に
出
か
け
て
清
盛
の
言
葉
を
伝
え
、
そ
れ
を
聞
い
た
重
盛
も
不
孝

を
詫
び
、
和
解
す
る
様
が
描
か
れ
る
。「
貞
能
申
け
る
は
、『
御
子
も
御
子
に
こ
そ

よ
ら
せ
給
候
へ
。
な
に
か
く
る
し
く
候
べ
き
。
御
退
望
候
て
、
御
中
を
な
を
ら
せ

ま
し

く
候
へ
か
し
と
こ
そ
存
候
へ
』
と
申
け
れ
ば
、（
中
略
）（
清
盛
は
忠
度
に
）

『
な
だ
め
給
は
ん
ず
る
様
は
、「
此
ほ
ど
世
中
し
づ
か
な
ら
ね
ば
、
法
皇
を
暫
鳥
羽

殿
に
を
き
ま
い
ら
せ
て
、
世
を
し
づ
め
ん
と
す
れ
ば
、
嫡
子
に
捨
ら
る
ゝ
こ
そ
か

な
し
け
れ
。
老
て
子
に
す
て
ら
る
ゝ
は
、
朽
木
の
枝
な
き
に
こ
そ
。
院
参
に
を
い

て
は
思
と
ゞ
ま
り
候
い
ぬ
。
自
今
以
後
は
、
内
府
の
は
か
ら
ひ
申
さ
ん
事
を
ば
、

一
切
背
ま
じ
き
ぞ
。
き
と
立
寄
給
へ
。
な
に
事
も
申
承
べ
し
」
と
、
の
た
ま
ふ
べ

し
』
と
ぞ
申
さ
れ
け
る
。
薩
摩
守
、
小
松
殿
へ
馳
向
て
、
此
よ
し
を
申
さ
れ
け
れ

ば
、
小
松
殿
、
袖
を
顔
に
を
し
あ
て
ゝ
、
は
ら
は
ら
と
泣
給
。
い
と
久
あ
て
の
給

け
る
は
、『
を
ろ
か
な
る
親
に
も
し
た
が
ふ
は
、
能
子
な
り
。（
中
略
）
父
の
命
に

し
た
が
ひ
て
、
君
を
捨
奉
候
は
ん
事
は
、
恩
を
知
ら
ぬ
畜
生
に
に
た
り
。
父
を
捨

て
、
君
の
御
方
へ
ま
い
り
候
は
ゞ
、
又
不
孝
の
重
盛
、
罪
深
し
。』（
中
略
）
扨
、

小
松
殿
は
、
西
八
条
殿
へ
入
せ
給
て
こ
そ
、
御
中
は
和
平
し
給
け
れ
」

（
一
七
四
～
一
七
六
頁
）。
こ
の
よ
う
に
〈
長
〉
で
は
、
こ
の
場
面
に
は
か
な
り
の

分
量
が
割
か
れ
、父
子
の
心
が
通
じ
合
う
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
島
津
忠
夫
は
、
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（
三
〇

）

こ
の
場
面
で
〈
長
〉
が
「
平
曲
や
謡
曲
で
著
名
と
な
っ
た
忠
度
を
持
ち
出
す
こ
と

は
、
や
は
り
そ
れ
ら
が
盛
ん
に
語
ら
れ
た
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
の
こ

と
で
は
な
い
か
」
と
す
る
（
一
八
六
頁
）。
お
そ
ら
く
は
〈
延
〉
の
よ
う
に
、
た

だ
西
八
条
邸
で
動
揺
す
る
清
盛
を
描
く
の
が
原
型
に
近
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
こ
に
〈
闘
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
の
よ
う
に
、
貞
能
と
の
対
話
を
通
し
て

武
装
を
解
き
院
参
を
諦
め
る
清
盛
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に

〈
闘
・
長
〉
で
は
重
盛
と
の
や
り
取
り
を
通
し
た
二
人
の
和
解
ま
で
記
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
本
来
は
、
重
盛
の
命
で
直
ち
に
近
隣
の

武
士
が
集
ま
っ
た
と
す
る
、
重
盛
の
実
力
を
示
す
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
逸
話
が
、
対

す
る
清
盛
の
心
境
の
変
化
も
描
こ
う
と
す
る
こ
と
で
、貞
能
と
の
対
話
が
登
場
し
、

さ
ら
に
清
盛
と
重
盛
と
の
や
り
取
り
と
和
解
に
も
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。〈
盛
〉
の
改
編
も
同
様
の
方
向
性
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
が
、〈
闘
・
長
〉
と
は
異
な
り
、
次
節
に
見
る
よ
う
に
、
重
盛
か
ら
清
盛
に

対
す
る
働
き
か
け
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

池
田
敬
子
「
ゆ
ゆ
し
く
大
様
な
る
人
―
覚
一
本
『
平
家
』
重
盛
検
証
―
」（
国
語
国
文
六
五
巻
四
号
、
一
九
九
六
・
4
。『
軍
記
と
室
町
物
語
』
清
文
堂
出
版
二
〇
〇
一
・

10
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

岡
田
三
津
子
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
人
物
造
型
―
平
家
貞
・
貞
能
の
場
合
を
中
心
と
し
て
―
」（
中
世
文
学
三
二
号
、
一
九
八
七
・
5
）

＊ 

木
村
真
美
子
「
中
世
の
院
御
厩
司
に
つ
い
て
―
西
園
寺
家
所
蔵
「
御
厩
司
次
第
」
を
手
が
か
り
に
―
」（
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
一
〇
号
、
一
九
九
九
・
3
）

＊ 

恋
田
知
子
「
陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
紹
介
（
二
）『〔
恋
塚
物
語
〕』
翻
刻
・
略
解
題
」（
三
田
國
文
四
六
号
、
二
〇
〇
七
・
12
）

＊ 

島
津
忠
夫
「
教
訓
状
・
烽
火
の
沙
汰
―
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
の
ひ
と
つ
の
覚
書
―
」（
国
語
国
文
一
九
八
〇
・
7
。『
平
家
物
語
試
論
』
汲
古
書
院
一
九
九
七
・
7
、

後
に
『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
十
巻
物
語
』
和
泉
書
院
二
〇
〇
六
・
10
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

髙
橋
昌
明
「
平
家
家
人
制
と
源
平
合
戦
」（
軍
記
と
語
り
物
三
八
号
、
二
〇
〇
二
・
3
。『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』
東
京
大
学
出
版
会
二
〇
一
三
・
2
再
録
。
引
用
は
後
者

に
よ
る
）

＊ 

田
中
文
英
『
平
氏
政
権
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
一
九
九
四
・
6
）

＊ 

原
卓
志
「「
如
法
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
」（
訓
読
語
と
訓
点
資
料
一
〇
八
号
、
二
〇
〇
二
・
3
）

＊ 

宮
腰
直
人
「「
縁
行
道
」
小
考
」『『
平
家
物
語
』
の
転
生
と
再
生
』（
笠
間
書
院
二
〇
〇
三
・
3
）

＊ 

元
木
泰
雄
①
「
藤
原
成
親
と
平
氏
」（
立
命
館
文
学
六
〇
五
号
、
二
〇
〇
八
・
3
）

＊ 

元
木
泰
雄
②
「
平
重
盛
論
」（
朧
谷
壽
・
山
中
章
編
『
平
安
京
と
そ
の
時
代
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
・
12
）

＊ 

山
下
宏
明
「
源
平
闘
諍
録
の
研
究
」（『
平
家
物
語
研
究
序
説
』
明
治
書
院
一
九
七
二
・
3
）
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名古屋学院大学論集

（
三
一

）

　
又
小
松
殿
ニ
ハ
、
盛
国

1

承
テ
侍
ノ

2

著
到
シ
ケ
リ
。
宗む

ね

人と

ノ
侍

3

三
千
余
人
、
郎
等
乗
替
打
具
テ
、
二
万
余
騎
ト
ゾ
注し

る

シ
タ
ル
。

4

内
大
臣
ハ

5

著
到
披
見
ノ
後
、
家
貞
・

貞
能
ヲ
召
テ
子
細
ヲ
下
知
シ
給
テ
、
西
八
条
ヘ

6

遣
つ
か
は
さレ

ケ
リ
。
二
人
ノ
者
共
入
道

7

殿
ニ

8

参
テ
、
弓
脇
ニ
挟

は
さ
み

甲
ヲ
脱ぬ

ぎ

、
高
紐
ニ
懸
テ
、
庭
上
ニ
候
ケ
リ
。
入
道
殿
ハ
人
々

ニ
捨
ラ
レ
テ

9

徒
然
ノ
余
ニ
、
猶
縁
行
道
シ
テ

10

御
座
ケ
ル
ガ
、
此
等
ヲ
見
給
テ

11

ヘ
ラ
ヌ
体
ニ
宣
ケ
ル
ハ
、「
如
何
ニ
家
貞
、
貞
能
ヨ
。
小
松
殿
ニ
ハ
軍
兵
ヲ
誘
引
シ
テ
、 

12

是
ニ
ハ
人
一
人
モ
ナ
シ
。

「
四
〇
一

所
存
何
事
ゾ
。
其

13

意
ヲ
得
ズ
」

14

ト
宣
ヘ
バ
、
家
貞

15

畏
テ
、「『
可
レ

有
二

御
院
参
一

之
由
、
仙
洞
依
レ

被
二

聞
召
一

、
法
皇
大
ニ

16

驚
御
座
テ
、

勅
定
ニ
、

17

為
レ

治
二

天
下
一

、
被
レ

下
二

軍
将
之
宣
旨
一

之
後
、
経
二

多
年
一

之
間
、
云
二

官
位
一

云
二

福
禄
一

、

秀

ひ
い
で
た
り

二

于
先

せ
ん
れ
い
に例

一

。
18

深
可
レ

存
二

朝
恩
一

之
処
、

19

還
而
欲
レ

乱

み
だ
ら
ん
と

二

国
家　を
一

之
条
、

20

既
為
二

朝
敵
一

之
上
者
、
速
ニ
可
二

追
討
一

之
旨
、

21

所
レ

被
レ

下
二

院
宣
一

也
。
昨
日

申
ま
う
し

入い
れ

シ
ガ
如

ご
と
く

、
22

奉
レ

向
レ

父
弓
矢
ヲ
引ひ

く

事
ハ
有
ベ
カ
ラ
ズ
ト
イ
ヘ
共
、
重
盛

23

今 

24

官
く
わ
ん
に

居
シ
禄
ヲ
貪
ル
上
ハ
、
勅
定
又

25

難
レ

奉
レ

背
。
此
事

26

聞
食
レ
ナ
バ
、
御
自
害
モ
ヤ
ア
ラ
ン
ズ
ラ
ン
。
先ま

づ

守
護
シ
進

ま
ゐ
ら

セ
ヨ
。
重
盛
角か

く

テ
侍
レ
バ
、
御
命
ヲ
バ
奉
公
ニ

申
ま
う
し
か
へ替

侍
ラ
ン
』
ト

27

被
二

仰
下
一

」
ト
申
タ
レ
バ
、
入
道

28

殿
マ
ヅ
興
醒
テ
、
俄
ニ
道
心
モ
失う

せ
は
て果

ツ
ヽ
、「

29

実
カ
虚
言
カ
」
ト
宣
ヘ
バ
、「
一

「
四
〇
二

定
ニ
候
」
ト
申
ス
。「
ヨ
モ

サ
ラ
ジ
。
入
道
ヲ

30

矯
見
ト
テ
コ
ソ
」
ト
イ
ハ
レ
ケ
レ
バ
、
家
貞
ハ
、「
今
始
テ

31

小
松
殿
、
左
様
ノ
軽

か
る
が
る
し
き

々
敷
御
事
有
ベ
シ
ト
不
レ

存
。
院
宣
ト
テ
軍
兵
ノ
中
ニ
御
披
露
有
シ
ハ
、

32

一
定
ノ
事
ニ
コ
ソ
」
ト
申
時
、
入
道
大
ニ
歎

な
げ
き

給
テ
イ
ハ
レ
ケ
ル
ハ
、「
家
貞
、
貞
能
、
慥
ニ
承
レ
。
昨
日
申
シ
様
ニ
出
家
入
道
ノ
身
也
。
余
年
日ひ

数か
ず

少
シ
。
内
府
ニ
奉
レ

譲
レ

世
ヌ
ル
上
ハ
、
向
後
ハ
物
ニ

33

イ
ロ
ヒ
申
事
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
院
宣
ノ
御
返
事
モ
ヨ
キ
様
ニ

34

可
レ

被
二

奏
聞
一

。
35

ト
モ
角か

く

モ
36

相
計
ハ
レ
ン
ニ
コ
ソ
奉
レ

随
ラ
メ
」
ト
、「
曳え

い

、

去さ
ら

バ
ト
ク
還
リ
行
テ
、
此
由
ヲ
申
ベ
シ
」
ト
宣
ヘ
バ
、

37

二
人
ノ
者
共
ハ
、「
守
護
ニ
候
ベ
シ
ト
ノ
仰
也
。

38

別
ノ
御
使
ヲ
以
テ
可べ

く
レ

被ら
る

レ

仰
お
ほ
せ

ヤ
候
ラ
ン
」
ト
申

ま
う
す

。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
う
け
た
ま
は
て
」、〈
蓬
〉「

承

ウ
ケ
タ
マ
ハ
リて

」、〈
静
〉「
承

ウ
ケ
タ
マ
ハり

て
」。
2
〈
蓬
〉「
ケ
リ
」
な
し
。
な
お
、「
着

チ
ヤ
ク

到タ
ウ

し
」。〈
静
〉「
着

チ
ヤ
ク

到タ
ウ

し
け
り
」。
3
〈
近
〉「
三
十

余
人
」。
4
〈
近
〉「
う
ち
の
お
と
ゝ
は
」。〈
蓬
〉「
ハ
」
な
し
。
な
お
、「
内ナ

イ
タ
イ
シ
ン

大
臣
」。
5
〈
蓬
・
静
〉「
着

チ
ヤ
ク

到タ
ウ

」。
6
〈
蓬
・
静
〉「
遣

ツ
カ
ハ

し
け
り
」。
7
〈
蓬
〉「
殿
」
な
し
。

8
〈
近
〉「
ま
い
て
」、〈
蓬
〉「
参
り
て
」、〈
静
〉「
ま
い
り
て
」。
9
〈
近
〉「
つ
れ

く
の
」、〈
蓬
・
静
〉「
徒ト

然セ
ン

の
」。
10
〈
近
〉「
お
は
し
け
る
か
」、〈
蓬
〉「
御ヲ

座ハ
シ

け
る
か
」、

〈
静
〉「
御ヲ

坐ハ
シ

け
る
か
」。
11
〈
蓬
〉「
不ヘ

ラ

ス

レ

倍
」、〈
静
〉「
不ス

レ

倍ヘ
ラ

」。
12
〈
近
〉「
こ
れ
に
は
」、〈
蓬
・
静
〉「
是
ニ
ハ
」
な
し
。
13
〈
近
〉「
い
を
」、〈
蓬
・
静
〉「
心
を
」。
14
〈
近
・

蓬
・
静
〉「
と
」。〈
底
〉
虫
損
に
よ
り
補
う
。
15
〈
近
〉「
か
し
こ
ま
て
」、〈
蓬
〉「

畏
カ
シ
コ
マ
リて

」、〈
静
〉「

畏
カ
シ
コ
マ
ツて

」。
16
〈
近
〉「
お
と
ろ
き
お
は
し
ま
し
て
」、〈
蓬
〉「

驚
ヲ
ト
ロ
キ

御ヲ

ハ

シ座
て
」、〈
静
〉「

驚
ヲ
ト
ロ
キ

御ヲ

坐
ハ
シ
マ
シて

」。
17
〈
近
〉「
て
ん
か
を
お
さ
め
ん
た
め
に
」、〈
蓬
〉「
為タ

メ
レ

治
ヲ
サ
メ
ン二

天テ
ン
カ
ヲ下

一

」、〈
静
〉「
為

タ
メ
ニ

レ

治
ヲ
サ
メ
ン
カ

二

天
下　

　ヲ
一

」。
18
〈
近
〉「
ふ
か
く
て
う
を
ん

を
ぞ
ん
ず
べ
き
と
こ
ろ
に
」、〈
蓬
〉「
深

フ
カ
ク

朝テ
ウ

恩ヲ
ン

を
存ソ

ン

す
へ
き
所

ト
コ
ロ

に
」、〈
静
〉「
深

フ
カ
ク

朝テ
ウ

恩ヲ
ン

を
存
す
へ
き
処

ニ

」。
19
〈
近
〉「
か
へ
つ
て
」、〈
蓬
〉「
還

カ
ヘ
リ

て
」、〈
静
〉「
還

カ
ヘ
ツ

て
」。
20
〈
近
〉

「
す
て
に
て
う
て
き
の
う
へ
た
れ
は
」。
21
〈
近
〉「
ゐ
ん
せ
ん
を
く
た
さ
る
ゝ
也
」。
22
〈
近
〉「
ち
ゝ
に
む
か
ひ
た
て
ま
つ
り
」、〈
蓬
〉「
父チ

ヽ

に
向ム

カ

ひ
た
て
ま
つ
り
て
」、〈
静
〉

「
父
に
む
か
ひ
奉
て
」。
23
〈
蓬
〉「
今イ

マ

に
」、〈
静
〉「
い
ま
に
」。
24
〈
近
〉「
く
は
ん
に
き
よ
し
」、〈
蓬
〉「
官

ク
ワ
ン

に
居キ

ヨ

し
」、〈
静
〉「
官

ニ

居コ

し
」。
25
〈
蓬
・
静
〉「
奉
」
な
し
。

な
お
、と
も
に
「
そ
む
き
か
た
し
」。
26
〈
蓬
〉「
聞キ

コ

召
シ
メ
サ

れ
は
」。
27
〈
近
〉「
お
ほ
せ
く
た
さ
れ
候
と
」、〈
蓬
〉「
仰

ヲ
ヽ
セ
ク
タ

下
さ
る
ゝ
と
」、〈
静
〉「
仰
下
さ
る
ゝ
と
」。
28
〈
近
〉「
殿
」

な
し
。
29
〈
近
〉「
ま
こ
と
か
そ
ら
こ
と
か
と
」
と
し
、「
か
そ
ら
」
の
上
か
ら
一
重
線
あ
り
。〈
蓬
〉「
実

マ
コ
ト

か
虚キ

ヨ
コ
ン言

か
と
」、〈
静
〉「
実ジ

ツ

歟カ

虚キ
ヨ
コ
ン言

歟カ

と
」。
30
〈
近
〉「
あ
さ
む

き
見
よ
と
て
こ
そ
と
」、〈
蓬
〉「
矯タ

メ

み
ん
と
て
こ
そ
と
」、〈
静
〉「
矯タ

メ
ミ
ン見

と
て
こ
そ
と
」。
31
〈
蓬
・
静
〉「
小
松
殿
の
」。
32
〈
蓬
〉「
一

イ
チ
チ
ヤ
ウ定

事
に
こ
そ
と
」。
33
〈
蓬
・
静
〉
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『源平盛衰記』全釈（一九―巻六―3）

（
三
二

）

「
綺

イ
ロ
イ

申
」。
34
〈
蓬
〉「
奏ソ

ウ

せ
ら
る
へ
し
」。
35
〈
蓬
・
静
〉「
左ト

も
右カ

ク

も
」。
36
〈
蓬
〉「
相ア

イ

は
か
ら
れ
ん
に
こ
そ
」、〈
静
〉「
あ
ひ
計
れ
ん
に
こ
そ
」。
37
〈
静
〉
以
下
「
無
道

ノ
逆
」
ま
で
一
字
下
げ
。
頁
替
わ
り
に
よ
る
。
38
〈
近
〉「
へ
ち
の
」、〈
蓬
〉「
別ヘ

チ

の
」。

【
注
解
】
○
又
小
松
殿
ニ
ハ
、盛
国
承
テ
侍
ノ
著
到
シ
ケ
リ
。宗
人
ノ
侍
三
千
余
人
、

郎
等
乗
替
打
具
テ
、二
万
余
騎
ト
ゾ
注
シ
タ
ル
　〈
闘
・
長
〉
な
し
。〈
屋
・
覚
・
中
〉

「
小
松
殿
に
は
、盛モ

リ

国
承
ッ
て
、着

チ
ヤ
ク
タ
ウ

到
つ
け
け
り
。
馳

ハ
セ
マ
イ
リ

参
た
る
勢セ

イ

ど
も
、一
万（〈
屋
〉

は
「
二
万
」）
余ヨ

騎キ

と
ぞ
し
る
い
た
る
」（〈
覚
〉
上
―
一
〇
一
頁
）。〈
延
〉
は
「
小

松
殿
ニ
ハ
、
盛
国
ガ
奉
ニ
テ
侍
ノ
着
到
付
ケ
リ
。
侍
三
千
余
人
、
郎
等
・
乗
替
ト

モ
ナ
ク
、凡
ノ
勢
二
万
七
千
八
百
余
騎
ト
ゾ
注
シ
ケ
ル
」（
巻
二
―
四
九
オ
）
と
、

〈
盛
〉
に
近
い
。
盛
国
は
、前
節
で
重
盛
の
命
を
受
け
て
兵
の
召
集
の
使
い
と
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、こ
こ
で
は
重
盛
に
忠
実
に
仕
え
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

「
著
（
着
）
到
シ
ケ
リ
」
は
〈
延
・
屋
・
覚
・
中
〉
い
ず
れ
も
「
着
到
つ
け
け
り
」

と
あ
る
。「
着
到
」
は
着
到
状
の
こ
と
で
、「
軍
勢
催
促
状
に
応
じ
た
武
士
が
、
馳

せ
参
じ
た
こ
と
を
記
し
て
提
出
し
た
文
書
」（『「
鎌
倉
遺
文
」
に
み
る
中
世
の
こ

と
ば
辞
典
』
四
一
頁
）
で
あ
り
、転
じ
て
「
出
陣
の
と
き
、諸
方
か
ら
馳
せ
集
ま
っ

た
軍
勢
の
来
着
を
記
録
す
る
こ
と
」（『
角
川
古
語
大
辞
典
』）
の
意
。
盛
国
が
命

を
受
け
て
馳
せ
参
じ
た
侍
の
記
録
を
付
け
た
こ
と
に
な
る
。「
宗
人（
む
ね
と
）の
」

は「「
む
ね
と
の
」の
形
で
、連
体
成
分
と
し
て
用
い
る
。
お
も
だ
っ
た
。
お
も
だ
っ

た
者
と
い
う
意
味
の
と
き
は
、「
宗
徒
」
と
書
か
れ
る
」（『
角
川
古
語
大
辞
典
』「
む

ね
と
」）。〈
近
〉「
む
ね
と
の
」、〈
蓬
〉「
宗
と
の
」、〈
静
〉「
宗ム

ネ

人ト

の
」。〈
早
（
黒
）〉

は
〈
底
・
静
〉
に
同
じ
。
巻
四
「
涌
泉
寺
喧
嘩
」「
八
院
三
社
ノ
衆
徒
ノ
張
本
ニ
、

智
積
、
覚
明
、
法
台
、
金
台
、
学
円
、
仏
光
寺
ノ
宗
人
ノ
大
衆
三
十
余
人
、
三
寺

四
社
ノ
衆
徒
等
相
具
シ
テ
」（
1
―
二
〇
九
頁
）。『
邦
訳
日
葡
辞
書
』「M

unetono 

 tsuuam
ono. 

ム
ネ
ト
ノ
ツ
ワ
モ
ノ
（
宗
と
の
兵
）
名
高
く
て
強
い
兵
士
」（
四
三
三

頁
）。「
乗
替
」
は
こ
こ
で
は
「
乗
り
か
え
る
た
め
に
用
意
し
た
馬
を
あ
ず
か
っ
て

乗
る
侍
」（〈
日
国
大
〉）。
召
集
に
応
じ
た
侍
た
ち
は
、
戦
闘
と
な
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。『
保
元
物
語
（
金
刀
比
羅
本
）』
中
巻
「
身
の
分

限
な
か
り
け
れ
ば
、
乗
替
・
郎
等
迄
は
思
ひ
も
よ
ら
ず
」（
旧
大
系
一
〇
二
頁
）。

「
主
立
っ
た
侍
三
千
余
人
が
、
郎
等
や
乗
替
を
引
き
連
れ
て
参
上
し
た
」
の
意
と

な
る
。
　
○
内
大
臣
ハ
著
到
披
見
ノ
後
、
家
貞
・
貞
能
ヲ
召
テ
子
細
ヲ
下
知
シ
給

テ
、
西
八
条
ヘ
遣
レ
ケ
リ
　
重
盛
が
着
到
状
を
確
認
し
た
後
、
家
貞
・
貞
能
を
西

八
条
邸
へ
遣
わ
し
た
と
す
る
の
は
〈
盛
〉
の
み
。〈
延
・
屋
・
覚
・
中
〉
は
、〈
延
〉

「
内
大
臣
ハ
着
到
披
見
ノ
後
、
侍
共
ニ
対
面
シ
テ
宣
ケ
ル
ハ
」（
巻
二
―
四
九
オ
～

四
九
ウ
）
や
、〈
覚
〉「
着

チ
ヤ
ク
タ
ウ到

披ヒ

見ケ
ン

の
後ノ

チ

、
大
臣
中
門
に
出
て
、

侍
サ
ブ
ラ
イ

共
に
の
給

ひ
け
る
は
」（
上
―
一
〇
一
頁
）
の
よ
う
に
、
重
盛
が
侍
た
ち
に
訓
辞
し
、
幽
王
・

褒
姒
の
故
事
を
語
る
場
面
へ
と
続
く
。
こ
れ
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
簡
略

な
形
を
取
る
〈
延
〉
で
は
、
西
八
条
邸
で
動
揺
す
る
清
盛
を
描
く
の
み
で
あ
り
、

ま
た
〈
屋
・
覚
・
中
〉
で
は
、
す
で
に
清
盛
が
西
八
条
邸
に
残
っ
て
い
た
貞
能
と

の
対
話
を
通
し
て
武
装
を
解
き
院
参
を
諦
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。〈
闘
・
長
〉

も
同
様
で
、〈
闘
〉
で
は
貞
能
が
、〈
長
〉
で
は
忠
度
が
、
清
盛
か
ら
重
盛
の
も
と

に
派
遣
さ
れ
て
両
者
は
和
解
し
て
い
る
た
め
、
い
ず
れ
も
そ
の
ま
ま
重
盛
の
訓
辞

に
移
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、〈
盛
〉
は
前
節
で
、
名
前
を
列
挙
し
て
家
貞
・
貞

能
ま
で
も
重
盛
の
も
と
へ
参
じ
て
い
た
と
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
両
名
を
西
八

条
邸
へ
派
遣
し
て
、
清
盛
に
再
度
の
説
得
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
前
節
「
入
道
ノ

タ
マ
ヒ
ケ
ル
ハ
、（
中
略
）
イ
ト
心
モ
発
ヌ
哀
念
仏
ヲ
ゾ
被
申
ケ
ル
」
項
で
述
べ

た
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
〈
盛
〉
の
本
文
は
後
出
で
、〈
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
が
描

く
よ
う
な
、
家
人
が
皆
重
盛
の
命
に
従
っ
た
中
で
、
貞
能
が
一
人
西
八
条
邸
に
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（
三
三

）

残
っ
て
い
る
こ
と
に
不
自
然
さ
を
感
じ
て
改
編
し
た
の
で
あ
ろ
う
。〈
盛
〉
は
、

合
理
的
に
家
人
の
動
き
を
解
釈
し
よ
う
と
す
る
中
で
、
前
節
か
ら
本
節
に
か
け
て

の
本
文
の
改
編
を
施
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
諸
本
の
貞
能
が
、
西
八
条
邸
に
残

り
、
清
盛
に
理
解
を
示
す
立
場
で
発
言
す
る
の
に
対
し
て
、〈
盛
〉
の
家
貞
・
貞

能
は
、
完
全
に
重
盛
に
従
っ
た
形
で
清
盛
の
説
得
に
当
た
っ
て
い
る
の
が
大
き
な

違
い
で
あ
る
。
家
貞
・
貞
能
に
つ
い
て
は
前
節
「
是
ヲ
承
ル
者
共
、
オ
ボ
ロ
ケ
ニ

テ
ハ
騒
給
ハ
ヌ
人
ノ
（
中
略
）
筑
後
守
家
貞
、
肥
後
守
貞
能
等
ヲ
始
ト
シ
テ
、
如

法
夜
中
ノ
事
ナ
レ
ド
モ
、
我
先
ニ
ト
ゾ
馳
参
ケ
ル
」
項
参
照
。〈
盛
〉
が
諸
本
の

貞
能
に
加
え
て
父
家
貞
を
加
え
た
理
由
は
不
明
だ
が
、貞
能
が
清
盛
だ
け
で
な
く
、

重
盛
に
も
忠
心
を
も
っ
て
仕
え
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
岡
田
三
津
子
は
、
特

に
〈
延
〉
に
お
い
て
、
家
貞
・
貞
能
像
が
「
小
松
一
門
と
の
関
連
で
描
き
出
そ
う

と
す
る
意
図
の
も
と
に
造
型
さ
れ
た
」（
六
二
頁
）
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、〈
盛
〉

も
そ
の
影
響
下
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
巻
三
十
一
「
貞
能
参
小
松
殿
墓
」
で

は
、
重
盛
の
後
生
を
弔
う
貞
能
が
描
か
れ
る
（
他
の
諸
本
も
類
似
記
事
あ
り
）。

ま
た
、
巻
三
十
「
平
家
自
宇
治
勢
多
上
洛
」
に
「
同
廿
一
日
、
新
三
位
中
将
資
盛

大
将
軍
ト
シ
テ
、
肥
後
守
貞
能
等
ヲ
相
具
シ
テ
二
千
余
騎
、
宇
治
路
ヨ
リ
田
原
路

ヲ
廻
テ
」（
4
―
三
六
八
頁
）
と
見
え
る
が
、
古
記
録
か
ら
も
重
盛
の
子
資
盛
と

密
接
な
関
係
を
持
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
治
承
四
年
十
二
月
に
東
国
の
源

氏
追
討
の
た
め
平
氏
軍
が
出
陣
し
た
際
に
、
伊
賀
道
に
は
資
盛
が
大
将
軍
と
な
っ

て
貞
能
が
こ
れ
を
補
佐
し
た
他
、
平
家
都
落
ち
の
際
に
は
、
資
盛
・
維
盛
・
貞
能

が
都
に
引
き
返
す
な
ど
（
上
横
手
雅
敬
・
一
二
五
～
一
二
八
頁
）、
貞
能
は
「
重

盛
亡
き
後
は
、
維
盛
の
弟
資
盛
の
傍
ら
に
あ
り
、
資
盛
を
大
将
軍
と
す
る
部
隊
の

侍
大
将
の
役
を
務
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
」（
髙
橋
昌
明
・
一
五
四
頁
。
ま
た
佐
々

木
紀
一
・
四
四
～
四
五
頁
も
参
照
）。
ま
た
、
永
井
義
憲
は
、
諸
国
の
小
松
寺
と
称

す
る
寺
と
観
音
信
仰
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
、「
常
陸
の
小
松
寺
は
重

盛
の
一
族
平
貞
能
が
重
盛
の
遺
骨
と
守
護
仏
の
如
意
輪
観
音
及
び
後
室
の
相
応

院
得
律
禅
尼
を
伴
い
来
り
て
一
宇
を
建
立
、
寺
名
を
相
応
院
と
名
づ
け
た
」

（
三
四
一
頁
）
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
ま
た
こ
れ
を
受
け
て
、
水
原
一
も
、
貞

能
を
開
基
と
す
る
小
松
寺
を
複
数
取
り
上
げ
て
い
る
。
小
松
家
と
貞
能
と
の
関
係

が
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、〈
早（
黒
）〉「
遣
シ
ケ
リ
」。

校
異
6
参
照
。
　
○
二
人
ノ
者
共
入
道
殿
ニ
参
テ
、
弓
脇
ニ
挟
甲
ヲ
脱
、
高
紐
ニ

懸
テ
、
庭
上
ニ
候
ケ
リ
　
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
以
下
、〈
盛
〉
の
独
自
異
文

と
な
る
。
家
貞
・
貞
能
の
二
人
が
西
八
条
邸
を
訪
れ
、
庭
に
跪
く
。
高
紐
は
「
鎧

の
後
胴
の
先
端
と
前
胴
の
上
部
を
つ
な
ぐ
掛
け
渡
し
の
紐
」（〈
日
国
大
〉）。
こ
こ

に
脱
い
だ
甲
を
懸
け
る
。
弓
を
脇
に
挟
み
甲
を
脱
ぐ
と
い
う
の
は
、
貴
人
の
前
に

敬
屈
す
る
際
の
一
連
の
動
作
。『
保
元
物
語
』（
半
井
本
）
中
巻
「
下
野
守
ノ
前
ニ

走
セ
参
ジ
、
馬
ヨ
リ
飛
デ
下
リ
、
甲
ヲ
ヌ
ギ
、
高
紐
ニ
懸
、
弓
脇
夾
ミ
、
ア
ヘ
タ

ク

く
申
ケ
ル
ハ
」（
新
大
系
五
六
頁
）。
　
○
入
道
殿
ハ
人
々
ニ
捨
ラ
レ
テ
徒

然
ノ
余
ニ
、
猶
縁
行
道
シ
テ
御
座
ケ
ル
ガ
、
此
等
ヲ
見
給
テ
ヘ
ラ
ヌ
体
ニ
宣
ケ
ル

ハ
、「
如
何
ニ
家
貞
、
貞
能
ヨ
。
小
松
殿
ニ
ハ
軍
兵
ヲ
誘
引
シ
テ
、
是
ニ
ハ
人
一

人
モ
ナ
シ
。
所
存
何
事
ゾ
。
其
意
ヲ
得
ズ
」
ト
宣
ヘ
バ
　
清
盛
は
な
す
術
も
無
く

「
縁
行
道
」
を
続
け
て
い
た
が
、
二
人
を
見
て
「
ヘ
ラ
ヌ
体
」
を
見
せ
る
。「
ヘ
ラ

ヌ
体
」
は
、
本
箇
所
が
三
例
目
。
一
例
目
は
前
段
「
小
松
殿
教
訓
父
」
で
、
教
訓

に
訪
れ
た
重
盛
を
見
て
、
清
盛
は
「
入
道
ハ
ヘ
ラ
ヌ
体
」
に
て
弁
明
を
す
る
。
こ

れ
は
〈
盛
〉
の
み
の
表
現
で
あ
る
（
本
全
釈
一
八
―
五
七
頁
「
入
道
ハ
ヘ
ラ
ヌ
体

ニ
テ
」
項
参
照
）。
二
例
目
は
同
じ
く
そ
の
続
き
に
、
重
盛
の
涙
を
流
し
な
が
ら

の
教
訓
を
受
け
て
「
入
道
ハ
口
説
立
ラ
レ
テ
、
ヲ
ロ
泣
色
ニ
ハ
御
座
ケ
レ
ド
モ
、

猶
ヘ
ラ
ヌ
体
ニ
テ
」
反
論
を
す
る
。
同
様
の
場
面
で
諸
本
で
は
〈
延
〉「
シ
ラ
ケ
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（
三
四

）

ヌ
体
ニ
」（
巻
二
―
四
八
オ
）、〈
覚
〉「
力
も
な
げ
に
て
」（
上
―
一
〇
〇
頁
）
な

ど
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
〈
盛
〉
の
み
が
「
ヘ
ラ
ヌ
体
ニ
」
と
す
る
（
前
々
々

節
「
入
道
ハ
口
説
立
ラ
レ
テ
、
ヲ
ロ
泣
色
ニ
ハ
御
座
ケ
レ
ド
モ
、
猶
ヘ
ラ
ヌ
体
ニ

テ
」
項
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、重
盛
に
対
峙
す
る
清
盛
の
描
き
方
と
し
て
、〈
盛
〉

の
み
が
三
度
に
わ
た
っ
て
「
ヘ
ラ
ヌ
体
」
で
あ
っ
た
と
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ

り
、〈
盛
〉
が
一
貫
し
て
重
盛
に
対
し
て
「
負
け
惜
し
み
を
す
る
、
平
然
を
装
う
」

清
盛
像
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
ヘ
ラ
ヌ
」を〈
早（
黒
）〉

「
不ヌ

レ

倍ヘ
ラ

」
と
す
る
。
校
異
11
参
照
。
　
○
家
貞
畏
テ
、「『
可
有
御
院
参
之
由
、
仙

洞
依
被
聞
召
、
法
皇
大
ニ
驚
御
座
テ
、
勅
定
ニ
、
為
治
天
下
、
被
下
軍
将
之
宣
旨

之
後
、
経
多
年
之
間
、
云
官
位
云
福
禄
、
秀
于
先
例
。
深
可
存
朝
恩
之
処
、
還
而

欲
乱
国
家
之
条
、
既
為
朝
敵
之
上
者
、
速
ニ
可
追
討
之
旨
、
所
被
下
院
宣
也
。
昨

日
申
入
シ
ガ
如
、
奉
向
父
弓
矢
ヲ
引
事
ハ
有
ベ
カ
ラ
ズ
ト
イ
ヘ
共
、
重
盛
今
官
居

シ
禄
ヲ
貪
ル
上
ハ
、
勅
定
又
難
奉
背
。
此
事
聞
食
レ
ナ
バ
、
御
自
害
モ
ヤ
ア
ラ
ン

ズ
ラ
ン
。
先
守
護
シ
進
セ
ヨ
。
重
盛
角
テ
侍
レ
バ
、
御
命
ヲ
バ
奉
公
ニ
申
替
侍
ラ

ン
』
ト
被
仰
下
」
ト
申
タ
レ
バ
　
家
貞
が
清
盛
に
、重
盛
に
言
わ
れ
た
と
お
り
「
子

細
」
を
伝
え
る
。
そ
の
内
容
は
、「（
父
清
盛
が
）
院
参
さ
れ
る
と
の
こ
と
を
、
院

が
お
聞
き
に
な
っ
て
大
い
に
驚
か
れ
、
勅
定
と
し
て
、『
天
下
を
治
め
る
た
め
に
、

（
清
盛
に
）
軍
将
の
宣
旨
を
下
し
て
後
、
長
年
の
間
、（
平
家
に
与
え
た
）
官
位
と

い
い
富
と
い
い
、
先
例
に
秀
で
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
し
た
が
っ
て
平
家
は
）
深

く
朝
恩
を
感
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
逆
に
国
家
を
乱
そ
う
と
し
て
い
る
と
の

こ
と
、
も
は
や
朝
敵
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
速
や
か
に
（
平
家
を
）
追

討
す
べ
き
で
あ
る
』
旨
の
院
宣
が
下
さ
れ
た
。
昨
日
（
私
が
）
申
し
上
げ
た
よ
う

に
、
父
上
に
向
か
っ
て
弓
矢
を
引
く
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
が
、
重

盛
は
今
官
に
あ
り
禄
を
い
た
だ
く
立
場
で
あ
る
の
で
、
勅
定
に
背
き
申
し
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
を
お
聞
き
に
な
っ
て
は
（
父
清
盛
は
）
自
害
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。（
家
貞
と
貞
能
は
）
ま
ず
（
父
上
を
）
守
護
し
申
し
上
げ
よ
。

重
盛
は
こ
の
よ
う
な
（
朝
廷
に
お
仕
え
す
る
）
身
で
あ
る
の
で
、（
父
上
の
）
命

を
（
院
へ
の
）
奉
公
に
申
し
替
え
よ
う
と
思
う
」、
そ
う
重
盛
が
話
し
て
い
た
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
然
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
院
宣
は
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
に

重
盛
自
身
が
語
る
よ
う
に
（「
只
入
道
殿
違
勅
ノ
振
舞
ヲ
シ
ヅ
メ
奉
リ
、
天
下
ノ

煩
ヲ
止
ト
ノ
方
便
ナ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
」
1
―
四
〇
三
頁
）、
す
べ
て
重
盛
が
清
盛

を
改
心
さ
せ
る
た
め
の
虚
偽
の
方
便
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
重
盛
に
こ
の
よ
う
な

虚
偽
を
語
ら
せ
る
の
は
〈
盛
〉
の
み
。
重
盛
が
忠
と
孝
の
板
挟
み
に
な
る
中
で
、

院
宣
が
出
さ
れ
た
と
な
れ
ば
、
清
盛
は
重
盛
が
討
伐
の
兵
を
挙
げ
る
可
能
性
を
意

識
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
清
盛
に
圧
力
を
か
け
る
た
め
に
重
盛
が
院

宣
を
偽
っ
た
と
す
る
の
が
、〈
盛
〉
の
設
定
で
あ
ろ
う
。
次
に
、「
軍
将
之
宣
旨
」

が
何
を
指
す
の
か
不
明
。
清
盛
は
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
本
全
釈
一
八

―
三
〇
頁
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
平
家
物
語
』
の
歴
史
観
で
は
、
清
盛
と
頼
朝

を
「
朝
敵
を
討
つ
将
軍
」
の
構
図
で
征
夷
大
将
軍
の
継
承
の
歴
史
に
位
置
づ
け
て

い
る
と
言
え
る
（
佐
伯
真
一
・
三
五
八
～
三
五
九
頁
）。
こ
こ
で
も
同
様
の
歴
史
認

識
に
よ
り
、
清
盛
が
「
軍
将
之
宣
旨
」
を
賜
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
か
。
羽

原
彩
は
、〈
盛
〉
に
は
、「
ア
レ
ハ
当
時
ノ
将
軍
平
家
太
政
入
道
ト
云
者
ノ
頸
也
」（
巻

十
一
）、「
日
本
ノ
将
軍
太
政
大
臣
入
道
清
盛
」（
巻
二
十
六
）
と
、
清
盛
を
将
軍
と

呼
ぶ
用
例
を
示
し
、
そ
れ
が
「
抑
仏
法
王
法
ハ
助
レ

君
守
レ

法
、
文
官
武
官
ハ
治
レ

国

鎮
レ

乱
。
其
中
ニ
源
平
両
氏
ノ
将
軍
ハ
、
朝
家
前
後
ノ
守
護
ト
シ
テ
、
国
土
ヲ
治
、

奉
レ

守
二

君
王
一

、
互
ニ
牛
角
タ
リ
キ
」（
巻
十
四
、
2
―
三
九
三
頁
）
の
よ
う
に
、

源
平
が
前
後
し
て
将
軍
の
役
を
担
っ
て
い
た
と
す
る
記
述
が
、〈
盛
〉
で
は
た
び
た

び
見
ら
れ
る
（
二
二
四
～
二
二
五
頁
）
こ
と
に
関
連
す
る
と
指
摘
す
る
。「
昨
日
申
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入
シ
ガ
如
」
と
あ
る
よ
う
に
、
重
盛
の
清
盛
に
対
す
る
教
訓
が
あ
っ
た
の
は
昨
日

の
こ
と
と
し
て
お
り
、
前
節
に
「
如
法
夜
中
ノ
事
ナ
レ
ド
モ
」「
夜
モ
明
ケ
レ
バ
」

と
あ
っ
た
よ
う
に
、
夜
中
か
ら
明
け
方
の
兵
の
召
集
を
経
て
、
翌
朝
に
清
盛
に
使

い
が
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。「
御
自
害
モ
ヤ
ア
ラ
ン
ズ
ラ
ン
」（
清
盛

が
自
害
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
）
と
い
う
の
は
、
清
盛
に
対
し
て
そ
れ
だ
け
責
任

を
感
じ
る
べ
き
立
場
で
あ
る
と
自
覚
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
言
い
方
だ
ろ
う
。

　
○
入
道
殿
マ
ヅ
興
醒
テ
、
俄
ニ
道
心
モ
失
果
ツ
ヽ
　
先
ほ
ど
ま
で
徒
然
の
ま
ま

に
縁
行
道
を
し
て
い
た
清
盛
だ
が
、
使
い
の
二
人
の
言
葉
に
興
ざ
め
て
そ
う
い
っ

た
道
心
も
消
え
果
て
て
し
ま
う
。
　
○「
ヨ
モ
サ
ラ
ジ
。
入
道
ヲ
矯
見
ト
テ
コ
ソ
」

ト
イ
ハ
レ
ケ
レ
バ
　
清
盛
は
「
実
カ
虚
言
カ
」
と
疑
い
、「
一
定
ニ
候
（
確
か
な

こ
と
で
す
）」
と
言
わ
れ
て
も
、
な
お
も
疑
う
。「
矯
見
」
を
、〈
近
〉「
あ
さ
む
き

見
よ
と
て
こ
そ
と
」、〈
蓬
〉「
矯タ

メ

み
ん
と
て
こ
そ
と
」、〈
静
〉「
矯タ

メ
ミ
ン見

と
て
こ
そ
と
」、

ま
た
〈
早
（
黒
）〉
は
「
矯

タ
メ
シ
ミ
ン

見
」
と
す
る
。〈
日
国
大
〉
は
「
た
め
み
る
（
矯
見
）」

に
、〈
延
〉「
入
道
腹
ヲ
立
、『
何
ニ
己
等
ハ
一
度
ナ
ラ
ズ
二
度
ナ
ラ
ズ
浄
海
ヲ
バ

タ
メ
ミ
ル
ゾ
」（
巻
四
―
一
一
七
ウ
）、〈
盛
〉
巻
十
九
「
両
目
ニ
テ
ハ
睨
、
片
目

ニ
テ
ハ
睨
、
立
上
テ
ハ
睨
、
サ
シ
ウ
ツ
ブ
キ
テ
ハ
睨
、（
中
略
）
文
覚
ハ
遙
ニ
加

様
ニ
タ
メ
見
テ
」（
3
―
一
八
三
頁
）
を
引
い
て
、「
い
ろ
い
ろ
の
方
角
か
ら
注
意

し
て
見
る
。
う
か
が
い
見
る
。
ね
ら
い
見
る
」
意
と
す
る
。
こ
こ
で
も
清
盛
は
、

「（
重
盛
が
）
入
道
に
対
し
て
あ
れ
こ
れ
と
様
子
を
伺
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
疑
っ
て
い
る
。
な
お
、「
矯
」
は
〈
名
義
抄
〉
に
「
ア
サ
ム
ク
」（
僧
中
三
二
）

な
ど
と
も
あ
り
、〈
近
〉
は
「
あ
さ
む
き
見
よ
」
と
読
ん
だ
か
。

　
○
「
今
始
テ

小
松
殿
、
左
様
ノ
軽
々
敷
御
事
有
ベ
シ
ト
不
存
。
院
宣
ト
テ
軍
兵
ノ
中
ニ
御
披
露

有
シ
ハ
、
一
定
ノ
事
ニ
コ
ソ
」　
疑
う
清
盛
に
対
し
て
、
家
貞
が
、
重
盛
が
欺
い

た
り
な
ど
す
る
は
ず
は
無
い
と
反
論
す
る
。
家
貞
も
当
然
今
回
の
こ
と
は
重
盛
の

方
便
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
清
盛
と
重
盛
の
双
方
に
忠
実
に
仕
え
て
き

た
家
貞
が
、完
全
に
重
盛
の
指
示
を
守
っ
て
忠
義
を
尽
く
し
て
い
る
。「
今
に
な
っ

て
重
盛
殿
が
、
そ
の
よ
う
な
（
清
盛
を
欺
く
よ
う
な
）
軽
々
し
い
こ
と
を
さ
れ
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
院
宣
と
し
て
軍
兵
た
ち
の
間
に
ご
披
露
が
あ
っ
た
の
は
間
違

い
な
い
こ
と
で
す
」
の
意
。
　
○
入
道
大
ニ
歎
給
テ
イ
ハ
レ
ケ
ル
ハ
、「
家
貞
、

貞
能
、
慥
ニ
承
レ
。
昨
日
申
シ
様
ニ
出
家
入
道
ノ
身
也
。
余
年
日
数
少
シ
。
内
府

ニ
奉
譲
世
ヌ
ル
上
ハ
、
向
後
ハ
物
ニ
イ
ロ
ヒ
申
事
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
院
宣
ノ
御
返

事
モ
ヨ
キ
様
ニ
可
被
奏
聞
。
ト
モ
角
モ
相
計
ハ
レ
ン
ニ
コ
ソ
奉
随
ラ
メ
」
ト
　
重

盛
の
言
動
を
疑
っ
た
清
盛
で
あ
っ
た
が
、
忠
臣
で
あ
る
家
貞
・
貞
能
が
間
違
い
な

い
と
言
う
か
ら
に
は
信
じ
る
他
な
か
っ
た
。「
昨
日
申
し
た
よ
う
に（
こ
の
清
盛
は
）

出
家
し
た
身
で
あ
る
。
余
命
も
短
い
。
重
盛
に
家
督
を
譲
っ
た
か
ら
に
は
、
今
後

は
（
重
盛
の
す
る
こ
と
に
）
口
出
し
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
院
宣

へ
の
返
事
も
（
重
盛
か
ら
）
よ
い
よ
う
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
も
か
く
、

（
重
盛
が
）
お
考
え
に
な
る
こ
と
に
従
い
申
し
上
げ
る
」
旨
を
回
答
す
る
。
前
節

で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
清
盛
の
言
動
に
つ
い
て
、〈
延
〉
は
簡
略
で
、〈
屋
・

覚
・
中
〉
は
貞
能
を
前
に
動
揺
す
る
の
み
で
あ
る
。
清
盛
が
重
盛
に
対
し
て
何
ら

か
の
弁
明
を
す
る
の
は
〈
闘
・
長
〉。〈
闘
〉
で
は
貞
能
を
介
し
て
、「
実
争
可
奉

流
君

を（
一
）

申
二

一
旦

（
ノ
）

の

恨
コ
ソ

一

候
雖
レ

然
右
様

に

被
諫
（
一
）

之
上
者
争
可
有
其
義
（
一
）

乎
自

今
以
後
左
右
不
可
背
内
府

か

之
計

を（
一
）

善
悪
御
坐
レ

此
に

能
能
可
申
合
（
一
）

事
侍
（
実

に
は
争
か
君
を
ば
流
し
奉
る
べ
き
。
一
旦
の
恨
み
を
こ
そ
申
し
候
へ
。
然
り
と
雖

も
右か

様
に
諫
め
ら
れ
し
上
は
、
争
か
其
の
義
有
る
べ
け
ん
や
。
自
今
以
後
は
、
左と

も
右か

く

も
、
内
府
が
計
ひ
を
背
く
べ
か
ら
ず
。
善
悪
此
れ
に
御
坐
せ
ば
、
能
く
能
く

申
し
合
は
す
べ
き
事
侍
り
。
一
下
―
二
〇
オ
）」
と
あ
り
、〈
長
〉
で
は
忠
度
を
介

し
て
、「
此
ほ
ど
世
中
し
づ
か
な
ら
ね
ば
、法
皇
を
暫
鳥
羽
殿
に
を
き
ま
い
ら
せ
て
、
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世
を
し
づ
め
ん
と
す
れ
ば
、
嫡
子
に
捨
ら
る
ゝ
こ
そ
か
な
し
け
れ
。
老
て
子
に
す

て
ら
る
ゝ
は
、朽
木
の
枝
な
き
に
こ
そ
。
院
参
に
を
い
て
は
思
と
ゞ
ま
り
候
い
ぬ
。

自
今
以
後
は
、
内
府
の
は
か
ら
ひ
申
さ
れ
ん
事
を
ば
、
一
切
背
ま
じ
き
ぞ
。
き
と

立
寄
給
へ
。
な
に
事
も
申
承
べ
し
」（
1
―
一
七
五
頁
）
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
速

や
か
に
法
皇
の
配
流
（
あ
る
い
は
幽
閉
）
を
撤
回
し
、
今
後
は
重
盛
の
考
え
に
は

背
か
な
い
と
完
全
な
敗
北
を
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
〈
盛
〉
と
同
じ
。
　
○

「
曳
、
去
バ
ト
ク
還
リ
行
テ
、
此
由
ヲ
申
ベ
シ
」
ト
宣
ヘ
バ
、
二
人
ノ
者
共
ハ
、「
守

護
ニ
候
ベ
シ
ト
ノ
仰
也
。
別
ノ
御
使
ヲ
以
テ
可
被
仰
ヤ
候
ラ
ン
」
ト
申
　
清
盛
は

家
貞
・
貞
能
に
対
し
て
、
重
盛
の
も
と
に
戻
っ
て
自
身
の
言
葉
を
伝
え
る
よ
う
に

命
じ
る
が
、
こ
こ
で
も
二
人
は
「
清
盛
を
守
護
せ
よ
」
と
の
重
盛
の
命
を
重
ん
じ

る
。
こ
こ
で
は
徹
底
し
て
、
二
人
が
清
盛
で
は
な
く
重
盛
に
従
う
姿
が
描
写
さ
れ

る
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

上
横
手
雅
敬
「
小
松
殿
の
公
達
に
つ
い
て
」（
安
藤
精
一
先
生
退
官
記
念
会
編
『
和
歌
山
地
方
史
の
研
究
』
宇
治
書
店
一
九
八
七
・
6
）

＊ 

岡
田
三
津
子
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
人
物
造
型
―
平
家
貞
・
貞
能
の
場
合
を
中
心
と
し
て
―
」（
中
世
文
学
三
二
号
、
一
九
八
七
・
5
）

＊ 

佐
伯
真
一
「「
将
軍
」
と
「
朝
敵
」
―
『
平
家
物
語
』
を
中
心
に
―
」（
軍
記
と
語
り
物
二
七
号
、
一
九
九
一
・
3
。『
平
家
物
語
遡
源
』
若
草
書
房
一
九
九
六
・
9
再
録
。

引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

佐
々
木
紀
一
「
小
松
殿
の
公
達
の
最
後
」（
国
語
国
文
一
九
九
八
・
1
）

＊ 

髙
橋
昌
明
「
平
家
家
人
制
と
源
平
合
戦
」（
軍
記
と
語
り
物
三
八
号
、
二
〇
〇
二
・
3
。『
平
家
と
六
波
羅
幕
府
』
東
京
大
学
出
版
会
二
〇
一
三
・
2
再
録
。
引
用
は
後
者

に
よ
る
）

＊ 

永
井
義
憲
「
平
家
物
語
と
観
音
信
仰
」（『
日
本
仏
教
文
学
研
究
』
古
典
文
庫
一
九
五
七
・
3
。『
日
本
仏
教
文
学
研
究
　
第
一
集
』
豊
島
書
房
一
九
六
六
・
10
再
録
。
引

用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

羽
原
彩
「『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
け
る
将
軍
交
替
の
文
脈
―
「
日
本
ノ
将
軍
」
清
盛
を
中
心
に
―
」（
文
学
二
〇
〇
七
・
11
）

＊ 

水
原
一
「
小
松
寺
の
記
―
平
家
物
語
周
辺
伝
説
を
さ
ぐ
る
―
」（
駒
沢
短
大
国
文
三
号
、
一
九
七
三
・
3
）

　
入
道
ノ
仰
ニ
ハ
、「
只

1

急
い
そ
ぎ

帰
レ
。
我
一
人
イ
ヅ
ク
ヘ
カ
落
行
ベ
キ
。
是こ

れ

ニ
不
レ

働
「
四
〇
三

シ
テ

2

居ゐ
る

ベ
シ
」
ナ
ン
ド
、

3

様
々
怠
状
被
レ

申
ケ
リ
。
二
人

4

帰
テ
細

こ
ま
か

ニ
角か

く
5

ト

申
セ
バ
、
内
府

6

ハ
7

打
頷う

な
づ
き許

涙
グ
ミ

8

給
テ
、「
ヤ
ヲ
レ
家
貞
、
貞
能
ヨ
。
マ
コ
ト
ニ
ハ
勅
定
ナ
リ
ト
テ
モ
、
争
カ
父
ニ

9

向
ヒ
奉
テ

10

無
道
ノ
逆
罪
ヲ
ヽ
カ
ス
ベ
キ
。
只 

11

入
道
殿
違
勅
ノ
振
舞
ヲ
シ
ヅ
メ
奉
リ
、
天
下
ノ
煩
ヲ

12

止
と
ど
め
んト

ノ
方
便
ナ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
重
盛
カ
ヽ
ル
悪
人
ノ
子
ト

13

生
テ
、
五
逆
罪
ノ

14

一
ヲ
犯ぼ

ん

ス
ル

15

事
コ
ソ
悲
ケ
レ
。

イ
カ
ニ
ト
イ
ヘ
バ
、
子
ノ
身
ト
シ
テ
ハ
我
コ
ソ

16

何
度
モ
父
ノ
命め

い

ニ
ハ
随
奉
ベ
キ
ニ
、
今
父
ニ
向
ヒ
奉
リ
テ
御
心
ヲ

17

傷
奉
リ
、
御
怠
状
ヲ
セ
サ
セ
奉
ル
事
ノ
心
憂
サ
ヨ
」

ト
テ
、
ハ
ラ

く
ト
泣
キ
給
ヘ
バ
、
二
人
ノ
者
共
モ

18

鎧
ノ
袖

19

ヲ
ゾ
ヌ
ラ
シ
ケ
ル
。
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【
校
異
】
1
〈
静
〉「
忩イ
ソ
キ

」。
2
〈
近
〉「
ゐ
へ
し
な
と
」。
3
〈
近
〉「
や
う

く
に
」、〈
蓬
・
静
〉「
さ
ま

く
」。
4
〈
静
〉「
還カ

ヘ

り
て
」。
5
〈
静
〉「
ト
」
な
し
。
6
〈
蓬
〉

「
ハ
」
な
し
。
7
〈
蓬
・
静
〉「
打ウ

チ

領ウ
ナ

許ツ
キ

」。
8
〈
蓬
・
静
〉「
給
」
な
し
。
な
お
、〈
蓬
〉「
涙
く
み
て
」、〈
静
〉「
涙

ナ
ミ
タ

く
み
て
」。
9
〈
近
〉「
む
か
ひ
た
て
ま
つ
て
」、〈
蓬
・
静
〉

「
む
か
ひ
奉
り
て
」。
10
〈
近
〉「
ぶ
た
う
の
」、〈
蓬
・
静
〉「
無フ

道タ
ウ

の
」。
11
〈
蓬
〉「
入ニ

ウ

道タ
ウ

殿
の
」、〈
静
〉「
入
道
殿
の
」。
12
〈
近
〉「
と
ゝ
め
ん
と
の
」、〈
蓬
・
静
〉「
と
ゝ

め
ん
の
」。
13
〈
近
〉「
む
ま
れ
て
」、〈
蓬
〉「
生

ム
マ
レ

て
」、〈
静
〉「
生

ウ
マ
レ

て
」。
14
〈
近
〉「
ひ
と
つ
を
」。
15
〈
蓬
〉「
事
」
な
し
。
16
〈
近
〉「
い
く
た
ひ
も
」、〈
蓬
〉「
何イ

ク

度タ
ヒ

も
」、

〈
静
〉「
何
度タ

ヒ

も
」。
17
〈
近
〉「
や
ふ
り
た
て
ま
つ
り
」、〈
蓬
・
静
〉「

傷

イ
タ
マ
シ
メ

奉
り
」。
18
〈
近
〉「
よ
ろ
こ
ひ
の
」
と
し
、「
こ
」
に
見
せ
消
ち
。
19
〈
蓬
〉「
ヲ
」
な
し
。

【
注
解
】
○
入
道
ノ
仰
ニ
ハ
、「
只
急
帰
レ
　
以
下
、
前
節
か
ら
清
盛
と
家
貞
・
貞

能
の
会
話
が
続
く
。
こ
う
し
た
場
面
は
〈
盛
〉
の
独
自
箇
所
。〈
闘
〉
で
は
只
一

人
残
っ
た
貞
能
が
、〈
長
〉
で
は
只
一
人
清
盛
の
も
と
に
駆
け
つ
け
た
忠
度
が
清

盛
に
頼
ま
れ
て
す
ぐ
に
重
盛
邸
へ
赴
い
て
い
る
。〈
盛
〉
で
は
、
前
節
に
見
た
よ

う
に
、
家
貞
・
貞
能
は
重
盛
か
ら
「（
清
盛
を
）
先
守
護
シ
進
セ
ヨ
」
と
命
じ
ら

れ
て
西
八
条
に
来
て
お
り
、「
去
バ
ト
ク
還
リ
行
テ
、
此
由
ヲ
申
ベ
シ
」
と
の
清

盛
の
言
に
対
し
て
も
、「
守
護
ニ
候
ベ
シ
ト
ノ
仰
也
。
別
ノ
御
使
ヲ
以
テ
可
レ

被
レ

仰
ヤ
候
ラ
ン
」
と
別
の
使
者
を
立
て
る
べ
き
と
答
え
て
い
た
。
当
該
部
の
注
解
参

照
。
そ
れ
に
対
し
、
清
盛
は
も
う
一
度
二
人
に
対
し
、
小
松
殿
へ
帰
る
こ
と
を
命

じ
て
い
る
。〈
闘
・
長
・
盛
〉
以
外
の
他
本
は
そ
も
そ
も
清
盛
・
重
盛
間
で
の
使

者
の
往
来
を
描
か
ず
、当
該
場
面
が
な
い
。
　
○
我
一
人
イ
ヅ
ク
ヘ
カ
落
行
ベ
キ
。

是
ニ
不
働
シ
テ
居
ベ
シ
　「
御
自
害
モ
ヤ
ア
ラ
ン
ズ
ラ
ン
」
と
清
盛
の
自
害
を
憂

慮
し
た
重
盛
か
ら
清
盛
「
守
護
」
の
た
め
に
参
上
し
た
と
述
べ
た
家
貞
・
貞
能
に

対
し
、
そ
の
必
要
が
無
い
こ
と
を
説
く
清
盛
の
発
言
で
あ
る
。
西
八
条
は
「
少
モ

弓
馬
ニ
携
程
ノ
者
ハ
一
人
モ
ナ
カ
リ
ケ
リ
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
か
ら
、
清
盛

一
人
で
ど
こ
へ
落
ち
て
い
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、と
い
う
意
。「
働
く
」
は
「
か

ら
だ
を
動
か
す
。
動
く
」（〈
日
国
大
〉）
の
意
で
あ
り
、
こ
こ
（
西
八
条
）
か
ら

動
か
ず
に
い
よ
う
、と
い
う
こ
と
。

　
○
様
々
怠
状
被
申
ケ
リ

　「
怠た

い

状
じ
よ
う

」
は
「
古

代
・
中
世
、
罪
や
過
失
を
犯
し
た
者
が
そ
れ
を
認
め
て
差
し
出
す
謝
罪
状
。
お
こ

た
り
ぶ
み
」
を
い
い
、
後
に
「
過
ち
を
わ
び
る
こ
と
。
あ
や
ま
る
こ
と
」（〈
日
国

大
〉）
の
意
で
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
こ
で
も
清
盛
が
実
際
に
怠
状
を
書
い
た
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
謝
罪
の
言
葉
を
口
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
描
写
は
〈
盛
〉
の
み
。
　
○
二
人
帰
テ
細
ニ
角
ト
申
セ
バ
　
貞
能
・
家
貞
の
二

人
が
重
盛
の
も
と
に
帰
り
、
こ
の
よ
う
で
し
た
と
清
盛
の
伝
言
を
申
し
伝
え
た
と

こ
ろ
、
と
い
う
意
味
。〈
闘
〉「
貞
能
参
小
松
殿

に
て

（
一
）

申
此
由
（
一
）

者
（
貞
能
小
松
殿

に
参
つ
て
此
の
由
を
申
し
け
れ
ば
。
一
下
―
二
〇
ウ
）」、〈
長
〉「
薩
摩
守
馳
帰
て
、

此
よ
し
を
申
さ
れ
た
れ
ば
」（
1
―
一
七
六
頁
）と
、人
名
は
異
な
る
が
ほ
ぼ
同
様
。

　
○
内
府
ハ
打
頷
許
涙
グ
ミ
給
テ
　「
頷
許
」
は
、観
智
院
本
〈
名
義
抄
〉
に
「
領

許
　
ウ
ナ
ツ
ク
」（
仏
下
本
二
四
）
と
あ
る
よ
う
に
「
領
許
」
が
よ
い
（〈
本
全
釈
〉

一
一
―
一
五
〇
頁
「
信
西
打
領
許
テ
」
項
注
解
参
照
）。
現
に
底
本
に
は
、
巻
四

（
1
―
二
〇
六
頁
）
と
巻
三
十
一
（
4
―
四
二
〇
頁
）
の
表
記
は
「
打
領
許
」
で

あ
る
が
、
誤
り
の
「
打
頷
許
」
と
す
る
表
記
の
方
が
多
い
。
巻
六
（
1
―
四
〇
三

頁
）、
巻
十
五
（
2
―
四
五
三
頁
）、
巻
十
七
（
3
―
一
六
頁
）、
巻
三
十
九
（
5

―
四
九
九
頁
）、
巻
四
十
（
5
―
五
五
八
頁
）、
巻
四
十
七
（
6
―
四
三
三
頁
）
の

六
箇
所
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
、「
打
（
ウ
チ
）
ウ
ナ
ヅ
キ
」
等
、
片
仮
名
表
記
の

も
の
が
十
二
例
見
ら
れ
る
。
な
お
、「
頷
許
」
を
「
ヱ
ツ
ボ
（
笑
壺
）」
と
読
む
事

例
が
二
例
見
ら
れ
る
。
巻
十
三
「
佐
殿
ハ
手
洗
口
漱
テ
、是
（
注

：

以
仁
王
令
旨
）

ヲ
ウ
ケ
ト
ツ
テ
、
頷
許
入
テ
ゾ
御
座
ケ
ル
」（
2
―
三
一
八
頁
）、
巻
二
十
二
「
義
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澄
義
盛
小
坪
軍
ニ
打
勝
テ
三
浦
ニ
帰
、
軍
ノ
次
第
コ
マ

ぐ
ト
語
ケ
レ
バ
、
大

介
義
明
ヨ
ク

く
キ
キ
、ニ
コ
ト
笑
ヒ
頷
許
入
テ
」（
3
―
三
三
五
頁
）。〈
蓬
・
静
〉

は
、
校
異
7
に
見
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
「
領
許
」
と
記
す
（〈
近
〉
は
平
仮
名

表
記
）。
底
本
が
「
頷
許
」
と
記
す
の
は
、
字
体
の
相
似
に
よ
る
誤
写
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、二
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』（
尊
経
閣
本
）、十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
』

（
大
東
急
本
）、
二
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』（
天
理
本
）
は
「
頷
許
」
と
し
、
三
巻

本
『
色
葉
字
類
抄
』（
黒
川
本
）、七
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』（
尊
経
閣
本
）
は
「
領

許
」と
す
る（
い
ず
れ
も
ウ
・
畳
字
）。
両
字
体
が
通
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
か
。

〈
闘
〉「
重
盛
又
流
二

涙
波
羅
々
々

ト一

言
（
重
盛
又
涙
を
波は

羅ら

々
々
と
流
し
て
言

の
た
ま

ひ
け

る
は
。
一
下
―
二
〇
ウ
）」、〈
長
〉「
小
松
殿
、
袖
を
顔
に
を
し
あ
て
ゝ
、
は
ら

く
と
泣
給
。
い
と
久
あ
て
の
給
け
る
は
」（
1
―
一
七
六
頁
）
と
あ
っ
て
、〈
闘
・

長
〉
で
は
、
貞
能
な
い
し
忠
度
か
ら
清
盛
の
伝
言
を
聞
い
た
重
盛
は
、
ま
ず
涙
を

流
し
、
そ
の
後
に
言
葉
を
続
け
る
。〈
盛
〉
で
は
、
涙
ぐ
む
と
は
さ
れ
る
も
の
の
、

「
ハ
ラ

く
ト
泣
」
く
描
写
は
重
盛
の
発
言
後
に
あ
る
。
　
○
マ
コ
ト
ニ
ハ
勅
定

ナ
リ
ト
テ
モ
　
本
当
に
勅
定
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
の
意
。
前
節
で
家
貞
は
、
後

白
河
の
清
盛
追
討
の
院
宣
が
あ
っ
た
と
清
盛
に
報
告
し
て
い
た
（
家
貞
畏
テ
、

「『
可
有
御
院
参
之
由
、
仙
洞
依
被
聞
召
、
法
皇
大
ニ
驚
御
座
テ
、
勅
定
ニ
…
…
」

項
注
解
参
照
）。
そ
れ
は
こ
の
後
に
明
か
さ
れ
る
よ
う
に
方
便
だ
っ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
も
し
本
当
だ
っ
た
と
し
て
も
、
と
い
う
こ
と
。
後
白
河
の
院
宣
に

触
れ
な
い
〈
闘
・
長
〉
に
は
該
当
す
る
発
言
が
な
い
。

　
○
争
カ
父
ニ
向
ヒ
奉
テ

無
道
ノ
逆
罪
ヲ
ヽ
カ
ス
ベ
キ

　（
た
と
え
勅
定
が
あ
っ
た
と
し
て
も
）
ど
う
し
て

父
に
対
し
て
道
理
に
あ
わ
な
い
逆
罪
を
犯
す
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
れ

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
だ
、と
い
う
意
。「
逆
罪
」
に
付
い
て
は
次
々
項
注
解
参
照
。

　
○
只
入
道
殿
違
勅
ノ
振
舞
ヲ
シ
ヅ
メ
奉
リ
、
天
下
ノ
煩
ヲ
止
ト
ノ
方
便
ナ
リ
ト

云
ヘ
ド
モ
　〈
蓬
・
静
〉
の
「
入
道
殿
の
」
が
良
い
。
た
だ
清
盛
の
朝
廷
に
背
こ

う
と
す
る
振
る
舞
い
を
な
だ
め
申
し
上
げ
、
天
下
の
災
い
を
止
め
る
た
め
の
方
便

で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
の
意
。
前
節
で
家
貞
が
清
盛
に
説
明
し
て
い
た
後
白
河
か

ら
重
盛
へ
の
院
宣
は
重
盛
の
方
便
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
　
○
重
盛

カ
ヽ
ル
悪
人
ノ
子
ト
生
テ
、五
逆
罪
ノ
一
ヲ
犯
ス
ル
事
コ
ソ
悲
ケ
レ
　「
五
逆
罪
」

は
、
人
倫
や
仏
道
に
逆
ら
う
五
種
の
極
悪
罪
を
い
い
、
犯
せ
ば
無
間
地
獄
に
堕
ち

る
と
さ
れ
た
。「
五
無
間
業
」
と
も
い
う
。
殺せ

つ

母も

（
母
を
殺
す
）・
殺せ

つ

父ぷ

（
父
を
殺

す
）・
殺せ

つ

阿
羅
漢
（
聖
者
を
殺
す
）・
出
仏
身
血
（
仏
身
を
傷
つ
け
出
血
さ
せ
る
）・

破
和
合
僧
（
教
団
を
破
壊
さ
せ
る
）
の
五
つ
を
挙
げ
る
も
の
が
最
も
著
名
（『
岩

波
仏
教
辞
典
』）。
重
盛
の
場
合
、
清
盛
を
追
討
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
「
殺
父
」
に

あ
た
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
次
項
に
お
い
て
説
明
さ
れ
る
。〈
闘
〉

に
も
「
我
適
乍
受
人
界

に

生
を（

一
）

成
二

彼
ル

悪
人

の

子
と一

併
作
罪
業

を（
一
）

悲
（
我

適
た
ま
た
ま

人
界

に
生
を
受
け
な
が
ら
、
彼か

か

る
悪
人
の
子
と
成
り
て
、
併
せ
て
罪
業
を
作
る
悲
し
さ

よ
。
一
下
―
二
〇
ウ
）」
と
あ
り
、〈
盛
〉
と
同
趣
旨
の
発
言
が
あ
る
。〈
長
〉
に
は
、

悪
人
の
子
で
あ
る
が
故
に
逆
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
歎
き
は
描
か
れ
な

い
。
な
お
、〈
延
〉
に
も
、
同
文
で
は
な
い
が
五
逆
罪
に
思
い
悩
む
重
盛
の
思
い

が
記
さ
れ
て
い
る
。「『
君
打
勝
セ
給
候
ハ
ヾ
、
彼
保
元
ノ
例
ニ
任
テ
、
重
盛
五
逆

罪
ノ
一
分
犯
シ
候
ヌ
』
ト
覚
候
コ
ソ
、
兼
テ
心
憂
ク
覚
候
ヘ
」（
巻
二
―
四
六
オ

～
四
六
ウ
）。
　
○
イ
カ
ニ
ト
イ
ヘ
バ
、
子
ノ
身
ト
シ
テ
ハ
我
コ
ソ
何
度
モ
父
ノ

命
ニ
ハ
随
奉
ベ
キ
ニ
、
今
父
ニ
向
ヒ
奉
リ
テ
御
心
ヲ
傷
奉
リ
、
御
怠
状
ヲ
セ
サ
セ

奉
ル
事
ノ
心
憂
サ
ヨ
」
ト
テ

　「
イ
カ
ニ
ト
イ
ヘ
バ
」
は
何
が
「
逆
罪
」
に
あ
た

る
の
か
と
い
う
と
、
と
い
う
意
味
。
重
盛
は
、
子
と
し
て
父
の
命
に
従
わ
ず
、
逆

に
父
の
心
を
傷
つ
け
、
父
に
詫
び
を
述
べ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
「
五
逆
罪
ノ

一
」
に
あ
た
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
悪
人
の
子
と
し
て
生
ま
れ
て
し
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ま
っ
た
が
た
め
に
、（
善
行
の
た
め
に
は
）
父
に
背
か
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
結

果
的
に
父
に
逆
ら
う
罪
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
〈
盛
〉
の
重
盛
の
述
懐

で
あ
る
。
但
し
、
前
項
で
述
べ
た
と
お
り
、「
逆
罪
」
は
通
常
、
父
に
逆
ら
う
罪

で
は
な
く
、
父
を
殺
す
罪
を
指
す
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
解
釈
を
ず
ら
し
て
い
る

と
言
え
る
。
そ
れ
は
〈
闘
〉
も
同
様
で
、「
子
逢
親

ニ一
に

可
申
（
二
）

対
望
（
一
）

我
乍
レ

子

被
（
レ
）

対
（
二
）

望
親
（
一
）

事
過
（
レ
）

此
逆
罪
有
レ

何
乎
（
子
は
親
に
逢
ひ
て
は
対
望
申

す
べ
き
に
、
我
は
子
な
が
ら
親
に
対
望
せ
ら
れ
ん
事
、
此
に
過
ぎ
た
る
逆
罪
何
か

有
ら
ん
や
。
一
下
―
二
〇
ウ
）」
と
あ
り
、〈
盛
〉
に
近
い
文
章
構
成
で
、
同
趣
旨

の
発
言
が
あ
る
。「
対
望
」
は
、〈
名
義
抄
〉
に
「
対
」
に
「
コ
タ
フ
」（
法
下

一
四
四
）
が
あ
り
、
子
は
親
に
対
し
て
は
、
親
の
望
み
に
応
え
る
べ
き
で
あ
る
の

に
の
意
に
と
れ
る
が
、〈
長
〉
の
西
八
条
邸
で
の
貞
能
の
言
に
「
御
子
も
御
子
に

こ
そ
よ
ら
せ
給
候
へ
。
な
に
か
く
る
し
く
候
べ
き
。
御
退
望
候
て
、
御
中
を
な
を

ら
せ
ま
し

く
候
へ
か
し
と
こ
そ
存
候
へ
」（
1
―
一
七
五
頁
）
と
あ
り
、「
御

退
望
候
て
」
は
「
願
望
を
ひ
き
さ
げ
て
仲
直
り
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
」（『
長
門
本

平
家
物
語
の
総
合
研
究
』
一
―
二
三
五
頁
）
と
解
さ
れ
て
い
る
。〈
闘
〉
の
「
対
望
」

は
こ
の
「
退
望
」
の
誤
り
か
。〈
長
〉
は
、
本
箇
所
に
該
当
す
る
部
分
を
「
を
ろ

か
な
る
親
に
も
し
た
が
ふ
は
、
能よ

き

子
な
り
。
入
道
殿
、
い
か
に
を
ろ
か
に
わ
た
ら

せ
給
と
も
、
其
子
な
れ
ば
、
し
た
が
ひ
奉
べ
き
に
て
こ
そ
あ
れ
ど
も
、
君
を
な
や

ま
し
奉
事
の
か
な
し
さ
に
、
君
を
守
護
し
奉
ら
ん
と
す
れ
ば
、
い
か
に
も
し
た
が

ひ
奉
べ
き
重
盛
に
、
父
の
御
身
と
し
て
、
還
て
順
給
事
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。
仏
神

の
い
か
に
お
ぼ
し
め
す
ら
ん
（
愚
か
な
る
親
に
も
従
う
の
は
、
良
い
子
で
あ
る
。

入
道
殿
（
清
盛
）
が
ど
ん
な
に
愚
か
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
も
、
私
は
そ
の
子
で
あ

る
か
ら
、
従
い
申
す
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
父
が
君
を
お
悩
ま
し
す
る
こ
と
が

悲
し
い
た
め
、
君
を
お
守
り
申
し
上
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
で
も
父
に

従
い
申
す
べ
き
重
盛
に
、
父
の
御
身
と
し
て
、
逆
に
子
の
私
に
従
い
な
さ
る
こ
と

が
哀
れ
で
あ
る
。
仏
神
は
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
お
思
い
で
あ
ろ
う
か
）」（
1

―
一
七
六
頁
）
と
し
、
ど
の
よ
う
に
愚
か
な
父
で
あ
っ
て
も
子
は
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
父
清
盛
が
ど
ん
な
に
愚
か
で

あ
っ
て
も
従
う
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
君
を
お
守
り
す
る
た
め
に
は
父
に
従
う
こ
と

は
で
き
ず
、
か
え
っ
て
父
を
自
分
に
従
わ
せ
る
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆

い
て
い
る
。〈
長
〉
で
の
清
盛
は
「
御
怠
状
」
云
々
の
発
言
は
し
て
お
ら
ず
、
清

盛
は
忠
度
を
介
し
て
重
盛
に
「
自
今
以
後
は
内
府
の
は
か
ら
ひ
申
さ
ん
事
を
ば
、

一
切
背
ま
じ
き
ぞ
」（
1
―
一
七
五
頁
）
と
伝
え
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
。〈
長
〉
は

そ
の
箇
所
と
本
箇
所
が
対
応
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、〈
長
〉
で
は
、
長
文
で
、
父

と
君
と
の
板
挟
み
に
な
る
苦
悩
を
語
り
、「
た
ゞ
も
と
ゞ
り
を
き
り
、
山
野
に
ま

じ
は
り
、
後
生
菩
提
の
勤
よ
り
外
、
他
事
候
ま
じ
」（
1
―
一
七
六
頁
）
と
出
家

の
思
い
ま
で
を
口
に
す
る
。〈
早
（
黒
）〉「
傷
」
の
付
訓
、「
イ
タ
メ
」。
　
○
ハ

ラ

く
ト
泣
キ
給
ヘ
バ
、
二
人
ノ
者
共
モ
鎧
ノ
袖
ヲ
ゾ
ヌ
ラ
シ
ケ
ル
　
こ
こ
で

〈
盛
〉は
重
盛
の
涙
を
描
き
、心
中
を
察
し
た
家
貞
・
貞
能
の
涙
に
も
触
れ
る
。〈
闘
〉

に
は
「
涙
不
掻
敢
（
一
）

泣
玉

一
門
人
人

并

侍
共
莫
（
レ
）

不
（
二
）

皆
流
（
レ
）

涙
を（

一
）（
涙
も
掻

き
敢
へ
ず
泣
き
た
ま
へ
ば
、一
門
の
人
人
并
び
に
侍
共
、皆
涙
を
流
さ
ぬ
は
莫
し
。

一
下
―
二
〇
ウ
）」と
一
門
の
人
々
も
皆
泣
い
た
と
す
る
近
似
の
描
写
が
あ
る
が
、

〈
闘
〉
で
は
、
清
盛
の
元
に
帰
参
し
た
貞
能
が
重
盛
の
言
を
伝
え
、
清
盛
が
成
親

の
処
刑
・
法
皇
の
遠
流
を
思
い
と
ど
ま
っ
た
と
す
る
次
の
描
写
が
あ
る
。「
重
盛

承
此
仰
（
一
）

御
返
事
畏
承
候
畢
左
様
思
（
二
）

食
（
三
）

留
院
参
（
一
）

候
之
上
争
可
（
レ
）

奉
（
下
）

乖ソ
ム
キ（

レ
）

仰
候
上

乎
又
何
事

モ

明
日
謐
令
（
二
）

参
上
（
一
）

可
（
二
）

申
承
一

候
ト

申
給

ケ
リ

入
道 

驚
二

此
事
共
一

可
キレ

剪
ル二

大
納
言

ノ

頚
ヲ一

事
モ
被
打
置
（
一
）

可
レ

奉
レ

流
二

法
皇

ヲ一

事
モ

被
（
玉
ヌ
）

（
二
）

思
留
一

矣
（「
重
盛
、
此
の
仰
せ
を
承
り
、
御
返
事
畏
つ
て
承
り
候
ひ
畢
ん
ぬ
。
左
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（
四
〇

）

様
に
院
参
を
思
し
食
し
留
ま
ら
せ
候
ふ
上
は
、争
か
仰
せ
に
乖
き
奉
り
候
ふ
べ
き
。

又
何
事
も
明
日
、謐

の
ど
や

か
に
参
上
せ
し
め
申
し
承
る
べ
く
候
ふ
」と
申
し
給
ひ
け
り
。

入
道
此
の
事
共
に
驚
き
て
、
大
納
言
の
頸
を
剪
る
べ
き
事
も
打
ち
置
か
れ
て
、
法

皇
を
流
し
奉
る
べ
き
事
も
思
ひ
留
ま
ら
れ
た
ま
ひ
ぬ
。
一
下
―
二
〇
ウ
）」。〈
長
〉

に
は
、「
薩
摩
守
馳
帰
て
、
此
よ
し
を
申
さ
れ
た
れ
ば
、
入
道
殿
是
を
聞
て
、
は

づ
か
し
き
に
つ
け
て
も
、よ
き
に
つ
け
て
も
、さ
し
も
邪
見
に
ま
し
ま
し
け
る
が
、

す
み
ぞ
め
の
袖
を
ぞ
し
ぼ
ら
れ
け
る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
を
く
ぢ
な
く
ぞ
見
ら

れ
け
る
。
扨
、
小
松
殿
は
、
西
八
条
殿
へ
入
せ
給
て
こ
そ
、
御
中
は
和
平
し
給
け

れ
」（
1
―
一
七
六
頁
）
と
、重
盛
の
言
を
承
け
て
忠
度
が
清
盛
の
元
に
帰
参
し
、

そ
の
内
容
を
伝
え
た
結
果
、
清
盛
が
涙
す
る
場
面
が
続
く
。〈
盛
〉
は
〈
闘
・
長
〉

と
は
異
な
り
、
重
盛
か
ら
家
貞
・
貞
能
を
使
者
と
し
て
派
遣
し
て
お
り
、
清
盛
の

も
と
へ
帰
参
す
る
場
面
は
な
い
。
ま
た
、
前
掲
「
内
府
ハ
打
頷
許
涙
グ
ミ
給
テ
」

項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、こ
こ
で
重
盛
が
「
ハ
ラ

く
ト
泣
」
様
子
は
、〈
闘
・
盛
〉

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
貞
能
・
忠
度
に
対
す
る
重
盛
の
発
言
の
前
に
見
ら
れ
る
。〈
闘
〉

「
重
盛
又
流
二

涙
波
羅
々
々

ト一

言
（
重
盛
又
涙
を
波は

羅ら

々
々
と
流
し
て
言

の
た
ま

ひ
け
る
は
。

一
下
―
二
〇
ウ
）」、〈
長
〉「
小
松
殿
、
袖
を
顔
に
を
し
あ
て
ゝ
、
は
ら

く
と

泣
給
。
い
と
久
あ
て
の
給
け
る
は
」（
1
―
一
七
六
頁
）。

　
其
後

1

大
臣
ハ

2

軍
兵
等
ニ
仰
ラ
レ
ケ
ル
ハ
、「
日
比
ノ
契
約
タ
ガ
ヘ
ズ
、
下
知
ニ

3

随
テ
馳
参
リ
、
聞

「
四
〇
四

伝
テ
参
上
ノ
条
、
返
々

4

神し
ん

妙べ
う

。
聞
召
ス
事
ア
リ
テ
被
レ

仰

タ
リ
ツ
レ
ド
モ
、
其
事
聞
ナ
ヲ
シ
ツ
、
僻
事
ニ
ア
リ
ケ
リ
。
ト
ク

く
罷
帰
ベ
シ
。
但
今
度

5

別
ノ
事
ナ
ケ
レ
バ
ト
テ
、
後
々
ノ
催
促
ニ
悠
々
ヲ
存
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
。
タ
ト
ヒ

事
無
シ
ト
云い

ふ

ト
モ
、

6

何
度
モ
可
レ

随
二

下
知
一

也
。
終
ニ
ハ
御
用
ニ
叶
フ
ベ
シ
。

7

猿
様
ニ
異
国
ノ
幽
王
ニ
ア
リ
キ
。

8

度
々
ノ
御
召め

し

ニ
9

事
ナ
ケ
レ
バ
ト
テ
、

10

官
兵

11

後
日

ノ
催

も
よ
ほ
しニ

参
ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
ツ
イ
ニ
国
ヲ

12

ホ
ロ
ボ
シ
ケ
リ
。
其
コ
ヽ
ロ
ア
ル
ベ
シ
」
ト
ゾ
仰
ケ
ル
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
お
と
ゝ
は
」。
2
〈
近
〉「
く
ん
ひ
や
う
ら
に
」、〈
蓬
〉「
軍ク

ン

兵
ヒ
ヤ
ウ

等ト
ウ

に
」。
3
〈
近
〉「
し
た
か
つ
て
」、〈
蓬
〉「
随

シ
タ
カ
イて

」、〈
静
〉「
随

シ
タ
カ
ツて

」。
4
〈
近
〉「
し

ん
へ
う
な
り
」、〈
蓬
〉「
神シ

ン

妙ヘ
ウ

也
」。
5
〈
近
〉「
べ
ち
の
事
」、〈
蓬
〉「
別ヘ

チ

の
事
」、〈
静
〉「
別
事
」。
6
〈
近
〉「
い
く
た
び
も
」、〈
蓬
〉「
何イ

ク
タ
ヒ度

も
」。
7
〈
近
〉
合
点
あ
り
。

行
の
冒
頭
に
「
ゆ
う
わ
う
ほ
う
じ
ほ
う
火
」
を
傍
書
。
な
お
、「
さ
る
や
う
に
」。〈
蓬
・
静
〉「
ニ
」
な
し
。
な
お
、〈
蓬
〉「
さ
る
た
め
し
」、〈
静
〉「
さ
る
例

タ
メ
シ

」。
8
〈
蓬
〉

「
度タ

ヒ

々〳
〵

の
」。
9
〈
近
〉「
こ
そ
」。
10
〈
近
〉「
く
は
ん
へ
い
」、〈
蓬
〉「
官

ク
ワ
ン

兵
ヒ
ヤ
ウ

」、〈
静
〉「
官

ク
ワ
ン

兵ヘ
イ

」。
11
〈
近
〉「
ご
に
ち
の
」、〈
蓬
〉「
後コ

ニ

チ日
の
」。
12
〈
近
〉「
ほ
ろ
ぼ
し
け

り
け
り
」
と
し
、
最
初
の
「
け
り
」
に
見
せ
消
ち
。
頁
替
わ
り
に
よ
る
。〈
蓬
〉「
滅メ

ツ

し
け
り
」、〈
静
〉「
滅

ホ
ロ
ホ

し
け
り
」。

【
注
解
】
○
其
後
大
臣
ハ
軍
兵
等
ニ
仰
ラ
レ
ケ
ル
ハ

　
前
述
の
通
り
、
清
盛
・
重

盛
間
で
の
使
者
（〈
闘
〉
貞
能
、〈
長
〉
忠
度
、〈
盛
〉
家
貞
・
貞
能
）
の
や
り
取

り
を
挟
ま
な
い
諸
本
で
は
、
人
々
が
重
盛
の
元
に
参
集
し
、
周
囲
か
ら
人
の
い
な

く
な
っ
た
清
盛
が
後
白
河
へ
の
武
力
行
使
を
断
念
す
る
描
写
、
盛
国
が
小
松
殿
に

参
集
し
た
兵
の
着
到
を
付
け
る
場
面
に
続
け
て
、
前
節
の
重
盛
の
発
言
と
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
、〈
延
〉「
内
大
臣
ハ
着
到
披
見
ノ
後
、
侍
共
ニ
対
面
シ
テ
宣
ケ
ル
ハ
」

（
巻
二
―
四
九
オ
～
四
九
ウ
）、〈
屋
・
覚
・
中
〉「
着

チ
ヤ
ク

到タ
ウ

披ヒ

見ケ
ン

の
後ノ

チ

、
大
臣
中
門
に

出
て
、

侍
サ
ブ
ラ
イ

共
に
の
給
ひ
け
る
は
」（〈
覚
〉
上
―
一
〇
一
頁
。〈
屋
・
中
〉
に
は

中
門
に
出
る
描
写
な
し
）
な
ど
と
、
こ
こ
に
重
盛
が
着
到
状
を
見
る
姿
が
描
か
れ

る
。〈
盛
〉
で
は
、
す
で
に
家
貞
・
貞
能
を
西
八
条
に
遣
わ
す
前
に
着
到
状
を
見
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（
四
一

）

て
い
た
（
1
―
四
〇
〇
頁
）。〈
闘
・
長
〉
は
、
着
到
を
つ
け
る
盛
国
の
姿
自
体
は

描
か
れ
な
い
が
、〈
長
〉
の
み
、
以
下
に
続
く
重
盛
の
発
言
（
故
事
引
用
含
む
）

の
あ
と
に
、「
着
到
披
露
あ
り
け
れ
ば
、『
二
万
七
千
三
百
余
騎
』
と
ぞ
し
る
し
た

る
」（
1
―
一
七
九
頁
）
と
あ
る
。〈
評
講
〉
は
、
重
盛
の
触
れ
に
応
じ
て
集
ま
っ

た
兵
士
に
向
か
い
、
幽
王
・
褒
姒
の
故
事
を
引
い
て
語
る
と
い
う
、
以
下
の
展
開

に
つ
い
て
、「
作
者
が
褒
姒
の
故
事
を
取
り
込
ん
で
、
物
語
の
中
の
人
物
で
あ
る

重
盛
の
口
を
通
し
て
語
ら
せ
よ
う
と
意
図
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
重
盛
が
こ
の

謀
略
を
企
て
た
こ
と
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
作
者
の
作
為
が
あ
り
、
そ
れ

が
文
学
と
し
て
は
か
え
っ
て
重
盛
と
い
う
人
物
の
価
値
を
減
殺
し
た
こ
と
に

な
っ
た
」（
上
―
二
三
六
頁
）と
論
じ
る
。
島
津
忠
夫
も「
こ
の
重
盛
の
挙
動
は
ま
っ

た
く
作
者
の
創
作
で
あ
り
、
褒
似マ

マ

の
話
か
ら
の
思
い
つ
き
に
過
ぎ
な
い
が
、「
教

訓
状
」
と
「
烽
火
之
沙
汰
」
を
繋
ぐ
と
こ
ろ
に
、最
初
か
ら
『
原
「
平
家
物
語
」』

作
者
の
構
想
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」（
一
八
一
頁
）
と
そ
の
創
作
性
を
指

摘
す
る
。
　
○
日
比
ノ
契
約
タ
ガ
ヘ
ズ
、
下
知
ニ
随
テ
馳
参
リ
、
聞
伝
テ
参
上
ノ

条
、
返
々
神
妙
　
こ
こ
で
ま
ず
重
盛
は
、
日
頃
の
契
約
通
り
、
自
分
の
も
と
へ
参

上
し
た
軍
兵
を
褒
め
る
。
契
約
は
、御
恩
と
奉
公
の
主
従
の
契
り
（〈
延
全
注
釈
〉

巻
二
―
二
一
八
頁
）。〈
延
・
長
〉
ほ
ぼ
同
文
。〈
屋
〉「
日
来
汝
等
重
盛
ニ
申
置
シ

詞
ノ
末
タ
ガ
ハ
ズ
シ
テ
、
加
様
ニ
参
タ
ル
コ
ソ
神
妙
ナ
レ
」（
一
六
五
頁
）。〈
覚
・

中
〉「
日
来ゴ

ロ

の
契ケ

イ
ヤ
ク約

を
た
が
へ
ず
参
り
た
る
こ
そ
神シ

ン

妙ベ
ウ

な
れ
」（〈
覚
〉
上
―

一
〇
一
頁
）
と
や
や
簡
略
。
た
だ
し
、〈
長
〉
は
こ
の
後
に
続
く
重
盛
に
よ
る
幽
王
・

褒
姒
の
故
事
引
用
後
に
も
、
重
複
し
て
同
趣
旨
の
言
葉
が
あ
る
。
次
々
々
項
注
解

参
照
。〈
闘
〉
は
「
各
（（

各
）

○

）
忩
参
神
妙
也
（
各
々
忩
ぎ
参
り
た
る
こ
そ
神
妙
な
れ
。

一
下
―
二
〇
ウ
）」
と
簡
略
に
兵
士
を
褒
め
る
の
み
で
、
そ
の
位
置
も
「
依
レ

聞
二

出
天
下

に

大
事

を
（
一
）

所
召
也
（
天
下
に
大
事
を
聞
き
出
だ
し
つ
る
に
依
つ
て
召
す
所

な
り
。
一
下
―
二
〇
ウ
）」
と
事
情
を
説
明
し
た
後
に
あ
り
、
他
本
と
順
序
が
異

な
る
。
　
○
聞
召
ス
事
ア
リ
テ
被
仰
タ
リ
ツ
レ
ド
モ
　
院
が
何
か
耳
に
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
て
、
兵
の
召
集
を
仰
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
の
意
。
前
節
で
、
家
貞
が

清
盛
に
「
可
有
御
院
参
之
由
、
仙
洞
依
被
聞
召
、
法
皇
大
ニ
驚
御
座
テ
、
勅
定
ニ

…
…
」（
1
―
四
〇
一
頁
）
と
説
明
し
て
い
た
よ
う
に
、〈
盛
〉
の
重
盛
は
、
清
盛

に
対
し
て
も
あ
く
ま
で
も
院
宣
に
よ
っ
て
行
動
し
た
の
だ
と
い
う
体
裁
を
守
っ

て
い
た
。
一
方
、〈
延
〉「
重
盛
不
思
議
ノ
事
ヲ
聞
出
タ
リ
ツ
ル
程
ニ
、
俄
ニ
カ
ク

ハ
催
シ
タ
リ
ツ
ル
ナ
リ
」（
巻
二
―
四
九
ウ
）、〈
長
〉「
重
盛
別
し
て
、
不
思
儀
を

聞
出
し
た
り
つ
る
程
に
、か
く
は
催
し
た
り
つ
れ
ど
も
」（
1
―
一
七
七
頁
）、〈
闘
〉

「
重
盛
依
レ

聞
二

出
天
下

に

大
事

を（
一
）

所
召
也
（
重
盛
天
下
に
大
事
を
聞
き
出
だ
し
つ

る
に
依
つ
て
召
す
所
な
り
。
一
下
―
二
〇
ウ
）」
は
い
ず
れ
も
、
重
盛
自
身
が
何

ら
か
の
「
不
思
議
（
思
い
が
け
な
い
こ
と
）」「
天
下
に
大
事
」
を
察
し
、
自
発
的

に
兵
を
召
集
し
た
と
述
べ
て
い
る
。〈
屋
・
覚
・
中
〉
で
は
、
こ
れ
以
降
の
事
情

を
説
明
す
る
重
盛
の
発
言
は
、重
盛
が
褒
姒
の
故
事
を
引
い
た
後
に
置
か
れ
る
が
、

や
は
り
そ
こ
に
「
重シ

ゲ

盛モ
リ

不フ

思シ

儀ギ

の
事
を
聞
出
し
て
召
し
つ
る
な
り
」（〈
覚
〉
上
―

一
〇
二
頁
）
と
あ
る
。
　
○
其
事
聞
ナ
ヲ
シ
ツ
、
僻
事
ニ
ア
リ
ケ
リ
。
ト
ク

く

罷
帰
ベ
シ
　〈
延
〉「
サ
レ
ド
モ
其
事
聞
ナ
ヲ
シ
ツ
。
僻
事
ニ
テ
有
ケ
リ
。
ト
ク

く
罷
帰
ラ
レ
ヨ
」（
巻
二
―
四
九
ウ
）、〈
長
〉「
そ
の
事
聞
な
を
し
つ
。
僻
事

に
あ
り
け
る
ぞ
。
い
そ
ぎ

く
帰
れ
」（
1
―
一
七
七
頁
）
と
ほ
ぼ
同
様
。〈
覚
〉

も
「
さ
れ
ど
も
其
事
聞
な
を
し
つ
。
僻ヒ

ガ

事
に
て
あ
り
け
り
。
と
う

く
帰
れ
」（
上

―
一
〇
二
頁
）
と
同
内
容
。〈
闘
〉
は
「
各
（（

各
）

○

）
忩
参
神
妙
也
雖
レ

然
聞
食
直
可

罷
帰
（
一
）（
各
々
忩
ぎ
参
り
た
る
こ
そ
神
妙
な
れ
。
然
り
と
雖
も
聞
こ
し
食
し
直
し

つ
。
罷
り
帰
る
べ
し
。
一
下
―
二
〇
ウ
）」
と
こ
こ
に
兵
士
た
ち
を
褒
め
る
言
を

挟
む
が
ほ
ぼ
同
様
。〈
盛
〉
の
重
盛
も
、前
々
段
で
盛
国
を
使
い
に
出
す
際
に
は
、
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（
四
二

）

「
重
盛
コ
ソ
別
シ
テ
天
下
ノ
大
事
ヲ
聞
キ
出
シ
タ
レ
、
我
ヲ
吾
ト
思
ハ
ン
者
共
ハ

急
ギ
参
レ
ト
被
催
タ
リ
」（
1
―
三
九
八
頁
）
と
兵
を
召
集
し
て
い
た
。
こ
こ
で

の
「
其
事
」
は
、
そ
れ
が
改
め
て
聞
い
た
結
果
、
間
違
い
で
あ
っ
た
た
め
、
す
ぐ

に
退
出
す
る
よ
う
に
、
と
下
知
し
た
の
で
あ
る
。
前
項
か
ら
主
語
が
変
わ
っ
て
い

る
が
、〈
盛
〉
の
本
文
は
、
後
白
河
の
院
宣
を
持
ち
込
ん
だ
た
め
に
、
や
や
乱
れ

た
形
に
な
っ
た
か
。
　
○
但
今
度
別
ノ
事
ナ
ケ
レ
バ
ト
テ
、
後
々
ノ
催
促
ニ
悠
々

ヲ
存
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
。
タ
ト
ヒ
事
無
シ
ト
云
ト
モ
、
何
度
モ
可
随
下
知
也
。
終
ニ
ハ

御
用
ニ
叶
フ
ベ
シ
　
今
回
は
参
集
し
て
も
意
味
が
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
た
と
え

空
振
り
に
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、
何
度
で
も
命
令
に
従
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
が

い
つ
か
本
当
に
役
に
立
つ
と
き
が
来
る
こ
と
を
念
を
押
し
て
い
る
。「
悠
々
ヲ
存

ズ
ベ
カ
ラ
ズ
」
は
、「
悠
々
」
は
「
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
て
い
る
さ
ま
」（〈
日

国
大
〉）
を
い
う
か
ら
、
悠
長
に
な
ど
と
愚
考
し
て
は
な
ら
な
い
、
の
意
。〈
盛
〉

は
、
褒
姒
説
話
を
記
し
た
後
、
再
度
「
内
大
臣
モ
此
意
ヲ
得
給
ケ
ル
ニ
ヤ
、『
今

度
事
無
ト
テ
、
後
日
ノ
催
シ
ニ
悠
々
ヲ
不
レ

存
』
ト
ハ
仰
セ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
」（
1
―

四
一
一
頁
）
と
記
す
。〈
闘
〉
は
「
但
向
後
重
盛
召
二

加
様

に一

有
トレ

不
レ

参
矣
（
但
し

向
後
も
重
盛
加
様
に
召
さ
ん
に
は
、参
ら
ぬ
こ
と
や
は
有
る
と
。一
下
―
二
〇
ウ
）」

と
同
趣
旨
。〈
延
〉は「
自
今
以
後
モ
是
ヨ
リ
催
ン
ニ
ハ
参
ベ
シ
、返
々
本
意
ナ
リ
』

ト
テ
皆
被
返
ケ
ル
ガ
」
と
、
一
旦
、
重
盛
は
言
葉
を
切
り
、
兵
士
達
を
返
そ
う
と

す
る
が
、「
又
宣
ケ
ル
ハ
、『
是
ニ
事
ナ
ケ
レ
バ
ト
テ
後
ニ
遅
参
有
ベ
カ
ラ
ズ
」（
巻

二
―
四
九
ウ
）
と
、
再
び
言
葉
を
継
ぎ
、
あ
ら
た
め
て
、
何
も
な
か
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
今
後
遅
参
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
伝
え
、
幽
王
褒
姒
の
故
事
を
引

く
。
こ
こ
ま
で
、〈
延
・
盛
〉
は
、
重
盛
は
、
①
兵
士
へ
の
ね
ぎ
ら
い
、
②
事
情
（
誤

報
）
の
説
明
、
③
退
出
を
促
す
発
言
、
④
今
後
の
戒
め
の
四
点
を
述
べ
、
そ
の
後
、

故
事
の
引
用
に
移
る
。〈
屋
・
覚
〉
は
①
兵
士
へ
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
の
あ
と
、

す
ぐ
故
事
引
用
に
入
り
、
②
～
④
は
故
事
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
回
の
召
集
が
誤
報
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
に
故
事

引
用
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
故
事
末
尾
に
い
た
る
ま
で
そ
の
引
用
意
図

が
見
え
な
い
。〈
中
〉
は
①
兵
士
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
、
④
今
後
の
戒
め
が
故
事

の
前
に
あ
り
、
②
・
③
だ
け
が
後
置
さ
れ
て
い
る
。〈
中
〉
の
形
で
も
兵
士
達
は

事
情
も
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
④
「
じ
こ
ん
い
ご
も
是
よ
り
め
さ
ん
に
は
、
か
く
の

ご
と
く
に
ま
い
る
べ
し
」（
上
―
一
〇
七
頁
）
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
不
自

然
さ
は
拭
え
な
い
。〈
長
〉
は
、
①
兵
士
を
ね
ぎ
ら
い
、
②
事
情
を
説
明
し
、
③

退
出
を
促
す
と
、
先
に
褒
姒
の
故
事
を
語
り
、
故
事
引
用
の
後
に
「
異
国
に
も
、

か
ゝ
る
た
め
し
あ
る
ぞ
と
よ
。
重
盛
別
し
て
、
大
事
を
聞
出
し
つ
る
間
、
あ
ひ
も

よ
ほ
し
た
る
に
、
①
時
を
か
へ
ず
、
各
馳
参
ず
る
条
、
返
々
神
妙
な
り
。
た
の
も

し
く
お
ぼ
ゆ
る
も
の
か
な
。
②
今
此
事
を
聞
な
を
し
つ
。
た
ゞ
今
事
な
け
れ
ば
と

て
、
努
々
幽
王
の
た
ぐ
ひ
に
し
た
が
ふ
事
な
か
れ
。
④
自
今
以
後
も
、
重
て
あ
ひ

催
事
あ
ら
ば
、
更
々
、
遅
々
あ
る
べ
か
ら
ず
。
③
い
そ
ぎ

く
帰
て
、
物
具
ぬ

ぎ
て
、
や
す
ま
れ
よ
』
と
て
、
兵
ど
も
を
ば
返
さ
れ
け
り
」（
1
―
一
七
八
～

一
七
九
頁
）
と
、
あ
ら
た
め
て
、
①
・
②
を
繰
り
返
し
、
さ
ら
に
故
事
を
踏
ま
え

て
④
今
後
の
行
動
へ
の
戒
め
を
伝
え
、
さ
ら
に
再
び
③
退
出
を
促
す
言
葉
が
挟
ま

れ
る
（
そ
の
後
、
着
到
状
を
見
る
）。
他
本
に
比
し
て
「
た
の
も
し
く
お
ぼ
ゆ
る

も
の
か
な
」「
物
具
ぬ
ぎ
て
、
や
す
ま
れ
よ
」
な
ど
、
兵
士
を
思
う
重
盛
の
姿
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。〈
闘
〉
は
②
・
①
・
③
の
順
で
発
言
が
あ
り
、
故
事
引
用
の

あ
と
、「
異
国

に

有
二

此
カ
ヽ
ル

様
シ一（（
其
様
ニ
）

○

）
今
度
召
（
二
）

各
（
ヲ
ノ
〳
〵
）

己
（
一
）

無
（
レ
）

事
後

ニ

有
レ

召
有
レ 

不
レ

参
雖
幾
度
（
一
）

可
随
召
（
一
）

返
返
仰
二

合
（
含
）

此
を（

一
）

被
返
（
一
）

矣
（
②
異
国
に
此か

か

る
様

た
め
シ 

有
り
。
其
の
様
に
今
度
各ヲ

ノ

己ヲ
ノ

を
召
し
つ
る
に
、
事
無
か
り
け
り
。
④
後
に
召
す 

こ
と
有
ら
ん
に
、
参
ら
ぬ
こ
と
や
は
あ
る
。
幾
度
と
雖
も
召
し
に
随
ふ
べ
し
。
一
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（
四
三

）

下
―
二
一
ウ
）」
と
再
度
②
・
④
を
繰
り
返
す
形
で
あ
る
。
な
お
〈
早
（
黒
）〉「
別

事
」。
校
異
5
参
照
。
　
○
猿
様
ニ
異
国
ノ
幽
王
ニ
ア
リ
キ
。
度
々
ノ
御
召
ニ
事

ナ
ケ
レ
バ
ト
テ
、
官
兵
後
日
ノ
催
ニ
参
ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
ツ
イ
ニ
国
ヲ
ホ
ロ
ボ
シ

ケ
リ
　〈
早
（
黒
）〉
は
、
冒
頭
に
前
文
に
続
く
符
号
を
記
し
た
上
で
「（
猿
）

様タ
メ
シ」（

校
異
7
参
照
）
と
し
、「
幽
王
ニ
ア
リ
キ
」
を
「
幽
王
ア
リ
キ
」
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
例
は
異
国
の
幽
王
に
あ
っ
た
と
す
る
。
当
該
句
は
前
文
に
続
く
の
が

本
来
の
形
。
こ
こ
で
重
盛
は
幽
王
・
褒
姒
の
故
事
に
言
及
す
る
。
他
本
で
は
重
盛

が
そ
の
故
事
内
容
を
詳
し
く
語
る
が
、〈
盛
〉
は
、
次
節
に
見
る
よ
う
に
本
文
か

ら
一
字
下
げ
し
て
、
そ
の
故
事
を
引
く
形
を
と
る
。
他
本
で
重
盛
が
故
事
の
話
者

と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
武
久
堅
が
、
延
慶
本
等
が
本
故
事
の
引
用
の
末

尾
に
「「
傾
城
」
の
読
み
に
つ
い
て
の
注
記
」・「「
后
」
の
後
日
譚
」・「「
化
け
狐
」

の
本
説
」
も
言
及
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
重
盛
の
、
侍
を
前
に
し
た
大
演
説
の

一
部
と
し
て
は
、
不
自
然
極
ま
り
な
い
こ
と
は
百
も
承
知
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

延
慶
本
の
作
者
は
説
話
の
ス
タ
イ
ル
を
優
先
さ
せ
て
、重
盛
の「
説
話
す
る
行
為
」

の
徹
底
し
た
姿
を
、
軍
記
物
語
に
お
け
る
説
話
の
活
用
の
さ
れ
方
の
一
つ
の
類
型

と
し
て
、
呼
び
集
め
た
侍
ど
も
を
前
に
復
元
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
」
と
評
し
、

さ
ら
に
「
説
話
す
る
重
盛
」
に
「
時
代
の
知
識
人
と
し
て
、
そ
の
全
体
像
が
造
型

さ
れ
て
い
る
」
と
見
る
（
一
二
四
頁
）。〈
闘
〉
も
〈
延
〉
と
同
様
の
形
だ
が
、〈
盛
〉

は
重
盛
の
語
り
か
ら
、
故
事
の
詳
細
を
一
字
下
げ
し
た
地
の
文
と
し
て
お
り
、
説

話
語
り
の
不
自
然
さ
は
解
消
さ
れ
て
い
る
が
、
重
盛
の
造
型
を
解
体
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。〈
長
〉
も
「
后
」
の
後
日
譚
は
重
盛
の
説
話
語
り
に
含
め
る
が
、「
傾

城
」
の
読
み
に
つ
い
て
の
注
記
、「
化
け
狐
」
の
本
説
に
該
当
す
る
部
分
は
地
の

文
化
し
て
お
り
（
1
―
一
七
九
頁
）、
不
自
然
さ
が
解
消
さ
れ
て
い
る
。〈
覚
〉
な

ど
に
、「
后
」
の
後
日
譚
以
外
が
見
ら
れ
な
い
の
も
、
不
自
然
さ
を
解
消
し
よ
う

と
し
た
結
果
と
も
い
え
る
。
幽
王
は
、
中
国
周
第
一
二
代
の
王
（
在
位
前
七
八
二

～
前
七
七
一
）
で
、
姓
名
姫き

涅で
つ

。
皇
后
、
太
子
を
廃
し
て
、
寵
姫
褒
姒
を
皇
后
に

し
、
そ
の
子
を
太
子
と
し
た
。
褒
姒
を
笑
わ
せ
る
た
め
、
た
び
た
び
平
時
に
烽
火

を
あ
げ
て
諸
侯
を
集
め
る
な
ど
放
恣
を
き
わ
め
、
犬
戎
の
力
を
借
り
た
外
戚
の
申

侯
に
殺
さ
れ
た
（〈
日
国
大
〉）
と
さ
れ
る
。
古
く
『
詩
経
』
小
雅
に
「
赫
赫
宗
周

　
褒
姒
烕
レ

之（
赫
赫
た
る
宗
周
　
褒
姒
之
を
烕
ぼ
せ
り
）」（
権
勢
盛
ん
な
宗
周
を
、

褒
姒
は
（
見
事
に
）
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。
明
治
書
院
・
新
釈
漢
文
大
系
『
詩
経
』

中
―
三
一
〇
頁
）
や
『
楚
辞
』
天
問
「
周
幽
誰
誅
　
焉
得
二

夫
褒
姒
一

（
周
幽
誰
を

か
誅
し
、
焉な

ん

ぞ
夫か

の
褒
姒
を
得
た
る
）」（
周
の
幽
王
は
誰
を
誅
罰
し
よ
う
と
し
、

ま
た
ど
う
し
て
か
の
身
を
亡
ぼ
す
因
と
な
っ
た
妖
婦
褒
姒
を
得
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
明
治
書
院
・
新
釈
漢
文
大
系
『
楚
辞
』
一
六
一
頁
）
に
褒
姒
に
よ
る
亡
国
説

が
見
え
る
。
次
段
以
降
、
そ
の
経
緯
が
詳
述
さ
れ
る
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

島
津
忠
夫
「
教
訓
状
・
烽
火
の
沙
汰
―
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
の
ひ
と
つ
の
覚
書
―
」（
国
語
国
文
一
九
八
〇
・
7
。『
島
津
忠
夫
著
作
集
第
十
巻

　
物
語
』
和
泉
書
院

二
〇
〇
六
・
10
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

武
久
堅
「
説
話
す
る
末
世
の
予
見
者
―
重
盛
伝
承
と
平
家
物
語
の
構
想
」（『
説
話
論
集

　
第
二
集
』
清
文
堂
出
版
一
九
九
二
・
4
。『
平
家
物
語
の
全
体
像
』
和
泉
書
院

一
九
九
六
・
8
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）
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『源平盛衰記』全釈（一九―巻六―3）

（
四
四

）

　
幽
王
褒
姒

1

烽
火

　
2

昔
異
国
ニ
周
ノ
幽
王
ト
云
シ
ハ
、
宣
王
ノ
子
也
。
位
ニ
付つ

き

給
テ
二
年
ト
云
フ
春
、3

山
川
大
ニ
震
動
セ
リ
。
于
レ

時
伯
陽
甫
ト
云
人
申
ケ
ル
ハ
、「
周
ス
デ
ニ
亡

ほ
ろ
び

ナ
ン
ト
ス
。

昔
伊
洛
竭つ

き

テ
夏

4

亡
、

5

河
竭
テ
商
亡
タ
リ
キ
。
国
ハ
カ
ナ
ラ
ズ

6

山
川
ニ
ヨ
ル
。
山

「
四
〇
五

崩
く
づ
れ

7

河
8

竭
ハ
亡ば

う

之
9

徴
也
。
川

10

竭
ト
キ
ハ

11

山
必

12

崩
。
周
ノ
亡
ン
事
十
年
ニ

ス
ギ
ジ
」
ト

13

被
レ

歎
ケ
ル
ニ
、
次
ノ
年
、
幽
王
美
人
ヲ
得
タ
リ
。
其
名
ヲ
褒
姒
ト
云
フ
。
イ
ツ
シ
カ
懐
妊
シ
テ
皇
子
誕
生
ア
リ
。
伯
服
ト
ゾ
云
ケ
ル
。
幽
王

14

ノ
本
ノ
后
ハ

15

申
候
ト
云
人
ノ
女む

す

メ
ナ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
彼
ヲ
ス
テ
ヽ
褒
姒
ヲ
后
ト
シ
、
伯
服
ヲ
太
子
ニ
立た

て

給
ヒ
ケ
レ
バ
、
世
ハ
既
ニ

16

亡ほ
ろ
びヌ

ト
ゾ
群
臣

17

歎
申
ケ
ル
。

【
校
異
】
1
〈
蓬
・
静
〉「
捧ホ

ウ
ク
ワ火

」。
2
〈
底
・
近
・
蓬
・
静
〉
以
下
「
可
二

相
尋
一

也
」
ま
で
一
字
下
げ
。
3
〈
近
〉「
さ
ん
せ
ん
」、〈
蓬
〉「
山サ

ン
セ
ン川

」。
4
〈
近
〉「
ほ
ろ
ふ
」、

〈
蓬
・
静
〉「
亡

ホ
ロ
ヒ

」。
5
〈
近
〉「
か
は
」、〈
蓬
・
静
〉「
河カ

」。
6
〈
近
〉「
さ
ん
せ
ん
に
」、〈
蓬
〉「
山サ

ン
セ
ン川

に
」。
7
〈
近
〉「
か
は
」、〈
蓬
〉「
河カ

ハ

」、〈
静
〉「
河カ

」。
8
〈
近
〉「
つ

く
る
は
」、〈
蓬
〉「
竭ツ

キ

は
」、〈
静
〉「
竭

ツ
ク
ル
ハは

」。
9
〈
近
〉「
て
う
な
り
」、〈
蓬
・
静
〉「
徴

シ
ル
シ

也
」。
10
〈
近
〉「
つ
く
る
」、〈
蓬
・
静
〉「
竭

ツ
ク
ル

」。
11
〈
蓬
〉「
必

カ
ナ
ラ
ス

山ヤ
マ

」、〈
静
〉「
必

山
」。
12
〈
近
〉「
く
つ
る
」、〈
蓬
〉「
崩

ク
ツ
レ

」、〈
静
〉「
崩

ク
ツ
ル

」。
13
〈
近
〉「
な
け
か
れ
け
る
に
」、〈
蓬
・
静
〉「
歎タ

ン

せ
ら
れ
け
る
に
」。
14
〈
蓬
〉「
ノ
」
な
し
。
15
〈
静
〉「
申シ

ン
コ
ウ侯

と
」。
16
〈
蓬
〉「
亡ヲ

ロ

ひ
ぬ
と
そ
」。
17
〈
近
〉「
な
け
き
申
け
る
」、〈
蓬
・
静
〉「
歎

ナ
ケ
キ

申
け
る
」。

【
注
解
】
○
幽
王
褒
姒
烽
火
　
こ
の
幽
王
褒
姒
の
故
事
は
、『
史
記
』
周
本
紀
、『
国

語
』
鄭
語
、『
呂
氏
春
秋
』
慎
行
論
・
疑
似
、『
列
女
伝
』
巻
七
・
孼げ
つ

嬖ぺ
い

伝
な
ど
に

見
え
る
。
日
本
で
は
、『
太
平
記
』「
君
不
レ

見
ヤ
、
殷
ノ
紂
王
ハ
妲
妃
ニ
迷
イ
テ

世
ヲ
乱
リ
、
周
ノ
幽
王
ハ
褒
姒
ヲ
愛
シ
テ
国
ヲ
傾
シ
事
ヲ
」（
巻
四
「
呉
越

師
イ
ク
（
サ
）

之
事
」・
勉
誠
社
『
玄
玖
本
太
平
記
一
』
二
四
ウ
）、
同
「
誠
ニ
褒ホ

ウ

姒ジ

一
ビ
笑
テ
幽

王
国
ヲ
傾
ケ
、
玉
妃
傍
ニ
媚
テ
玄
宗
世
ヲ
失
ヒ
給
ヒ
シ
モ
」（
巻
三
十
三
「
新
田

左
兵
衛
佐
義
興
自
害
之
事
」・
勉
誠
社
『
玄
玖
本
太
平
記
五
』
一
七
ウ
）
な
ど
、

傾
城
傾
国
の
故
事
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
が
、
そ
の
詳
細
な
全
容
を
掲
出
す
る
も

の
は
『
平
家
物
語
』
の
ほ
か
に
は
、『
唐
鏡
』（
古
典
文
庫
『
唐
鏡
　
本
文
篇
』

五
六
～
五
七
頁
）、『
榻
鴫
暁
筆
』（
中
世
の
文
学
二
四
五
頁
）
な
ど
が
あ
る
。『
榻

鴫
暁
筆
』
は
『
平
家
物
語
』
を
引
い
て
載
せ
た
も
の
。
ほ
か
に
『
新
楽
府
』
注
釈

書
類
に
「
古
塚
狐
」
の
注
釈
と
し
て
も
見
え
る
。〈
闘
・
長
〉
は
、
幽
王
が
褒
氏

国
を
亡
ぼ
し
た
際
に
、
そ
の
国
の
人
々
が
〈
長
〉「
千
年
へ
た
る
き
つ
ね
の
子
」

（
1
―
一
七
七
頁
）
を
有
験
の
僧
の
加
持
に
よ
っ
て
美
女
と
し
、
周
を
亡
ぼ
す
た

め
に
幽
王
の
元
に
送
り
込
ま
れ
た
と
す
る
、
褒
姒
出
生
ま
で
の
前
日
譚
を
語
っ
た

あ
と
に
、
幽
王
褒
姒
の
故
事
を
載
せ
る
。〈
盛
〉
は
幽
王
・
褒
姒
の
故
事
引
用
の

あ
と
に
、〈
闘
・
長
〉
と
は
異
な
り
、『
史
記
』
周
本
紀
や
『
国
語
』
鄭
語
、『
論
衡
』

異
虚
篇
な
ど
に
見
え
る
前
日
譚
を
「
或
説
云
」
と
し
て
引
く
（
た
だ
し
〈
盛
〉
は

褒
姒
を
亀
の
子
と
す
る
）。
幽
王
・
褒
姒
故
事
は
、『
平
家
物
語
』
諸
本
で
は
、〈
屋
・

覚
・
中
〉
は
比
較
的
簡
略
で
ほ
ぼ
同
内
容
だ
が
、〈
延
・
盛
〉
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独

自
性
が
強
い
箇
所
が
あ
る
。〈
闘
・
長
〉
は
独
自
の
点
も
あ
り
つ
つ
、
比
較
的
近

い
関
係
に
あ
る
。
　
○
昔
異
国
ニ
周
ノ
幽
王
ト
云
シ
ハ
、
宣
王
ノ
子
也
。
位
ニ
付

給
テ
二
年
ト
云
フ
春
、
山
川
大
ニ
震
動
セ
リ
　〈
早
（
黒
）〉「
別
行
　
低
書
」
と

す
る
。
校
異
2
参
照
。
こ
れ
は
『
史
記
』
周
本
紀
に
「
四
十
六
年
宣
王
崩
。
子
幽

王
宮

き
ゆ
う

涅で
つ

立
。
幽
王
二
年
、
西
周
三
川
皆
震
（
四
十
六
年
、
宣
王
崩
ず
。
子
幽
王

宮
き
ゆ
う

涅で
つ

立
つ
。
幽
王
二
年
、西
周
の
三
川
、皆
、震し

ん

す
）」（
新
釈
漢
文
大
系
『
史
記
』

一
―
一
九
三
～
一
九
四
頁
）
と
あ
る
内
容
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
と
と
も
に
、『
唐
鏡
』

に
も
「
第
十
二
ノ
主
ヲ
バ
、
幽
王
ト
申
キ
。
宣
王
ノ
御
子
也
。
位
ニ
即
給
テ
、
二

― 123 ―



名古屋学院大学論集

（
四
五

）

年
ト
云
春
、三山

カ

川
皆
震
動
ス
」（
五
六
頁
）
と
あ
る
。
た
だ
、「
山
川
」
は
、『
史
記
』

や
『
唐
鏡
』
は
「
三
川
」
と
す
る
（
な
お
、『
唐
鏡
』
は
、
古
典
文
庫
底
本
の
彰

考
館
文
庫
本
は
、「
三山

カ

川
」
と
す
る
が
、吉
田
幸
一
氏
蔵
本
・
内
閣
文
庫
蔵
本
は
「
三

川
」、
松
平
文
庫
蔵
本
は
「
山
川
」
と
す
る
。
古
典
文
庫
『
唐
鏡
　
校
異
篇
』

五
六
頁
）。「
西
周
即
ち
鎬
京
の
涇
水
・
渭
水
・
洛
水
の
三
つ
の
川
が
震
動
し
て
水

が
溢
れ
出
た
」（
新
釈
漢
文
大
系
一
―
一
九
五
頁
）
の
意
。
他
に
『
漢
書
』
五
行

志
下
之
上
に
も
見
え
る
。〈
盛
〉
は
、
こ
の
後
、
次
項
に
見
る
よ
う
に
、「
山
川
」

に
集
約
す
る
形
で
本
文
を
記
す
。〈
盛
〉の
本
文
は
、楊
暁
捷
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

一
見
し
て
、『
唐
鏡
』
に
か
な
り
近
く
、〈
盛
〉
が
『
唐
鏡
』
を
用
い
た
と
考
え
ら

れ
る（
三
八
～
四
二
頁
）。
他
本
は
す
ぐ
に
幽
王
が
褒
姒
を
寵
愛
し
た
話
に
入
り
、

こ
の
天
変
に
つ
い
て
の
記
述
を
持
た
ず
、例
え
ば
〈
延
〉
冒
頭
は
「
昔
、唐
国
ニ
、

周
幽
王
ト
云
帝
オ
ハ
シ
ケ
リ
」（
巻
二
―
四
九
ウ
）と
あ
る
が
、小
林
美
和
は
、〈
延
〉

の
故
事
説
話
引
用
に
お
い
て
、
こ
の
「
昔
」
で
始
ま
り
、
次
に
人
物
の
存
在
を
示

す
「
昔
…
…
ト
云
者
ア
リ
」
型
が
頻
出
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、〈
延
〉
に
構
成
意

識
を
見
い
だ
し
、
唱
導
的
色
彩
を
指
摘
す
る
（
一
二
一
～
一
二
二
頁
）。
　
○
于

時
伯
陽
甫
ト
云
人
申
ケ
ル
ハ
、「
周
ス
デ
ニ
亡
ナ
ン
ト
ス
。
昔
伊
洛
竭
テ
夏
亡
、

河
竭
テ
商
亡
タ
リ
キ
。
国
ハ
カ
ナ
ラ
ズ
山
川
ニ
ヨ
ル
。
山
崩
河
竭
ハ
亡
之
徴
也
。

川
竭
ト
キ
ハ
山
必
崩
。
周
ノ
亡
ン
事
十
年
ニ
ス
ギ
ジ
」
ト
被
歎
ケ
ル
ニ
　
伯
陽
甫

は
周
の
高
官
。『
国
語
』
で
は
伯
陽
父
。
伊
洛
は
伊
水
と
洛
水
。「
禹
都
陽
城
、
伊

洛
所
近
也
」（『
史
記
集
解
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
夏
の
都
城
に
近
か
っ
た
。「
河
竭

テ
商
亡
タ
リ
キ
」
も
同
様
に
「
商
人
都
衛
、
河
水
所
経
也
」（『
史
記
集
解
』）
と

商
都
近
く
に
河
（
黄
河
）
が
あ
っ
た
。「
竭
」
は
「
尽
」
に
同
じ
。〈
盛
〉
の
記
述

は
、『
史
記
』「
伯
陽
甫
曰
、『
周
将
レ

亡
矣
。
夫
天
地
之
気
、
不
レ

失
二

其
序
一

。
若

過
二

其
序
一

、
民
乱
レ

之
也
。
陽
伏
而
不
レ

能
レ

出
、
陰
迫
而
レ

不
レ

能
レ

蒸
、
於
レ

是
有
二

地
震
一

。
今
三
川
実
震
、
是
陽
失
二

其
所
一

而
填
レ

陰
也
。
陽
失
而
在
レ

陰
、
原
必
塞
。

原
塞
、
国
必
亡
。
夫
水
土
演
、
而
民
用
也
。
土
無
レ

所
レ

演
、
民
乏
二

財
用
一

、
不
レ

亡
何
待
。
昔
伊
洛
竭
而
夏
亡
、
河
竭
而
商
亡
。
今
周
徳
若
二

二
代
之
季
一

矣
。
其
川

原
又
塞
。
塞
必
竭
。
夫
国
必
依
二

山
川
一

、
山
崩
川
竭
、
亡
国
之
徵
也
。
川
竭
必
山

崩
。
若
国
亡
、
不
レ

過
二

十
年
一

。
数
之
紀
也
。
天
之
所
レ

棄
、
不
レ

過
二

其
紀
一

』。
是

歳
也
、
三
川
竭
、
岐
山
崩
。」（
伯
陽
甫
曰
く
、「
周
将
に
亡
び
ん
と
す
。
夫
れ
天

地
の
気
は
、其
の
序
を
失
は
ず
。
若
し
其
の
序
を
過
つ
は
、民
之
を
乱
せ
ば
な
り
。

陽
伏
し
て
出
づ
る
こ
と
能
は
ず
、
陰
迫
り
て
蒸の

ぼ

る
こ
と
能
は
ず
、
是
に
於
て
地
震

す
る
有
り
。
今
、
三
川
、
実
に
震
す
る
は
、
是
れ
陽
其
の
所
を
失
ひ
て
陰
に
填と

ざ

さ

る
れ
ば
な
り
。
陽
失
ひ
て
陰
に
在
れ
ば
、
原も

と

必
ず
塞
が
る
。
原
塞
が
れ
ば
、
国
必

ず
亡
ぶ
。
夫
れ
水
土
演う

る
ほひ

て
、
民
用
ふ
る
な
り
。
土
、
演
ふ
所
無
け
れ
ば
、
民
、

財
用
に
乏
し
。
亡
び
ず
し
て
何
を
か
待
た
ん
。
昔
伊
洛
竭
き
て
夏
亡
び
、
河
竭
き

て
商
亡
び
き
。
今
周
の
徳
、
二
代
の
季す

ゑ

の
若ご

と

し
。
其
の
川
原
又
塞
が
る
。
塞
が
れ

ば
必
ず
竭
く
。
夫
れ
国
は
必
ず
山
川
に
依
る
。
山
崩
れ
川
竭
く
る
は
、
亡
国
の
徵

な
り
。
川
竭
く
れ
ば
必
ず
山
崩
る
。
若
し
国
亡
び
ば
、
十
年
に
過
ぎ
じ
。
数
の
紀

な
り
。
天
の
棄
つ
る
所
は
、
其
の
紀
を
過
ぎ
じ
」
と
。
是
の
歳
や
、
三
川
竭
き
、

岐
山
崩
る
。
一
―
一
九
四
～
一
九
五
頁
）
を
部
分
的
（
傍
線
部
）
に
抜
き
書
き
し

た
よ
う
な
形
で
あ
る
。
抜
き
書
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
川
の
叙
述
（
地
震
は
王

の
不
徳
の
た
め
↓
陽
気
と
陰
気
が
地
中
で
戦
い
、
三
川
が
震
動
↓
水
源
が
塞
が
れ

水
が
涸
れ
る
↓
水
源
が
塞
が
れ
国
は
滅
び
る
）
は
省
か
れ
、
山
川
の
叙
述
に
集
約

す
る
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
遠
藤
光
正
は
本
箇
所
「
山
崩
河
竭
ハ
亡
之
徴
也
」
に

つ
い
て
、『
明
文
抄
』
帝
道
部
上
の
「
建
武
卅
一
年
、是
歳
陳
留
雨
穀
、形
如
稗
実
、

山
崩
川
竭
、
亡
之
徴
也
。
史
記
」「
山
崩
河
竭
、
亡
之
徴
也
。
説
苑
」
を
提
示
し

つ
つ
、「
出
典
は
『
明
文
抄
』
に
採
録
の
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
か
『
説
苑
』
弁
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物
篇
が
そ
の
典
拠
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
光
武
帝
紀
の
建
武
卅
一
年
に
は

「
山
崩
川
竭
、
亡
之
徴
也
」
の
八
字
は
な
い
。『
明
文
抄
』
に
採
録
の
『
史
記
』
は

『
後
漢
書
』
の
誤
り
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
典
拠
は
何
に
拠
っ
た
も
の
か
不
詳
で
あ

る
が
、『
説
苑
』
の
弁
物
篇
に
見
え
る
「
山
崩
川
竭
、
亡
之
徴
也
」
の
句
を
合
し

て
合
成
句
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
左
伝
』
成
公
五
年
の
条
に
も
「
山

崩
川
竭
」
の
四
字
が
あ
る
」（
二
五
頁
）
と
述
べ
る
が
、
右
掲
の
通
り
『
史
記
』

に
も
見
え
る
。
た
だ
し
、〈
盛
〉
本
文
は
、
や
は
り
『
唐
鏡
』「
伯老

陽子

甫也

ト
云
人
ノ

申
ケ
ル
ハ
、『
周
ハ
マ
サ
ニ
亡
ナ
ン
ト
ス
。
昔
、
伊
洛
竭
テ
夏
亡
ビ
、
河
竭
テ
商

亡
タ
リ
キ
。
国
ハ
必
山
川
ニ
ヨ
ル
。
山
崩
レ
河
竭
ハ
、
亡
ノ
徴
也
。
川
竭
時
ハ
山

必
ズ
崩
、
国
ノ
亡
ビ
ン
事
、
十
年
ニ
過
』
ト
ゾ
、
歎
カ
レ
ケ
ル
」（
五
六
頁
）
と

あ
る
形
に
酷
似
し
て
い
る
。『
唐
鏡
』
は
『
史
記
』
等
の
正
史
を
直
接
参
照
し
、

翻
訳
・
略
述
し
た
作
品
で
あ
る
か
ら
、〈
盛
〉
が
『
唐
鏡
』
と
は
別
に
『
史
記
』

を
参
照
し
、
偶
然
に
全
く
同
様
の
省
略
を
行
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、『
唐
鏡
』

両
者
に
共
通
す
る
典
拠
が
な
い
限
り
、〈
盛
〉
が
『
唐
鏡
』
を
利
用
し
た
こ
と
に

な
る
。
な
お
、〈
早
（
黒
）〉、「
夏
亡
」
に
「
ヒ
」
を
補
い
、「
河
竭
ハ
」
は
「
竭
」

の
下
に
「
ル
」
を
補
う
。
校
異
4
・
8
参
照
。
　
○
次
ノ
年
、
幽
王
美
人
ヲ
得
タ

リ
。
其
名
ヲ
褒
姒
ト
云
フ
。
イ
ツ
シ
カ
懐
妊
シ
テ
皇
子
誕
生
ア
リ
。
伯
服
ト
ゾ
云

ケ
ル
　
褒
姒
の
褒
は
国
名
で
、
姒
が
姓
で
あ
る
。『
史
記
』
は
、
前
掲
の
天
変
記

事
に
続
け
て
、
褒
姒
の
出
生
伝
説
（
神
龍
の
精
の
沫あ

わ

か
ら
生
ま
れ
た
女
が
、
褒
の

国
へ
行
っ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
幽
王
に
献
上
さ
れ
る
）
が
語
ら
れ
た
後
、「
三
年
、

幽
王
嬖
二

愛
褒
姒
一

。
褒
姒
生
二

子
伯
服
一

。
幽
王
欲
レ

廃
二

太
子
一

（
三
年
、
幽
王
、

褒
姒
を
嬖
愛
す
。
褒
姒
、子
伯
服
を
生
む
。
幽
王
、太
子
を
廃
せ
ん
と
欲
す
）」（
一

―
一
九
六
頁
）と
あ
る
。『
列
女
伝
』も
同
様
。
こ
の
出
生
に
関
す
る
前
日
譚
は〈
盛
〉

で
は
「
或
説
云
」
と
し
て
後
置
さ
れ
る
。
本
箇
所
の
〈
盛
〉
の
直
接
の
典
拠
は
、

や
は
り
『
唐
鏡
』
で
、「
次
ノ
年
、
王
、
褒
姒
ヲ
愛
シ
玉
フ
。
褒
姒
、
伯
服
ヲ
生

メ
リ
」（
五
六
頁
）
に
拠
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
他
本
は
、〈
延
〉「
昔
、唐
国
ニ
、

周
幽
王
ト
云
帝
オ
ハ
シ
ケ
リ
。
后
ヲ
バ
褒
氏
ト
ゾ
申
ケ
ル
」（
巻
二
―
四
九
ウ
）、

〈
長
〉「
天
下
無
双
の
美
女
、
楊
貴
妃
、
李
夫
人
の
ご
と
し
。
し
か
れ
ば
則
、
ほ
う

じ
妃
と
名
づ
け
、
幽
王
の
第
一
の
后
と
定
。
幽
王
の
后
た
ち
は
、
褒
氏
后
に
光
を

と
ら
れ
て
、
籠
居
し
給
へ
り
。
大
王
、
褒
氏
后
を
お
ぼ
し
め
す
事
、
わ
り
な
く
類

す
く
な
か
り
け
り
」（
1
―
一
七
七
頁
）、〈
闘
〉「
已
乍
レ

寵
二

一
妃
一

依
（
下
）

自
（
二
）

褒
似
国
一

出
（
上
）

其
（
ノ
）

名
を

即
号
二

褒
似

と一

雖
レ

有
リ
ト

二

妃
数
（
一
）

余
無
遷
心
（
一
）

偏
鐘
愛

褒
姒

を
（
一
）（
已
に
一
妃
を
寵
し
な
が
ら
、
褒
似
国
よ
り
出
で
た
る
に
依
つ
て
、 

其
の

名
を
即
ち
褒
姒
と
号な

づ

く
。
妃
数

あ
ま
た

有
り
と
雖
も
、
余
に
心
を
遷
す
こ
と
も
無
く
、

偏
に
褒
姒
を
鍾
愛
す
。
一
下
―
二
一
オ
）」、〈
屋
・
覚
・
中
〉「
周

シ
ウ
ノ
ユ
ウ幽

王
、
褒ホ

ウ

ジ姒

と
云
最サ

イ

愛ア
イ

の
后

キ
サ
キ

を
持
ち
給
へ
り
。
天
下
第
一
の
美ビ

人
也
」（〈
覚
〉上
―
一
〇
一
頁
。

〈
屋
〉「
天
下
第
一
の
美
人
也
」
な
し
）
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
形
は
異
な
る
。〈
闘
・
長
〉

に
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
後
宮
の
中
で
の
褒
姒
へ
の
突
出
し
た

寵
愛
が
前
面
に
出
て
お
り
、
い
ず
れ
も
『
唐
鏡
』
や
〈
盛
〉
が
言
及
す
る
、
太
子

伯
服
の
存
在
に
は
触
れ
な
い
。
　
○
幽
王
ノ
本
ノ
后
ハ
申
候
ト
云
人
ノ
女
メ
ナ
リ

ケ
レ
ド
モ
、
彼
ヲ
ス
テ
ヽ
褒
姒
ヲ
后
ト
シ
、
伯
服
ヲ
太
子
ニ
立
給
ヒ
ケ
レ
バ
、
世

ハ
既
ニ
亡
ヌ
ト
ゾ
群
臣
歎
申
ケ
ル
　
褒
姒
以
前
に
、
幽
王
の
本
の
后
申
侯
の
女
が

居
た
が
、
廃
后
さ
れ
、
褒
姒
の
子
伯
服
が
皇
太
子
と
な
り
、
そ
の
こ
と
を
群
臣
達

が
歎
い
た
、
と
い
う
こ
と
。「
申
侯
」
は
申
国
の
侯
。
娘
が
幽
王
の
后
申
后
で
、

そ
の
子
宜
臼
が
太
子
だ
っ
た
。『
史
記
』「
太
子
母
、
申
侯
女
、
而
為
レ

后
。
後
幽

王
得
二

褒
姒
一

、
愛
レ

之
、
欲
下

廃
二

申
后
一

、
并
去
二

太
子
宜
臼
一

、
以
二

褒
姒
一

為
レ

后
、

以
二

伯
服
一

為
中

太
子
上

。
周
太
史
伯
陽
読
二

史
記
一

曰
、『
周
亡
矣
』（
太
子
の
母
は
申

侯
の
女
に
し
て
、
后
た
り
。
後
幽
王
、
褒
姒
を
得
て
之
を
愛
し
、
申
后
を
廃
し
、
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并
せ
て
太
子
宜
臼
を
去
り
、
褒
姒
を
以
て
后
と
為
し
、
伯
服
を
以
て
太
子
と
為
さ

ん
と
欲
す
。
周
の
太
史
伯
陽
、
史
記
を
読
み
て
曰
く
、「
周
は
亡
び
ん
」
と
）」（
一

―
一
九
六
頁
）、「
当
二

幽
王
三
年
一

、
王
之
二

後
宮
一

、
見
而
愛
レ

之
。
生
二

子
伯
服
一

。

竟
廃
二

申
后
及
太
子
一

、
以
二

褒
姒
一

為
レ

后
、
伯
服
為
二

太
子
一

。
太
史
伯
陽
曰
『
禍

成
矣
、
無
レ

可
二

奈
何
一

』（
幽
王
三
年
に
当
り
て
、
王
、
後
宮
に
之
き
、
見
て
之
を

愛
す
。
子
伯
服
を
生
む
。
竟
に
申
后
及
び
太
子
を
廃
し
、褒
姒
を
以
て
后
と
為
し
、

伯
服
を
太
子
と
為
す
。
太
史
伯
陽
曰
く
、「
禍
成
れ
り
。
奈
何
と
も
す
可
き
無
し
」

と
）」（
同
一
九
七
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
触
れ
る
の
も
〈
盛
〉
と
『
唐
鏡
』

の
み
で
あ
る
。『
唐
鏡
』
に
は
「
王
、
申
侯
ノ
女
ヲ
ス
テ
ヽ
、
褒
姒
ヲ
后
ト
シ
、

伯
服
ヲ
太
子
ト
シ
玉
ヘ
リ
。
世
ハ
既
ニ
ウ
セ
ヌ
ト
ゾ
、
群
臣
歎
申
ケ
ル
」（
五
六

～
五
七
頁
）
と
あ
り
、『
史
記
』
に
お
け
る
伯
陽
甫
の
嘆
き
を
「
群
臣
」
に
置
き

換
え
る
点
な
ど
、や
は
り
〈
盛
〉
と
『
唐
鏡
』
と
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。『
史
記
』

で
は
、
こ
の
後
の
展
開
に
お
い
て
、
廃
太
子
に
怒
っ
た
申
侯
が
西
夷
・
犬
戎
ら
と

と
も
に
幽
王
を
攻
め
、
そ
の
結
果
幽
王
が
亡
び
、
申
侯
ら
に
よ
り
太
子
で
あ
っ
た

宜
臼
が
平
王
と
さ
れ
、
即
位
す
る
こ
と
に
な
る
。『
唐
鏡
』
は
、
後
に
「
先
ノ
后

ノ
父
、
申
侯
、
嗔
ノ
余
、
西
夷
ヲ
ト
モ
ナ
ヒ
テ
、
王
ヲ
責
奉
ル
」（
五
七
頁
）
と
、

そ
の
申
侯
の
挙
兵
に
も
触
れ
る
。
中
国
通
史
で
あ
る
『
唐
鏡
』
で
は
、
一
連
の
歴

史
叙
述
の
中
に
幽
王
・
褒
姒
故
事
が
置
か
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
申
侯
の
名
前
を
出

し
て
お
く
こ
と
に
十
分
な
意
味
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
幽
王
・
褒
姒
故

事
だ
け
を
独
立
さ
せ
た
『
平
家
物
語
』
の
よ
う
な
形
の
場
合
、
申
侯
へ
の
言
及
は

必
須
と
は
言
え
な
い
。
に
も
か
か
ら
わ
ず
、〈
盛
〉
が
『
唐
鏡
』
同
様
の
記
述
を

持
つ
の
は
、
や
は
り
〈
盛
〉
が
『
唐
鏡
』
に
拠
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
よ
う
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

遠
藤
光
正
「『
源
平
盛
衰
記
』
に
引
用
の
漢
籍
の
典
拠
（
一
）」（
東
洋
研
究
〔
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
〕
七
七
号
、
一
九
八
六
・
1
）

＊ 

小
林
美
和
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
説
話
構
成
―
故
事
説
話
の
位
置
に
つ
い
て
―
」（
立
命
館
文
学
三
八
四
・
三
八
五
号
、
一
九
七
七
・
7
。『
平
家
物
語
生
成
論
』
三
弥
井

書
店
一
九
八
六
・
5
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

楊
暁
捷
「
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
中
国
故
事
説
話
に
つ
い
て
の
研
究
」（
国
語
国
文
五
五
巻
一
〇
号
、
一
九
八
六
・
10
）

　
此
后
三
千
ノ
寵
愛
ニ
ス
グ
レ
、万ば

ん
ぢ
よ女

ノ
綺
羅
ニ
越
タ
レ
ド
モ
、1

笑
事
サ
ラ
ニ

2

御
坐
サ
ズ
。

3

王
コ
ヽ
ロ
モ
ト
ナ
ク
思
食
テ
、「
宮
中
ニ
心
ヲ
ト
ヾ
メ
給
ハ
ヌ
ニ
ヤ
。
イ
カ
ヾ

シ
テ

4

笑
顔
ヲ
見
ン
」
ト
思
食
ケ
ル
ニ
、
大
国
ノ
習

な
ら
ひ

、
朝
敵

5

ヲ
禦ふ

せ

キ
亡

ほ
ろ
ぼ

サ
ン
ト
テ
、

6

官
兵
ヲ
召め

す

時
ハ
カ
ナ
ラ
ズ
烽
火
ヲ
揚あ

ぐ

ル
事
ア
リ
。
烽
火

7

ト
「
四
〇
六

ハ
我
朝
ノ

8

高
灯

籠
ノ

9

如
、
大
ナ
ル
続た

い
ま
つ松

ニ
火
ヲ
付
テ
、
高
キ
峰
ニ
サ
ヽ
ゲ
ト
モ
セ
バ
、10

烽
火
ノ
司

つ
か
さ

人び
と

是
ヲ
見
継
テ
、
四
方
ノ

11

嶽
々
峰
々
ニ
ト
モ
シ
ツ
ヾ
ケ
テ
、
国
々
ノ
兵

つ
は
も
のヲ

召め
す

例
ア
リ
。

サ
レ
バ
、
一
月
ニ
行ゆ

く

ベ
キ
道
ナ
レ
ド
モ
、
一
日
ノ
内
ニ
知
セ
ケ
ル
ナ
リ
。
是
ヲ
飛と

ぶ

火ひ

ト
12

名な
づ
けタ

リ
。

13

燧
帝
ノ
猛
火
ト
イ
ヘ
ル

14

ハ
是
也
。
我
朝
ニ
モ
奈な

良ら
の

帝
ノ
御
時
、

15

東

ヨ
リ
軍

い
く
さ

ヲ
コ
ラ
ン
ト
セ
シ
カ
バ
、
春
日
野
ニ
飛と

ぶ

ひ火
ヲ
立た

て

始
テ
、
其
火
ヲ
守
人
ヲ
被
レ

置
タ
リ
キ
。
春
日
野
ヲ

16

飛
火
野
ト
申
ハ
是
也
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
わ
ら
ふ
」、〈
蓬
〉「
笑

ワ
ラ
フ

」、〈
静
〉「
笑エ

ム

」。
2
〈
近
〉「
お
は
し
ま
さ
す
」、〈
蓬
〉「
御ヲ

ハ座
せ
す
」、〈
静
〉「
御ヲ

ハ
シ
マ坐

さ
す
」。
3
〈
近
・
蓬
〉「
み
か
と
」。
4
〈
近
〉

「
わ
ら
ひ
か
ほ
を
」、〈
蓬
・
静
〉「
笑

エ
メ
ル
カ
ホ

顔
を
」。
5
〈
近
〉「
ヲ
」
な
し
。
6
〈
近
〉「
く
は
ん
へ
い
を
」、〈
蓬
〉「
官

ク
ワ
ン
ヒ
ヤ
ウ

兵
を
」、〈
静
〉「
官

ク
ハ
ン
ヘ
イ

兵
を
」。
7
〈
近
〉「
ト
」
な
し
。
8
〈
蓬
〉
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「
高タ

カ

灯ト
ウ

炉ロ

の
」、〈
静
〉「
高タ

カ

燈ト
ウ

炉ロ

の
」。
9
〈
近
・
蓬
〉「
こ
と
く
」、〈
静
〉「
こ
と
し
」。
10
〈
静
〉「
捧ホ

ウ

火
の
」。
11
〈
静
〉「
嶽ダ

ケ

々〳
〵

峰ミ
ネ

々〳
〵

に
」。
12
〈
蓬
〉「
名ナ

ツ

ケ付
た
り
」、〈
静
〉

「
名
付
た
り
」。
13
〈
近
〉「
ノ
」
な
し
。
な
お
、「
す
い
て
い
み
や
う
く
は
と
」。〈
蓬
〉「
燧ツ

イ
タ
イ帝

の
猛

ミ
ヤ
ウ
ク
ワ

火
と
」、〈
静
〉「
燧ス

イ
テ
イ帝

の
猛

ミ
ヤ
ウ
ク
ワ

火
と
」。
14
〈
静
〉「
ハ
」
な
し
。
15
〈
近
〉

「
あ
つ
ま
よ
り
」、〈
蓬
・
静
〉「
東

ア
ツ
マ

よ
り
」。
16
〈
近
〉「
と
ふ
火
の
と
」、〈
蓬
〉「
飛ト

フ

火ヒ

の
野ノ

と
」、〈
静
〉「
飛ト

フ

火ヒ

野
と
」。

【
注
解
】
○
此
后
三
千
ノ
寵
愛
ニ
ス
グ
レ
、
万
女
ノ
綺
羅
ニ
越
タ
レ
ド
モ
、
笑
事

サ
ラ
ニ
御
坐
サ
ズ
　『
史
記
』「
褒
姒
不
レ

好
レ

笑
（
褒
姒
は
笑
ひ
を
好
ま
ず
）」（
新

釈
漢
文
大
系
『
史
記
』
一
―
一
九
九
頁
）
と
あ
り
、
そ
の
『
史
記
』
に
拠
る
『
唐

鏡
』
も
「
此
褒
姒
、
咲
事
ヲ
コ
ノ
マ
ズ
」（
古
典
文
庫
五
七
頁
）
と
簡
略
。〈
盛
〉

は
こ
こ
か
ら
は
『
唐
鏡
』
の
利
用
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
原
典
『
史
記
』
か
ら
も

遠
ざ
か
り
、『
長
恨
歌
』「
三
千
寵
愛
在
二

一
身
一

（
三
千
の
寵
愛
、
一
身
に
在
り
）」

（
新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
』
二
下
―
八
一
〇
頁
）
を
用
い
た
独
自
の
表
現
と

な
る
。「
万
女
ノ
綺
羅
」
は
典
拠
未
詳
。『
平
家
打
聞
』
に
も
「
漢
王

ハ

三
千
人

ノ

后

在
ス

。
其
中

ニ

、
王
照
君

ハ

形
勝

タ
リ

二

万
女

ニ一

云
々
」（
黒
田
彰
・
一
六
五
頁
）
と
あ 

る
。「
綺
羅
」
は
「
栄
花
を
き
わ
め
る
こ
と
、
威
光
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
、
寵
愛

を
受
け
る
こ
と
（〈
日
国
大
〉）
の
意
で
、「
三
千
ノ
寵
愛
」
の
対
句
表
現
と
し
て
言
っ

た
も
の
。
諸
本
間
に
異
同
は
多
く
、〈
延
〉「
此
后
、
生
ヲ
受
給
テ
ヨ
リ
以
来
、
咲

給
ハ
ズ
」（
巻
二
―
四
九
ウ
）
は
、
誕
生
以
来
と
す
る
点
が
特
殊
。〈
屋
・
覚
・
中
〉

「
幽
王
ノ
心
ニ
叶　ナ

ハ
ヌ
事
ト
テ
ハ
褒
姒
咲ヱ

ミ

ヲ
不ス

レ

含　マ

ト
テ
、
ス
ベ
テ
咲　フ

事
無
リ
キ
。

幽
王
無

キ二

本
意
一

事
ニ
シ
テ
御
坐
ケ
ル
ニ
」（〈
屋
〉
一
六
五
頁
。〈
覚
〉「
幽
王
無
本

意
事
ニ
シ
テ
御
坐
ケ
ル
ニ
」
な
し
、〈
中
〉「
幽
王
ノ
心
ニ
叶
ハ
ヌ
事
ト
テ
ハ
」
な

し
）
は
、
笑
わ
な
い
こ
と
を
記
す
点
は
同
じ
だ
が
、
こ
こ
で
幽
王
の
不
満
に
触
れ

る
。〈
闘
〉「
但
此
妃
都
不
レ

言
（
一
）

無
笑
（
一
）

幽
王
歎
此

を（
一
）

程
に

（
但
し
此
の
妃
都

て
言

も
の
い

は
ず
、笑
ふ
こ
と
無
し
。
幽
王
此
れ
を
歎
く
程
に
。
一
下
―
二
一
オ
）」、〈
長
〉

「
さ
れ
ど
も
此
后
、
あ
へ
て
物
い
ふ
事
を
し
給
は
ず
。
い
は
ん
や
ま
た
、
ゑ
み
を

ふ
く
む
事
も
な
し
」（
1
―
一
七
七
～
一
七
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、〈
闘
・
長
〉

は
褒
姒
が
笑
わ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
物
も
言
わ
な
か
っ
た
と
し
、〈
闘
〉
で
は
、

そ
う
し
た
褒
姒
に
対
す
る
幽
王
の
歎
き
が
明
記
さ
れ
る
。
こ
の
笑
わ
な
い
だ
け
で

な
く
、
物
を
言
わ
な
い
美
人
の
話
は
、
貝
塚
茂
樹
（
二
五
七
～
二
五
八
頁
）
や
谷

口
義
介
（
三
〇
七
～
三
〇
八
頁
）
が
褒
姒
説
話
へ
の
流
入
を
指
摘
す
る
、『
春
秋

左
氏
伝
』
昭
公
二
八
年
所
引
の
賈
大
夫
の
妻
が
、
夫
が
醜
か
っ
た
た
め
に
「
三
年

不
レ

言
不
レ

笑
（
三
年
言
は
ず
笑
は
ず
）」（
新
釈
漢
文
大
系
『
春
秋
左
氏
伝
』
四
―

一
六
〇
〇
頁
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
例
が
あ
る
（
こ
の
妻
は
夫
が
雉
を
射
る
の
を

見
て
笑
う
）。
こ
の
話
は
『
蒙
求
』「
賈
氏
如
皐
」
に
見
え
る
ほ
か
、独
立
し
て
『
琱

玉
集
』
に
も
あ
る
。
日
本
で
も
『
唐
物
語
』
第
三
話
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。〈
長
〉

は
こ
の
後
の
箇
所
で
も
一
貫
し
て
、
物
を
言
わ
な
い
こ
と
と
笑
わ
な
い
こ
と
と
を

併
記
す
る
。〈
早
（
黒
）〉、「
笑
」
に
「
フ
」
を
補
う
。
校
異
1
参
照
。
　
○
王
コ
ヽ

ロ
モ
ト
ナ
ク
思
食
テ
、「
宮
中
ニ
心
ヲ
ト
ヾ
メ
給
ハ
ヌ
ニ
ヤ
。
イ
カ
ヾ
シ
テ
笑
顔

ヲ
見
ン
」
ト
思
食
ケ
ル
ニ
　『
史
記
』「
幽
王
欲
二

其
笑
一

、万
方
故
不
レ

笑
（
幽
王
、

其
の
笑
は
ん
こ
と
を
欲
す
。
万
方
す
れ
ど
も
、
故

こ
と
さ

ら
に
笑
は
ず
）」（
一
―
一
九
九

頁
）、『
唐
鏡
』「
王
イ
カ
ニ
カ
ナ
シ
テ
、
咲
セ
ン
ト
、
オ
ボ
シ
テ
、
万
方
ス
レ
ド

モ
咲
給
ハ
ズ
」（
五
七
頁
）
と
あ
る
が
、こ
こ
で
も
〈
盛
〉
は
独
自
本
文
と
な
る
。

〈
盛
〉
の
幽
王
は
、
褒
姒
が
「
宮
中
に
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
こ
と
を
不
安
に
な
り
、
な
ん
と
か
し
て
そ
の
笑
顔
を
見
た
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
た
、
と
す
る
。
単
純
に
笑
顔
が
見
た
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
幽

王
の
不
安
が
起
点
に
な
っ
て
い
る
点
が
特
殊
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
願
望
の
み
を

記
し
、
笑
顔
を
見
る
た
め
に
な
ん
ら
か
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
は
描
か
れ
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な
い
。
そ
の
点
は
〈
長
〉「
此
后
に
、
物
を
い
は
せ
て
聞
、
咲
を
ふ
く
ま
せ
て
見

ん
ず
る
と
お
ぼ
し
め
さ
れ
け
り
」（
1
―
一
七
八
頁
）
も
同
じ
。〈
闘
・
屋
・
覚
・
中
〉

は
、先
に
簡
潔
に
幽
王
の
嘆
き
や
不
満
を
記
し
て
い
た（
前
項
注
解
参
照
）。
一
方
、

〈
延
〉「
帝
、
此
后
ヲ
寵
愛
シ
給
ケ
ル
余
ニ
、
イ
カ
ニ
シ
テ
エ
マ
セ
奉
ラ
ン
ト
種
々

ノ
態
ヲ
シ
給
ケ
レ
ド
モ
、
ツ
イ
ニ
エ
ミ
給
ハ
ズ
」（
巻
二
―
四
九
ウ
～
五
〇
オ
）

は
様
々
な
試
み
を
行
っ
た
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
『
史
記
』
と
同
様
で
あ
る
。〈
早

（
黒
）〉、「
笑
顔
」
の
「
笑
」
に
「
ヱ
メ
ル
」
と
傍
訓
。
校
異
4
参
照
。
　
○
大
国

ノ
習
、
朝
敵
ヲ
禦
キ
亡
サ
ン
ト
テ
、
官
兵
ヲ
召
時
ハ
カ
ナ
ラ
ズ
烽
火
ヲ
揚
ル
事
ア

リ
　『
史
記
』「
幽
王
為
二

熢
燧
大
鼓
一

、
有
二

寇
至
一

、
則
挙
二

熢
火
一

（
幽
王
、
熢
燧

大
鼓
を
為つ

く

り
、
寇あ

だ

の
至
る
有
れ
ば
、
則
ち
熢
火
を
挙
ぐ
）」（
一
―
一
九
九
頁
）
に

該
当
す
る
箇
所
だ
が
、
字
句
等
は
あ
ま
り
一
致
し
な
い
。『
唐
鏡
』
に
は
、「
熢
ト

テ
、
敵
ノ
至
ル
事
ア
ル
時
、
此
火
ヲ
挙
レ
バ
、
事
イ
デ
キ
タ
リ
ト
テ
、
諸
侯
ド
モ

参
集
ル
」（
五
七
頁
）
と
あ
る
。『
平
家
物
語
』
諸
本
に
は
字
句
は
異
な
る
が
、
共

通
し
て
烽
火
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。〈
長
〉「
彼
国
に
は
、
官
兵
を
め
し
あ
つ
め

ん
と
て
の
籌

は
か
り
ご
とに

は
、飛
火
を
あ
ぐ
る
な
ら
ひ
あ
り
」（
1
―
一
七
八
頁
）
が
〈
盛
〉

に
最
も
近
い
。〈
屋
・
覚
〉「
異イ

国
の
習
に
は
、
天
下
に
兵

ヒ
ヤ
ウ

革ガ
ク

お
こ
る
時
、
所
々
に

火
を
揚
げ
、大タ

イ

鼓コ

を
う
ッ
て
兵
を
召
す
は
か
り
事
あ
り
」（〈
覚
〉上
―
一
〇
一
頁
）、

〈
中
〉「
彼
国
の
な
ら
ひ
と
し
て
、
天
下
に
事
の
い
で
き
た
る
時
は
、
ほ
う
く
わ
と

て
、
都
よ
り
は
じ
め
て
、
た
か
き
所
に
火
を
あ
げ
、
た
い
こ
を
う
ち
て
、
く
に

ぐ
の
つ
は
も
の
を
め
さ
る
ゝ
は
か
り
こ
と
あ
り
」（
上
―
一
〇
七
頁
）。〈
闘
〉

は
特
殊
で
「
為
二

其
国

の

習
ト一

と

有
リ二

烽
火
大
鼓

と

云
事
一

天
下

に

事
出
来
則
大
鼓

の

中
ニ

燃

火
（
一
）

飛
レ

此
（
一
）

間
諸
方

ノの

武
士
悉
群

（
グ
ン
）

集
平
（
二
）

朝
敵

を
（
一
）

静
（
ス
）

の（
二
）

天
下

を（
一
）（
其
の
国

の
習
ひ
と
為
て
、
烽
火
の
大
鼓
と
云
ふ
事
有
り
。
天
下
に
事
出
で
来
た
れ
ば
、
則

ち
大
鼓
の
中
に
火
を
燃
や
し
て
此
れ
を
飛
ば
す
間
、
諸
方
の
武
士
、
悉
く
群
集
し

て
朝
敵
を
平
ら
げ
、天
下
を
静
む
。
一
下
―
二
一
オ
）」
と
「
烽
火
」
と
「
太
鼓
」

を
一
体
の
も
の
と
み
な
す
。〈
延
〉
は
、
こ
う
し
た
烽
火
の
説
明
は
、
烽
火
を
上

げ
て
兵
が
集
ま
る
の
を
見
て
褒
姒
が
初
め
て
笑
っ
た
こ
と
を
記
し
た
後
に
、「
烽

火
ト
ハ
大
国
ノ
習
、
都
ニ
騒
事
出
来
ヌ
レ
バ
、
諸
国
ヘ
兵
ヲ
召
ム
ト
テ
ハ
、
烽
火

灯
炉
ト
名
テ
、
火
輪
ヲ
飛
ス
術
ヲ
シ
テ
、
王
城
ノ
四
方
ノ
高
嶺
峯
ニ
ト
ボ
シ
テ
、

諸
国
ノ
兵
ヲ
召
也
。
又
ハ
統
天
輪
ト
モ
名
タ
リ
。
此
烽
火
出
キ
ヌ
レ
バ
、
都
ニ
事

出
キ
タ
ム
ナ
リ
ト
テ
、国
々
ノ
兵
、城
へ
馳
参
ル
。
是
ヲ
飛
火
ト
モ
名
タ
ル
ニ
ヤ
」

（
巻
二
―
五
〇
オ
）
と
続
け
る
。
こ
れ
は
〈
延
〉
独
自
の
記
事
で
他
本
に
は
見
ら

れ
な
い
。
そ
の
典
拠
は
未
詳
。
　
○
烽
火
ト
ハ
我
朝
ノ
高
灯
籠
ノ
如
、
大
ナ
ル
続

松
ニ
火
ヲ
付
テ
、
高
キ
峰
ニ
サ
ヽ
ゲ
ト
モ
セ
バ
、
烽
火
ノ
司
人
是
ヲ
見
継
テ
、
四

方
ノ
嶽
々
峰
々
ニ
ト
モ
シ
ツ
ヾ
ケ
テ
、
国
々
ノ
兵
ヲ
召
例
ア
リ
。
サ
レ
バ
、
一
月

ニ
行
ベ
キ
道
ナ
レ
ド
モ
、
一
日
ノ
内
ニ
知
セ
ケ
ル
ナ
リ
。
是
ヲ
飛
火
ト
名
タ
リ
　

日
本
と
の
対
比
は
、〈
長
〉
に
「
烽
火
と
は
、我
朝
に
も
、飛
火
の
野
守
と
い
ひ
て
、

た
か
き
峰
に
、
火
を
と
ぼ
す
事
あ
り
き
」（
1
―
一
七
八
頁
）
と
簡
単
な
記
述
が

あ
る
が
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
〈
盛
〉
の
独
自
記
事
。〈
長
〉
に
も
「
飛
火
の

野
守
」
へ
の
言
及
が
あ
る
よ
う
に
、〈
盛
〉「
烽
火
ト
ハ
」
以
下
の
箇
所
は
、
歌
語

「
飛
火
」・「
飛
火
野
」
を
め
ぐ
り
、
主
に
『
古
今
和
歌
集
』
所
収
歌
「
春
日
野
の

飛
火
の
野
守
い
で
て
見
よ
今
幾い

く

日か

あ
り
て
わ
か
な
つ
み
て
ん
」（
春
歌
上
19
・
読

人
し
ら
ず
。
新
大
系
二
四
頁
）
の
注
と
し
て
古
今
注
や
歌
学
書
に
類
似
の
内
容
が

見
え
る
。『
和
歌
童
蒙
抄
』
巻
二
「
ム
カ
シ
モ
ロ
コ
シ
ニ
イ
ク
サ
セ
シ
ト
キ
、
ヲ

ホ
キ
ナ
ル
タ
イ
マ
ツ
ヲ
ヤ
マ
ノ
ミ
ネ
ゴ
ト
ニ
タ
テ
ヽ
、
イ
ク
サ
ヲ
コ
リ
ク
レ
バ
、

次
第
ニ
ヒ
ヲ
ト
モ
シ
レ〻
ツ
ヽ
、
一
月
ニ
ユ
ク
ホ
ド
ナ
レ
バ
一
日
シ
ル
。
コ
レ
ヲ
烽

燧
ト
イ
フ
」（『
和
歌
童
蒙
抄
注
解
』
青
簡
舎
、一
三
七
頁
）。『
和
歌
色
葉
』
下
「
と

ぶ
ひ
と
い
ふ
事
は
昔
唐
に
い
く
さ
せ
し
時
、
大
き
な
る
た
い
ま
つ
を
山
の
嶺
に
た
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（
五
〇

）

て
ゝ
、軍
お
こ
り
く
れ
ば
、次
第
に
火
を
つ
け
て
一
月
に
行
く
べ
き
程
な
れ
ど
も
、

一
日
の
う
ち
に
し
ら
せ
け
る
也
。
是
を
と
ぶ
ひ
と
云
ふ
」（
日
本
歌
学
大
系
三
―

二
一
七
頁
）。『
古
今
集
素
伝
懐
中
抄
』「
昔
大
国
に
い
く
さ
せ
し
時
、
大
成
続
松

を
峯
に
立
て
い
く
さ
の
を
こ
り
来
れ
ば
次
第
に
火
を
付
て
一
月
に
可
行
道
な
れ

ど
も
一
日
の
う
ち
に
し
ら
せ
け
る
な
り
。
是
を
と
ぶ
火
云
」（
古
今
集
注
釈
書
影

印
叢
刊
『
古
今
集
素
伝
懐
中
抄
』
七
八
頁
）。『
古
今
集
大
江
広
貞
注
』「
大
国
に

は
軍
あ
る
と
き
、
高
山
の
岑
に
火
を
と
も
し
け
り
。
他
国
の
軍
起
る
時
は
、
百
日

ニ
行
所
へ
も
、
こ
の
火
を
と
も
し
け
る
を
み
て
、
と
も
し
つ
ぎ
け
れ
ば
、
片
時
が

内
に
都
へ
つ
げ
し
ら
せ
け
り
。
一
町
に
一
所
と
も
す
也
。
是
を
見
て
、
武
士
都
へ

馳
集
と
云
々
。
と
り
の
と
ぶ
ご
と
く
は
や
く
と
も
し
つ
け
ば
、
と
ぶ
火
と
云
り
」

（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書『
古
今
集
註
　
京
都
大
学
蔵
』一
八
六
頁
）。〈
盛
〉

の
記
述
も
こ
の
よ
う
な
説
が
も
と
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
説
は

展
開
し
、『
弘
安
十
年
古
今
集
歌
注
』「
大
国
ニ
燧

ト
ブ
ヒ

ト
云
事
ア
リ
。
是
ハ
都
ニ
不
思

儀
ナ
ル
事
出
来
レ
バ
、
諸
国
ニ
早
ク
知
セ
ン
ガ
為
ニ
都
ノ
四
方
ニ
高
ク
塚
ヲ
ツ
キ

テ
、上
ニ
家
ヲ
作
テ
、ソ
レ
ニ
人
ヲ
置
。
彼
墓

（
塚
）

ヲ
燧

ト
ブ
ヒ

野ノ

ト
云
。
京
ニ
事
出
来
レ
バ
、

火
ヲ
ト
モ
シ
テ
四
方
ノ
岡
ヨ
リ
指サ

シ

上
グ
。
是
ニ
ミ

（
マ
マ
）ツ

タ
エ

ぐ
ト
モ
ス
程
ニ
、

諸
国
ニ
知
（
ラ
ス
。
又
、
烽
火
ハ
上
グ
レ
バ
、
空
ヲ
ト
ビ
ア
リ
ク
ト
云
ヘ
リ
。
故

ニ
ト
ブ
火
ト
イ
ヘ
リ
ト
云
説
ア
リ
。
所
詮
、
彼
火
ヲ
見
付
テ
、
諸
国
）
程
ナ
ク
群

兵
集
マ
ル
」（
赤
尾
照
文
堂
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
二
―
三
五
〇
～

三
五
一
頁
）、『
毘
沙
門
堂
本
古
今
注
』「
ト
ブ
ヒ
ノ
野
守
ト
イ
フ
事
、サ
マ

ぐ
也
。

文
選
ニ
モ
挙
レ

燧
ト
イ
ヘ
リ
。
大
国
ニ
ハ
都
ノ
四
方
ニ
ツ
カ
ヲ
ツ
キ
テ
、
ソ
レ
ニ

人
ヲ
ヽ
キ
テ
、
都
ニ
大
事
出
来
レ
バ
火
ヲ
ア
グ
。
伝
々
シ
テ
、
一
時
ニ
千
里
ノ
知

コ
ト
ヲ
得
。
見
之
四
方
ノ
遠
士
ハ
セ
ア
ツ
マ
ル
。
ナ
ヅ
ケ
テ
熢
火
ト
云
リ
」（
人

間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
『
中
世
古
今
和
歌
集
注
釈
の
世
界
』
勉
誠

出
版
、四
五
三
頁
）な
ど
と
あ
る
。
そ
の
他
の
諸
説
と
し
て
は
、『
口
伝
和
歌
釈
抄
』

「
古
歌
枕
に
は
、
と
ぶ
ひ
と
は
む
か
し
、
た
う
の
わ
う
、
日
本
を
う
ち
と
ら
ん
と

し
け
る
に
、
よ
ろ
づ
の
ご
と
に
人
を
ゝ
き
て
あ
り
け
り
。
そ
の
人
た
の
い
く
さ
く

る
と
き
に
は
、
た
か
き
お
か
に
の
ぼ
り
て
ひ
を
と
も
し
け
れ
ば
、
そ
れ
を
み
つ
け

て
し
だ
い
に
ひ
を
と
も
せ
ば
、
い
く
さ
、
こ
れ
を
し
る
し
に
て
、
日
本
を
か
た
め

た
り
。
の
も
り
と
は
、
の
を
あ
づ
か
る
心
か
。
本
文
を
み
る
べ
し
」（
冷
泉
家
時

雨
亭
叢
書
『
和
歌
初
学
抄
　
口
伝
和
歌
釈
抄
』
六
六
ウ
～
六
七
オ
）、『
奥
義
抄
』

（
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
本
）「
是
は
飛
火
の
野
守
出
て
見
よ
と
よ
む
べ
し
。
此
野
を

と
ぶ
火
野
と
云
事
は
、
む
か
し
は
国
々
に
は
や
く
き
か
す
べ
き
事
あ
れ
ば
、
所
々

に
大
な
る
火
を
立
け
れ
ば
、
次
第
に
み
つ
ぎ
て
是
を
立
て
を
き
、
遠
き
国
に
も
一

日
の
内
に
し
ら
せ
つ
る
也
。
其
野
を
守
る
も
の
を
と
ぶ
火
の
野
守
と
は
云
也
。
此

と
ぶ
火
は
も
ろ
こ
し
よ
り
お
こ
れ
る
事
也
。
日
本
記
に
み
え
た
り
」（『
奥
義
抄
古

鈔
本
集
成
』
和
泉
書
院
、七
七
頁
）
な
ど
。〈
盛
〉
に
あ
る
「
我
朝
ノ
高
灯
籠
ノ
如
」

は
歌
学
書
な
ど
に
類
例
を
見
な
い
が
、「
高
灯
籠
」
は
、「
人
の
死
後
七
回
忌
ま
で
、

そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
、
盂
蘭
盆
会
の
あ
る
七
月
に
立
て
る
高
い
灯
籠
」（〈
日

国
大
〉）。『
明
月
記
』
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
年
七
月
十
四
日
条
に
「
近
年
、

民
家
今
夜
立
二

長
竿
一

、
其
鋒
付
レ

如
二

灯
楼
〈
張
紙
〉
一

、
挙
レ

灯
、
遠
近
有
レ

之
、

逐
年
其
数
多
、
似
二

流
星
人
魂
一

」
と
あ
る
。
　
○
燧
帝
ノ
猛
火
ト
イ
ヘ
ル
ハ
是
也

　「
燧
帝
」
は
古
代
の
伝
説
上
の
帝
王
で
、
は
じ
め
て
木
を
鑽
り
火
を
取
っ
た
と

い
う
燧す

い
じ
ん人

。『
韓
非
子
』
五
蠹と

第
四
十
九
「
民
、
食
二

果
蓏
蜯
蛤
腥
臊
悪
臭
一

、
而

傷
二

害
腹
胃
一

、
民
多
二

疾
病
一

。
有
二

聖
人
作
一

、
鑽
レ

燧
取
レ

火
、
以
化
二

腥
臊
一

、
而

民
説
レ

之
、
使
レ

王
二

天
下
一

、
号
レ

之
曰
二

燧
人
氏
一

」（
民
、
果く

蓏わ
ら

・
蜯ほ

う
か
ふ蛤

・
腥せ

い
さ
う臊

・

悪
臭
を
食
ひ
て
、
腹
胃
を
傷
害
し
、
民
、
疾
病
多
し
。
聖
人
作お

こ

る
有
り
て
、
燧す

ゐ

を

鑽き

り
て
火
を
取
り
、
以
て
腥
臊
を
化
す
。
而
し
て
民
之
を
説

よ
ろ
こ

び
、
天
下
に
王
た
ら
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し
む
。
之
を
号
し
て
燧
人
氏
と
曰
ふ
。
新
釈
漢
文
大
系
『
韓
非
子
』
下
―
八
二
七

頁
）
な
ど
に
見
え
る
。「
燧
帝
ノ
猛
火
」
と
い
う
語
は
、『
三
教
指
帰
』
下
巻
「
夏

則
緩
レ

意
披
レ

襟
。
対
二

太
王
之
雄
風
一

。
冬
則
縮
レ

頚
覆
レ

袂
。
守
二

燧
帝
之
猛
火
一（
夏

は
意

こ
こ
ろ

を
緩
う
し
て

襟

こ
ろ
も
の
く
びを

披ひ
ら

い
て
太
王
の
雄
風
に
対む

か

ひ
、
冬
は
頚
を
縮つ

づ

め
袂
を

覆
う
て
燧
帝
の
猛
火
を
守
る
）」（
旧
大
系
一
一
八
～
一
一
九
頁
）
に
拠
る
表
現
で

あ
る
が
、『
三
教
指
帰
』
注
釈
書
類
で
は
「
典
言

ニ

云
ク

、
燧
人
氏
作

テ二

鑽
木

ヲ一

取
ル
レ

火
ヲ

、
焼
レ

生
ヲ

為
スレ

熟
ヲ

、
令ム

レシ
テ

人
ヲ

無
二

腹
ノ

疾
ヤ
マ
ヒ一

、
遂

シ
タ
カ
フ二

天
之
意

ニ一

、
故
云
二

燧
人
氏

ト一

者

也
、
燧
人
者
古

ノ

王
者
也
。
光
―
通
暦

ニ

曰
ク

、
燧
人
氏
鑽キ

テレ

燧ヒ
ヲ出

レ

火
、
教ム

シ
テ

一レ

人
熟 

食
セ一

」（
国
会
図
書
館
蔵
正
保
二
年
刊
本
『
三
教
指
帰
注
』（
覚
明
注
）
巻
五
―

十
一
丁
オ
。
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
）
と
佚
書
『
典
言
』

『
通
暦
』
な
ど
を
引
く
が
、
燧
人
と
烽
火
に
は
特
に
関
係
は
見
い
だ
せ
な
い
。〈
名

義
抄
〉
が
「
烽
」「
燧
」「

燧
」「
逢
火
」「
熢
」
に
い
ず
れ
も
「
ト
ブ
ヒ
」
の
訓

を
持
ち
（
仏
下
末
三
七
・
三
八
・
四
三
）、元
和
古
活
字
版
『
和
名
類
聚
抄
』
に
も
「

燧
〈
火
撅
附
〉
説
文
云

燧
〈
峯
遂
二
音
度
布
比
〉
辺
有
警
則
挙
之
、
唐
式
云
諸

置

之
処
置
火
台
、
台
上
挿
撅
〈
音
厥
、
俗
云
保
久
之
〉」（
臨
川
書
店
『
諸
本
集

成
倭
名
類
聚
抄
』
本
文
篇
・
巻
一
二
―
十
一
丁
オ
）
と
あ
る
ほ
か
、
先
掲
『
和
歌

童
蒙
抄
』
の
「
コ
レ
ヲ
烽
燧
ト
イ
フ
」
の
例
の
よ
う
に
、烽
火
の
こ
と
を
「
烽
燧
」

と
も
言
っ
た
こ
と
か
ら
の
類
推
な
い
し
混
同
だ
ろ
う
か
。『
和
名
類
聚
抄
』「
燧
」

に
は
、「
ひ
う
ち
」
の
例
と
し
て
「
古
史
考
云
、
燧
人
氏
造
鑚
燧
〈
音
遂
和
名
比

宇
知
〉、
始
出
火
」（
巻
一
二
―
十
二
丁
オ
）
と
、
燧
人
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。『
和

歌
色
葉
』
も
、
前
掲
箇
所
に
続
け
、「
燧ス

ヰ

帝
の
猛
火
と
い
へ
る
は
是
な
り
」（
三
―

二
一
七
頁
）
と
し
、〈
盛
〉
と
同
文
を
持
つ
。『
和
歌
色
葉
』
の
中
下
巻
の
和
歌
注

釈
箇
所
の
多
く
は
「
中
下
巻
は
、『
和
歌
童
蒙
抄
』『
奥
義
抄
』
に
依
拠
す
る
部
分

が
極
め
て
多
く
、
独
自
の
説
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』

一
三
一
八
頁
）
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
一
句
に
関
し
て
は
『
和
歌
童
蒙
抄
』『
奥

義
抄
』
と
も
に
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、『
古
今
集
素
伝
懐
中
抄
』
に
も
、
前
掲
箇

所
に
続
け
て
「
燧
帝
猛
火
と
云
ル
ハ
此
也
」（
七
八
頁
）
と
あ
る
。
そ
の
他
、『
色

葉
和
難
集
』
は
「
春
日
の
ゝ
」
歌
に
つ
い
て
、「
祐
盛
云
」
と
い
う
形
で
佚
書
『
祐

盛
抄
』
を
引
く
形
で
、「
祐
盛
云
、
と
ぶ
ひ
と
い
ふ
事
は
、
昔
唐
に
い
く
さ
お
こ

り
し
時
は
、
お
ほ
き
な
る
ま
つ
を
た
か
き
山
に
た
て
ゝ
み
す
れ
ば
、
そ
れ
を
み
つ

け
て
次
第

く
に
た
て

く
し
て
、
一
月
な
ど
に
行
べ
き
所
に
も
一
日
の
う
ち

に
し
ら
せ
け
る
な
り
。
煬
帝
の
烽
火
と
い
へ
り
し
は
是
な
り
」（
日
本
歌
学
大
系

別
巻
二
―
三
九
八
～
三
九
九
頁
）
と
す
る
が
、「
少
な
く
と
も
全
体
の
七
割
以
上

を
奥
義
抄
・
和
歌
色
葉
な
ど
の
転
載
に
よ
っ
て
ま
か
な
い
、
し
か
も
そ
れ
に
自
ら

資
料
を
増
補
す
る
こ
と
も
多
く
は
な
か
っ
た
歌
学
書
で
あ
る
と
推
定
」（
浅
田
徹
・

三
五
頁
）
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
従
え
ば
『
和
歌
色
葉
』「
燧
帝
の
猛
火
」
の
よ

う
な
説
を
承
け
、
そ
れ
を
誤
伝
し
た
も
の
だ
ろ
う
。〈
盛
〉
は
こ
う
し
た
歌
学
書
・

古
今
注
の
所
伝
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
○
我
朝
ニ
モ
奈
良
帝
ノ
御
時
、
東

ヨ
リ
軍
ヲ
コ
ラ
ン
ト
セ
シ
カ
バ
、
春
日
野
ニ
飛
火
ヲ
立
始
テ
、
其
火
ヲ
守
人
ヲ
被

置
タ
リ
キ
。
春
日
野
ヲ
飛
火
野
ト
申
ハ
是
也
　
春
日
野
は
春
日
山
お
よ
び
春
日
神

社
を
中
心
と
す
る
春
日
山
麓
の
西
面
丘
陵
地
帯
で
、
平
城
京
の
発
展
に
伴
い
、
春

日
山
西
麓
（
平
城
京
の
東
方
の
春
日
山
麓
の
台
地
）
が
春
日
野
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
（〈
角
川
地
名
・
奈
良
県
〉
三
〇
八
頁
）。
春
日
野
の
烽
火
に
関

す
る
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
正
月

二
十
三
日
「
壬
辰
、
廃
二

河
内
国
高
安
烽
一

、
始
置
二

高
見
烽
及
大
倭
国
春
日
烽
一

、

以
通
二

平
城
一

也
（
壬
辰
、
河
内
国
高
安
烽と

ぶ
ひを

廃や

め
、
始
め
て
高
見
烽
と
大
倭
国
春

日
烽
と
を
置
き
て
、
平な

城ら

に
通
ぜ
し
む
）」（
新
大
系
一
―
一
七
八
～
一
七
九
頁
）

が
該
当
し
よ
う
が
、
本
所
説
は
、『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
前
掲
箇
所
に
つ
づ
け
て
「
ム
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カ
シ
奈
良
ノ
京
時
、
ア
ヅ
マ
ヨ
リ
イ
ク
サ
キ
タ
ラ
ム
ト
セ
シ
ニ
、
カ
ノ
ト
ブ
ヒ
ヲ

ア
ゲ
タ
リ
シ
ニ
、コ
ノ
カ
ス
ガ
ノ
ニ
タ
テ
ハ
ジ
メ
テ
、マ
モ
リ
人
ヲ
ヽ
キ
タ
リ
キ
。

ソ
レ
ヨ
リ
ト
ブ
ヒ
ノ
ト
イ
フ
ナ
リ
」（
一
三
七
頁
）
と
あ
り
歌
学
書
と
共
通
す
る

も
の
。『
和
歌
色
葉
』
に
も
や
は
り
「
日
本
に
も
昔
奈
良
の
京
の
時
、
あ
づ
ま
よ

り
軍
お
こ
ら
む
と
せ
し
に
、
彼
の
と
ぶ
火
を
あ
げ
て
、
こ
の
か
す
が
野
に
た
て
は

じ
め
て
そ
の
火
を
ま
ぼ
る
人
を
置
き
た
り
き
。
そ
れ
よ
り
春
日
野
を
と
ぶ
ひ
と
い

ふ
也
」（
二
一
七
頁
）
と
あ
る
。
そ
の
他
、
前
掲
の
『
古
今
集
素
伝
懐
中
抄
』『
古

今
集
大
江
広
貞
注
』『
古
今
集
弘
安
十
年
歌
注
』『
毘
沙
門
堂
本
古
今
注
』
他
、
多

く
の
古
今
集
注
釈
書
が
、「
春
日
野
の
」歌
の
注
に
同
様
の
説
を
引
い
て
い
る
。「
守

人
」
す
な
わ
ち
歌
語
で
い
う
「
野
守
」
へ
の
言
及
も
含
め
、
こ
こ
も
〈
盛
〉
は
前

項
と
同
様
の
歌
学
書
の
説
に
拠
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、〈
盛
〉
は
「
奈
良
京
」

（
平
城
京
）
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
奈
良
帝
」
と
す
る
誤
り
を
犯
し
て
い
る
（
和

銅
五
年
は
元
明
帝
）。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

浅
田
徹
「
祐
盛
抄
に
つ
い
て
―
奥
義
抄
・
和
歌
色
葉
と
の
関
係
か
ら
―
」（
国
文
学
研
究
九
九
集
、
一
九
八
九
・
10
）

＊ 

貝
塚
茂
樹
「
東
周
王
朝
の
成
立
と
諸
侯
国
の
独
立
」（『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
　
第
一
巻
　
中
国
の
古
代
国
家
』
中
央
公
論
社
一
九
七
六
・
5
）

＊ 

黒
田
彰
「
島
原
松
平
本
『
平
家
打
聞
』」（
矢
野
貫
一
・
長
友
千
代
治
編
『
日
本
文
学
説
林
』
和
泉
書
院
一
九
八
六
・
9
）

＊ 

谷
口
義
介
「
褒
姒
説
話
の
形
成
―
中
国
古
代
に
お
け
る
大
地
母
神
の
残
影
―
」（
熊
本
短
大
論
集
三
七
巻
三
号
、
一
九
八
七
・
2
。『
中
国
古
代
社
会
史
研
究
』
朋
友
書
店

一
九
八
八
年
・
3
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

　
異
賊
幽
王
ヲ

1

可
レ

奉
レ

傾
之
由
聞
ヘ
ケ
レ
バ
、
飛
火
ヲ
ア
ゲ
テ
兵

つ
は
も
のヲ

メ
ス
。

2

官
兵
馳

は
せ
あ
つ
ま
り

集
テ
旗
ヲ
ナ
ビ
カ
シ
、
戈
ヲ
サ
ヽ
ゲ
テ
、
鏕

く
つ
ば
みヲ

並
ベ
時
ヲ

3

作
リ
ケ
ル
ニ
、
后
始

テ
4

笑
給
ヘ
リ
。
サ
ラ
ヌ
ダ
ニ
見
目
形
タ
グ
ヒ
ナ
ク
ウ

「
四
〇
七

ツ
ク
シ
カ
リ
ケ
ル
上
、

5

咲
給
ヒ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
イ
ト
ヾ

6

百
ノ
媚こ

び

ヲ
ゾ
増
給
フ
。
帝
ウ
レ
シ
キ
事
ニ
思

お
ぼ
し
め
し

召
、

常
ニ
飛
火
ヲ
揚
ラ
レ
テ
兵
ヲ

7

集
給
フ
。
或
ハ
千
里
ノ

8

山
川
ヲ
分

わ
け
き
た
り

来
、
或
ハ
八
重
ノ
波
路
ヲ
凌

し
の
ぎ
の
ぼ

上
ル
。
ソ
モ
軍

い
く
さ

ナ
ラ
ネ
バ
、

9

兵
つ
は
も
の

本
国
ニ
帰
下
ル
。
国
ノ
費

つ
ひ
え

、
人
ノ

歎な
げ
き、

云
フ
ハ
カ
リ
ナ
シ
。
カ
ヽ
リ
シ
程
ニ
、
幽
王
ヲ
亡

ほ
ろ
ぼ

サ
ン
ト
テ
凶
賊
襲

お
そ
ひ
き
た
り

来
ケ
レ
バ
、
又

10

烽
火
ヲ
被
レ

上
タ
リ
。
諸
国
ノ
軍
兵
是
ヲ
見
テ
、
例
ノ
后
ノ

11

烽
火
ト
思
ケ
レ
バ
、

官
軍
進
ミ
参

ま
ゐ
る

事
ナ
ク
シ
テ
、
幽
王
忽
ニ
滅

ほ
ろ
び

ニ
ケ
リ
。
サ
テ
コ
ソ

12

后
ヲ

13

褒
姒
僻
愛
ト
ハ
申
ケ
レ
。
又

14

ハ
傾
城
ト
モ

15

名な
づ
けタ

リ
。
都

16

ヲ
17

傾
ト
云
フ
読よ

み

ア
レ
バ
、
当そ

の
か
み初

ハ

誡
い
ま
し
めケ

レ
ド
モ
、

18

近
来
ハ
人
ゴ
ト
ニ
傾
城
ト
ゾ
呼
ケ
ル
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
か
た
ふ
け
た
て
ま
つ
る
へ
き
の
」、〈
蓬
・
静
〉「
か
た
ふ
け
奉
る
へ
き
の
」。
2
〈
近
〉「
く
は
ん
へ
い
」、〈
蓬
〉「
官

ク
ワ
ン
ヒ
ヤ
ウ

兵
」、〈
静
〉「
官

ク
ワ
ン
ヘ
イ

兵
」。
3
〈
蓬
・

静
〉「
つ
く
り
た
り
け
る
に
」。
4
〈
近
〉「
わ
ら
ひ
給
ヘ
り
」、〈
蓬
〉「
笑

ワ
ラ
イ

給
ヘ
り
」、〈
静
〉「
笑エ

ミ

給
ヘ
り
」。
5
〈
近
〉「
わ
ら
ひ
給
ひ
た
り
け
れ
は
」、〈
蓬
〉「
笑

ワ
ラ
イ

給
ひ
た
り

け
れ
は
」、〈
静
〉「
笑エ

ミ

給
ひ
た
り
け
れ
は
」。
6
〈
近
〉「
も
ゝ
の
」、〈
蓬
・
静
〉「
万
の
」。
7
〈
近
〉「
あ
つ
め
給
ふ
」、〈
蓬
・
静
〉「
め
し
給
」。
8
〈
近
〉「
さ
ん
せ
ん
を
」。

9
〈
蓬
〉「
本ホ

ン
コ
ク国

に
兵

ツ
ハ
モ
ノ」、〈

静
〉「
本
国
に
兵
」。
10
〈
静
〉「
捧ホ

ウ

火
を
」。
11
〈
静
〉「
捧ホ

ウ

火
と
」。
12
〈
蓬
〉「
后

キ
サ
キ

を
は
」、〈
静
〉「
后
を
は
」。
13
〈
近
〉「
ほ
う
し
へ
き
あ
い
て
」
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と
し
、「
て
」
に
縦
線
あ
り
。
右
に
「
と
は
」
と
傍
書
。
14
〈
蓬
〉「
ハ
」
な
し
。
15
〈
蓬
・
静
〉「
名ナ

ツ

ケ付
た
り
」。
16
〈
近
〉「
ヲ
」
な
し
。
17
〈
近
〉「
か
た
ふ
く
と
」、〈
蓬
・

静
〉「
傾

カ
タ
フ

く
と
」。
18
〈
近
〉「
此
こ
ろ
は
」、〈
蓬
〉「
近キ

ン
ラ
イ来

は
」、〈
静
〉「
近コ

ノ
コ
ロ来

は
」。

【
注
解
】
○
異
賊
幽
王
ヲ
可
奉
傾
之
由
聞
ヘ
ケ
レ
バ
、飛
火
ヲ
ア
ゲ
テ
兵
ヲ
メ
ス
。

官
兵
馳
集
テ
旗
ヲ
ナ
ビ
カ
シ
、
戈
ヲ
サ
ヽ
ゲ
テ
、
鏕
ヲ
並
ベ
時
ヲ
作
リ
ケ
ル
ニ
、

后
始
テ
笑
給
ヘ
リ
　
た
ま
た
ま
生
じ
た
異
賊
襲
来
の
誤
報
に
よ
り
、
褒
姒
が
初
め

て
笑
顔
を
見
せ
る
。「
鏕
」
は
字
義
と
し
て
は
、
か
ま
、
な
べ
な
ど
の
意
（〈
大
漢

和
〉）。〈
蓬
・
静
・
近
〉
な
ど
の
読
み
「
ク
ツ
バ
ミ
」
に
従
え
ば
「
鑣
」
が
よ
い
か
。

た
だ
し
、
二
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
「

鏕
ク
ツ
ハ
ミ

俗
ク
ヽ
ミ
」（
ク
雑
物
・
巻
下
上

21
オ
）、
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
』（
大
東
急
本
）
も
「
鏕
　
ク
ツ
ハ
ミ
　
ク
ヽ

ミ
　
馬
銜
也
」（
ク
雑
物
・
6
―
66
オ
）
と
あ
り
、
ま
た
節
用
集
類
で
も
、
天 

正
十
八
年
本
・
易
林
本
で
は
「
鑣
」
を
、
文
明
本
や
天
正
十
七
年
本
で
は
「
鏕
」

を
「
ク
ツ
ハ
ミ
」
と
読
ん
で
い
る
。
古
辞
書
の
世
界
で
は
、「
鑣
」
の
異
体
と
し

て
「
鏕
」
が
使
わ
れ
て
い
た
か
。『
史
記
』
は
前
掲
の
烽
火
の
説
明
に
続
け
て
、「
諸

侯
悉
至
。
至
而
無
レ

寇
、
褒
姒
乃
大
笑
（
諸
侯
悉
く
至
る
。
至
れ
ど
も
寇あ

だ

無
し
。

褒
姒
乃
ち
大
い
に
笑
ふ
）」（
新
釈
漢
文
大
系
『
史
記
』
一
―
一
九
九
頁
）
と
あ
る
。

こ
の
『
史
記
』
や
『
列
女
伝
』
な
ど
、
褒
姒
が
初
め
て
笑
う
き
っ
か
け
と
な
っ
た

烽
火
は
、意
図
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、『
唐
鏡
』

は
「
王
、
万
ノ
事
ヲ
シ
玉
フ
余
、
此
熢
ヲ
ア
ゲ
玉
フ
ニ
、
ソ
コ
ラ
ノ
人
々
、
国
々

ヨ
リ
参
集
ル
ニ
、
何
事
モ
ナ
カ
リ
ケ
ル
ヲ
、
褒
姒
大
ニ
咲
玉
ヘ
バ
」（
古
典
文
庫

五
七
頁
）
と
し
、
幽
王
は
褒
姒
を
笑
わ
せ
る
た
め
色
々
な
こ
と
を
な
さ
っ
た
の
だ

が
つ
い
に
、
烽
火
を
あ
げ
た
と
す
る
。
他
に
『
新
楽
府
注
』（
真
福
寺
本
）「
此
妃

ノ
咲
ヱ
嘲

ハ
ラ
ウ
事

無ケ
リ。

御
門
無
類　ヒ
一

思
召
ケ
ル
様
ニ
、
嘲
ハ
セ
ム
事ヲ

タ
ば
か
り
て
、
と
ぶ

ひ
と
申
ス
火
ヲ
揚
カ
ヽ
ゲ
給
ニ
ケ
リ
」（
太
田
次
男
①
・
四
三
一
頁
）、『
新
楽
府

略
意
』（
真
福
寺
本
）「
而
為
令
后
一

咲
一

忽
挙
烽
一

后
始
咲
」（
太
田
次
男
②
・

三
三
五
～
三
三
六
頁
）
と
し
て
最
初
か
ら
褒
姒
を
笑
わ
せ
る
た
め
に
烽
火
を
あ
げ

て
い
る
。
ま
た
、『
史
記
』『
列
女
伝
』
い
ず
れ
も
、
兵
が
慌
て
て
集
ま
っ
た
も
の

の
、
実
は
誤
報
で
何
事
も
な
か
っ
た
と
い
う
、
そ
こ
ま
で
の
一
連
の
様
子
を
見
て

褒
姒
は
笑
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
『
唐
鏡
』
も
同
じ
。

一
方
、〈
盛
〉
で
は
、
兵
士
が
集
ま
っ
た
様
子
を
見
て
、
そ
の
段
階
で
褒
姒
は
笑
っ

て
お
り
、
笑
う
直
接
の
理
由
が
異
な
る
。〈
延
〉
も
「
或
時
天
下
ニ
事
出
テ
烽
火

ヲ
上
、
時
ヲ
作
テ
甲
冑
ヲ
ヨ
ロ
ヘ
ル
武
者
宮
城
ニ
充
満
セ
リ
。
是
ヲ
見
給
テ
后
初

テ
ヱ
ミ
給
ヘ
リ
」（
巻
二
―
五
〇
オ
）
と
集
ま
っ
た
兵
を
見
て
笑
っ
た
と
す
る
。

そ
の
点
に
関
し
て
は
〈
盛
〉
は
〈
延
〉
に
比
較
的
近
い
。
な
お
、『
呂
氏
春
秋
』

慎
行
論
・
疑
似
は
〈
延
・
盛
〉
と
同
じ
く
「
周
宅
二

酆
鎬
一

近
二

戎
人
一

、
与
二

諸
侯
一

約
、
為
二

高
葆
禱
於
王
路
一

、
置
二

鼓
其
上
一

、
遠
近
相
聞
。
即
戎
寇
至
、
伝
レ

鼓
相
告
、

諸
侯
之
兵
皆
至
、
救
二

天
子
一

。
戎
寇
当
至
、
幽
王
撃
レ

鼓
、
諸
侯
之
兵
皆
至
、
褒

姒
大
説
而
笑
（
周
は
酆
・
鎬
に
宅
し
て
戎
人
に
近
し
。
諸
侯
と
約
し
、
高
葆
禱
を

王
路
に
為つ

く

り
、
鼓
を
其
の
上
に
置
き
、
遠
近
相
聞
く
。
即も

し
戎
の
寇
至
れ
ば
、
鼓

を
伝
へ
て
相
告
げ
、
諸
侯
の
兵
皆
至
り
て
、
天
子
を
救
ふ
。
戎
の
寇
当か

つ

て
至
る
に
、

幽
王
鼓
を
撃
ち
、諸
侯
の
兵
皆
至
る
。
褒
姒
大
い
に
説
び
て
笑
ふ
）」（
明
治
書
院
・

新
編
漢
文
選
『
呂
氏
春
秋
』
下
―
八
二
三
頁
）
と
兵
が
集
ま
っ
た
様
子
で
笑
っ
て

い
る
が
、『
呂
氏
春
秋
』
の
場
合
、
烽
火
に
は
触
れ
ず
、
太
鼓
の
み
に
よ
っ
て
兵

が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
接
点
は
認
め
に
く
い
。
一
方
、〈
屋
・
覚
〉
は
「
或ア

ル

時
天

下
に
兵
乱ラ

ン

お
こ
ッ
て
、
烽ホ

ウ
ク
ワ火

を
あ
げ
た
り
け
れ
ば
、
后

キ
サ
キ

こ
れ
を
見ミ

給タ
マ

ひ
て
、『
あ

な
ふ
し
ぎ
、
火
も
あ
れ
程
お
ほ
か
り
け
る
な
』
と
て
、
其
時
初
て
わ
ら
ひ
給
へ
り
」

（〈
覚
〉
上
―
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
）
と
、
多
く
の
烽
火
が
上
が
っ
た
様
子
を
見
て
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笑
っ
て
い
る
。〈
中
〉
も
烽
火
を
見
て
笑
っ
た
と
す
る
点
は
〈
屋
・
覚
〉
に
同
じ

だ
が
、「
あ
る
時
、
火
を
あ
げ
、
た
い
こ
を
う
つ
…
…
」（
上
―
一
〇
七
頁
）
と
あ
っ

て
、「
兵
乱
」（〈
覚
〉）
や
「
兵
革
」（〈
屋
〉）
な
ど
へ
の
直
接
の
言
及
は
な
く
、

初
度
の
烽
火
が
な
ぜ
あ
が
っ
た
の
か
具
体
的
な
説
明
は
な
い
。〈
中
〉
の
文
脈
に

従
う
限
り
、
初
め
て
の
兵
乱
で
幽
王
が
亡
び
た
と
も
読
み
う
る
。〈
闘
・
長
〉
は

そ
れ
ぞ
れ
、〈
闘
〉「
或

ル

時
キ

都
に

○依
レ

有
にレ

事
（
一
）

飛
二

烽
火
大
鼓

を一

件
妃
含
笑
穴
面
白

哉
大
鼓
飛

とレ

空
ニ

矣
言
（
或
る
時
、
都
に
事
有
る
に
依
り
て
、
烽
火
の
大
皷
を
飛
ば

し
た
る
に
、
件
の
妃
、
笑
み
を
含
み
て
、『
穴
面
白
や
、
大
鼓
の
空
に
飛
ぶ
こ
と
よ
』

と
言
ひ
け
り
。
一
下
―
二
一
オ
）」、〈
長
〉「
あ
る
時
、
幽
王
、
朝
敵
を
亡
さ
ん
と

て
、
烽
火
太
鼓
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
烽
火
太
鼓
と
は
、
太
こ
の
中
に
火
を
入
て
、

天
を
翔
飛
す
る
術
あ
り
。
是
す
な
は
ち
遠
国
の
つ
は
も
の
を
あ
つ
む
る
は
か
り
こ

と
な
り
。
今
、
此
飛
火
を
揚
た
る
と
き
、
ほ
う
じ
后
の
い
は
く
、『
ふ
し
ぎ
や
、

太
鼓
、
翅
は
な
け
れ
ど
も
、
天
を
翔
術
あ
り
け
り
』
と
て
、
初
而
物
を
の
給
て
、

お
ほ
き
に
わ
ら
ひ
給
き
」（
1
―
一
七
八
頁
）、
と
「
烽
火
太
鼓
」
を
空
飛
ぶ
太
鼓

と
理
解
し
、
そ
の
様
子
を
見
て
笑
っ
た
と
し
て
お
り
、『
史
記
』
か
ら
大
き
く
逸

脱
し
て
い
る
。〈
闘
〉
は
前
段
で
も
「
大
鼓

の

中
ニ

燃
火
（
一
）

飛
レ

此
（
一
）（
大
鼓
の
中

に
火
を
燃
や
し
て
此
れ
を
飛
ば
す
）」
と
同
様
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、〈
長
〉
は
前

段
で
は
「
飛
火
を
あ
ぐ
る
な
ら
ひ
」
と
あ
っ
て
、本
箇
所
と
一
致
し
な
い
う
え
に
、

重
複
が
あ
る
。
こ
こ
を
見
る
限
り
、〈
長
〉
は
〈
闘
〉
の
よ
う
な
本
文
を
承
け
つ

つ
改
変
し
た
の
だ
ろ
う
。〈
早
（
黒
）〉、「
笑
給
ヘ
リ
」
の
「
笑
」
の
右
下
に
「
ミ
」

と
記
す
。
校
異
4
参
照
。

　
○
サ
ラ
ヌ
ダ
ニ
見
目
形
タ
グ
ヒ
ナ
ク
ウ
ツ
ク
シ
カ
リ

ケ
ル
上
、
咲
給
ヒ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
イ
ト
ヾ
百
ノ
媚
ヲ
ゾ
増
給
フ

　
こ
こ
に
褒
姒
の

笑
顔
の
描
写
を
挿
む
の
は
、〈
闘
〉「
此
妃
一
笑
有
百
媚
（
一
）（
此
の
妃
、
一
た
び
笑

め
ば
百
の
媚
有
り
。
一
下
―
二
一
オ
）」、〈
覚
〉「
こ
の
后

キ
サ
キ

一
た
び
ゑ
め
ば
百モ

ヽ

の
媚コ

ビ

あ
り
け
り
」（
上
―
一
〇
二
頁
）
な
ど
、〈
延
・
長
〉
を
除
く
諸
本
に
共
通
。『
史
記
』

等
に
は
こ
う
し
た
描
写
は
な
い
。
諸
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、白
居
易
『
長
恨
歌
』

「
廻
レ

眸
一
笑
百
媚
生
　
六
宮
粉
黛
無
二

顔
色
一

（
眸
を
廻
ら
し
て
一
笑
す
れ
ば
百
媚

生
じ
　
六
宮
の
粉ふ

ん

黛た
い

顔
色
無
し
）」（
新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
』
二
下
―

八
〇
九
～
八
一
〇
頁
）
に
よ
る
表
現
。『
新
猿
楽
記
』
十
二
の
公
「
廻
二

芙
蓉
之 

瞼
一

一
咲
、
成
二

百
媚
一

、
開
二

青
黛
之
眉
一

半
向
、
集
二

万
愛
一

（
芙
蓉
の
瞼
を
廻
ら
し

て
一
た
び
咲
め
ば
、
百
の
媚
を
成
し
、
青
黛
の
眉
を
開
き
て
半
ば
向
か
へ
ば
、
万

の
愛
を
集
む
）」（
東
洋
文
庫
『
新
猿
楽
記
』
一
五
八
～
一
五
九
頁
）
な
ど
美
人
の

形
容
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
た
。〈
早
（
黒
）〉、「
百
」
の
左
に
「（
万
）」
と
記
す
。

校
異
6
参
照
。
　
○
帝
ウ
レ
シ
キ
事
ニ
思
召
、
常
ニ
飛
火
ヲ
揚
ラ
レ
テ
兵
ヲ
集
給

フ
　『
史
記
』「
幽
王
説
レ

之
、
為
数
挙
二

熢
火
一

（
幽
王
之
を
説

よ
ろ
こ

び
、
為
に
数し

ば

々し
ば

熢

火
を
挙
ぐ
）」（
一
―
一
九
九
頁
）
に
該
当
す
る
。『
唐
鏡
』「
王
喜
テ
、
常
ニ
熢
ヲ

挙
玉
ケ
リ
」（
五
七
頁
）
と
あ
り
、『
史
記
』
に
準
じ
る
。『
平
家
物
語
』
諸
本
で
は
、

〈
延
〉「
其
後
、
常
ニ
后
ヲ
エ
マ
セ
奉
ラ
ム
ト
テ
、
烽
火
ヲ
上
、
時
ノ
声
ヲ
作
シ
カ

バ
」（
巻
二
―
五
〇
オ
）、〈
闘
〉「
故
幽
王
悦
レ

此
（
一
）

為
（
レ
）

奉
（
レ
）

令
（
二
）

見
物
（
一
）

無
何
事
（
一
）

常
飛
（
レ
）

此
（
故
に
幽
王
此
れ
を
悦
び
て
、
見
物
せ
し
め
奉
ら
ん
が
為

に
、
何
事
も
無
き
に
常
に
此
れ
を
飛
ば
す
。
一
下
―
二
一
オ
～
二
一
ウ
）」、〈
長
〉

「
そ
の
時
、
幽
王
悦
て
、『
す
は
、
此
后
は
、
物
の
た
ま
ひ
た
る
は
。
ゑ
み
を
含
給

け
る
は
』
と
て
、
后
を
わ
ら
は
せ
奉
ら
ん
ず
る
は
か
り
こ
と
に
は
、
飛
火
を
あ
ぐ
」

（
1
―
一
七
八
頁
）、〈
屋
・
覚
・
中
〉「
幽
王
嬉ウ

レ

シ
キ
事
ニ
シ
テ
、
此ノ

后
烽
火
ヲ
愛

シ
給
ヘ
リ
ト
テ
、
無

ク二

其
事

ト一

常
ニ
烽
火
ヲ
揚ア

ケ

給
フ
」（〈
屋
〉
一
六
六
頁
。〈
覚
〉「
此

后
烽
火
ヲ
愛
シ
給
ヘ
リ
ト
テ
」
な
し
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
表
現
や
字
句
は
違
う
が

同
内
容
。

　
○
或
ハ
千
里
ノ
山
川
ヲ
分
来
、
或
ハ
八
重
ノ
波
路
ヲ
凌
上
ル
。
ソ
モ

軍
ナ
ラ
ネ
バ
、
兵
本
国
ニ
帰
下
ル

　
こ
う
し
た
諸
国
か
ら
陸
路
・
海
路
で
馳
せ
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（
五
五

）

上
っ
て
く
る
兵
士
達
の
描
写
は
諸
本
に
な
く
、〈
盛
〉
の
独
自
異
文
。『
史
記
』『
列

女
伝
』『
呂
氏
春
秋
』
等
い
ず
れ
も
な
し
。『
唐
鏡
』
に
も
な
し
。『
平
家
物
語
』

諸
本
の
う
ち
、〈
闘
〉「
武
士
共
雖
（
レ
）

来
無
（
レ
）

怨
無

は
（
レ
）

怨
（
一
）

即
帰
矣
（
武
士
共
、

来
た
る
と
雖
も
怨
無
し
。
怨
無
け
れ
ば
即
ち
帰
る
。
一
下
―
二
一
ウ
）」、〈
屋
・
覚
・

中
〉「
諸
侯
来
る
に
あ
た
な
し
。
あ
た
な
け
れ
ば
、
則

す
な
は
ちさ

ん
ぬ
」（〈
覚
〉
上
―

一
〇
二
頁
）
な
ど
は
簡
略
だ
が
、〈
延
〉「
諸
国
ノ
官
軍
馳
参
タ
リ
ケ
レ
ド
モ
、カ
ヽ

ル
謀
ナ
リ
ケ
レ
バ
各
本
国
ヘ
帰
ニ
ケ
リ
。
東
山
ヘ
行
官
軍
ハ
千
里
ノ
道
ニ
小
馬
ヲ

ハ
ヤ
メ
、
西
国
ヘ
趣
ク
セ
ム
ダ
羅
ハ
八
重
塩
路
ヲ
陵マ

マ

ケ
リ
。
南
北
ノ
国
々
モ
又
如

此
一

」（
巻
二
―
五
〇
オ
）
お
よ
び
〈
長
〉「
是
を
見
て
、
諸
国
の
官
兵
驚
て
、
王

宮
に
事
出
来
と
て
馳
参
。
か
ゝ
る
謀
な
り
け
れ
ば
、
事
な
き
故
に
、
を
の

く

本
国
へ
帰
り
け
り
。
東
海
へ
帰
る
も
の
は
、
山
里
の
山
川
を
分
、
西
海
へ
を
も
む

く
者
は
、
八
重
の
し
ほ
ぢ
を
凌
け
り
」（
1
―
一
七
八
頁
）
に
は
、
む
な
し
く
諸

国
ヘ
帰
る
際
の
兵
士
の
描
写
と
し
て
、〈
盛
〉
に
類
す
る
表
現
が
見
え
る
。
な
お
、

〈
盛
〉「
八
重
の
波
路
」
は
余
り
多
く
用
い
ら
れ
な
い
が
、〈
延
・
長
〉
の
「
八
重

の
潮
路
」
は
歌
語
と
し
て
、
例
え
ば
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
春
上
・
四
一
・
藤
原
節

信
「
は
る

ぐ
と
や
へ
の
し
ほ
ぢ
に
お
く
網
を
た
な
び
く
物
は
霞
な
り
け
り
」（
新

大
系
二
四
頁
）
な
ど
作
例
が
多
い
。「
千
里
ノ
山
川
」
に
関
し
て
は
、『
歌
枕
名
寄
』

「
千
里
山
」
の
作
例
と
し
て
、
九
二
九
七
・
法
性
寺
入
道
「
み
や
こ
に
て
月
の
雲

井
や
な
が
む
ら
ん
ち
さ
と
の
山
の
い
は
の
か
け
道
」、
九
二
九
八
・
直
幹
「
都
お

も
ふ
我
が
こ
こ
ろ
し
れら

イ

ば
夜
は
の
月
ほ
ど
も
千
里
の
山
路
こ
ゆ
と
も
」（
新
編
国

家
大
観
第
十
巻
）
な
ど
「
千
里
山
」
に
「
千
里
の
山
」
を
掛
け
た
例
が
あ
る
が
、「
千

里
ノ
山
川
」
は
熟
し
た
表
現
と
は
い
え
ず
、
文
意
と
し
て
は
〈
延
〉「
千
里
ノ
道
」

が
よ
い
が
、「
八
重
の
波
路
（
潮
路
）」
の
対
句
と
す
る
意
図
か
ら
改
変
し
た
の
だ

ろ
う
。〈
長
〉
の
「
山
里
の
山
川
」
は
「
千
里
の
山
川
」
が
乱
れ
た
も
の
か
。

　

○
国
ノ
費
、
人
ノ
歎
、
云
フ
ハ
カ
リ
ナ
シ
　『
史
記
』『
唐
鏡
』『
平
家
物
語
』
諸

本
等
、
い
ず
れ
も
該
当
す
る
記
述
な
し
。〈
盛
〉
の
独
自
異
文
。
　
○
カ
ヽ
リ
シ

程
ニ
、
幽
王
ヲ
亡
サ
ン
ト
テ
凶
賊
襲
来
ケ
レ
バ
、
又
烽
火
ヲ
被
上
タ
リ
　『
史
記
』

に
よ
れ
ば
、「
其
後
不
レ

信
、
諸
侯
益
亦
不
レ

至
」（
一
―
一
九
九
頁
）
と
あ
り
、
諸

侯
達
が
烽
火
を
信
用
せ
ず
召
集
に
応
じ
な
く
な
っ
て
い
た
。『
唐
鏡
』
同
様
。『
平

家
物
語
』
諸
本
で
、
こ
の
こ
と
を
記
す
の
は
、〈
闘
・
長
〉（
後
掲
）
お
よ
び
〈
屋
・

覚
・
中
〉「
か
や
う
に
す
る
事
度ド

々
に
及
べ
ば
、
参
る
者
も
な
か
り
け
り
」（〈
覚
〉

上
―
一
〇
二
頁
）。〈
延
・
盛
〉
は
そ
う
し
た
描
写
を
持
た
ず
、
す
ぐ
に
「
凶
賊
」

の
襲
来
に
つ
な
げ
る
。
前
述
の
通
り
、『
史
記
』
に
よ
れ
ば
、こ
の
「
凶
賊
」
は
「
又

廃
二

申
后
一

、
去
二

太
子
一

也
。
申
侯
怒
、
与
二

繒
西
夷
犬
戎
一

、
攻
二

幽
王
一

（
又
、
申

后
を
廃
し
、
太
子
を
去
る
や
、
申
侯
怒
り
、
繒そ

う

・
西
夷
・
犬
戎
と
与
に
幽
王
を
攻

む
）」（
一
―
一
九
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
娘
を
廃
后
さ
れ
、
子
を
廃
太
子
さ
れ

た
申
侯
の
怒
り
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
唐
鏡
』
に
も
「
先
ノ
后
ノ
父
、
申
侯
、

嗔
ノ
余
、
西
夷
ヲ
ト
モ
ナ
ヒ
テ
、
王
ヲ
責
奉
ル
」（
古
典
文
庫
五
七
頁
）
と
あ
る
。

故
事
冒
頭
部
に
お
い
て
は
、『
唐
鏡
』
に
依
拠
し
、「
申
侯
」
の
話
題
に
も
触
れ
て

い
た
〈
盛
〉
で
あ
っ
た
が
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
後
半
部
に
お
い
て
は
『
唐
鏡
』

に
依
拠
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
も
「
申
侯
」
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
単
に
「
凶
賊
」

と
す
る
の
み
。
比
較
的
簡
略
に
幽
王
褒
姒
の
故
事
の
み
を
語
り
、「
申
侯
」
に
言

及
し
な
い
『
呂
氏
春
秋
』
も
「
至
二

於
後
一

戎
寇
真
至
、
幽
王
撃
レ

鼓
（
後
に
至
つ

て
戎
寇
真
に
至
り
、
幽
王
皷
を
撃
つ
も
）」（
下
―
八
二
三
頁
）
と
単
に
「
戎
寇
」

と
の
み
あ
る
。『
平
家
物
語
』
諸
本
で
は
、〈
延
〉「
或
時
戎
軍
ヨ
セ
テ
幽
王
ヲ
滅

サ
ン
ト
シ
ケ
ル
ニ
、
先
々
ノ
如
ク
烽
火
ヲ
上
、
時
ノ
声
ヲ
合
セ
シ
カ
ド
モ
」（
巻

二
―
五
〇
ウ
）、〈
屋
・
覚
・
中
〉「
或
時
隣リ

ン

国
よ
り
凶ケ

ウ

賊ゾ
ク

お
こ
ツ
て
、
幽
王
の
都

を
攻
め
け
る
に
、烽ホ

ウ
ク
ワ火

を
揚
ぐ
れ
ど
も
」（〈
覚
〉
上
―
一
〇
二
頁
。
傍
線
部
〈
屋
〉
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（
五
六

）

「
幽
王
ヲ
討
ン
ト
ス
ル
ニ
」（
一
六
六
頁
）、〈
中
〉「
ゆ
う
わ
う
の
み
や
こ
を
か
た

ぶ
け
ん
と
せ
し
時
」（
上
―
一
〇
七
頁
））
な
ど
と
し
、〈
盛
〉
同
様
。〈
長
・
闘
〉

は
本
箇
所
に
、
次
の
通
り
、
異
文
を
持
つ
。〈
長
〉「
か
く
す
る
事
、
す
で
に
度
々

な
り
。
其
後
は
、
兵
心
へ
て
、
馳
参
ず
る
事
も
せ
ず
。
か
く
国
を
た
ば
か
り
お
ほ

せ
て
、
秦
帝
公
と
い
ふ
大
し
や
う
軍
を
も
て
、
褒
氏
国
よ
り
幽
王
の
内
裏
へ
を
し

よ
せ
た
り
。
大
王
、
人
々
、
お
ど
ろ
き
て
、
し
き
り
に
飛
火
を
揚
と
い
へ
ど
も
」

（
1
―
一
七
八
頁
）
と
あ
る
。〈
長
〉
は
、
褒
氏
国
の
人
が
「
は
か
り
こ
と
を
廻
し

て
」（
1
―
一
七
七
頁
）
狐
の
子
で
あ
る
褒
姒
を
幽
王
の
も
と
に
送
り
込
ん
だ
と

す
る
前
日
譚
を
持
っ
て
お
り
、
何
度
も
召
集
さ
れ
る
う
ち
に
兵
士
達
が
召
集
に
応

じ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
、
そ
の
「
は
か
り
こ
と
」
が
こ
こ
に
結
実
し
た

と
す
る
。
そ
れ
を
う
け
て
、「
秦
帝
公
」（
未
詳
）
な
る
褒
国
の
大
将
軍
が
攻
め
込

ん
で
く
る
こ
と
に
な
る
。〈
闘
〉
も
同
様
の
前
日
譚
を
持
ち
、
や
は
り
、「
依
（
レ
）

此
（
一
）

其
後
不
参
集
（
一
）

雖
（
レ
）

然
（
一
）

無
（
レ
）

何
○

（
常
）被

致
此
事
（
一
）

之
間
妃
取
（
二
）

課
帝

の

心
を

（
一
）

褒
似
国
王

に

申
（
二
）

事
由

を
（
一
）

王
大

に

悦
仰
（
二
）

数
万
騎
官
兵
（
一
）

令
逼
幽
王
（
一
）

于
（
レ
）

時
幽
王
雖
（
レ
）

上
（
二
）

烽
火
大
鼓
（
一
）（
此
れ
に
依
り
て
其
の
後
は
参
り
集
ら
ず
。

然
り
と
雖
も
何
も
無
き
に
常
に
此
の
事
を
致
さ
れ
け
る
間
、
妃
、
帝
の
心
を
取
り

課は
た

し
、
褒
似
国
の
王
に
事
の
由
を
申
し
け
れ
ば
、
王
大
い
に
悦
び
て
、
数
万
騎
の

官
兵
に
仰
せ
て
幽
王
を
逼せ

め
し
む
。
時
に
幽
王
、
烽
火
の
大
鼓
を
上
ぐ
と
雖
も
。

一
下
―
二
一
ウ
）」
と
す
る
。
い
ず
れ
も
前
日
譚
同
様
、
典
拠
未
詳
。〈
早
（
黒
）〉

「
来
」
の
左
下
に
「
シ
」
を
補
う
。

　
○
諸
国
ノ
軍
兵
是
ヲ
見
テ
、
例
ノ
后
ノ
烽

火
ト
思
ケ
レ
バ
、
官
軍
進
ミ
参
事
ナ
ク
シ
テ
、
幽
王
忽
ニ
滅
ニ
ケ
リ

　
何
度
も
虚

報
の
烽
火
に
依
っ
て
召
集
さ
れ
た
兵
士
達
は
、
本
当
の
烽
火
を
見
て
も
虚
報
と
思

い
参
集
せ
ず
、
つ
い
に
幽
王
は
亡
び
る
。〈
延
〉「
諸
国
ノ
官
兵
等
、
例
ノ
后
キ
エ

マ
セ
奉
ラ
ン
料
ニ
テ
ゾ
有
ラ
ン
ト
テ
、
一
人
モ
マ
ヒ
ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
幽
王
忽
ニ

滅
ビ
給
テ
ケ
リ
」（
巻
二
―
五
〇
ウ
）、〈
長
〉「
兵
是
を
見
て
、
例
の
后
の
、
物
の

た
ま
ひ
わ
ら
ひ
給
ふ
と
思
け
れ
ば
、
馳
参
事
も
せ
ざ
り
け
り
。
つ
わ
も
の
、
王
宮

へ
み
だ
れ
入
て
、
幽
王
を
う
ち
と
り
、
国
を
ほ
ろ
ぼ
し
て
け
り
」（
1
―
一
七
八

頁
）、〈
屋
・
覚
・
中
〉「
例レ

イ

の
妃

キ
サ
キ

の
火
に
な
ら
ツ
て
、
兵
も
参
ら
ず
。
其
時
都

ミ
ヤ
コ

傾

い
て
、
幽ユ

ウ

王ワ
ウ

終
に
亡

ホ
ロ
ビ

に
き
」（
上
―
一
〇
二
頁
）
な
ど
。〈
屋
・
覚
・
中
〉
に
「
都

傾
い
て
」
と
あ
る
の
は
、
他
本
に
見
え
る
、「
傾
城
」
に
関
す
る
所
説
が
意
識
さ

れ
た
も
の
か
（
次
々
項
注
解
参
照
）。『
史
記
』「
幽
王
挙
二

熢
火
一

徴
レ

兵
、兵
莫
レ

至
。

遂
殺
二

幽
王
驪
山
下
一

、
虜
二

褒
姒
一

、
尽
取
二

周
賂
一

而
去
（
幽
王
、
熢
火
を
挙
げ
て

兵
を
徴め

す
。
兵
至
る
も
の
莫
し
。
遂
に
幽
王
を
驪
山
の
下
に
殺
し
、
褒
姒
を
虜
に

し
、
尽

こ
と
ご
とく

周
の
賂

た
か
ら

を
取
り
て
去
る
）」（
一
―
一
九
九
頁
）
と
あ
り
、
褒
姒
が
捕

ら
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
を
記
す
。『
唐
鏡
』
も
「
王
熢
ヲ
ア
ゲ
テ
、兵
ヲ
召
ト
モ
、

先
々
ニ
習
テ
、
独
モ
マ
イ
ル
物
ナ
シ
。
防
戦
人
モ
ナ
ク
シ
テ
、
麗リ

山
ノ
下
ニ
、
ハ

カ
ナ
ク
成
給
ヌ
、
褒
姒
ヲ
バ
、
生
取
ニ
シ
侍
リ
ケ
リ
」（
五
七
頁
）
と
す
る
。『
平

家
物
語
』
諸
本
は
、
次
節
に
見
る
よ
う
に
、
褒
姒
が
狐
と
な
っ
た
と
す
る
説
を
持

ち
、『
唐
鏡
』
も
「
或
説
」
と
し
て
同
説
を
持
つ
。
　
○
サ
テ
コ
ソ
后
ヲ
褒
姒
僻

愛
ト
ハ
申
ケ
レ
　
以
下
、「
傾
城
」
の
読
み
に
つ
い
て
の
注
記
、「
后
」
の
後
日
譚
、

「
化
け
狐
」
の
本
説
が
続
く
が
、〈
覚
〉
は
后
の
後
日
談
に
触
れ
る
の
み
。〈
闘
・
延
・

長
〉
は
〈
盛
〉
と
同
じ
構
成
だ
が
、
こ
の
一
文
に
関
し
て
は
〈
盛
〉
の
み
の
独
自

異
文
。〈
盛
〉
を
直
訳
す
れ
ば
、
こ
う
い
う
わ
け
で
后
を
「
褒
姒
僻
愛
」
と
い
う

の
だ
、
と
な
る
が
、
意
味
が
通
り
に
く
い
。
こ
の
后
を
愛
し
た
こ
と
を
「
褒
姒
僻

愛
」
と
評
し
た
の
だ
、と
い
う
意
か
。
た
だ
し
次
文
と
の
つ
な
が
り
を
欠
く
。『
史

記
』
の
本
故
事
冒
頭
部
（
天
変
記
事
直
後
）
に
「
三
年
、
幽
王
嬖
二

愛
褒
姒
一

（
三

年
、
幽
王
褒
姒
を
嬖へ

い

愛あ
い

す
。
一
―
一
九
六
頁
）」
と
あ
っ
た
。「
嬖
愛
」
は
、「
特

別
に
愛
す
る
こ
と
、
こ
の
上
も
な
く
か
わ
い
が
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
人
や
も
の
」

― 111 ―



名古屋学院大学論集

（
五
七

）

の
意
（〈
日
国
大
〉）。「
褒
姒
僻
愛
」
の
出
典
は
不
明
。「
僻
愛
」
は
、〈
近
〉「
へ

き
あ
い
」、〈
蓬
・
静
〉「
僻へ

き

」
と
読
ん
で
お
り
、「
嬖
」
の
誤
字
で
は
な
く
意
図
的

な
用
字
で
あ
る
な
ら
ば
、
間
違
っ
た
愛
、
と
い
う
意
味
。〈
早
（
黒
）〉
に
は
特
に

記
載
は
な
い
。
　
○
又
ハ
傾
城
ト
モ
名
タ
リ
。
都
ヲ
傾
ト
云
フ
読
ア
レ
バ
、
当
初

ハ
誡
ケ
レ
ド
モ
、
近
来
ハ
人
ゴ
ト
ニ
傾
城
ト
ゾ
呼
ケ
ル
　
あ
る
い
は
后
を
傾
城
と

も
呼
ん
だ
。「（
城
は
王
城
の
意
味
で
）
都
を
傾
く
」
と
読
め
る
の
で
、
当
初
は
后

を
傾
城
と
呼
ぶ
こ
と
を
戒
め
ら
れ
て
い
た
が
、
近
頃
は
皆
「
傾
城
」
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
の
意
。〈
延
〉「
其
ヨ
リ
美
人
ヲ
バ
傾
城
ト
ゾ
名
ケ
タ
ル
。『
城
ヲ
傾
』

ト
云
読
ア
リ
。
此
読
ヲ
バ
当
初
ハ
誡
ラ
レ
ケ
レ
ド
モ
、
当
世
都
ニ
ハ
猶
傾
城
ト
ゾ

ヨ
バ
レ
ケ
ル
」（
巻
二
―
五
〇
ウ
）
と
同
様
だ
が
、〈
延
〉
は
「
城
ヲ
傾
」
と
い
う

読
み
0

0

が
誡
め
ら
れ
た
、
と
あ
る
の
で
意
味
が
取
り
に
く
い
。〈
盛
〉
は
こ
の
よ
う

な
本
文
の
意
味
を
取
り
や
す
く
す
る
た
め
、「
傾
城0

」
は
「
都0

を
傾
く
」
と
も
読

め
る
の
で
こ
の
語0

の
使
用
を
誡
め
た
、
と
い
う
文
意
に
改
め
た
か
。〈
長
〉「
抑
、

美
女
を
け
い
せ
い
と
は
、
幽
王
の
時
よ
り
名
付
た
り
。『
み
や
こ
を
か
た
む
く
る
』

と
い
ふ
読
あ
り
。
此
よ
み
を
ば
、
其
か
み
は
、
い
ま
し
め
ら
れ
け
れ
ど
も
、
当
世

都
に
は
、
傾
城
と
ぞ
よ
ば
る
な
る
」（
1
―
一
七
九
頁
）
と
し
、
重
盛
の
言
と
し

て
で
は
な
く
、
地
の
文
と
し
て
後
掲
さ
れ
る
。〈
闘
〉
は
「
自
レ

爾
美
女

を

名
二

傾 

城
ト一

只
非
（
レ
）

傾
（
レ
）

城
を

為
下

殺
レ

人
乱
（
レ
）

世
（
一
）

之
媒
上

不
可
不
慎
（
一
）

云
（
爾
よ
り

美
女
を
傾
城
と
名
づ
け
た
り
。
只
城
を
傾
く
る
の
み
に
非
ず
、
人
を
殺
し
世
を
乱

す
媒

な
か
だ

ち
と
為な

る
。
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
、と
云
へ
り
。
一
下
―
二
一
ウ
）」と
あ
り
、

「
傾
城
」
即
ち
美
女
が
乱
世
の
媒
と
な
る
か
ら
慎
む
べ
き
、
と
い
う
内
容
で
〈
延
・

長
・
盛
〉
の
よ
う
に
「
傾
城
」
と
い
う
呼
称
や
読
み
を
戒
め
る
の
で
は
な
く
、「
美

女
」
を
愛
す
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
ま
た
、〈
闘
・
延
・
長
〉
い
ず
れ
も
美
女

を
傾
城
と
呼
ん
だ
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、〈
盛
〉
は
后
を
傾
城
と
呼
ん
だ
と

し
て
い
る
。
な
お
、「
傾
城
」
の
語
は
、『
漢
書
』
外
戚
伝
「
孝
武
李
夫
人
」
に
引

く
、
李
夫
人
の
兄
李
延
年
の
歌
に
「
北
方
有
二

佳
人
一

、
絶
世
而
独
立
、
一
顧
傾
二

人
城
一

、
再
顧
傾
二

人
国
一

、
寧
不
レ

知
三

傾
城
与
二

傾
国
一

、
佳
人
難
二

再
得
一

」（
中
華

書
局
『
漢
書
』
第
一
二
冊
・
三
九
五
一
頁
）
と
し
て
出
る
語
で
、
白
居
易
『
新
楽

府
』「
李
夫
人
」
の
最
末
句
「
人
非
二

木
石
一

皆
有
レ

情
、不
レ

如
不
レ

遇
二

傾
城
色
一

（
人

は
木
石
に
非
ず
　
皆
情
有
り
　
如
か
ず
　
傾
城
の
色
に
遇
は
ざ
ら
ん
に
は
）」（
新

釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
』
一
―
七
一
七
頁
）
に
も
用
い
ら
れ
て
人
口
に
膾
炙
し

た
。〈
延
全
注
釈
〉
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
早
く
は
『
詩
経
』
大
雅
・
瞻
卬
に
、「
哲

夫
成
レ

城
、
哲
婦
傾
レ

城
（
哲
夫
城
を
成
し
、
哲
婦
城
を
傾
く
）」（
新
釈
漢
文
大
系

『
詩
経
』
下
―
二
九
二
頁
）
と
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
傾
城
」
は
、
女
が
美
人

で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
褒
姒
を
、
美
女
や
后
を
「
傾
城
」

と
呼
ぶ
始
発
と
す
る
説
は
未
詳
。
ま
た
読
み
の
禁
忌
に
つ
い
て
も
未
詳
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

太
田
次
男
①
「
真
福
寺
新
楽
府
注
と
鎌
倉
時
代
の
文
集
受
容
に
つ
い
て
―
付
・
新
楽
府
注
翻
印
―
」（
斯
道
文
庫
論
集
七
号
、
一
九
六
八
・
3
）

＊ 

太
田
次
男
②
「
釋
信
救
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
―
附
・
新
楽
府
略
意
二
種
の
翻
印
―
」（
斯
道
文
庫
論
集
五
号
、
一
九
六
六
・
3
）

　
彼か

の

后
幽
王
亡

ほ
ろ
び

給
テ
後
、

1

尾
三
ツ
ア
ル
狐
ト
成
テ
、

「
四
〇
八

コ
ウ

く
鳴な

き

シ
テ

2

古
キ
塚
ニ
入
ニ
ケ
リ
。
狐
人
ヲ

3

蕩
ト
テ
ハ
、「

4

化
シ
テ
婦
人
ト
成
テ

5

顔
色
好よ

し

。
頭

か
し
ら

ハ

雲
ノ

6

鬟
ト
変
ジ
、面

お
も
て

ハ
7

厳
キ
粧

よ
そ
ほ
ひト

成
テ
、8

翠
眉
不
レ

挙
、9

華
ノ
顔
低
タ
リ
。

10

忽
然
ニ
一
タ
ビ

11

笑
バ
千
万
ノ

12

態
有あ

り

。
見み

る

人
十
人
ガ
八
九
ハ

13

迷
ヌ
」
ト
ゾ
カ
ヽ
レ
タ
ル
。
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（
五
八

）

【
校
異
】
1
〈
蓬
〉「
尾ヲ

ノ

」、〈
静
〉「
尾ヲ

」。
2
〈
蓬
〉「
古フ

ル

塚ツ
カ

に
」。
3
〈
近
〉「
と
ら
か
す
と
て
は
」、〈
蓬
〉「
と
ら
か
さ
ん
と
て
は
」、〈
静
〉「
蕩

ト
ラ
カ

さ
ん
と
て
は
」。
4
〈
近
〉

「
く
は
し
て
」、〈
蓬
・
静
〉「
化ケ

し
て
」。
な
お
、〈
静
〉
右
に
「
文
集
」
を
傍
記
。
5
〈
近
〉「
か
ん
し
よ
く
」、〈
蓬
・
静
〉「
顔

カ
ン
シ
ヨ
ク

色
」。
6
〈
近
〉「
ひ
ん
つ
ら
と
」、〈
蓬
〉

「
鬟

ヒ
ン
ツ
ラと

」、〈
静
〉「
鬟

ヒ
ツ
ラ

と
」。
7
〈
近
〉「
う
つ
く
し
き
」、〈
蓬
・
静
〉「
厳

イ
ツ
ク
シ
キ」。

8
〈
近
〉「
み
と
り
の
ま
ゆ
あ
か
ら
す
」、〈
蓬
〉「
翠

ア
ヲ
キ
マ
ユ眉

不
レ

挙
モ
タ
ケ
ス」、〈

静
〉「
翠

ア
ヲ
キ
マ
ユ眉

不　ス
レ

挙
モ
タ
ケ

」。
9
〈
近
〉

「
は
な
の
か
ほ
う
な
た
れ
た
り
」、〈
蓬
〉「
花ハ

ナ

顔カ
ホ

低タ
レ

た
り
」、〈
静
〉「
花

ハ
ナ
ノ

顔カ
ホ

低タ
レ

た
り
」。
10
〈
近
〉「
た
ち
ま
ち
に
」、〈
蓬
〉「
忽コ

ツ
セ
ン然

に
」、〈
静
〉「
忽コ

ツ
ゼ
ン然

に
」。
11
〈
近
〉「
ゑ
め
は
」、

〈
蓬
・
静
〉「
笑エ

メ

は
」。
12
〈
近
〉「
わ
さ
み
る
」
と
し
、「
み
」
の
右
に
「
有
」
を
傍
書
。
な
お
、「
態
」
は
、〈
蓬
・
静
〉「
態タ

イ

」。
13
〈
近
〉「
ま
よ
ひ
ぬ
と
そ
」、〈
蓬
〉「
迷

マ
ヨ
ヒ

ぬ
と
そ
」、〈
静
〉「
迷

マ
ト
イ

ぬ
と
そ
」。

【
注
解
】
○
彼
后
幽
王
亡
給
テ
後
、
尾
三
ツ
ア
ル
狐
ト
成
テ
、
コ
ウ

く
鳴
シ
テ

古
キ
塚
ニ
入
ニ
ケ
リ
　「
コ
ウ
コ
ウ
」
は
狐
の
鳴
き
声
を
模
し
た
擬
音
語
。〈
本
全

釈
〉
三
―
一
四
頁
「
コ
ウ

く
」
項
注
解
参
照
。
こ
の
「
コ
ウ
コ
ウ
」
と
い
う

擬
音
語
は
、
他
に
『
沙
石
集
』『
曽
我
物
語
』『
名
語
記
』
な
ど
に
例
が
あ
り
、
江

戸
時
代
ま
で
続
い
た
と
い
う
（
山
口
仲
美
・
二
一
三
～
二
一
五
頁
）。
前
節
「
諸

国
ノ
軍
兵
是
ヲ
見
テ
、例
ノ
后
ノ
烽
火
ト
思
ケ
レ
バ
、官
軍
進
ミ
参
事
ナ
ク
シ
テ
、

幽
王
忽
ニ
滅
ニ
ケ
リ
」項
注
解
に
示
し
た
通
り
、『
史
記
』で
は
幽
王
は
亡
く
な
り
、

褒
姒
は
捕
ら
え
ら
れ
た
と
し
、『
唐
鏡
』
も
同
様
だ
が
、『
平
家
物
語
』
諸
本
は
異

な
る
結
末
を
持
つ
。
こ
の
褒
姒
が
三
尾
の
狐
と
な
っ
て
古
塚
へ
入
っ
た
と
す
る

〈
盛
〉
の
記
述
は
、〈
延
〉「
彼
后
後
ニ
ハ
尾
三
ア
ル
狐
ニ
ナ
リ
テ
、
古
キ
塚
ヘ
逃

去
ニ
ケ
リ
」（
巻
二
―
五
〇
ウ
）
が
近
く
、〈
闘
〉
に
も
「
其

ノ

時
件

ノ

妃
作

テ二

尾
三

ノ

狐
ト

（
一
）

如
二

稲
妻

ノ
（
一
）

失
ヌ

（
其
の
時
、
件
の
妃
、
尾
三
つ
の
狐
と
作
り
て
稲
妻
の
ご

と
く
に
失
せ
ぬ
。
一
下
―
二
一
ウ
）」
と
あ
り
、や
は
り
三
尾
の
狐
と
す
る
（〈
闘
〉

欄
外
注
「
或
尾
九
」。
な
お
「
傾
城
」
説
の
前
に
置
か
れ
る
）。〈
長
〉
は
「
か
く

し
て
後
は
、
ほ
う
じ
后
は
、
白
狐
の
尾
三
あ
る
に
現
じ
て
う
せ
に
け
り
」（
1
―

一
七
八
頁
）
と
「
白
狐
」
と
し
、〈
覚
〉「
さ
て
こ
の
后
は
、
野ヤ

干カ
ン

と
な
ッ
て
は
し

り
失
せ
け
る
ぞ
お
そ
ろ
し
き
」（
上
―
一
〇
二
頁
）、〈
中
〉「
其
後
此
き
さ
き
は
、

や
か
ん
と
な
り
て
、
か
き
け
つ
や
う
に
う
せ
ら
れ
け
り
」（
上
―
一
〇
七
～

一
〇
八
頁
）
と
単
に
「
野
干
」
と
す
る
。
ほ
か
に
由
阿
『
詞
林
采
葉
抄
』「
烽
燧
火
」

は
「
幽
王
遂ツ

ヰ

ニ
麗
山
ノ
下モ

ト

ニ
テ
失ウ

セ
玉
フ

。
后

キ
サ
キ

ハ
尾
二
ア
ル
命ミ

ヤ
ウ
フ婦

（
引
用
者
注
、
狐
の

こ
と
）
ト
ナ
リ
テ
失ウ

セ

訖
焉
」（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
詞
林
采
葉
抄
　
人
丸
集
』

二
八
七
頁
）と
し
、褒
姒
を
双
尾
の
狐
と
し
、や
は
り
姿
を
消
し
た
と
す
る
。〈
屋
〉

に
は
唯
一
該
当
記
事
が
な
い
こ
と
か
ら
、〈
全
注
釈
〉
は
本
来
は
な
か
っ
た
も
の

と
し
て
後
補
と
見
、
ま
た
、
後
掲
の
、『
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
』
に
見
え

る
妲
己
九
尾
狐
説
を
あ
げ
て
、
こ
う
し
た
説
と
の
混
交
と
見
た
が
（
上
―
三
一
五

頁
）、
美
濃
部
重
克
は
、
褒
姒
の
妖
狐
変
身
譚
は
、
読
み
本
系
諸
本
に
も
見
ら
れ

る
こ
と
、『
唐
鏡
』
に
も
「
或
説
ニ
ハ
狐
狸
ノ
変
化
ト
モ
申
セ
リ
」（
古
典
文
庫

五
七
頁
）
と
見
え
、『
神
明
鏡
』、『
下
学
集
』
態
芸
門
、『
玉
藻
前
物
語
』
な
ど
に
、

天
竺
の
班
足
王
の
塚
神
、
大
唐
の
幽
王
の
后
褒
姒
、
日
本
の
鳥
羽
院
の
玉
藻
前
に

現
じ
た
と
い
う
伝
説
が
見
え
る
こ
と
を
あ
げ
、後
補
説
・
混
交
説
に
つ
い
て
は
「
存

疑
」を
表
明
し
て
い
る（
一
九
七
頁
）。
王
貝
は
、日
中
の
褒
姒
変
身
譚
を
整
理
し
、

「
褒
姒
龍
や
ト
カ
ゲ
に
関
す
る
変
身
譚
は
中
国
に
お
い
て
定
着
し
た
知
識
と
し
て

共
有
さ
れ
て
い
た
」（
五
一
頁
）
こ
と
、「
中
国
に
お
け
る
褒
姒
に
関
す
る
話
の
中

で
、狐
の
化
物
と
い
う
よ
う
な
変
身
譚
は
存
在
し
な
い
」（
五
二
頁
）
こ
と
か
ら
、

日
本
に
お
け
る
褒
姒
を
狐
と
す
る
説
の
誕
生
を
促
し
た
理
由
と
し
て
、「『
平
家
物

語
』
が
成
立
し
た
時
代
の
日
本
に
お
い
て
、
狐
―
女
性
の
変
身
譚
が
龍
や
ト
カ
ゲ
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（
五
九

）

―
女
性
の
変
身
譚
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
か
っ
た
」
こ
と
、「
時
間
上
、
妲
己

の
話
が
す
で
に
日
本
に
受
容
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
え
で
妲
己
と
褒
姒
の
身
分
な

ど
の
面
に
お
い
て
も
共
通
点
が
あ
る
た
め
、
妲
己
が
狐
に
変
身
し
て
逃
げ
去
っ
た

話
はマ

マ

褒
姒
に
流
用
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
」、「
日
本
文
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え

た
中
国
の
唐
の
文
学
で
は
、
国
を
滅
ぼ
す
美
女
を
狐
に
喩
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
る

た
め
、『
平
家
物
語
』
の
作
者
も
こ
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
を
吸
収
し
て
褒
姒
の
話

に
転
用
し
た
」（
五
六
頁
）
こ
と
を
想
定
す
る
。『
平
家
物
語
』
作
者
に
よ
る
も
の

か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
褒
姒
の
妖
狐
変
身
譚
が
、
日
中
両
国
で
流
布
し

た
妲
己
の
そ
れ
と
の
関
わ
り
な
か
で
発
生
・
流
布
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
よ
う
。
王
貝
が
褒
姒
説
話
の
流
用
元
と
み
た
姐
己
の
狐
の
変
身
譚
は
、
明
代

の
小
説
類
『
平
妖
伝
』『
武
王
伐
紂
書
』『
封
神
演
義
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
最
古
の
も
の
は
、
日
本
の
大
江
匡
房
『
狐こ

媚び

記の
き

』「
嗟
呼
、
狐
媚
変
異
、
多
載
二

史
籍
一

。
殷
之
妲
己
、
為
二

九
尾
狐
一

、
任
氏
為
二

人
妻
一

、
到
二

於
馬
嵬
一

、
為
レ

犬
被
レ

獲
（
嗟あ

呼あ

、
狐
媚
の
変
異
は
、
多
く
史
籍
に
載
せ
た
り
。
殷
の
妲
己
は
九
尾
の 

狐
と
為
り
、
任
氏
は
人
の
妻
と
為
り
て
、
馬
嵬
に
到
り
て
、
犬
の
た
め
に
獲
ら
れ

き
）」（
日
本
思
想
大
系
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
一
六
七
・
三
一
〇
頁
）
と
さ
れ

る
（
堀
誠
①
・
二
五
～
二
六
頁
）。
こ
こ
に
「
多
載
二

史
籍
一

」
と
あ
る
こ
と
か
ら

す
で
に
中
国
に
も
こ
う
し
た
所
伝
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、〈
全
注
釈
〉

が
指
摘
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
妲
己
と
褒
姒
の
混
交
説
を
論
じ
た
、『
纂
図
附
音
増

広
古
注
千
字
文
』
の
「
周
発
殷
湯
」
に
対
す
る
注
に
「
乃　チ

以
碓
二

剉ク
タ
ク

之
ヲ一

、
即
変

シ
テ 

作
リ
ヌ

二

九
尾

ノ

狐
狸

ト一

也
（
現
代
語
訳

：

そ
こ
で
妲
己
を
剉ざ

碓た
い

（
押
し
切
り
、
ギ
ロ 

チ
ン
の
如
き
も
の
）
に
か
け
た
。
た
ち
ま
ち
変
じ
て
九
尾
の
狐き

つ

ね狸
と
な
っ
た
」（
国

立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
所
載
内
閣
文
庫
本
画
像
に
よ
る
。
現
代
語
訳

は
岩
波
文
庫
『
千
字
文
』
五
四
頁
）
が
、
早
い
例
と
も
さ
れ
る
が
、
上
野
本
・
敦

煌
本
『
千
字
文
注
』
に
は
当
該
記
事
は
な
く
、
果
た
し
て
唐
代
以
前
の
李
暹
（
李

邏
）
注
に
遡
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
疑
義
が
呈
さ
れ
て
い
る
（
堀
誠
①
・

二
四
頁
）。
こ
の『
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
』の
成
立
年
代
は
お
く
と
し
て
も
、

『
狐
媚
記
』の
言
う
こ
と
に
従
え
ば
、日
中
両
国
に
妲
己
妖
狐
説
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

尾
の
多
い
狐
は
、
中
塚
亮
・
今
村
遥
も
検
証
す
る
よ
う
に
、
古
く
『
山
海
経
』
南

山
経
に
狐
に
似
た
も
の
と
し
て
「
有
レ

獣
焉
、
其
状
如
レ

狐
而
九
尾
、
其
音
如
二

嬰

児
一

、
能
食
レ

人
、
食
者
不
レ

蠱
」（
傍
線
部
、
食
べ
れ
ば
、
邪
気
を
受
け
な
く
な
る
、

あ
る
い
は
、
蠱
毒
の
害
を
受
け
な
く
な
る
、
な
ど
の
意
。
中
華
書
局
・
叢
書
集
成

初
編
二
九
九
四
―
四
頁
）
な
ど
の
記
述
が
あ
り
、
瑞
祥
と
し
て
の
「
九
尾
白
狐
」

が
『
呂
氏
春
秋
』
に
見
え
る
ほ
か
、『
白
虎
通
』
に
は
子
孫
繁
栄
の
象
徴
と
し
て

見
え
る
。
ま
た
『
魏
書
』
に
は
「（
高
祖
太
和
）
十
年
三
月
、
冀
州
獲
二

九
尾
狐
一

以
献
。
王
者
六
合
一
統
則
見
。
周
文
王
時
、
東
夷
帰
レ

之
。
曰
、
王
者
不
レ

傾
二

於

色
一

、
則
至
德
至
、
鳥
獣
亦
至
。
十
一
年
十
一
月
、
冀
州
獲
二

九
尾
狐
一

以
献
。（
十

年
三
月
、
冀
州
九
尾
狐
を
獲
え
、
以
て
献
ず
。
王
者
、
六
合
一
統
す
れ
ば
則
ち
見あ

ら

は
る
。
周
文
王
の
時
、
東
夷
之
に
帰
す
。
曰
く
、
王
者
色
に
傾
か
ざ
れ
ば
、
則
ち

至
徳
至
り
、
鳥
獣
亦
至
る
）」（
十
月
三
日
、
冀
州
で
九
尾
の
狐
が
捕
ら
え
ら
れ
、

献
じ
ら
れ
た
。
王
者
が
天
下
を
統
一
す
れ
ば（
九
尾
の
狐
が
）現
れ
る
の
で
あ
る
。

周
文
王
の
時
、
東
夷
が
（
周
文
王
に
）
帰
順
し
、
言
っ
た
。
王
者
が
色
に
傾
く
こ

と
が
な
け
れ
ば
、
至
徳
の
世
が
訪
れ
る
の
で
あ
り
、
鳥
や
獣
も
ま
た
や
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
中
華
書
局
『
魏
書
』
第
八
冊
・
二
九
二
八
頁
）
を
初
め
と
し
て
数
例

の
献
上
例
が
記
さ
れ
、『
北
史
』『
周
書
』
に
も
見
え
る
。
い
ず
れ
も
「
天
子
の
徳

が
高
か
っ
た
り
、
社
会
が
正
し
く
治
ま
っ
て
い
る
時
に
現
れ
る
、
瑞
獣
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
る
」（
今
村
遥
・
一
一
七
頁
）。
こ
の
九
尾
の
狐
が
し
だ
い
に
本
来
の

形
象
か
ら
離
れ
て
蠱
惑
の
シ
ン
ボ
ル
へ
と
変
貌
し
、
妲
己
と
結
び
つ
い
て
い
っ
た
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（
六
〇

）

（
中
塚
亮
・
八
〇
～
八
二
頁
）。
以
上
は
妲
己
妖
狐
説
で
あ
る
が
、
宮
崎
市
定
が
、

夏
の
桀
王
が
末
喜
を
、
殷
の
紂
王
が
姐
己
を
、
周
の
幽
王
が
褒
姒
を
そ
れ
ぞ
れ
に

寵
愛
し
、
国
が
滅
び
た
物
語
は
、
同
一
の
根
源
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
幽
王
・

褒
姒
の
物
語
が
最
初
で
、
紂
王
・
妲
己
の
も
の
が
第
二
次
の
反
映
、
さ
ら
に
桀
王
・

末
喜
の
説
話
が
第
三
次
の
反
映
と
推
測
し
て
い
る
よ
う
に
（
一
一
七
～
一
一
八

頁
）、
こ
れ
ら
末
（
妹
）
喜
を
含
め
、
妲
己
・
褒
姒
の
物
語
自
体
が
同
趣
向
が
繰

り
返
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
並
列
し
て
捉
え
る
例
は
数
多
い
。
例

え
ば
『
史
記
』
外
戚
世
家
に
「
夏
之
興
也
、
以
二

塗
山
一

。
而
桀
之
放
也
、
以
二

末

喜
一

。
殷
之
興
也
、
以
二

有
娀
一

。
紂
之
殺
也
、
嬖
二

妲
己
一

。
周
之
興
也
、
以
二

姜
原

及
大
任
一

。
而
幽
王
之
禽
也
、
淫
二

於
褒
姒
一

（
夏
の
興
る
や
、
塗
山
を
以
て
す
。

而
し
て
桀
の
放
た
る
る
や
、
末
喜
を
以
て
す
。
殷
の
興
る
や
、
有

い
う
じ
ゆ
う
娀
を
以
て
す
。

紂
の
殺
さ
る
る
や
、
妲
己
を
嬖へ

い

し
た
れ
ば
な
り
。
周
の
興
る
や
、
姜

き
や
う
げ
ん原

及
び
大

任
を
以
て
し
、
而
し
て
幽
王
の
禽
に
せ
ら
る
る
や
、
褒
姒
に
淫
し
た
れ
ば
な
り
）」

（
新
釈
漢
文
大
系
『
史
記
』
七
―
九
一
七
頁
）
や
劉
向
『
新
序
』
に
「
禹
之
興
也
、

以
二

塗
山
一

。
桀
之
亡
也
、
以
二

末
喜
一

。
湯
之
興
也
、
以
二

有
莘
一

。
紂
之
亡
也
、
以
二

妲
己
一

。
文
武
之
興
也
、
以
二

任
姒
一

。
幽
王
之
亡
也
、
以
二

褒
姒
一

（
明
徳
出
版
社
・

中
国
古
典
新
書
『
新
序
』
二
八
頁
）
な
ど
が
あ
り
、『
国
語
』
晋
語
に
は
「
昔
夏

桀
伐
二

有
施
一

、
有
施
人
以
二

妹
喜
一

女
焉
。
妹
喜
有
レ

寵
、
於
レ

是
乎
与
二

伊
尹
一

比
而

亡
レ

夏
。
殷
辛
伐
二

有
蘇
一

、
有
蘇
氏
以
二

姐
己
一

女
焉
。
姐
己
有
レ

寵
、
於
レ

是
乎
与
二

膠
鬲
一

比
而
亡
レ

殷
。
周
幽
王
伐
二

有
褒
一

、
有
褒
人
以
二

褒
姒
一

女
焉
。
褒
姒
有
レ

寵
、

生
二

伯
服
一

、
於
レ

是
乎
与
二

虢
石
甫
一

比
、
逐
二

太
子
宜
臼
一

、
而
立
二

伯
服
一

。
太
子
出

奔
レ

申
、申
人
鄶
人
召
二

西
戎
一

以
伐
レ

周
、周
於
レ

是
乎
亡
（
昔
は
夏
桀
有
施
を
伐
ち
、

有
施
の
人
妹
喜
を
以
て
女

め
あ
は

す
。
妹
喜
寵
有
り
、
是
に
於
い
て
伊
尹
と
比
し
て
夏
を

亡
す
。
殷
辛
有
蘇
を
伐
ち
、
有
蘇
氏
姐
己
を
以
て
女
す
。
姐
己
寵
有
り
、
是
に
於

い
て
膠か

う
れ
き鬲

と
比
し
て
殷
を
亡
す
。
周
の
幽
王
有
褒
を
伐
ち
、
有
褒
の
人
褒
姒
を
以

て
女
す
。
褒
姒
寵
有
り
て
、
伯
服
を
生
む
。
是
に
於
い
て
虢く

わ
く
せ
き
ほ

石
甫
と
比
し
て
、
太

子
宜
臼
を
逐
ひ
て
、
伯
服
を
立
て
、
太
子
出
で
て
申
に
奔は

し

る
。
申
人
鄶し

よ
う
ひ
と人

西
戎

を
召
し
て
以
て
周
を
伐
つ
、周
は
是
に
於
い
て
亡
ぶ
）」（
新
釈
漢
文
大
系
『
国
語
』

上
―
三
五
三
頁
）
な
ど
、
や
は
り
末
喜
（
妹
喜
）・
姐
己
・
褒
似
の
三
者
が
並
列

さ
れ
る
と
と
も
に
、
い
ず
れ
も
滅
亡
さ
せ
ら
れ
た
国
か
ら
滅
亡
さ
せ
た
国
へ
と
献

上
さ
れ
、
そ
の
国
を
滅
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
日
本
で
も
こ
れ
ら
を
並
列

さ
せ
る
理
解
は
広
く
見
ら
れ
、
藤
原
敦
光
『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』
の
「
夏
運
転
覆
、
殷

祚
夷
滅
、周
末
絶
廃
、秦
嗣
早
亡
」
の
「
周
末
絶
廃
」
に
関
す
る
注
に
「
夏　ノ

妹
嬉
、

殷　ノ

妲
己
、
周　ノ

褒
姒
、
謂
二

之　ヲ

三
女
禍

ト一

」（
続
真
言
宗
全
書
刊
行
会
・
真
言
宗
全
書

11
・
三
三
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
並
列
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
妲
己
と
褒
姒

と
が
、
妖
狐
説
に
お
い
て
交
錯
す
る
接
点
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
白

居
易
『
白
氏
文
集
』
巻
四
「
新
楽
府
」
の
「
古
塚
狐
〈
戒
艶
色
也
〉」
で
あ
る
（
前

掲
、
王
貝
の
い
う
「
唐
の
文
学
」
も
こ
の
白
詩
を
さ
す
）。
こ
れ
は
、「
古
い
墳
墓

に
棲
み
つ
い
た
狐
が
、
妖
艶
な
美
女
に
化
け
て
人
を
た
ぶ
ら
か
す
こ
と
か
ら
歌
い

起
こ
し
、
そ
れ
以
上
に
大
き
な
災
厄
を
も
た
ら
す
生
身
の
美
女
に
溺
れ
る
こ
と
を

戒
め
る
も
の
」
で
あ
る
が
（
新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
』
一
―
七
五
六
頁
・
解

題
）、
蠱
惑
に
よ
っ
て
国
家
を
亡
ぼ
し
た
美
女
の
例
と
し
て
「
何
況
褒
妲
之
色
善

蠱
惑
、
能
喪
二

人
家
一

覆
二

人
国
一

（
何
ぞ
況
ん
や
　
褒
妲
の
色
の
　
善
く
蠱
惑
し
、

能
く
人
の
家
を
喪
ぼ
し
、
人
国
を
覆
す
を
や
）」（
一
―
七
五
八
頁
）
と
褒
姒
・
妲

己
へ
の
言
及
が
あ
る
。
堀
誠
②
は
、「
狐
魅
」「
狐
媚
」
と
い
っ
た
語
の
検
討
を
し

つ
つ
、
こ
の
白
詩
「
古
塚
狐
」
に
お
い
て
狐
の
「
女
妖
」
と
女
の
「
狐
媚
」、
そ

し
て
「
褒
妲
之
色
」
と
が
対
比
さ
れ
る
点
に
、「
少
な
く
と
も
狐
変
妲
己
説
の
発

生
を
内
在
す
る
よ
う
で
、
そ
の
胚
胎
産
生
を
も
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
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（
六
一

）

て
、
害
毒
甚
大
な
女
の
容
色
や
媚
態
が
「
狐
媚
」
の
称
を
も
っ
て
呼
ば
れ
た
か
ら

に
は
、
そ
れ
が
「
狐
」
字
を
帯
び
る
以
上
は
、
あ
な
が
ち
妲
己
の
如
き
狐
変
の
妖

婦
の
誕
生
を
見
た
と
し
て
も
何
の
不
思
議
も
あ
る
ま
い
」（
四
七
頁
）
と
述
べ
る
。

堀
誠
②
の
論
は
、
妲
己
に
つ
い
て
の
指
摘
だ
が
、
同
様
の
こ
と
は
当
然
妲
己
だ
け

で
無
く
、
褒
姒
に
対
し
て
も
当
て
は
ま
ろ
う
。
こ
こ
に
、『
唐
鏡
』「
桀
ガ
末
嬉
、

紂
ガ
妲
己
、
此
王
ノ
褒
姒
、
国
ヲ
亡
シ
、
君
ヲ
失
ヒ
奉
ル
、
或
説
ニ
ハ
狐
狸
ノ
変

化
ト
モ
申
セ
リ
」（
五
七
頁
）、『
十
訓
抄
』
中
・
五
―
一
八
「
唐
の
殷
紂
、
周
の

幽
王
の
后
、
褒
姒
、
妲
己
と
て
、
二
人
な
が
ら
化
物
に
て
あ
り
け
る
を
、
帝
、
さ

と
り
知
り
給
は
ず
、こ
と
に
寵
愛
し
て
、か
の
い
ふ
ま
ま
に
振
舞
ひ
給
ふ
あ
ひ
だ
、

そ
の
国
、
亡
び
に
け
り
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
〇
七
頁
）
な
ど
と
し
て

あ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
、
両
者
を
並
列
し
て
「
狐
狸
ノ
変
化
」「
化
物
」
と
し
て
捉

え
る
説
や
『
神
明
鏡
』『
平
家
物
語
』『
下
学
集
』
の
よ
う
な
、
褒
姒
を
妖
狐
と
し

て
捉
え
る
説
の
素
地
が
あ
る
。〈
延
〉「
彼
后
後
ニ
ハ
尾
三
ア
ル
狐
ニ
ナ
リ
テ
、
古

キ
塚
ヘ
逃
去
ニ
ケ
リ
」
も
「
古
き
塚
」
へ
の
言
及
が
あ
る
点
、
あ
き
ら
か
に
白
詩

「
古
塚
狐
」
を
意
識
し
て
い
る
し
、次
項
注
解
に
見
る
と
お
り
、こ
の
あ
と
に
は
「
古

塚
狐
」
の
詩
文
の
引
用
も
あ
る
。
先
行
し
て
流
布
し
た
と
思
わ
れ
る
妲
己
九
尾
狐

説
か
ら
褒
姒
妖
狐
説
、
さ
ら
に
は
『
平
家
物
語
』
の
ご
と
き
褒
姒
三
尾
狐
説
の
生

じ
た
時
期
は
不
明
だ
が
、
妲
己
妖
狐
説
と
の
混
交
に
よ
っ
て
、
褒
姒
妖
狐
説
が
生

じ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
　
○
狐
人
ヲ
蕩
ト
テ
ハ
、「
化
シ
テ
婦
人
ト

成
テ
顔
色
好
。
頭
ハ
雲
ノ
鬟
ト
変
ジ
、
面
ハ
厳
キ
粧
ト
成
テ
、
翠
眉
不
挙
、
華
ノ

顔
低
タ
リ
。
忽
然
ニ
一
タ
ビ
笑
バ
千
万
ノ
態
有
。
見
人
十
人
ガ
八
九
ハ
迷
ヌ
」
ト

ゾ
カ
ヽ
レ
タ
ル

　「
蕩と

ろ

か
す
」
は
、
惑
わ
せ
て
本
心
を
失
わ
せ
る
。
ま
た
、
心
を

や
わ
ら
げ
て
、
う
っ
と
り
す
る
よ
う
な
感
じ
に
さ
せ
る
の
意
（〈
日
国
大
〉）。「
化

シ
テ
」
以
下
は
先
述
の
『
白
氏
文
集
』
の
『
新
楽
府
』「
古
塚
狐
」
か
ら
の
引
用
。

た
だ
し
、『
新
楽
府
』
に
は
「
厳
キ
」
に
該
当
す
る
字
は
な
い
。
対
句
的
な
構
成

と
す
る
た
め
に
加
え
ら
れ
た
か
。「
化
為
二

婦
人
一

顔
色
好
　
頭
変
二

雲
鬟
一

面
変
レ

粧

（
中
略
）
翠
眉
不
レ

挙
花
顏
低
　
忽
然
一
笑
千
万
態
　
見
者
十
人
八
九
迷
（
化
し
て

婦
人
と
為
り
て
顔
色
好
し
　
頭
を
雲
鬟
に
変
じ
　
面
は
粧
ひ
た
る
に
変
じ（
中
略
）

翠
眉
挙も

た

げ
ず
花
顔
低
る
　
忽
然
と
し
て
一
笑
　
千
万
の
態
あ
り
　
見
る
者
十
人

に
八
九
は
迷
ふ
）」（
一
―
七
五
七
頁
）。『
説
経
才
学
抄
』「
諸
聖
教
説
釈
」
に
も
「
楽

府　ニ

、
古　キ

塚
ツ
カ
ノ

狐ネ

化シ
テ

為ナ
リ

婦
人ト

一

、
荒
村　ノ

路　ノ

カ
タ
ハ
ラ
ニ
行
キ
傍ソ

フ

間
、
日　ノ

欲　ス
ル

没
ク
レ
ナ
ム

一

時ト
キ

人

静
シ
ヅ
カ
ナ
ル

処　ニ

或　ハ

歌　ヒ

或　ハ

悲
啼
、
翠ス

イ

眉ビ

不　シ
テ

挙
モ
タ
ゲ

一

華
ク
ワ
グ
ワ
ン顔

低　レ
リ、

一　ビ

笑
エ
メ
バ

千
万
態

ワ
ザ
ア
リ。

此　ノ

声　ヲ

聞　テ

人　ガ

八
九　ハ

心
ヲ
迷　ハ

ス

」（
真
福
寺
善
本
叢
刊
『
説
経
才
学
抄
』
四
一
七
頁
）
と
引
か
れ
る
。

岡
田
三
津
子
は
、〈
盛
〉
本
箇
所
の
『
新
楽
府
』
引
用
が
神
田
本
『
白
氏
文
集
』

と
「「
態
」
の
訓
を
除
い
て
は
、
用
字
・
訓
と
も
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
確
か

め
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
（
三
七
八
頁
）。
神
田
本
は
「
化

（
ク
ワ
）（

シ
）
て
婦

（
フ

人シ
ン
）と

為ナ

リ
て
顔

（
カ
ン

色
シ
ヨ
ク
）

好ヨ

シ
〖

左

（
コ
ト
）
ム
ナ
シ
〗。
頭

カ
シ
ラ〖

イ

頭
（
ト
ウ
）〗

は
雲

（
ウ
ン

鬟
ク
ワ
ン
）〖

イ

雲

（
ク
モ
）ノ
左

鬟
ミ
ツ
ラ
左

〗

に
変

（
ヘ
ン
）シ

、
面

（
オ
モ
テ
）ハ

粧
（
サ
ウ
）を

〖
左

ニ
〗
変

（
ヘ
ン
）す

（
中
略
）
翠

（
ス
イ

眉ヒ
）〖

イ

翠
ア（
ヲ
キ
）

眉
（
マ
）ユ〗、

挙モ
タ

ケ
〖

左

ア 

ケ
〗
不

（
ス
）

シ
て
、
花

（
ハ
ナ
）ノ

顔
（
カ
ホ
）、

低
（
タ
）

（
レ
）
リ
。
忽

（
コ
ツ

然セ
ン
）に

、
一

（
ヒ
ト
タ
）ヒ、

笑ヱ

（
ミ
）
て
〖

左

（
ヱ

ム
）
ニ
〗
千

（
セ
ン

万ハ
ン
）ノ

態
ワ（
サ
）ア

リ
、
見

（
ミ
）

る
者

（
モ
ノ
）

十
（
シ
フ

人シ
ン
）、

八
（
ハ
ツ

九キ
ウ
）ハ

迷
（
マ
ト
）（

ヒ
）
ヌ
」（
太
田
次
男
・

小
林
芳
規
『
神
田
本
白
氏
文
集
の
研
究
』
勉
誠
社
・
一
一
五
頁
）
と
訓
ず
る
。〈
延
〉

「
狐
ノ
女
ニ
バ
ケ
テ
人
ノ
心
ヲ
タ
ブ
ラ
カ
ス
ト
云
事
ハ
、
本
説
ア
ル
事
ニ
ヤ
、
思

合
ス
ベ
シ
』
ト
ゾ
宣
ケ
ル
」（
巻
二
―
五
〇
ウ
）、〈
長
〉「
き
つ
ね
の
、
女
に
ば
け

て
、
人
の
心
を
た
ぶ
ら
か
す
と
云
、
本
説
あ
る
に
や
」（
1
―
一
七
九
頁
）
な
ど
、

「
本
説
」
の
存
在
を
匂
わ
せ
る
が
そ
れ
を
示
さ
な
い
。〈
盛
〉
は
そ
れ
を
明
示
し
た

形
。〈
闘
〉
に
は
こ
の
本
説
は
な
い
。
岡
田
三
津
子
は
、〈
盛
〉
が
典
拠
を
『
新
楽

府
』
に
求
め
て
記
事
の
補
訂
を
お
こ
な
っ
た
際
、『
新
楽
府
略
意
』
の
注
が
そ
の

連
想
に
介
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る（
三
七
八
～
三
七
九
頁
）。『
新
楽
府
略
意
』
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『源平盛衰記』全釈（一九―巻六―3）

（
六
二

）

「
古
塚
狐
戒
艶
色
也
―
、
□
□
云
千
年
狐
能
化
婦
人
、
法
苑
珠
林
云
狐
歴
千
歳
一

能

成
妖
恠
一

云
々
　
今
案
旧
狐
仮
人
形
一

迷
者
為
之
一

失
心
一

何
況
人
間
美
姫
傾
城
邑
一

亡
国
家
一

自
昔
一

有
之
一

賢
王
聖
主
不
貪
艶
色
一

不
失
其
国
一

□
〔
盛
〕
之
人
必
耽
色
一

滅
国
一

故
誡
之
一

」（
太
田
次
男
・
三
三
五
頁
）。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

今
村
遥
「
中
国
文
学
の
狐
―
狐
妖
譚
の
変
遷
と
九
尾
狐
妲
己
の
誕
生
に
至
る
ま
で
―
」（
長
野
国
文
一
六
号
、
二
〇
〇
八
・
3
）

＊ 

太
田
次
男
「
釋
信
救
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
―
附
・
新
楽
府
略
意
二
種
の
翻
印
―
」（
斯
道
文
庫
論
集
五
号
、
一
九
六
六
・
3
）

＊ 

岡
田
三
津
子
「『
源
平
盛
衰
記
』
と
新
楽
府
注
釈
」『
和
漢
比
較
文
学
会
叢
書
　
軍
記
と
漢
文
学
』（
汲
古
書
院
一
九
九
三
・
3
。『
源
平
盛
衰
記
の
基
礎
的
研
究
』
和
泉
書

院
二
〇
〇
五
・
2
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

中
塚
亮
「
妲
己
と
狐
―
『
封
神
演
義
』
に
見
る
、
イ
メ
ー
ジ
及
び
物
語
の
成
立
に
至
る
一
過
程
」（
金
沢
大
学
中
国
語
学
中
国
文
学
教
室
紀
要
三
号
、
一
九
九
九
・
3
）

＊ 

堀
誠
①
「
狐
変
妲
己
考
―
故
事
の
源
流
―
」（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
国
語
・
国
文
学
編
三
六
号
、
一
九
八
七
・
12
。『
日
中
比
較
文
学
叢
考
』
研
文
書
院

二
〇
一
五
・
9
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

堀
誠
②
「
狐
変
妲
己
考
補
―
狐
魅
妖
惑
の
位
相
か
ら
―
」（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
国
語
・
国
文
学
編
三
九
号
、
一
九
九
〇
・
12
。『
日
中
比
較
文
学
叢
考
』
研

文
書
院
二
〇
一
五
・
9
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

美
濃
部
重
克
「「
源
平
盛
衰
記
」
の
解
釈
原
理
（
一
）」（
伝
承
文
学
研
究
二
九
号
、
一
九
八
三
・
8
。『
中
世
伝
承
文
学
の
諸
相
』
和
泉
書
院
一
九
八
八
・
5
再
録
。
引
用

は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

宮
崎
市
定
「
古
代
史
」『
中
国
史
　
上
』（
岩
波
全
書
一
九
七
七
・
6
。
岩
波
文
庫
二
〇
一
五
・
5
再
刊
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

山
口
仲
美
『
犬
は
「
び
よ
」
と
鳴
い
て
い
た
　
日
本
語
は
擬
音
語
・
擬
態
語
が
面
白
い
』（
光
文
社
新
書
二
〇
〇
二
・
8
）

＊ 

王
貝
「
日
本
に
お
け
る
褒
姒
の
変
身
譚
の
受
容
と
変
容
に
つ
い
て
」（
大
阪
大
学
言
語
文
化
学
二
三
号
、
二
〇
一
四
・
3
）

　
或
説

せ
つ
に

云い
は
く、

褒
姒
ハ
亀
ノ
子
也
。
周

し
う
の

厲れ
い

王わ
う

ノ
時
、
南
庭
ニ
二
ノ

1

白
龍
出い

で

来き

テ
2

蟠
わ
だ
か
ま
り
を

居
レ
リ
。
帝
イ
ブ
セ
ク
思
食
ケ
レ
バ
、
可
レ

殺
ヨ
シ
宣
下
セ
ラ
レ
ケ
ル
ヲ
、

3

大
臣
公

卿
僉
議
ア
リ
テ
云

い
は
く

、「
4

龍
ハ
命

5

長
シ
テ
必

か
な
ら
ず

如
意
宝
珠
ヲ
持も

つ

ト
云
ヘ
リ
。

6

朝
家
安
穏
ノ
為
ニ
出
現
ス
ル
ニ
モ
ヤ
ア
ル
ラ
ン

7

ト
。

8

巫
ニ
依
テ
死し

し
や
う生

ヲ
可べ

き
レ

定
さ
だ
む

歟
」
ト
奏
シ

ケ
レ
バ
、「
然
ベ
シ
」
ト
テ

9

御
占
ア
リ
。「
不
レ

可
レ

殺
」
ト
云

10

占
也
ケ
レ
バ
、「
早

は
や
く

汝
ガ
命
ヲ
助
ク
。
速
ニ
可べ

し
二

罷
ま
か
り

去さ
る

一

」
ト
被
二

宣
下
一

。
「
四
〇
九
11

二
龍
恩
ヲ
報
ズ
ト
ヤ
思
ケ
ン
、

暫
し
ば
ら
く

庭
上
ニ

12

泡
ヲ
吐
テ
去
ヌ
。
彼か

の
13

吐
所
ノ
泡
ヲ
ミ
レ
バ
、
サ
マ

ぐ
14

厳
シ
キ
玉
也
ケ
リ
。「
希
代
ノ
重
宝
也
。
末
代
マ
デ
モ

15

朝
家
ノ
宝
ト
ス
ベ
シ
。
輙

た
や
す

ク
不ず

レ

可
べ
か
らレ

開ひ
ら
く」

ト
テ
、
是
ヲ

16

桧
ノ
唐
櫃
ニ
納

を
さ
め
い
れ

入
テ
、
勅
封
ヲ

17

付つ
け

ヲ
カ
レ
ケ
リ
。
其そ

の
の
ち後

、
厲
王
・
宣
王
・
幽
王

18

三
代
ハ
国
治
リ
民

19

豊ゆ
た
かナ

リ
シ
ヲ
、
幽
王
始
テ
是
ヲ
開
キ
給
ヘ
リ
。

日
記
ノ
如
ク
ニ
ハ
非
ズ
、
忽
然
ト
シ
テ

20

青
亀
也
。
王
是
ヲ
愛
シ
給
ヒ
ケ
リ
。
宮
中
ニ
七
歳
ノ

21

姫
宮

22

御
坐
。
即
幽
王
ノ
后
ニ

23

祝
奉
ベ
キ
仁
ナ
リ
ケ
ル
ガ
、
此
亀
ヲ
愛
シ
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（
六
三

）

テ
常
ニ
唐
櫃
ノ

24

辺
ニ
遊
給
ケ
ル
程
ニ
、
何
ト
シ
タ
リ
ケ
ン
、
イ
マ
ダ
歯
カ
ヽ
ザ
ル
程
ノ
御
齢
也
ケ
ル
ニ
、
亀
ト

25

嫁
テ

26

懐
妊
シ
給
ヘ
リ
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
び
や
く
り
う
」、〈
蓬
〉「
白ハ

ク
レ
ウ龍

」、〈
静
〉「
白

ヒ
ヤ
ク
リ
ウ

龍
」。
2
〈
近
〉「
わ
た
か
ま
り
を
れ
り
」、〈
蓬
〉「

蟠
ハ
タ
カ
マ
リを

れ
り
」、〈
静
〉「
蟠

ワ
タ
カ
マ
リ
ヲ
レ

居
り
」。
3
〈
近
〉「
大

じ
ん
」、〈
静
〉「
大
臣シ

ン

」。
4
〈
近
〉「
り
う
は
」、〈
蓬
・
静
〉「
龍レ

ウ

は
」。
5
〈
近
〉「
な
が
う
し
て
」、〈
蓬
・
静
〉「
な
か
く
し
て
」。
6
〈
近
〉「
て
う
け
」、〈
蓬
・
静
〉「
朝テ

ウ

カ家
」。

7
〈
蓬
・
静
〉「
ト
」
な
し
。
8
〈
近
〉「
か
ん
な
き
に
」、〈
蓬
・
静
〉「
卜ホ

ク
セ
イ巫

に
」。
9
〈
近
〉「
御
う
ら
」、〈
蓬
〉「
御
卜

ウ
ラ
ナ
イ」、〈

静
〉「
御
卜ウ

ラ

」。
10
〈
近
〉「
う
ら
な
り
け
れ

は
」、〈
蓬
〉「
卜

ウ
ラ
ナ
イ

也
け
れ
は
」、〈
静
〉「
卜ウ

ラ

也
け
れ
は
」。
11
〈
近
〉「
二
り
う
」、〈
蓬
〉「
二
龍レ

ウ

」、〈
静
〉「
二
龍リ

ウ

」。
12
〈
蓬
〉「
泡ア

ハ

を
を
」。
頁
替
わ
り
に
よ
る
。
13
〈
蓬
〉

「
吐ハ

ク

の
」
と
し
、「
吐ハ

ク

」
と
「
の
」
の
間
に
補
入
符
あ
り
。
右
に
「
ト
コ
ロ
」
を
傍
記
。
14
〈
近
〉「
う
つ
く
し
き
」、〈
蓬
〉「
い
つ
く
し
き
」、〈
静
〉「
厳

イ
ツ
ク
シ
キ」。

15
〈
近
〉「
て

う
け
の
」、〈
蓬
・
静
〉「
朝テ

ウ

カ家
の
」。
16
〈
近
〉「
ひ
の
」、〈
蓬
・
静
〉「
檜

ヒ
ノ
キ

の
」。
17
〈
蓬
〉「
付ツ

ケ

て
を
か
れ
け
り
」、〈
静
〉「
付
て
を
か
れ
け
り
」。
18
〈
近
〉「
三
だ
い
は
お

さ
ま
り
」
と
し
、「
は
」
の
右
に
「
国
」
を
傍
書
。
19
〈
近
〉「
ゆ
た
か
な
り
し
を
を
」。
頁
替
わ
り
に
よ
る
。
20
〈
近
〉「
あ
を
き
か
め
な
り
」、〈
蓬
〉「
青セ

イ

キ亀
な
り
」、〈
静
〉

「
青

ア
ヲ
キ
カ
メ亀

也
」。
21
〈
蓬
〉「
姫ヒ

メ

君
」、〈
静
〉「
姫
君
」。
22
〈
近
・
蓬
・
静
〉「
お
は
し
ま
す
」。
23
〈
近
〉「
い
は
ひ
た
て
ま
つ
る
へ
き
」、〈
蓬
〉「
祝

シ
ユ
ク
シ

奉
る
へ
き
」、〈
静
〉「
祝

イ
ハ
ヒ

奉
る
へ
き
」。
24
〈
近
〉「
ほ
と
り
に
」、〈
蓬
・
静
〉「
辺ヘ

ン

に
」。
25
〈
近
・
蓬
・
静
〉「
嫁か

し
て
」。
26
〈
蓬
〉「
懐

ク
ワ
イ
ニ
ン妊

給
ヘ
り
」、〈
静
〉「
懐ハ

ラ

ミ妊
給
ヘ
り
」。

【
注
解
】
○
或
説
云
　
以
下
の
一
字
下
げ
記
事
（
別
記
文
）
は
、〈
盛
〉
の
独
自
記

事
。〈
早
（
黒
）〉
は
「
別
行
　
低
書
」
と
記
す
。〈
盛
〉
の
褒
姒
の
出
自
を
め
ぐ

る
そ
の
内
容
の
出
典
は
未
詳
。
原
拠
と
し
て
『
史
記
』
巻
四
周
本
紀
あ
る
い
は
『
国

語
』
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
相
違
点
が
多
い
。
ま
た
、『
史
記
』『
国
語
』
と
ほ
ぼ
同

文
が
『
楚
辞
』
王
逸
注
に
も
引
か
れ
る
。
前
節
の
幽
王
と
褒
姒
の
婚
姻
、
伯
服
出

生
の
逸
話
に
つ
い
て
は
、『
唐
鏡
』
と
の
本
文
の
近
似
が
楊
暁
捷
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
る
が
（
三
九
頁
）、『
史
記
』
で
途
中
に
挟
ま
れ
る
出
自
譚
は
『
唐
鏡
』
に
は

記
載
が
な
い
。『
史
記
』
巻
四
周
本
紀
に
よ
れ
ば
、
幽
王
は
褒
姒
を
溺
愛
す
る
余

り
に
、
褒
姒
が
子
の
伯
服
を
生
む
と
、
褒
姒
を
正
妃
に
し
、
正
妃
と
の
子
宜
臼
を

廃
嫡
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
叙
述
に
続
い
て
、『
史
記
』
は
、
次
の
様
に
記
す
。

周
太
史
伯
陽
読
二

史
記
一

曰
、
周
亡
矣
。
昔
自
二

夏
后
氏
之
衰
一

也
、有
二

二
神
龍
一

。

止
二

於
夏
帝
庭
一

而
言
曰
、余
褒
之
二
君
。
夏
帝
卜
二

殺
レ

之
与
レ

去
レ

之
与
一レ

止
レ

之
。

莫
レ

吉
。
卜
下

請
二

其
漦
一

而
蔵
上
レ

之
。
乃
吉
。
於
レ

是
布
レ

幣
而
策
告
レ

之
。
龍
亡

而
漦
在
、
櫝
而
去
レ

之
。
夏
亡
、
伝
二

此
器
殷
一

。
殷
亡
、
又
伝
二

此
器
周
一

。
比
二 

三
代
一

、
莫
二

敢
発
一レ

之
。
至
二

厲
王
之
末
一

、
発
而
観
レ

之
。
漦
流
二

于
庭
一

、
不
レ

可
レ

除
。
厲
王
使
二

婦
人
裸
而
譟
一レ

之
。
漦
化
為
二

玄
黿
一

、
以
入
二

王
後
宮
一

。
後

宮
之
童
妾
、
既
齔
而
遭
レ

之
、
既
笄
而
孕
、
無
レ

夫
而
生
レ

子
。
懼
而
棄
レ

之
。
宣

王
之
時
童
女
謡
曰
、
檿
弧
箕
服
、
実
亡
二

周
国
一

。
於
レ

是
宣
王
聞
レ

之
、
有
下

夫

婦
売
二

是
器
一

者
上

。
宣
王
使
二

執
而
戮
一レ

之
。
逃
。
於
レ

道
、
而
見
下

郷
者
後
宮
童

妾
所
レ

棄
妖
子
、
出
二

於
路
一

者
上

、
聞
二

其
夜
啼
一

、
哀
而
収
レ

之
、
夫
婦
遂
亡
犇
二

於
褒
一

。
褒
人
有
レ

罪
。
請
下

入
二

童
妾
所
レ

棄
女
子
者
于
王
一

以
贖
上
レ

罪
。
棄
女
子

出
二

于
褒
一

。
是
為
二

褒
姒
一

①
当
二

幽
王
三
年
一

、
王
之
二

後
宮
一

、
見
而
愛
レ

之
、

生
二

子
伯
服
一

②
。
竟
廃
二

申
后
及
太
子
一

、
以
二

褒
姒
一

為
レ

后
。
伯
服
為
二

太
子
一

。

太
史
伯
陽
曰
、
禍
成
矣
、
無
レ

可
二

奈
何
一

」（
周
の
太
史
伯
陽
、
史
記
を
読
み
て

曰
く
、
周
は
亡
び
ん
、
と
。
昔
夏
后
氏
の
衰
へ
し
よ
り
、
二
つ
の
神
龍
有
り
、

夏
帝
の
庭
に
止
ま
り
て
言
ひ
て
曰
く
、
余
は
褒
の
二
君
な
り
と
。
夏
帝
、
之

を
殺
す
と
、
之
を
去
る
と
、
之
を
止
む
る
と
を
卜
す
。
吉
な
る
莫
し
。
其
の

漦あ
わ

を
請
ひ
て
之
を
蔵を

さ

む
る
と
卜
す
。
乃
ち
吉
な
り
。
是
に
於
て
幣
を
布し

き
て
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（
六
四

）

策
し
て
之
に
告
ぐ
。
龍
亡に

げ
て
漦
在
り
、
櫝ひ

つ

に
し
て
之
を
去を

さ

む
。
夏
亡
び
し

と
き
、
此
の
器
を
殷
に
伝
ふ
。
殷
亡
び
し
と
き
、
又
此
の
器
を
周
に
伝
ふ
。

三
代
の
比
、
敢
へ
て
之
を
発ひ

ら

く
も
の
莫
し
。
厲
王
の
末
に
至
り
て
、
発ひ

ら

き
て

之
を
観み

る
。
漦
、
庭
に
流
れ
、
除は

ら

ふ
べ
か
ら
ず
。
厲
王
、
婦
人
を
し
て
裸
に

し
て
之
に
譟さ

わ

が
し
む
。
漦
化
し
て
玄げ

ん
げ
ん黿

と
為
り
、
以
て
王
の
後
宮
に
入
る
。

後
宮
の
童ど

う
せ
ふ妾

、
既
に
齔し

ん

し
て
之
に
遭
ひ
、
既
に
笄け

い

し
て
孕
み
、
夫
無
く
し
て

子
を
生
む
。
懼お

そ

れ
て
之
を
棄
つ
。
宣
王
の
時
童
女
謡
ひ
て
曰
く
、
檿と
ん

弧こ

箕き

服ふ
く

、

実
に
周
の
国
を
亡
ぼ
さ
ん
、
と
。
是
に
於
て
宣
王
之
を
聞
く
に
、
夫
婦
の
是

の
器
を
売
る
者
有
り
。
宣
王
執と

ら

へ
て
之
を
戮
せ
し
め
ん
と
す
。
逃
ぐ
。
道
に

於
て
、
郷さ

者き

に
後
宮
の
童
妾
の
棄
て
し
所
の
妖
子
の
、
路み

ち

に
出
づ
る
者
を
見
、

其
の
夜や

啼て
い

を
聞
き
、
哀
れ
み
て
之
を
収
め
、
夫
婦
遂
に
亡に

げ
て
褒
に
犇は

し

る
。

褒
人
罪
有
り
。
童ど

う
せ
ふ妾

の
棄
て
し
所
の
女
子
な
る
者
を
王
に
入
れ
、
以
て
罪
を

贖あ
が
なは

ん
と
請
ふ
。
棄
て
ら
れ
し
女
子
は
、
褒
よ
り
出
づ
。
是
を
褒
姒
と
為
す
。

①
幽
王
三
年
に
当
り
て
、
王
、
後
宮
に
之ゆ

き
、
見
て
之
を
愛
す
。
子
伯
服
を

生
む
。
②
竟つ

ひ

に
申
后
及
び
太
子
を
廃
し
、
褒
姒
を
以
て
后
と
為
し
、
伯
服
を

太
子
と
為
す
。
太
史
伯
陽
曰
く
、
禍
成
れ
り
。
奈
何
と
も
す
べ
き
無
し
、
と
。

新
釈
漢
文
大
系
一
―
一
九
六
～
一
九
七
頁
）。

　
こ
こ
に
褒
姒
の
出
自
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
さ
ら
な
る
原
拠
に
つ
い
て
は
若
干

の
問
題
を
は
ら
む
。「
周
太
史
伯
陽
読
二

史
記
一

曰
、
周
亡
矣
」
の
通
釈
を
、
A
新

釈
漢
文
大
系
『
史
記
』〔
以
下
、
新
釈
〕
は
次
の
よ
う
に
記
す
。「
周
の
記
録
官
で

あ
る
太
史
の
伯
陽
が
、
各
国
歴
代
の
記
録
を
読
ん
で
、
嘆
じ
て
い
っ
た
、「
周
は

亡
び
る
だ
ろ
う
！
」
と
。
そ
し
て
、
史
誌
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
」（
一

―
一
九
七
頁
）。
他
の
通
釈
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
B
ち
く
ま
学
芸
文
庫『
史
記
』

「
周
の
太
史
の
伯
陽
は
史
記
（
史
官
の
記
し
た
書
）
を
読
ん
で
、「
周
は
滅
び
る
だ

ろ
う
」と
言
っ
た
、そ
の
史
記
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
た
」（
1
―
八
四
頁
）。

C
徳
間
文
庫
『
史
記
』「
折
か
ら
、古
い
記
録
を
読
ん
で
い
た
史
官
の
伯
陽
が
言
っ

た
。「
あ
あ
、
周
も
も
う
こ
れ
ま
で
か
」
記
録
に
は
褒
姒
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」（
1
―
一
八
八
頁
）。
D
平
凡
社
版
中
国
の

古
典
シ
リ
ー
ズ
『
史
記
』「
周
の
太
史
（
記
録
官
）
の
伯
陽
が
史
記
（
各
国
の
歴

代
の
記
録
）
を
読
ん
で
い
っ
た
」（
上
―
四
七
頁
）。
し
た
が
っ
て
、「
昔
自
二

夏
后

氏
之
衰
一

也
」以
下
に
続
く
本
文
は
、傍
線
部
に
見
る
よ
う
に
、周
の
太
史
伯
陽
が
、

「
述
べ
た
」「
読
ん
で
い
っ
た
」
な
い
し
は
「
書
か
れ
て
い
た
」
内
容
で
あ
る
。
そ

の
内
容
が
、
ど
こ
ま
で
の
本
文
を
指
す
の
か
、
必
ず
し
も
明
白
で
は
な
い
が
、
段

落
替
え
や
引
用
符
等
か
ら
判
断
す
る
に
、
①
ま
で
と
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
読
め

る
の
が
、
C
徳
間
文
庫
・
D
平
凡
社
版
中
国
の
古
典
、
②
ま
で
と
理
解
し
て
い
る

か
と
読
め
る
の
が
B
ち
く
ま
学
芸
文
庫
で
あ
り
、
A
新
釈
は
恐
ら
く
は
①
ま
で
と

解
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
『
史
記
』
本
文
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
通
釈
に

付
し
た
傍
線
部
に
該
当
す
る
文
は
な
く
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
、
訳
者
が
加
え

た
部
分
で
あ
り
、
一
つ
の
解
釈
に
す
ぎ
な
い
。
で
は
、
中
国
の
現
代
語
訳
版
で
は

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
中
華
書
局
点
校
本

『
史
記
』、
漢
語
大
詞
典
出
版
社
の
二
十
四
史
全
訳
の
『
史
記
』、
中
華
書
局
の
中

華
経
典
名
著
全
本
全
注
全
訳
叢
書
の
『
史
記
』、
貴
州
人
民
出
版
社
の
中
華
歴
史

名
著
訳
注
叢
書
の
『
史
記
全
訳
』
に
よ
れ
ば
、
詳
細
は
省
く
が
、
伯
陽
が
読
ん
だ

歴
史
記
録
の
内
容
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
は
司
馬
遷
の
書
い
た
地
の
文
と

解
し
う
る
よ
う
な
理
解
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
史
記
』
そ

の
も
の
の
原
拠
も
問
題
で
あ
る
が
、〈
盛
〉
の
出
典
に
つ
い
て
牧
野
和
夫
は
、
同

話
が
唐
代
の
天
台
六
祖
湛
然
撰
述
の
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
四
之
三
や
、
こ
れ

に
注
を
付
し
た
具
平
親
王
撰
『
弘
決
外
典
鈔
』
な
ど
に
は
、
泡
を
収
め
た
櫃
を
空
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（
六
五

）

け
た
の
を
幽
王
の
代
と
す
る
点
で
よ
り
〈
盛
〉
に
近
い
本
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
（
三
〇
～
三
二
頁
）。
次
に
『
弘ぐ

決け
つ

外げ

典て
ん

鈔し
よ
う』（

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、
宝
永
六
年
刊
本
）
を
引
く
。
本
文
は
『
止し

観か
ん

輔ぶ

行
ぎ
よ
う

伝で
ん

弘ぐ

決け
つ

』

に
基
づ
き
、
そ
れ
に
注
（〈
　
〉
の
部
分
）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

褒
姒

ハ

者
、
昔
夏
后
氏

ノ

之
衰

フ
ル
時

、
有
二

二
龍
一

止
ル二

於
夏

ノ

庭
ニ一

〈
史
記

ニ

云
、夏

ノ

禹
名

ヲ

曰
二

文
命

ト一

。
尭

ノ

之
時
鴻
水
淊

レ
リ

レ

天
ニ

、
浩
浩

ト
シ
テ

懐
カ
ネ

レ

山
ヲ

襄
ルレ

陵
ニ

。
舜

命
レ

禹
ニ

平
二

水
土

ヲ一

。
薦

メ
テ

二

禹
ヲ

於
天

ニ一

為
スレ

嗣
ト

。
孔
甲

ノ

時
天
降

セ
リ

二

龍
二

ヲ一

。
有

リ二

雌
雄
一

〉。
自
言

ク

余
ハ

褒
姒

ノ

之
二
先
君
也
〈
索
隠

ニ

云
、
褒
国
名
与
レ

夏
同
姓
。

史
記

ニ

云
、
禹

ヲ
ハ

為
二

姒
姓

ト一

〉。
龍
亡

シ
テ

而
漦
在
〈
韋
昭

カ

云
、
漦

ハ

龍
ノ

所
ノレ

吐
沫

也
。
龍

ノ

之
精
気
也
〉。
櫃

シ
テ

而
韞

ムレ

之
ヲ

。
夏
亡

テ

以
テ二

此
ノ

器
ヲ一

伝
二

於
殷

ニ一〈
史
記

ニ

云
、
夏
桀
不

シ
テ

レ

務
メレ

徳
ヲ

而
武
二

傷
ス

百
姓

ヲ一

。
百
姓
弗
レ

堪
ヘ

、
諸
侯
皆
帰

スレ

湯
ニ

、

湯
遂

ニ

率
イレ

兵
ヲ

以
テ

伐
ツ二

夏
ノ

桀
ヲ一

。
桀
走

ル二

鳴
条

ニ一

。
湯
乃
践

ム二

天
子

ノ

位
ヲ一

。
代

テレ

夏
ニ

朝
セ
シ
ム

二

天
下

ヲ一

、
是

ヲ

為
二

殷
湯

ト一

也
〉。
殷
亡

シ
テ

又
伝

フ二

於
周

ニ一

〈
周

ハ

見
レ

上
ニ

〉。

三
代
莫
二

之
ヲ

敢
テ

発
ク
コ
ト

一

。
至

テ二

于
幽
王

ノ

末
年

ニ一

発
ニレ

之
ヲ

、
漦
流

ル二

于
庭

ニ一

。
使

ム二

婦
人

ヲ
シ
テ

倮
ニ
シ
テ

而
嘇

ハレ

之
ヲ

、
化

シ
テ

為
ル二

玄
亀

ト一

、
入
二

王
ノ

後
宮

ニ一

。
後
宮
有
二

未
齓

ノ

童
女
一

、
遭

ハレ

之
ニ

、
既

ニ

笄
シ
テ

而
孕

ミ

無
シ
テ

レ

夫
而
生

ス

。
懼

テ

而
棄

ツ二

之
ヲ

於
路

ニ一

。 

有
二

夫
婦
一

、
夜
聞
二

其
啼

ヲ一

、
哀

テ

而
収

ムレ

之
ヲ

。
遂

ニ

亡
シ
テ

奔
ル二

褒
国

ニ一

。
褒
人
贖
レ

罪
ヲ

、
請

テ

入
二

童
女

ヲ

於
幽
王

ニ一

。
女
出
二

褒
国

ニ一

故
ニ

云
二

褒
姒

ト一

〈
礼

ニ

云
、婦
人

ハ

称
ス二

国
及

ヒ

姓
ヲ一

。
其

ノ

女
是

レ

龍
ノ

漦ア
ハ

褒
人
納

ル二

于
宮

ニ一

、
故

ニ

曰
二

褒
姒

ト一

也
〉。
幽
王

三
年
、
於

テ二

后
宮

ニ一

見
テ

而
愛

シレ

之
ヲ

生
ス二

子
伯
服

ヲ一

。
乃
廃

シ
テ

二

申
后
及
太
子

ヲ一

、
立
三

褒

姒
ト

与
ヲ二

伯
服
一

。
姒
不
レ

好
レ

笑
ヲ

。
笑

ナ
ハ

則
百
二
十

ノ

媚
ア
リ

。
幽
王
欲

シ
テ

二

其
ノ

笑
ヲ一

、

打
テ二

賊
鼓

ヲ一

挙
二

烽
火

ヲ一

。
諸
侯
悉

ク

至
ル
ニ

而
無
レ

寇
、
姒
乃
大

ニ

笑
。
幽
王
数
為

ス
レ

之
ヲ

。
諸
侯
後

ニ

遂
ニ

不
レ

至
。
至
二

十
一
年

ニ一

、
申
后
与
二

犬
戎
一

共
ニ

攻
ム二

幽
王

ヲ一

。

幽
王
挙
二

烽
火

ヲ一

打
テ二

賊
鼓

ヲ一

徴
ス
ニ

レ

兵
ヲ

莫
シレ

至
コ
ト

。
遂

ニ

殺
シ二

幽
王

ヲ一

虜
ニ
ス

二

褒
姒

ヲ一

。 

尽
ク

取
テ二

周
ノ

賂
ヲ一

而
厺

ル

。
申
后
乃
与
二

諸
侯
一

立
二

太
子

ヲ一

。

以
下
、
各
項
目
で
〈
盛
〉
と
『
史
記
』
お
よ
び
『
弘
決
外
典
鈔
』
と
の
異
同
を
適

宜
挙
げ
る
。『
止し

観か
ん

輔ぶ

行
き
よ
う

伝で
ん

弘ぐ

決け
つ

』
の
本
文
部
分
と
同
一
で
あ
る
た
め
、
逐
一
引

用
は
し
な
い
。
な
お
褒
姒
の
出
生
に
つ
い
て
詳
し
く
は
触
れ
な
い
〈
延
・
屋
・
覚
・

中
〉
に
対
し
て
、〈
盛
〉
の
ほ
か
〈
闘
・
長
〉
が
そ
の
出
生
譚
を
語
る
。
た
だ
し
、

〈
盛
〉
は
説
話
末
尾
に
一
字
下
げ
記
事
と
し
て
提
示
す
る
が
、〈
闘
・
長
〉
は
説
話

冒
頭
に
配
し
、
烽
火
故
事
に
連
続
さ
せ
、
そ
の
内
容
も
〈
盛
〉
と
は
異
な
り
、
幽

王
に
攻
め
取
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
褒
国
が
狐
を
変
化
さ
せ
た
女
で
あ
る
褒
姒
を

幽
王
の
許
に
送
り
込
ん
だ
と
す
る
内
容
で
、
狐
に
な
っ
て
去
っ
た
と
す
る
末
尾
と

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。〈
闘
〉
の
も
の
を
以
下
に
示
し
て
お
く
。

尋
ル
ニ

二

彼
妃

の

由
来

ヲ一
を

者
並

ノ

国
ニ

有
リ（

下
）

云
二

褒
似
国

ト一
て

々
上

幽
王
欲
三

打
二

取
ン
ト

彼
ノ

国
ヲ一

を

責
レ

此
ヲ

已
テに

三
分
一
被
レ

打
取
（
一
）

爰
ニ

褒
似
国

ニ

被
レ

回
レ

謀
ヲ

程
ニに

囚
テ下

経
タ
ル

二

千

歳
ヲ（

一
）
を

狐
ヲ上

以
テ二

有
験

の

僧
を

十
人

ヲ一

百
日
之ノ

間
令

（
ル
ニ
）

レ

行
レ

之
（
一
）

行
二

成
貌
形

の

厳

女
ト（

一
）

帝
王
向

テ二

彼
ノ

女
ニに

（
一
）

言
フ

我
遣
二

幽
王
許

ヘ一
に

者
汝
誑
幽
王
心

を（
一
）

教
（
レ
）

我
を

討
其
後
必
可

トレ

放
（
ハ
ナ
ツ
）（

言
）
化
女
承
諾
レ

此
を

矣
彼
国

の

帝
化
女

に

副
レ

使
者

を（
一
）

被
レ

申
二

幽
王
方

に（
一
）

者
君
逼
我
国
難
（
レ
）

堪
然
間
奉
下

我
国
第
一
之
美
女

を上

向
後
留

（
玉
）

（
レ
）

責
被
レ

申
幽
王
見
件

の

（
化
）
女

を（
一
）

心
則
蕩
成
（
レ
）

歓
受
（
二
）

取
此

を（
一

）

可
止○

責
（
一
）

之
由
留領

状
已
乍
レ

寵
二

一
妃
一

依
（
下
）

自
（
二
）

褒
似
国
一

出
（
上
）

其
（
ノ
）

名
を

即
号
二

褒
似

と一

雖
レ

有
リ
ト

二

妃
数
（
一
）

余
無
遷
心
（
一
）

偏
鐘
愛
褒
姒

を（
一
）（
彼
の
妃
の
由
来
を
尋
ぬ
る 

に
、
並
び
の
国
に
褒
似
国
と
云
ふ
国
有
り
。
幽
王
彼
の
国
を
打
ち
取
ら
ん
と

欲
し
て
此
れ
を
責
め
け
る
に
、已
に
三
分
が
一
は
打
ち
取
ら
れ
に
け
り
。
爰
に
、

褒
似
国
に
謀
を
回
ら
さ
れ
け
る
程
に
、
千
歳
を
経
た
る
狐
を
囚
へ
て
、
有
験

の
僧
十
人
を
以
て
、
百
日
の
間
、
之
を
行
は
し
む
る
に
、
貌
形
の
厳
し
き
女

と
行
ひ
成
し
ぬ
。
帝
王
彼
の
女
に
向
か
つ
て
言
ひ
け
る
は
、「
我
、
幽
王
の
許
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へ
遣
は
さ
ば
、
汝
幽
王
の
心
を
誑
し
、
我
に
教
へ
て
討
た
せ
よ
。
其
の
後
は

必
ず
放
つ
べ
し
」
と
言
へ
ば
、
化
女
此
れ
を
承
諾
し
け
り
。
彼
の
国
の
帝
、

化
女
に
使
者
を
副
へ
て
、
幽
王
の
方
に
申
さ
れ
け
る
は
、「
君
逼
む
る
に
我
が

国
堪
へ
難
し
。
然
る
間
、
我
が
国
第
一
の
美
女
を
奉
ら
ん
。
向
後
は
責
む
る

こ
と
を
留
め
た
ま
へ
」
と
申
さ
れ
た
り
。
幽
王
、
件
の
化
女
を
見
て
、
心
則

ち
蕩
け
て
、歓
び
を
成
し
て
此
れ
を
受
け
取
り
、責
む
る
こ
と
を
止
む
べ
き
由
、

領
状
し
け
り
。
已
に
一
妃
を
寵
し
な
が
ら
、褒
姒
国
よ
り
出
で
た
る
に
依
り
て
、

其
の
名
を
即
ち
褒
似
と
号
く
。
妃
数
有
り
と
雖
も
、
余
に
心
を
遷
す
こ
と
も

無
く
、
偏
に
褒
姒
を
鍾
愛
す
。
一
下
―
二
〇
ウ
～
二
一
オ
）。
　

○
褒
姒
ハ
亀
ノ
子
也
　
褒
姒
が
亀
の
子
で
あ
る
と
い
う
言
説
は
、『
史
記
』
に
記

さ
れ
た
、
龍
の
流
し
た
沫
が
「
玄げ

ん
げ
ん黿

」
と
な
り
王
の
後
宮
へ
入
り
込
ん
で
（「
漦

化
為
二

玄
黿
一

、
以
入
二

王
後
宮
一

」）、
ま
だ
年
端
も
い
か
な
い
女
子
と
契
り
、
生
ま

れ
た
子
が
褒
姒
だ
と
す
る
こ
と
と
関
わ
ろ
う（『
国
語
』も
同
様
）。「
玄
黿
」の「
玄
」

は
、『
漢
書
・
五
行
志
下
之
上
』
で
「
漦
化
為
玄
黿
、
以
入
王
後
宮
、
…
…
」
注

が
「
韋
昭
曰
、
玄
、
黒
」、『
小
爾
雅
』
広
詁
が
「
玄
、
黒
也
」
と
す
る
よ
う
に
、

「
黒
」
の
意
で
あ
ろ
う
。「
玄
黿
」
の
「
黿
」
は
、『
国
語
』
鄭
語
「
及
厲
王
之
末
、

発
而
観
之
、
漦
流
于
庭
不
可
除
也
。
王
使
婦
人
不
幃
而
譟
之
、
漦
化
為
玄
黿
、
以

入
于
王
府
」
の
韋
昭
注
は
、「
黿
、
或
為
蚖
。
蚖
、
蜇
蜴
、
象
龍
」
と
す
る
。
つ

ま
り
、「
黿
」
は
「
蚖
」
と
も
書
か
れ
、「
蚖
」
は
「
蜇
蜴
」
で
あ
り
、
龍
の
形
で

あ
る
と
す
る
。「
蚖
」
に
つ
い
て
、『
漢
語
大
詞
典
』
は
「
指
蝾
螈
或
蜥
蜴
一
類
的

動
物
」
と
し
、『
漢
語
大
字
典
』
も
「
古
代
指
蝾
螈
和
蜥
蜴
類
動
物
。
後
作
『
螈
』」

と
す
る
。
つ
ま
り
イ
モ
リ
や
蜥
蜴
と
い
っ
た
類
の
動
物
を
指
す
と
す
る
。
な
お
、

「
黿
」
に
つ
い
て
、『
大
漢
和
辞
典
』
は
①
「
あ
お
う
み
が
め
」
と
②
「
い
も
り
」、

『
漢
語
大
詞
典
』
及
び
『
漢
語
大
字
典
』
は
①
「
大
鼈
」
と
②
「
蜥
蜴
」、
そ
れ
ぞ

れ
双
方
の
意
を
挙
げ
て
お
り
、『
漢
書
』「
漦
化
為
玄
黿
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
②
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、現
在
広
く
使
わ
れ
る
『
史
記
』『
漢
書
』

『
国
語
』
な
ど
の
注
釈
本
や
中
国
の
現
代
語
訳
本
な
ど
も
、
一
般
に
②
の
意
と
し

て
い
る
（
新
釈
〔
一
―
一
九
八
頁
〕、
平
凡
社
版
中
国
の
古
典
〔
上
―
四
七
頁
〕、

徳
間
文
庫
〔
1
―
一
八
九
頁
〕
は
、「
玄
黿
」
を
「
蜥
蜴
（
と
か
げ
）」、
ち
く
ま

学
芸
文
庫
『
史
記
』
は
「
い
も
り
」〔
Ⅰ
―
八
四
頁
〕
と
解
す
る
。
ま
た
、
新
釈

漢
文
大
系
『
国
語
』
は
、「
玄
蚖
の
意
と
し
て
、
く
ろ
と
か
げ
。
も
し
黿
の
字
な

れ
ば
、
す
っ
ぽ
ん
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
龍
の
種
類
で
あ
り
、
男
性
の
生

殖
器
を
象
徴
す
る
」〔
下
―
六
七
二
頁
〕
と
す
る
）。
一
般
に
『
国
語
』
韋
昭
注
の

説
が
採
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
、
現
在
通
行
し
て
い
る
『
漢
書
』
に
は
、

唐
の
顔
師
古
に
よ
る
注
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、『
漢
書
』
巻
二
十
七
五
行
志
下
之

上
「
漦
化
為
玄
黿
」
の
注
で
、「
黿
似
鼈
而
大
、
非
蛇
及
蜇
蜴
」
と
す
る
。
顔
師

古
は
広
く
行
わ
れ
て
い
る
韋
昭
の
説
（「
黿
」
は
「
蜇
蜴
」
で
あ
り
、
蛇
に
似
て

足
が
有
る
、
と
い
っ
た
説
）
を
否
定
し
て
、「『
黿
』
は
鼈
に
似
て
大
き
く
、
蛇
及

び
蜇
蜴
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
は
、「
黿
」
が
①
鼈
の
類
の
意
で
あ
る
例
で
あ
る
。

『
説
文
解
字
』「
黿
、
大
鼈
也
、
…
…
」
段
玉
裁
注

：

「
黿
、
与
大
鼈
同
形
、
而
但

分
大
小
之
別
」

『
爾
雅
翼
・
釈
魚
』「
黿
、
鼈
之
大
者
、
…
…
乃
復
以
鼈
為
雌
、
故
曰
、
黿
鳴
鼈
応
」

『
正
字
通
』「
黿
、
鼈
類
、
青
黄
色
、
…
…
」

『
楚
辞
・
九
歌
・
河
伯
』「
乗
白
黿
兮
逐
文
魚
。」
王
逸
注

：

「
大
鼈
為
黿
。」

徐
珂
『
清
稗
類
鈔
・
動
物
類
』「
黿
、
状
似
鼈
而
甚
大
、
頭
有
磊
塊
、
故
俗
称
癞

頭
鼋
、
背
青
黄
色
、
居
於
江
湖
。」

『
正
字
通
』
は
「
黿
」
は
青
黄
色
で
あ
る
と
し
、李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
は
、「
黿
」
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は
青
黄
色
で
あ
り
、
首
は
黄
色
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
記
、
徐
珂
の
『
清

稗
類
鈔
・
動
物
類
』
も
、
傍
線
部
に
見
る
よ
う
に
、「
黿
」
は
背
が
青
黄
色
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
の
『
漢
語
大
詞
典
』
及
び
『
漢
語
大
字
典
』
は
、

「
黿
」
の
①
の
意
に
お
け
る
俗
称
は
「
癩
頭
黿
」
で
あ
る
と
し
、
中
国
の
「
百
度

百
科
」（https://baike.baidu.com

/

）
は
、「
癩
頭
黿
」
に
つ
い
て
、「
背
暗
緑
色
、

具
黄
点
。
…
…
腹
白
至
灰
白
色
」
と
す
る
。
①
の
意
の
「
黿
」
が
黒
く
な
い
と
な

る
と
、
黒
い
「
黿
」
は
②
の
意
の
「
黿
」
で
あ
る
と
見
る
韋
昭
の
説
が
、
や
は
り

妥
当
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
顔
師
古
の
よ
う
に
①
と
し
て
、
青
海
亀
と
す

る
理
解
も
生
じ
得
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
『
止
観
輔
行
伝
弘

決
』
は
『
史
記
』
と
同
様
に
「
化
為
二

玄
黿
一

入
二

王
後
宮
一

」（
大
正
新
修
大
蔵
経
）

と
記
す
と
こ
ろ
を
、『
弘
決
外
典
鈔
』
は
「
化𬼀

為　ル
二

玄
亀　ト
一

入
二

王　ノ

後
宮　ニ
一

」
と
記
す
。

な
お
、〈
盛
〉
も
、「
後
に
幽
王
が
泡
を
封
じ
た
唐
櫃
を
開
い
た
と
こ
ろ
、「
日
記

ノ
如
ク
ニ
ハ
非
ズ
、
忽
然
ト
シ
テ
青
亀
也
」
と
記
し
、『
漢
書
』
顔
師
古
注
や
『
説

文
解
字
』
他
の
よ
う
に
、「
黿
」
を
「
鼈
」
と
解
し
て
い
る
。
ま
た
〈
盛
〉
で
は
、

こ
の
後
に
、
褒
姒
の
母
（
七
歳
の
姫
宮
）
が
亀
と
嫁
し
て
生
ま
れ
た
の
が
褒
姒
で

あ
る
と
す
る
。
　
○
周
厲
王
ノ
時
　
厲
王
は
周
の
第
十
代
の
王
。
夷
王
の
子
、
宣

王
の
父
。
幽
王
の
祖
父
。
生
没
年
？
～
前
八
二
八
年
。『
史
記
』
に
よ
れ
ば
、
厲

王
は
、
即
位
後
三
十
年
の
間
、
利
を
好
み
近
臣
の
諫
言
に
も
耳
を
貸
さ
ず
、
暴
虐

な
政
を
行
い
、
奢
侈
で
傲
慢
で
あ
っ
た
た
め
、
国
民
は
皆
王
を
譏
っ
た
と
す
る
。

　
○
南
庭
ニ
二
ノ
白
龍
出
来
テ
蟠
居
レ
リ

　〈
盛
〉
は
、
以
下
の
話
を
周
の
厲
王

の
時
の
話
と
し
て
引
く
。
し
か
し
『
史
記
』
や
『
国
語
』
に
よ
れ
ば
、
二
匹
の
神

龍
が
出
現
し
た
の
は
、周
よ
り
二
代
前
の
夏
の
晩
年
の
頃
で
あ
っ
た
。『
史
記
』「
昔

自
二

夏
后
氏
之
衰
一

也
、
有
二

二
神
龍
一

」。
こ
の
点
は
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』『
弘
決

外
典
鈔
』
も
同
じ
。『
弘
決
外
典
鈔
』「
昔
夏
后
氏

ノ

之
衰

フ
ル
時

、
有
二

二
龍
一

止
ル二

於

夏
ノ

庭
ニ一

」。
夏
の
帝
王
は
、
こ
の
龍
を
殺
す
の
が
よ
い
か
、
た
ち
去
ら
せ
る
の
が

よ
い
か
、
止
め
て
お
く
の
が
良
い
か
占
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
吉
と
出
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
龍
の
口
か
ら
出
る
精
気
の
泡
を
請
い
受
け
て
し
ま
っ
て
お
く
こ
と
は
ど

う
か
と
占
っ
て
み
る
と
、吉
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
龍
に
告
げ
る
と
、龍
は
去
っ

て
泡
が
残
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
櫃
に
収
め
て
し
ま
っ
て
お
い
た
。
そ
の
櫃
は
、
夏

か
ら
殷
、
さ
ら
に
周
に
伝
え
ら
れ
た
が
、
敢
え
て
開
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
厲
王
の
末
年
に
な
っ
て
、
開
け
て
み
る
と
、
泡
が
宮
廷
に
流
れ
出
し
て
、

取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
（
本
文
は
「
或
説
云
」
項
参
照
」）。
つ

ま
り
、〈
盛
〉
は
、『
史
記
』『
国
語
』
等
に
見
る
夏
の
時
代
で
は
な
く
、
周
の
厲

王
の
時
に
、
二
匹
の
白
龍
が
現
れ
出
た
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
　
○
帝
イ
ブ
セ
ク

思
食
ケ
レ
バ
、
可
殺
ヨ
シ
宣
下
セ
ラ
レ
ケ
ル
ヲ
　『
史
記
』
で
は
、
庭
に
出
現
し

た
二
龍
は
、
我
等
は
褒
国
の
二
人
の
先
君
で
あ
る
と
言
っ
た
と
す
る
（『
国
語
』

で
は
、
褒
人
の
神
が
龍
と
化
し
て
「
余
褒
之
二
君
也
」
と
語
っ
た
と
す
る
）。

「
止
二

於
夏
帝
庭
一

而
言
曰
、
余
褒
之
二
君
」。
こ
の
後
記
す
褒
姒
の
先
祖
の
二
君
と

す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
誰
を
指
す
の
か
は
未
詳
。「
帝
」
は
、
厲
王
。『
史
記
』『
国

語
』
で
は
、「
夏
帝
」
を
指
す
。『
弘
決
外
典
鈔
』
で
は
、「
自
言

ク

余
ハ

褒
姒

ノ

之
二

先
君
也
」
と
あ
り
、「
二
先
君
」
と
す
る
。〈
盛
〉
で
は
、
厲
王
は
、
殺
せ
と
言
っ

た
と
す
る
の
だ
が
、
前
項
に
見
る
よ
う
に
、『
史
記
』『
国
語
』
で
は
、
龍
を
殺
す

か
立
ち
去
ら
せ
る
か
、
留
め
て
お
く
か
を
占
わ
せ
た
と
す
る
。
　
○
大
臣
公
卿
僉

議
ア
リ
テ
云
、「
龍
ハ
命
長
シ
テ
必
如
意
宝
珠
ヲ
持
ト
云
ヘ
リ

　
如
意
宝
珠
云
云

と
い
う
記
事
は
『
史
記
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。『
大
智
度
論
』
巻
十
二
「
初
品
中

檀
波
羅
蜜
法
施
之
余
」
に
は
、
婆
伽
陀
龍
王
の
太
子
が
捨
身
に
よ
っ
て
転
成
し
て

大
国
の
太
子
に
生
れ
変
わ
り
、
民
の
貧
苦
を
憐
れ
ん
で
如
意
宝
珠
を
求
め
た
逸
話

が
あ
り
、「
菩
薩
聞
二

是
語
一

已
白
二

其
父
母
一

。
欲
下

入
二

大
海
一

求
中

龍
王
頭
上
如
意
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宝
珠
上

。」（
大
正
新
脩
大
蔵
経
巻
二
五
―
一
五
一
頁
）
と
、
龍
王
の
頭
上
を
飾
る

宝
物
と
し
て
記
さ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
龍
と
如
意
宝
珠
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

『
弘
法
大
師
御
遺
告
二
十
五
箇
条
』
第
二
十
四
条
に
、「
在

リ二

大
海

ノ

底
ノ

龍
宮

ノ

宝

蔵
ニ

無
数

ノ

玉
一

。
然

レ
ド
モ

而
如
意
宝
珠

ヲ

為
ス二

皇
帝

ト一

」「
此

ノ

玉
ハ

従
二

宝
蔵
一

通
ズ二

海
龍

王
肝
頸

ノ

下
ニ一

」（『
弘
法
大
師
全
集
』
二
―
八
〇
六
頁
）
と
、如
意
宝
珠
が
龍
の
「
肝

頸
」
に
通
じ
る
と
あ
り
、
以
降
、
特
に
真
言
密
教
に
お
い
て
龍
と
宝
珠
を
め
ぐ
る

秘
説
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
三
室
戸
寺
蔵
『
摩
尼
宝
珠
曼
荼
羅
』
で
は
、
龍
の
首

あ
た
り
に
宝
珠
が
描
か
れ
て
い
る
（
藤
巻
一
宏
・
五
五
頁
）。
ま
た
、『
塵
荊
鈔
』

で
は
、
竜
の
頷
の
下
に
あ
る
と
す
る
。「
金
翅
鳥
没

シ
テ

而
、
其
心
臓
海
底
ニ
落
テ

如
意
宝
珠
ト
成
ヲ
、
驪
竜
頷
下
ニ
収
テ
、
七
珍
万
宝
ヲ
雨フ

ラ

ス
ニ
表
示
ス
ル
也
」（
古

典
文
庫
上
―
二
一
頁
）。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
レ
ン
ソ
ン
は
、『
御
遺
告
』
第

二
十
四
条
に
「
大
海
龍
王
蔵
幷
肝
頸
如
意
宝
珠
権
現
大
士
等
」
と
さ
れ
る
「
如
意

宝
珠
権
現
」
が
、
中
世
真
言
密
教
で
は
「
龍
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

指
摘
す
る
（
三
二
二
～
三
二
四
頁
）。
そ
の
他
、
龍
神
・
龍
宮
と
如
意
宝
珠
と
の

関
連
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。『
新
羅
明
神
記
』「
華
山
法
皇

御
参
詣
之
時
、
竜
神
天
降
、
如
意
宝
珠
一
果
・
水
精
念
珠
一
連
九
穴
・
鮑
一
貝
奉

之
」（
黒
田
智
・
九
一
頁
）、『
書
陵
部
本
朗
詠
抄
』
の
「
翫
其
磧
礫
」
注
に
、「
玉

淵
ト
ハ
、
竜
宮
也
。
如
意
宝
珠
ノ
有
故
ニ
、
玉
淵
ト
云
ヘ
リ
」（『
和
漢
朗
詠
集
古

注
釈
集
成
』
二
下
―
五
一
〇
頁
）。
な
お
、〈
盛
〉
の
褒
姒
譚
に
、
こ
の
後
に
見
る

よ
う
に
吒
只
尼
天
信
仰
に
基
づ
い
た
解
釈
（
よ
み
）
を
指
摘
す
る
牧
野
和
夫
は
、

吒
天
の
三さ

ん

摩ま

耶や

形ぎ
よ
う（

密
教
に
お
い
て
、仏
の
持
つ
持
ち
物
）
で
あ
る
「
如
意
宝
珠
」

に
注
目
す
る
（
三
四
頁
）。
吒
天
の
三
摩
耶
形
に
つ
い
て
は
、
次
節
「
山
桑
、
ナ

マ
エ
ハ
陀
天
ノ
三
摩
耶
形
也
ケ
レ
バ
、カ
ク
ハ
カ
リ
事
ニ
シ
タ
リ
ケ
リ
ト〈
云
々
〉」

項
注
解
参
照
。

　
○
朝
家
安
穏
ノ
為
ニ
出
現
ス
ル
ニ
モ
ヤ
ア
ル
ラ
ン
ト
。
巫
ニ
依

テ
死
生
ヲ
可
定
歟
」
ト
奏
シ
ケ
レ
バ
、「
然
ベ
シ
」
ト
テ
御
占
ア
リ
　
校
異
7
・

8
に
見
る
よ
う
に
、本
文
は
、「
…
…
ア
ル
ラ
ン
ト
。
巫
ニ
依
テ
」
と
「
ア
ル
ラ
ン
。

卜
巫
ニ
依
テ
」
と
二
系
統
に
分
か
れ
る
。〈
早
（
黒
）〉「
ト
巫
ニ
」
は
前
者
の
本
文
。

底
本
は
、
漢
字
の
「
卜
」
で
は
な
く
、
片
仮
名
の
「
ト
」
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、巻
六
「
奉
ラ
ン
ト
テ
」（
三
五
二
頁
八
行
目
）
な
ど
は
同
じ
片
仮
名
「
ト
」

と
見
て
良
い
。
本
文
と
し
て
は
、「
ア
ル
ラ
ン
。
卜
筮
ニ
依
テ
」
と
あ
る
の
が
本

来
の
形
だ
ろ
う
。「
卜
巫
」
は
、〈
蓬
・
静
〉
の
ル
ビ
「
ホ
ク
セ
イ
」
に
見
る
よ
う

に
、「
卜
筮
」
の
意
と
し
て
使
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
当
該
記
事
を
『
史
記
』

は
記
さ
ず
、前
々
項
に
記
す
と
お
り
三
者
の
占
い
を
し
た
と
す
る
。〈
盛
〉
で
は
、

二
龍
の
出
現
は
、
朝
家
安
穏
の
た
め
に
出
現
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
前
項
に
見
る
よ
う
に
、
龍
は
長
命
で
あ
り
、
龍
の
持
つ
如
意
宝

珠
は
、
王
権
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
こ
と
と
関
わ
ろ
う
。
十
二
世
紀
頃
に
著
さ
れ
た

と
見
ら
れ
る
真
言
密
教
書
『
東
要
記
』
巻
中
「
精
進
峰
」
に
は
、「
転
輪
聖
王
持
二

如
意
珠
一

、
雨
二

財
穀
一

富
二

𩜙
国
土
一

。
諸
大
龍
王
戴
二

摩
尼
宝
一

。
依
二

珠
威
徳
一

福

力
殊
勝
」（
続
群
書
二
六
下
―
四
〇
三
頁
）
と
あ
り
、
転
輪
聖
王
と
龍
王
と
が
そ

れ
ぞ
れ
持
つ
宝
珠
に
よ
っ
て
福
徳
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
す
る
（
藤
巻
一
宏
・
六
八

頁
）。
と
り
わ
け
真
言
密
教
が
深
く
関
わ
っ
た
中
世
の
王
権
に
お
い
て
宝
珠
は
欠

か
せ
な
い
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
例
え
ば
正
月
に
宮
中
で
玉
体
安
穏
を
祈
る
行
事

で
あ
る
後
七
日
御
修
法
で
は
、「
結
願
に
お
い
て
、
大
阿
闍
梨
た
る
東
寺
一
長
者

は
清
涼
殿
に
参
入
し
、
王
に
対
し
て
直
接
に
加
持
を
行
う
。
こ
の
故
実
も
ま
た
重

事
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
所
詮
は
、
長
者
が
心
中
に
宀
一
山
舎
利
―
如
意
宝
珠
（
引

用
者
注
、
室
生
寺
の
山
中
に
籠
め
置
か
れ
た
と
さ
れ
る
如
意
宝
珠
）
を
観
念
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
」（
阿
部
泰
郎
・
二
九
頁
）。
ま
た
、
鳥
羽
の
勝
光
明
院
の
宝
蔵
に

秘
蔵
さ
れ
た
宝
珠
は
「
宝
蔵
と
そ
れ
が
担
う
院
の
存
在
を
集
約
し
て
象
徴
す
る
も
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の
」
で
あ
っ
た
が
、「
こ
の
宝
珠
を
本
尊
と
す
る
修
法
は
、
息
災
・
延
命
・
祈
雨

な
か
ん
ず
く
中
宮
御
産
つ
ま
り
皇
子
の
誕
生
を
祈
る
た
め
の
祈
り
な
ど
、
王
権
の

再
生
と
賦
活
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
最
大
の
行
法
が
如
法
（
宝
）
愛

染
王
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
は
、
中
世
に
顕
密
教
団
が
朝
廷
の
た
め
に
行
っ
た
無

数
の
祈
祷
―
大
法
秘
法
―
の
う
ち
、
東
密
が
も
っ
ぱ
ら
行
っ
た
も
の
で
、
愛
染
明

王
の
法
の
う
ち
最
も
秘
密
に
し
て
、
如
意
宝
珠
法
―
駄
都
（
舎
利
）
法
と
一
体
」

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
同
三
四
～
三
五
頁
。
勝
光
明
院
の
宝
珠
に
つ
い
て
は
松
本

郁
代
第
Ⅱ
部
第
八
章
、
愛
染
明
王
と
宝
珠
に
つ
い
て
は
、
小
川
豊
生
第
Ⅰ
部
第
二

章
も
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
龍
―
如
意
宝
珠
―
王
権
の
関
わ
り
が
こ
の
発
言
の
背

景
に
あ
ろ
う
。
　
○
「
不
可
殺
」
ト
云
占
也
ケ
レ
バ
、「
早
汝
ガ
命
ヲ
助
ク
。
速

ニ
可
罷
去
」
ト
被
宣
下
　
殺
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
占
い
が
出
た
た
め
、
厲
王
は

龍
の
命
を
助
け
る
か
ら
早
く
罷
り
去
れ
と
命
じ
た
と
す
る
。『
史
記
』
は
、
殺
す

か
捨
て
る
か
留
め
置
く
か
占
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
吉
と
な
る
も
の
は
な
か
っ
た

た
め
、
龍
の
吐
く
精
気
の
泡
を
請
う
て
し
ま
っ
て
お
く
の
は
ど
う
か
と
占
っ
た
と

こ
ろ
吉
で
あ
っ
た
と
す
る
。「
夏
帝
卜
二

殺
レ

之
与
レ

去
レ

之
与
一レ

止
レ

之
。
莫
レ

吉
。
卜
下

請
二

其
漦
一

而
蔵
上
レ

之
。
乃
吉
」。『
弘
決
外
典
鈔
』
は
占
っ
た
と
の
記
述
な
し
。 

　
○
二
龍
恩
ヲ
報
ズ
ト
ヤ
思
ケ
ン
、
暫
庭
上
ニ
泡
ヲ
吐
テ
去
ヌ
。
彼
吐
所
ノ
泡
ヲ

ミ
レ
バ
、サ
マ

ぐ
厳
シ
キ
玉
也
ケ
リ
　「
泡
」
を
、〈
早
（
黒
）〉「
漦
」
と
す
る
。

「
漦
」
の
表
記
は
『
史
記
』
や
『
国
語
』、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』『
弘
決
外
典
鈔
』

も
同
じ
。
二
龍
は
命
を
助
け
ら
れ
た
恩
に
報
い
る
た
め
か
、
庭
上
に
泡
を
吐
い
て

去
っ
た
。
吐
い
た
泡
を
見
る
と
色
々
な
素
晴
ら
し
い
玉
で
あ
っ
た
。『
史
記
』で
は
、

そ
の
こ
と
を
告
げ
る
と
、
龍
は
姿
を
消
し
て
、
泡
だ
け
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
箱

に
入
れ
て
所
蔵
し
て
お
い
た
と
記
す
の
み
で
、
泡
が
玉
で
あ
っ
た
と
す
る
記
述
は

な
い
。「
於
レ

是
布
レ

幣
而
策
告
レ

之
。
龍
亡
而
漦
在
、櫝
而
去
レ

之
」。『
弘
決
外
典
鈔
』

も
同
様
だ
が
、
龍
の
吐
い
た
泡
に
つ
い
て
は
、「
韋
昭　カ

云
漦　ハ

龍　ノ

所
レ

吐
沫
也
龍　ノ

之
精

気
也
」
と
注
す
る
。〈
盛
〉
が
、
泡
を
よ
く
よ
く
見
る
と
色
々
な
玉
で
あ
っ
た
と

す
る
の
は
、
先
に
「
龍
ハ
命
長
シ
テ
必
如
意
宝
珠
ヲ
持
ト
云
ヘ
リ
」
と
す
る
こ
と

と
関
わ
ろ
う
。
　
○
「
希
代
ノ
重
宝
也
。
末
代
マ
デ
モ
朝
家
ノ
宝
ト
ス
ベ
シ
。
輙

ク
不
可
開
」
ト
テ
、
是
ヲ
桧
ノ
唐
櫃
ニ
納
入
テ
、
勅
封
ヲ
付
ヲ
カ
レ
ケ
リ
　
玉
を

朝
家
の
宝
と
す
べ
く
、
簡
単
に
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
桧
の
唐
櫃
の
中

に
入
れ
て
、勅
命
が
下
さ
れ
て
封
印
さ
れ
た
と
す
る
。『
史
記
』は「
櫝
而
去
レ

之
」、

『
弘
決
外
典
鈔
』
は
「
櫃

シ
テ

而
韞

ムレ

之
ヲ

」、
い
ず
れ
も
箱
に
入
れ
て
収
蔵
し
た
の
意

だ
が
、
重
宝
と
し
た
と
す
る
よ
う
な
記
述
は
な
い
。
　
○
其
後
、
厲
王
・
宣
王
・

幽
王
三
代
ハ
国
治
リ
民
豊
ナ
リ
シ
ヲ
、
幽
王
始
テ
是
ヲ
開
キ
給
ヘ
リ
　
そ
の
後
厲

王
・
宣
王
・
幽
王
の
三
代
は
国
は
治
ま
り
民
は
豊
か
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
幽
王
が

こ
れ
ま
で
誰
も
開
か
な
か
っ
た
箱
の
蓋
を
開
い
た
と
す
る
。こ
れ
に
対
し
、『
史
記
』

は
、龍
が
出
現
し
た
の
が
「
夏
后
氏
之
衰
」
つ
ま
り
夏
の
時
代
と
し
て
い
た
の
で
、

夏
が
亡
ん
だ
時
、
泡
を
収
め
た
器
を
殷
に
伝
え
、
殷
が
亡
び
た
時
、
さ
ら
に
周
に

伝
え
、
夏
・
殷
・
周
の
三
代
の
間
、
誰
も
開
く
者
が
な
か
っ
た
の
だ
が
、
厲
王
の

末
年
に
開
い
て
こ
れ
を
見
た
と
す
る
。「
夏
亡
、
伝
二

此
器
殷
一

。
殷
亡
、
又
伝
二

此

器
周
一

。
比
二

三
代
一

、
莫
二

敢
発
一レ

之
。
至
二

厲
王
之
末
一

、
発
而
観
レ

之
」。
つ
ま
り
、

楊
暁
捷
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
史
記
』
が
記
す
夏
、
殷
、
周
の
三
代
の
こ
と
が
、

〈
盛
〉
で
は
周
の
一
代
の
厲
王
、
宣
王
、
幽
王
の
こ
と
に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
（
四
〇
頁
）。
こ
の
こ
と
は
、〈
盛
〉
で
は
冒
頭
で
白
龍
の
出
現
を
「
周

厲
王
ノ
時
」
と
す
る
こ
と
に
符
合
す
る
。『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
及
び
『
弘
決
外

典
鈔
』
で
は
、「
夏
亡

テ

以
テ二

此
ノ

器
ヲ一

伝
二

於
殷

ニ一

」「
殷
亡

シ
テ

又
伝

フ二

於
周

ニ一

」
と
、
夏
・

殷
・
周
に
渡
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
こ
と
は
『
史
記
』
と
一
致
し
な
が
ら
、「
三

代
莫
二

之
ヲ

敢
テ

発
ク
コ
ト

一

。
至

テ二

于
幽
王

ノ

末
年

ニ一

発
ニレ

之
ヲ

」
と
、
周
の
幽
王
の
時
に
こ
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れ
を
開
い
た
と
し
、〈
盛
〉
の
記
述
に
一
致
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
牧
野
和
夫
は
、

『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
は
、「
三
代
莫
二

之
ヲ

敢
テ

発
ク
コ
ト

一

」
の
「
三
代
」
を
「
夏
・
殷
・

周
を
繰
り
返
し
て
う
け
る
こ
と
な
く
、既
に
周
の
代
の
こ
と
と
「
解
き
」、周
の
「
三

代
」
で
あ
る
厲
王
・
宣
王
・
幽
王
を
指
す
も
の
と
「
よ
む
」
と
こ
ろ
か
ら
発
し
た

唐
代
に
お
け
る
異
伝
で
あ
っ
た
か
と
考
え
て
誤
る
ま
い
」（
三
一
頁
）と
指
摘
す
る
。

そ
し
て
〈
盛
〉
も
こ
の
誤
解
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
幽
王
の

時
に
こ
れ
を
開
い
た
と
す
る
誤
解
は
、
早
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、『
論
衡
』
巻
三
・
怪
奇
第
十
五
に
、「
或
曰
、
夏
之
衰
、
二
龍
闘
二

於
庭
一

、
吐
二

漦
於
地
一

。
龍
亡
漦
在
、
櫝
而
蔵
レ

之
。
至
二

周
幽
王
一

発
出
、
龍
漦
化
為
二

玄
黿
一

、

入
二

於
後
宮
一

、
与
二

処
女
一

交
、
遂
生
二

褒
姒
一

」（
或
ひ
と
曰
く
、
夏
の
衰
ふ
る
や
、

二
龍
庭
に
闘
ひ
、漦
を
地
に
吐
き
。
龍
亡に

げ
て
漦
在
れ
ば
、櫝
に
し
て
之
を
蔵
す
。

周
の
幽
王
に
至
り
発
出
す
れ
ば
、
龍
漦
化
し
て
玄
黿
と
為
り
、
後
宮
に
入
り
て
処

女
と
交
は
り
、
遂
に
褒
姒
を
生
む
。
新
釈
漢
文
大
系
『
論
衡
』
上
―
二
四
七
～

二
四
八
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
巻
五
・
異
虚
第
十
八
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
述
が
あ

り
、
や
は
り
「
至
二

幽
王
之
時
一

、
発
而
視
レ

之
」（
幽
王
の
時
に
至
り
、
発
き
て
之

を
視
る
。
同
三
二
〇
頁
）
と
あ
る
。
幽
王
と
褒
姒
の
逸
話
か
ら
も
、
容
易
に
生
じ

得
た
誤
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
○
日
記
ノ
如
ク
ニ
ハ
非
ズ
、
忽
然
ト
シ

テ
青
亀
也
。
王
是
ヲ
愛
シ
給
ヒ
ケ
リ
　「
日
記
」
は
、
箱
の
中
身
に
つ
い
て
、
記

し
留
め
ら
れ
た
も
の
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
そ
の
中
身
は
、
二
龍
の
吐
い
た
泡
（
な

い
し
「
サ
マ

ぐ
厳
シ
キ
玉
」）
で
あ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
に
わ
か
に
青
亀
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
史
記
』
で
は
、
泡
が
庭
に
流
れ
て
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
厲
王
は
夫
人
を
裸
に
し
て
騒
が
せ
た
と
こ
ろ
、
泡
が
玄
黿
と
化
し

て
王
の
後
宮
に
入
っ
た
と
記
す
。「
厲
王
使
二

婦
人
裸
而
譟
一レ

之
。
漦
化
為
二

玄
黿
一

、

以
入
二

王
後
宮
一

」。『
国
語
』
は
、「
王
使
二

婦
人
不
レ

幃
而
譟
一レ

之
、
化
為
二

玄
黿
一

、

以
入
二

于
王
府
一

」（
王
婦
人
を
し
て
幃ゐ

せ
ず
し
て
之
に
譟さ

わ

が
し
む
、
化く

わ

し
て
玄げ

ん
げ
ん黿

と
為な

り
て
、
以も

つ

て
王わ

う

ふ府
に
入い

る
）と
す
る
。『
弘
決
外
典
鈔
』
は
「
漦
流

ル二

于
庭

ニ一

。

使
ム二

婦
人

ヲ

倮
ニ
シ
テ

而
嘇

ハレ

之
ヲ

、
化

シ
テ

為
ル二

玄
亀

ト一

、
入
二

王
ノ

後
宮

ニ一

」
と
、「
亀
」 

と
す
る
点
が
〈
盛
〉
に
近
い
。「
玄
黿
」
に
つ
い
て
は
、「
褒
姒
ハ
亀
ノ
子
也
」
項

参
照
。
新
釈
『
史
記
』
は
「「
裸
而
躁
」
と
は
不
浄
の
し
ぐ
さ
」（
一
九
八
頁
）
と

し
、
新
釈
『
国
語
』
で
は
、「
不
幃
は
、
ス
カ
ー
ト
を
ぬ
い
で
、
陰
部
を
さ
ら
け

出
す
こ
と
」（
下
―
六
七
二
頁
）
と
す
る
。〈
盛
〉
は
玄
黿
を
「
青
亀
」
と
理
解
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
　
○
宮
中
ニ
七
歳
ノ
姫
宮
御
坐
。
即
幽
王
ノ
后
ニ
祝
奉
ベ

キ
仁
ナ
リ
ケ
ル
ガ
、
此
亀
ヲ
愛
シ
テ
常
ニ
唐
櫃
ノ
辺
ニ
遊
給
ケ
ル
程
ニ
、
何
ト
シ

タ
リ
ケ
ン
、
イ
マ
ダ
歯
カ
ヽ
ザ
ル
程
ノ
御
齢
也
ケ
ル
ニ
、
亀
ト
嫁
テ
懐
妊
シ
給
ヘ

リ
　〈
早
（
黒
）〉「
懐
妊
シ
」
を
、「
ハ
ラ
ミ
」
と
す
る
。
校
異
26
参
照
。
宮
中
に

七
歳
の
姫
宮
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
つ
ま
り
は
幽
王
の
后
に
お
な
り
に
な
る
人
で

あ
っ
た
が
、こ
の
亀
を
愛
し
て
常
に
唐
櫃
の
辺
り
で
遊
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
が
、

ど
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
い
ま
だ
歯
も
抜
け
替
わ
ら
な
い
年
齢
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
に
、
亀
と
嫁
い
で
懐
妊
な
さ
っ
た
の
意
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
史
記
』

で
は
、「
後
宮
之
童
妾
、
既
齔
而
遭
レ

之
、
既
笄
而
孕
、
無
レ

夫
而
生
レ

子
」
と
し
、

泡
の
化
し
た
玄
黿
は
王
の
後
宮
に
入
り
、
後
宮
の
童
女
で
歯
が
抜
け
替
わ
ら
な
い

子
に
出
会
っ
た
（『
史
記
』
の
本
文
に
あ
る
「
既
齔
」
に
よ
れ
ば
、「
歯
が
抜
け
替

わ
っ
た
ば
か
り
の
子
」
の
意
と
な
る
が
、
新
釈
『
史
記
』
の
語
釈
（
一
―
一
九
八

頁
）
に
、「
女
子
は
七
歳
で
抜
け
か
わ
る
と
い
う
。
国
語
鄭
語
に
は
「
未
既
齔
」（
未

だ
こ
と
ご
と
く
齔
せ
ず
）
に
作
る
。
南
化
・
狩
本
な
ど
も
国
語
に
同
じ
（
校
補
）」

と
す
る
。
そ
し
て
簪
を
さ
す
年
頃
に
な
っ
て
身
籠
も
っ
た
と
す
る（
新
釈『
史
記
』

は
、「
笄
」
の
語
釈
と
し
て
、「
か
ん
ざ
し
。
女
子
は
十
五
歳
で
笄
す
る
。
こ
こ
で

は
嫁
と
な
る
年
頃
の
こ
と
」
と
す
る
）。
つ
ま
り
、『
史
記
』
で
は
、
後
宮
の
童
女
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）

が
懐
妊
し
た
の
は
十
五
歳
頃
で
あ
る
の
に
対
し
て
、〈
盛
〉
で
は
、
姫
宮
は
、
七

歳
で
亀
と
嫁
い
で
懐
妊
し
た
と
し
て
、よ
り
不
可
思
議
な
話
と
な
っ
て
い
る
。『
弘

決
外
典
鈔
』
は
「
後
宮
有
二

未
齓

ノ

童
女
一

、
遭

ハレ

之
ニ

、
既

ニ

笄
シ
テ

而
孕

ミ

無
シ
テ

レ

夫
而

生
ス

」
と
し
、『
史
記
』
と
ほ
ぼ
同
様
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

阿
部
泰
郎
「
宝
珠
と
王
権
―
中
世
王
権
と
密
教
儀
礼
―
」（
長
尾
雅
人
他
編
『
岩
波
講
座
　
東
洋
思
想
16
』
岩
波
書
店
一
九
八
九
。『
中
世
日
本
の
王
権
神
話
』
名
古
屋
大

学
出
版
会
二
〇
二
〇
・
2
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

小
川
豊
生
『
中
世
日
本
の
神
話
・
文
字
・
身
体
』（
森
話
社
二
〇
一
四
・
4
）

＊ 

黒
田
智
「
新
羅
明
神
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
一
一
号
、
二
〇
〇
一
・
3
）

＊ 

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ト
レ
ン
ソ
ン
『
祈
雨
・
宝
珠
・
龍
―
中
世
真
言
密
教
の
深
層
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
二
〇
一
六
・
3
）

＊ 

藤
巻
和
宏
『
聖
な
る
珠
の
物
語
―
空
海
・
聖
地
・
如
意
宝
珠
』（
平
凡
社
二
〇
一
七
・
11
）

＊ 

牧
野
和
夫
「
幽
王
始
め
て
是
を
開
く
」
と
い
う
こ
と
―
天
台
三
大
部
注
釈
書
と
『
源
平
盛
衰
記
』
の
一
話
を
め
ぐ
る
覚メ

書モ

―
」
実
践
国
文
学
三
四
号
、
一
九
八
八
・
10
。

『
日
本
中
世
の
説
話
・
書
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
和
泉
書
院
二
〇
〇
九
・
12
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

松
本
郁
代
『
中
世
王
権
と
即
位
灌
頂
』（
森
話
社
二
〇
〇
五
・
12
）

＊ 

楊
暁
捷
「
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
中
国
故
事
説
話
に
つ
い
て
の
研
究
」（
国
語
国
文
五
五
巻
一
〇
号
、
一
九
八
六
・
10
）

　
折
節
天
下
ニ

1

童
部
歌
ヲ
歌
フ
事
ア
リ
。「

2

山
桑

「
四
一
〇

ノ
弓
、

3

生
柄
ノ
矢
ヲ
以
テ
、
此
国
ヲ

4

可べ
し

レ

滅
ほ
ろ
ぼ
す」

ト
ゾ
歌
ヒ
ケ
ル
。
不ず

レ

久
ひ
さ
し
か
らシ

テ
男
一
人

5

出
来
。

6

山
桑
ノ
弓
、

7

生
柄
ノ
矢
ヲ
ゾ
売
タ
リ
ケ
ル
。
是
ヲ
キ
ヽ
、
聞
ユ
ル
事
ニ
コ
ソ
ト
テ
件
ノ
男
ヲ

8

搦
捕
テ
、
土
ノ
籠ろ

う

ニ
9

誡
い
ま
し
め

入い
る

。
七
歳
ノ
懐
妊
ノ
姫
宮
ヲ
モ
追
捨
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、 

10

少
キ
御
心
ニ
サ
マ
ヨ
ヒ
ア
リ
キ
給
ケ
ル
程
ニ
、
彼か

の

籠
舎
ノ
砌
ニ

11

迷
行
。
獄
人
是
ヲ
ミ
ル
ニ
、
ミ
メ
形
ヨ
ノ
ツ
ネ
ナ
ラ
ズ
ア
リ
ケ
レ
バ
、「
汝
ヲ
バ
我
子
ニ
ス
ベ
シ
」
ト
テ
、

官
く
わ
ん
し
よ
く

食
ヲ

12

分
テ
コ
レ
ヲ
養
フ
。

13

懐
妊
ノ

14

期
満み

ち

テ
15

生
産
ス
。
即
女に

よ

し子
也
。
無な

く
レ

双
な
ら
び

ミ
メ
ヨ
シ
。
長
大
ス
ル
ニ

16

随
テ
、
美
人
ノ
誉
レ

17

国
中
ニ
極
レ
リ
。
幽
王
是
ヲ
召め

し

テ
后

ト
ス
。
此
忠
ニ
依
テ
籠
舎
ノ
者
モ
被
レ

出
ケ
リ
。
此
后

18

生
テ
ヨ
リ

19

笑
事
ナ
シ
ト
〈
云
云
〉。

20

如
レ

先
。

21

山
桑
ノ

22

弓
、

23

ナ
マ
エ
ノ

「
四
一
一

矢
ウ
リ
ケ
ル
者
ト
云
ハ
、
他
国
ノ

王
幽
王
ヲ
亡

ほ
ろ
ぼ

サ
ン
為
ニ
、
陀
天
ノ
法
ヲ
祭
リ
付
テ
是
ヲ
売う

ら

セ
リ
。

24

陀
天
ハ
狐
也
。

25

山
桑
、

26

ナ
マ
エ
ハ
陀
天
ノ

27

三
摩
耶
形
也
ケ
レ
バ
、
カ
ク
ハ
カ
リ
事
ニ
シ
タ
リ

28

ケ
リ

ト
〈
云
々
〉。

29

此
事
大
ニ

30

不
審
。
周
ノ

31

代よ

ニ
ハ
仏
法

32

未
レ

渡
、
真
言
ナ
シ
。
僻
事
ニ
ヤ
。
可
二

相
尋
一

也
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
わ
ら
は
へ
う
た
を
」、〈
蓬
〉「
童ラ

ハ

部ハ
ヘ

歌ウ
タ

を
」、〈
静
〉「
童ワ

ラ

部ハ
ヘ

歌ウ
タ

を
」。
2
〈
近
〉「
山さ

ん
さ
う桑

の
」、〈
蓬
〉「
山
桑ク

ワ

の
」、〈
静
〉「
山ヤ

マ
ク
ワ桑

の
」。
3
〈
近
〉「
な
ま
か

ら
の
」
と
し
、「
か
ら
」
の
右
に
「
ゑ
」
を
異
本
注
記
。〈
蓬
〉「
生ナ

マ
■
■栖

の
」。
ル
ビ
「
■
■
」
は
難
読
。「
ス
ミ
」
と
記
し
、
そ
の
上
に
「
エ
ノ
」
と
訂
正
し
た
か
。「
栖
」
は

「
棲
」
の
異
体
字
。「
栖
」
は
本
来
は
「
柄
」
の
誤
読
・
誤
写
で
あ
ろ
う
。〈
静
〉「
生ナ

マ
エ
ノ柄

」。
4
〈
蓬
〉「
滅

ホ
ソ
ス

す
へ
し
と
そ
」。
5
〈
近
〉「
い
て
き
て
」、〈
蓬
〉「
い
て
来
り
」、
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〈
静
〉「
出
来キ

タ

り
」。
6
〈
蓬
・
静
〉「
山
桑ク

ワ

の
」。
7
〈
近
〉「
生な

ま
か
ら柄

の
」、〈
蓬
〉「
生ナ

マ

栖エ

の
」、〈
静
〉「
生ナ

マ

エ柄
の
」。
8
〈
近
〉「
か
ら
め
と
つ
て
」、〈
蓬
〉「
搦

カ
ラ
メ

と
り
て
」、〈
静
〉

「
搦

カ
ラ
メ
ト
リ

取
て
」
9
〈
蓬
〉「
誡

イ
マ
シ

し
め
入
る
」。
10
〈
近
〉「
わ
か
き
」、〈
蓬
〉「
お
さ
な
き
」、〈
静
〉「
少

ヲ
サ
ナ

き
」。
11
〈
近
〉「
ま
よ
ひ
ゆ
く
」、〈
蓬
〉「
迷

マ
ヨ
イ

ゆ
く
」、〈
静
〉「
迷

マ
ト
ヒ

ゆ
く
」。

12
〈
近
〉「
わ
か
ち
て
」、〈
蓬
・
静
〉「
わ
け
て
」。
13
〈
近
〉「
く
は
い
の
に
ん
」。
14
〈
近
〉「
こ
」、〈
蓬
〉「
期コ

」、〈
静
〉「
期ゴ

」。
15
〈
近
〉「
し
や
う
さ
ん
す
」、〈
蓬
〉

「
生

シ
ヤ
ウ

産サ
ン

す
」。
16
〈
近
〉「
し
た
か
ひ
て
」、〈
蓬
〉「
随

シ
タ
カ
イて

」、〈
静
〉「
随

シ
タ
カ
ツて

」。
17
〈
近
〉「
こ
く
ち
う
に
」、〈
蓬
〉「
国コ

ク
チ
ウ中

に
」。
18
〈
近
〉「
む
ま
れ
て
よ
り
」、〈
蓬
〉「
生

ム
マ
レ

て

よ
り
」、〈
静
〉「
生

ウ
マ
レ

て
よ
り
」。
19
〈
近
〉「
わ
ら
ふ
」、〈
蓬
〉「
笑

ワ
ラ
フ

」、〈
静
〉「
笑

ヱ
メ
ル

」。
20
〈
近
〉「
さ
き
こ
と
く
」。〈
蓬
・
静
〉「
如
レ

先
」
ま
で
割
書
き
。
な
お
、〈
静
〉「
如
レ

先サ
キ
ノ」。

21
〈
近
〉「
山
桑く

は

の
」、〈
蓬
・
静
〉「
山
桑ク

ワ

の
」。
22
〈
蓬
〉「
弓ユ

ミ

に
」、〈
静
〉「
弓
に
」。
23
〈
蓬
〉「
生ナ

マ

栖エ

の
」、〈
静
〉「
生ナ

マ

エ柄
の
」。
24
〈
蓬
〉「
陀ト

テ

ン天
は
」。
25
〈
蓬
〉

「
山
桑ク

ワ

」、〈
静
〉「
山ヤ

マ

桑
」。
26
〈
蓬
〉「
生ナ

マ

栖エ

は
」、〈
静
〉「
生
柄
は
」。
27
〈
近
〉「
さ
ま
や
き
や
う
な
り
け
れ
は
」、〈
蓬
〉「
三サ

ン

摩マ

耶ヤ

形
キ
ヤ
ウ

也ナ
リ

け
れ
は
」。
28
〈
蓬
〉「
ケ
リ
」

な
し
。
29
〈
蓬
・
静
〉
以
下
「
可
二

相
尋
一

也
」
ま
で
割
書
き
。
30
〈
蓬
〉「
不フ

シ

ツ実
」、〈
静
〉「
不
実
」。
31
〈
近
〉「
よ
に
は
」、〈
蓬
〉「
代ヨ

に
は
」。
32
〈
近
〉「
い
ま
た
わ
た

ら
す
」、〈
蓬
〉「
未　ル

渡ワ

」、〈
静
〉「
未

イ
マ
タ

レ

渡
ワ
タ
ラ

」。

【
注
解
】
○
折
節
天
下
ニ
童
部
歌
ヲ
歌
フ
事
ア
リ
。「
山
桑
ノ
弓
、
生
柄
ノ
矢
ヲ
以

テ
、
此
国
ヲ
可
滅
」
ト
ゾ
歌
ヒ
ケ
ル
　〈
早
（
黒
）〉「
生
柄
」
を
、「
生ナ

マ

柄エ
」
と
記

す
。『
史
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。「
懼
而
棄
レ

之
。
宣
王
之
時
童
女
謡
曰
、
檿

弧
箕
服
、実
亡
二

周
国
一

」。
歯
の
抜
け
替
わ
ら
な
い
頃
に
玄
黿
に
遭
っ
た
童
女
は
、

笄
を
差
す
年
頃
に
な
る
と
懐
妊
し
、
夫
な
く
し
て
子
供
を
生
ん
だ
の
で
、
不
祥
と

し
て
怖
れ
て
そ
の
子
を
捨
て
た
。
宣
王
の
時
代
に
或
る
童
女
が
謡
う
に
は
、「
檿

弧
箕
服
」、
つ
ま
り
「
山
桑
の
木
の
弓
と
、
箕
（
き
）
の
木
で
作
っ
た
矢
入
れ
。

服
は
箙
」（
新
釈
『
史
記
』
語
釈
。
一
―
一
九
八
～
一
九
九
頁
）
は
、
周
の
国
を

亡
ぼ
す
だ
ろ
う
」
と
。
こ
の
よ
う
に
、『
史
記
』
で
は
、
幼
き
褒
姒
が
捨
て
ら
れ

た
の
は
童
女
が
謡
っ
た
宣
王
の
時
の
事
と
す
る
の
だ
が
、〈
盛
〉
で
は
、
前
節
に

見
る
よ
う
に
、
幽
王
の
時
の
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、『
弘
決
外
典
鈔
』
は
「
懼

テ

而

棄
ツ二

之
ヲ

於
路

ニ一

」
と
す
る
の
み
で
、童
謡
の
こ
と
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、後
の
「
…
…

土
ノ
籠
ニ
誡
入
」
ま
で
該
当
す
る
記
述
が
な
い
。
古
代
中
国
で
は
、
世
に
流
行
し

て
う
た
わ
れ
る
歌
に
特
別
な
意
義
が
存
す
る
と
見
做
し
て
い
た
。
歌
を
音
律
美
と

し
て
の
み
鑑
賞
せ
ず
、
こ
れ
に
政
治
道
徳
上
の
理
念
を
見
出
そ
う
と
の
み
か
た
が

根
強
く
あ
っ
た
（
柳
瀬
喜
代
志
①
・
一
五
三
頁
）。
こ
の
歌
は
「
天
下
」
に
流
行

し
て
「
童
部
」
が
歌
い
、
政
変
を
予
言
す
る
「
童わ

ざ
う
た謡

」
で
あ
っ
た
（
柳
瀬
喜
代
志

②
・
四
八
三
頁
）。
さ
て
、
童
部
が
歌
っ
た
童
謡
の
表
の
意
は
先
に
記
し
た
と
お

り
で
、
こ
の
あ
と
「
山
桑
の
木
の
弓
」
と
「
箕
の
木
で
作
っ
た
矢
入
れ
」
を
売
る

商
人
か
ら
亡
国
に
至
る
こ
と
に
な
る
が
、
李
幼
麟
は
、『
史
記
』
が
記
す
「
檿
弧

箕
服
実
亡
周
国
」
に
は
、
次
に
見
る
寓
意
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
先
ず
「
檿

弧
」
に
つ
い
て
は
、「
音
通
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、「
檿
」
は
「
靨
」（
エ

ク
ボ
）
と
い
う
字
に
通
じ
、
そ
れ
は
褒
姒
が
笑
っ
た
時
に
そ
の
頬
に
出
来
る
「
エ

ク
ボ
」
の
意
を
隠
喩
的
に
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、「
弧
」
に
つ
い
て
も
、

父
を
知
ら
ず
童
女
を
母
と
し
た
事
も
知
ら
ぬ
孤
児
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
弧
」

は
「
孤
」
に
通
じ
、
と
す
れ
ば
、「
檿
弧
」
と
い
う
語
は
美
女
褒
姒
を
隠
喩
的
に

表
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
「
箕
服
」
に
つ
い
て
も
、「
箕
」
は
ま
た
龍
尾
星
の

称
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
箕
」
が
龍
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。
と

す
れ
ば
、「
箕
服
」
と
は
龍
尾
で
あ
る
伯
服
（
褒
姒
の
子
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
伯
服
が
周
を
滅
ぼ
す
こ
と
の
予
言
と
し
て
読
め
る
と
す
る
。
こ
こ
か
ら
、『
史
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記
』
の
記
述
に
つ
い
て
、
太
史
の
伯
陽
は
歴
代
の
記
録
を
丹
念
に
調
べ
あ
げ
、
神

龍
の
い
き
さ
つ
か
ら
童
妾
の
妊
娠
、
捨
て
子
の
こ
と
、
商
人
夫
婦
の
こ
と
、
こ
れ

ら
と
童
謡
を
結
び
つ
け
て
、
褒
姒
の
身
元
を
割
り
出
し
、
ま
さ
に
こ
の
伯
服
立
太

子
を
指
し
て
「
周
国
の
禍
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
て
、
も
う
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
」
と
嘆
い
た
と
解
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
童
謡
は
、
周
の
国

を
滅
亡
に
導
い
た
の
が
「
山
桑
の
弓
、
生
柄
の
矢
」
で
あ
る
と
い
う
表
の
意
味
も

読
め
る
と
共
に
、
孤
児
か
ら
幽
王
の
寵
姫
と
な
っ
た
褒
姒
の
笑
み
と
不
当
に
太
子

の
座
に
つ
い
た
伯
服
を
言
い
当
て
て
い
る
と
い
う
重
大
な
意
味
を
秘
め
て
歌
わ

れ
た
予
言
で
あ
っ
た
と
す
る
（
九
三
～
九
六
頁
）。「
山
桑
ノ
弓
、
生
柄
ノ
矢
ヲ
以

テ
、
此
国
ヲ
可
滅
」
と
書
き
替
え
る
〈
盛
〉
に
、
そ
う
し
た
隠
喩
を
直
接
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
幽
王
褒
姒
烽
火
事
」
で
、「
幽
王
ノ
本
ノ
后
ハ
申
候
ト

云
人
ノ
女
メ
ナ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
彼
ヲ
ス
テ
ヽ
褒
姒
ヲ
后
ト
シ
、
伯
服
ヲ
太
子
ニ
立

給
ヒ
ケ
レ
バ
、
世
ハ
既
ニ
亡
ヌ
ト
ゾ
群
臣
歎
申
ケ
ル
」（
四
〇
五
頁
）
と
記
し
て

い
た
よ
う
に
、
太
史
伯
陽
で
は
な
く
群
臣
と
は
す
る
も
の
の
、
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
同
じ
で
あ
る
と
す
る
（
九
六
頁
）。
李
幼
麟
の
説
は
興
味
深
い
内
容
で
あ
り
、

ま
た
童
謡
に
予
言
の
意
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
も
十
分
あ
り
う
る
も
の
だ

が
、
次
に
見
る
よ
う
な
問
題
点
も
孕
ん
で
い
る
。「
弧
」
は
「
孤
」
に
つ
な
が
る

と
す
る
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
確
か
に
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
、「
ひ

と
り
。
孤
に
通
ず
」（
四
―
七
〇
三
頁
）
と
し
て
、
柳
宗
元
「
天
対
」
の
「
挙
土

作
仇
、徒
怙
身
弧
」
の
み
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、柳
宗
元
「
天
対
」

（『
柳
河
東
集
』
巻
第
十
四
）
の
「
問

：

浞
娶
純
狐
、
眩
妻
爰
謀
。
何
羿
之
射
革
、

而
交
吞
揆
之

　
対

：

寒
讒
婦
謀
、
后
夷
卒
戕
。
荒
棄
于
野
、
俾
奸
民
是
臧
。
挙
土

作
仇
、
徒
怙
身
弧
」
の
内
容
は
、「
問
い

：

『
寒
浞
は
（
后
羿
の
妻
）
純
狐
を
娶

り
（
娶
ろ
う
と
し
）、（
愛
欲
に
）
目
の
く
ら
ん
だ
妻
と
（
な
い
し
、
愛
欲
に
目
の

く
ら
ん
だ
妻
と
〔
人
を
惑
わ
す
妻
は
〕、）
羿
を
謀
殺
し
た
。
羿
は
革
を
射
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
ど
の
弓
の
名
手
だ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
（
寒
浞
ら
は
）
協
力
し
て
彼
を

滅
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
の
か
』
答
え

：

『
寒
浞
と
妻
が
よ
こ
し
ま
に
企
み
、
后
夷

（
つ
ま
り
后
羿
）
は
つ
い
に
殺
害
さ
れ
た
。
后
羿
は
政
治
を
省
み
ず
に
狩
猟
に
熱

中
し
、
寒
浞
の
よ
う
な
よ
こ
し
ま
な
民
に
と
っ
て
都
合
が
い
い
よ
う
に
さ
せ
て
し

ま
っ
た
。
国
中
み
な
（
后
羿
の
）
仇
敵
と
な
っ
た
の
に
、
后
羿
は
徒
に
自
分
の
弓

矢
だ
け
に
頼
っ
た
』」
で
あ
り
、「
弧
」
は
あ
く
ま
で
も
「
弓
」
の
意
で
あ
り
、「
孤
」

の
意
で
は
な
い
。『
大
漢
和
辞
典
』
が
「
弧
」
は
「
孤
」
に
通
ず
る
と
す
る
の
は

根
拠
に
欠
け
る
。
中
国
の
『
漢
語
大
詞
典
』
や
『
漢
語
大
字
典
』
に
、「
弧
」
が
「
孤
」

に
通
ず
る
と
の
記
載
は
な
い
。
ま
た
、「
四
庫
全
書
」
に
お
い
て
「
通
孤
」「
弧
通
」

「
孤
弧
」「
弧
孤
」
そ
の
他
を
検
索
し
て
も
、「
弧
」
が
「
孤
」
に
通
じ
る
と
い
う

記
載
は
見
ら
れ
な
い
。「
弧
」
の
音
は
中
古
音
を
示
す
『
広
韻
』
で
は
「
戸
呉
切
」

で
あ
り
、『
漢
語
大
詞
典
』『
漢
語
大
字
典
』
も
「
弧
」
に
つ
い
て
、「h ú

《
広
韻
》

戸
呉
切
、
平
模
匣
」（『
漢
語
大
詞
典
』
は
「h ú

《
広
韻
》
戸
呉
切
、
平
模
、
匣
」

と
表
記
）
と
し
て
い
る
。「
孤
」
の
音
は
『
広
韻
』
で
は
「
古
胡
切
」
で
あ
り
、『
漢

語
大
詞
典
』『
漢
語
大
字
典
』
は
「g ú g ū

《
広
韻
》
古
胡
切
、
平
模
見
」（『
漢

語
大
詞
典
』
は
、「g ú g ū

《
広
韻
》
古
胡
切
、
平
模
、
見
」
と
表
記
）
と
し
て

い
る
。「
弧
」
と
「
孤
」
は
現
代
中
国
語
で
の
音
だ
け
で
な
く
、『
広
韻
』
の
示
す

音
も
異
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
大
漢
和
辞
典
』
は
「
孤
」「
弧
」
に
つ
い
て
、『
集

韻
』
の
反
切
を
載
せ
、そ
れ
ぞ
れ
「
洪
孤
切
」〔
現
代
中
国
音
はh ú

〕、「
攻
乎
切
」

〔
現
代
中
国
音
はg ú g ū

〕
と
し
、
そ
こ
で
も
や
は
り
音
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
童
謡
は
春
秋
末
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、「
小

学
堂
上
古
音
資
料
庫
」（https://xiaoxue.iis.sinica.edu.tw

/shangguyin

）
で

上
古
音
を
調
べ
て
も
、「
弧
」
と
「
孤
」
は
や
は
り
音
が
異
な
っ
て
お
り
、「
弧
」
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と
「
孤
」
が
通
ず
る
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
李
幼
麟
の
提

示
で
き
て
い
る
の
は
説
の
可
能
性
で
あ
り
、
必
ず
正
し
い
と
証
明
で
き
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
　
○
不
久
シ
テ
男
一
人
出
来
。
山
桑
ノ
弓
、
生
柄
ノ
矢
ヲ
ゾ
売
タ

リ
ケ
ル
　
童
謡
が
世
に
歌
わ
れ
て
い
る
時
、
暫
く
し
て
男
が
一
人
現
れ
、
山
桑
の

弓
と
生
柄
の
矢
を
売
っ
て
い
た
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
史
記
』
で
は
、
宣

王
が
こ
の
童
謡
を
聞
い
た
時
、
夫
婦
で
こ
れ
ら
を
売
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と

を
聞
い
た
と
す
る
。「
於
レ

是
宣
王
聞
レ

之
、
有
下

夫
婦
売
二

是
器
一

者
上

」。
な
お
〈
早

（
黒
）〉
は
、「
山
桑
」
を
「

檿
　ヤ
マ
ク
ワ」、「

弓
」
を
「
弧
」、「
生
柄
」
を
「
箕ナ

マ
エ
ノ矢

」
と

す
る
。『
史
記
』
の
用
字
に
同
じ
。〈
早
（
黒
）〉
は
、
前
節
に
お
い
て
も
「
泡
」

を
『
史
記
』
の
用
字
と
重
な
る
「
漦
」
と
し
て
い
た
（
前
節
「
二
龍
恩
ヲ
報
ズ
ト

ヤ
思
ケ
ン
、
暫
庭
上
ニ
泡
ヲ
吐
テ
去
ヌ
。
彼
吐
所
ノ
泡
ヲ
ミ
レ
バ
、
サ
マ

ぐ

厳
シ
キ
玉
也
ケ
リ
」
項
注
解
参
照
）。〈
盛
〉
に
お
い
て
も
、
こ
れ
が
本
来
の
用
字

で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、今
後
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
　
○
是
ヲ
キ
ヽ
、

聞
ユ
ル
事
ニ
コ
ソ
ト
テ
件
ノ
男
ヲ
搦
捕
テ
、
土
ノ
籠
ニ
誡
入
　
幽
王
は
こ
の
こ
と

を
聞
い
て
、
世
間
で
噂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
そ
の
男
を
搦
め

取
っ
て
、
土
の
牢
屋
に
誡
め
入
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
史
記
』
で
は
「
宣
王

使
二

執
而
戮
一レ

之
。
逃
」
と
し
、
宣
王
は
、
夫
婦
を
捕
ら
え
て
殺
そ
う
と
し
た
が
、

逃
が
し
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。「
土
の
籠
」
は
「
土
牢
」
と
も
。〈
日
国
大
〉「
土ど

牢ろ
う

」の
項
、「
地
中
に
つ
く
っ
た
獄
舎
。
土
を
う
が
っ
て
作
っ
た
牢
獄
。
つ
ち
ろ
う
」。

次
に
見
る
『
愚
管
抄
』
の
用
例
は
「
土
牢
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。「（
百
川
の
宰
相

は
）
桓
武
ヲ
バ
タ
テ
ヲ
ホ
セ
マ
イ
ラ
セ
タ
レ
ド
、
ア
マ
リ
ニ
サ
タ
シ
ス
ゴ
シ
テ
、

井
上
ノ
内
親
王
ヲ
穴
ヲ
ヱ
リ
テ
獄
ヲ
ツ
ク
リ
テ
コ
メ
マ
イ
ラ
セ
ナ
ン
ド
セ
シ
カ

バ
」（
旧
大
系
三
三
七
頁
）。『
つ
る
ぎ
讃
談
』「『
に
つ
く
い
か
ぢ
か
な
。
い
か
様

に
も
、
こ
か
ぢ
は
か
ね
を
盗
み
候
た
り
』
と
て
、
あ
ら
、
む
ざ
ん
や
、
こ
か
ぢ
を

土
の
籠
に
を
し
こ
め
給
ふ
。
ろ
う
の
内
の
住
居
、
中
々
申
す
計
り
〔
も
〕
な
し
」

（『
幸
若
舞
曲
研
究
第
九
巻
』
三
〇
一
頁
）、「
宮
ハ
何
ト
無
ク
闇
夜
ノ
如
ナ
ル
土
楼

ノ
中
ニ
、
朝
ニ
成
ヌ
ル
ヲ
モ
知
セ
給
ハ
ズ
、
灯
ヲ
挑
テ
御
経
ヲ
遊
テ
御
坐
有
ケ
ル

ガ
」（
玄
玖
本
『
太
平
記
』
二
―
三
二
九
頁
）。
　
○
七
歳
ノ
懐
妊
ノ
姫
宮
ヲ
モ
追

捨
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
少
キ
御
心
ニ
サ
マ
ヨ
ヒ
ア
リ
キ
給
ケ
ル
程
ニ
、
彼
籠
舎
ノ

砌
ニ
迷
行
　
幽
王
は
こ
の
時
亀
に
嫁
い
で
懐
妊
し
た
七
歳
の
姫
宮
を
も
宮
中
か

ら
追
い
放
っ
た
が
、
幼
い
御
心
に
も
彷
徨
い
歩
く
う
ち
に
、
獄
舎
の
辺
り
に
迷
い

出
た
。〈
盛
〉
で
は
、「
七
歳
ノ
姫
宮
」
は
懐
妊
し
た
が
ま
だ
出
産
は
し
て
い
な
い

の
で
、
追
放
さ
れ
る
の
が
「
懐
妊
ノ
姫
宮
」
で
あ
る
の
に
対
し
、『
史
記
』
等
で

は
す
で
に
出
産
し
て
い
る
た
め
、捨
て
ら
れ
る
の
は
童
女
の
産
ん
だ
幼
子
で
あ
る
。

前
掲
「
折
節
天
下
ニ
童
部
歌
ヲ
歌
フ
事
ア
リ
。「
山
桑
ノ
弓
、生
柄
ノ
矢
ヲ
以
テ
、

此
国
ヲ
可
滅
」
ト
ゾ
歌
ヒ
ケ
ル
」
項
参
照
。
ま
た
〈
盛
〉
で
は
姫
宮
が
自
ら
男
の

繋
が
れ
た
獄
舎
に
迷
い
込
む
の
に
対
し
て
、『
史
記
』
で
は
、
逃
げ
た
夫
婦
は
そ

の
途
中
で
、
さ
き
に
後
宮
の
童
女
が
捨
て
た
怪
し
く
も
美
し
い
児
（
妖
子
）
が
、

路
上
に
置
か
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
そ
の
夜
泣
き
を
聞
い
て
、
不
憫
に
思
っ
て

拾
い
あ
げ
、
夫
婦
は
褒
の
国
へ
逃
げ
込
ん
だ
と
す
る
。「
於
レ

道
、
而
見
下

郷
者
後

宮
童
妾
所
レ

棄
妖
子
、
出
二

於
路
一

者
上

、
聞
二

其
夜
啼
一

、
哀
而
収
レ

之
、
夫
婦
遂
亡

犇
二

於
褒
一

」。
そ
の
妖
子
こ
そ
、
の
ち
の
褒
姒
で
あ
る
。
一
方
、『
止
観
輔
行
伝
弘

決
』
で
は
、
前
述
の
通
り
童
謡
を
め
ぐ
る
記
述
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
夫
婦
が
登

場
し
、
子
を
拾
っ
て
褒
の
国
へ
逃
げ
込
ん
だ
と
す
る
。「
有
二

夫
婦
一

、
夜
聞
二

其
啼

ヲ一

、
哀

テ

而
収

ムレ

之
ヲ

。
遂

ニ

亡
シ
テ

奔
ル二

褒
国

ニ一

」。
こ
の
あ
た
り
の
〈
盛
〉
の
展
開
は
、『
史

記
』
や
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
等
と
大
き
く
異
な
る
。

　
○
獄
人
是
ヲ
ミ
ル
ニ
、

ミ
メ
形
ヨ
ノ
ツ
ネ
ナ
ラ
ズ
ア
リ
ケ
レ
バ
、「
汝
ヲ
バ
我
子
ニ
ス
ベ
シ
」
ト
テ
、
官

食
ヲ
分
テ
コ
レ
ヲ
養
フ

　
獄
に
捕
ら
え
ら
れ
た
男
は
、
こ
の
懐
妊
し
た
姫
宮
を
見
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る
に
、
顔
形
が
尋
常
で
な
く
美
し
か
っ
た
の
で
、「
あ
な
た
を
我
が
子
に
し
よ
う
」

と
言
っ
て
、
自
ら
の
食
事
を
分
け
て
こ
の
姫
君
を
養
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、〈
盛
〉

で
は
、
姫
宮
を
見
つ
け
世
話
を
す
る
の
は
、
獄
に
捕
ら
え
ら
れ
た
男
。
た
だ
し
、

獄
中
に
捕
え
ら
れ
て
い
る
男
が
、
姫
宮
を
養
う
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
り
不
自
然

と
は
言
え
よ
う
。『
史
記
』
で
は
、
前
項
に
見
る
よ
う
に
、
養
育
し
た
の
は
逃
げ

た
夫
婦
。
　
○
懐
妊
ノ
期
満
テ
生
産
ス
。
即
女
子
也
。
無
双
ミ
メ
ヨ
シ
。
長
大
ス

ル
ニ
随
テ
、
美
人
ノ
誉
レ
国
中
ニ
極
レ
リ
　
姫
君
は
月
満
ち
て
出
産
し
た
。
女
子

で
あ
っ
た
。
並
び
な
き
美
人
で
、
大
き
く
な
る
に
従
っ
て
、
美
人
の
誉
れ
は
国
中

に
知
れ
渡
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、〈
盛
〉
で
は
、
七
歳
の
姫
宮
が
懐
妊
し
、
月
満

ち
褒
姒
を
出
産
し
た
の
は
、
幽
王
の
時
で
あ
っ
た
。
幽
王
の
治
世
は
、
前
七
八
一

年
か
ら
前
七
七
一
年
の
十
一
年
間
で
あ
る
が
、
前
に
幽
王
が
褒
姒
を
得
た
の
が
山

川
が
震
動
し
た
幽
王
二
年
の
翌
年
と
あ
る
の
で
幽
王
三
年
の
こ
と
と
な
る
。
幽
王

が
唐
櫃
を
開
い
た
時
期
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
が
、
三
年
間
の
間
に
、
七
歳
の

姫
宮
が
懐
妊
し
、生
ま
れ
た
褒
姒
が
成
長
し
、美
人
の
誉
れ
が
国
中
に
知
れ
渡
り
、

幽
王
の
后
と
な
っ
た
と
い
う
の
は
時
間
的
に
無
理
が
あ
る
。
楊
暁
捷
は
「
こ
の
明

ら
か
に
前
後
矛
盾
し
た
記
述
は
盛
衰
記
の
こ
の
記
事
の
内
部
の
分
裂
を
典
型
的

に
示
し
、
少
な
く
と
も
、
盛
衰
記
の
こ
の
説
話
が
当
然
一
つ
の
資
料
に
だ
け
依
っ

た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
傍
証
と
な
る
」
と
指
摘
す
る
（
四
〇
頁
）。

一
方
、
牧
野
和
夫
は
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』『
弘
決
外
典
鈔
』
な
ど
で
は
、
幽
王

が
櫃
を
開
い
た
の
を
幽
王
末
年
と
し
な
が
ら
（「
至
二

于
幽
王
末
年
一

発
レ

之
」）、
褒

姒
を
見
付
け
た
の
が
幽
王
三
年
と
さ
れ
て
い
る
（「
幽
王
三
年
於
二

後
宮
一

見
而
愛
レ

之
」）
矛
盾
を
、「
天
台
六
祖
湛
然
の
「
誤
」
に
ふ
れ
ず
こ
れ
を
避
け
る
中
世
天
台

の
学
風
」
と
み
て
（
三
〇
～
三
三
頁
）、
天
台
系
資
料
で
は
、
既
に
こ
の
よ
う
な

錯
誤
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
点
、『
史
記
』
他
で
は
、
後
宮

の
童
女
が
年
頃
と
な
り
、懐
妊
し
褒
姒
を
産
ん
だ
の
は
宣
王
の
時
で
あ
っ
て
、〈
盛
〉

の
先
に
見
た
よ
う
な
設
定
の
不
具
合
は
な
い
。『
史
記
』
で
は
、
こ
の
後
、
夫
婦

に
よ
っ
て
助
け
出
さ
れ
た
女
子
は
、
褒
の
国
へ
逃
れ
た
の
だ
が
、
褒
の
君
が
周
室

に
対
し
て
罪
を
犯
し
た
と
き
に
、
童
女
の
捨
て
た
子
を
王
に
献
上
し
て
贖
い
た
い

と
請
う
た
。
棄
て
ら
れ
た
女
子
は
褒
か
ら
出
て
き
た
の
で
褒
姒
と
名
づ
け
ら
れ
た

と
す
る
。『
史
記
』「
夫
婦
遂
亡
犇
二

於
褒
一

。
褒
人
有
レ

罪
。
請
下

入
二

童
妾
所
レ

棄
女

子
者
于
王
一

以
贖
上
レ

罪
。
棄
女
子
出
二

于
褒
一

。
是
為
二

褒
姒
一

」。『
弘
決
外
典
鈔
』「
遂

ニ

亡
シ
テ

奔
ル
二

褒
国

ニ一

。
褒
人
贖
レ

罪
ヲ

、
請

テ

入
二

童
女

ヲ

於
幽
王

ニ一

。
女
出
二

褒
国

ニ一

故
ニ

云
二

褒
姒

ト一〈
礼

ニ

云
、
婦
人

ハ

称
ス二

国
及

ヒ

姓
ヲ一

。
其

ノ

女
是

レ

龍
ノ

漦
褒
人
納

ル二

于
宮

ニ一

、

故
ニ

曰
二

褒
姒

ト一

也
〉」。　
○
幽
王
是
ヲ
召
テ
后
ト
ス
。
此
忠
ニ
依
テ
籠
舎
ノ
者
モ
被

出
ケ
リ
。
此
后
生
テ
ヨ
リ
笑
事
ナ
シ
ト〈
云
云
〉。
如
先
　
幽
王
は
こ
の
女（
褒
姒
）

を
お
召
し
に
な
っ
て
后
と
し
た
。
ま
た
宮
中
か
ら
追
い
出
さ
れ
獄
舎
に
彷
徨
い
来

た
女
子
（
褒
姒
）
を
匿
い
助
け
た
獄
舎
の
男
も
、
そ
の
忠
義
に
よ
り
助
け
出
さ
れ

た
。
こ
の
后
は
生
ま
れ
て
こ
の
方
笑
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
先
に
記
し

て
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。「
如
先
」
を
〈
近
〉
は
「
さ
き
の
こ
と
く
」
と
し
て
、

次
に
続
け
る
が
、〈
蓬
・
静
〉
が
「
如
先
」
を
割
書
と
す
る
よ
う
に
、
前
の
内
容

に
続
け
て
読
む
の
が
良
い
。〈
早
（
黒
）〉
に
は
こ
の
こ
と
に
関
わ
る
書
き
込
み
は

な
い
。
一
方
、『
史
記
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。「
当
二

幽
王
三
年
一

、
王
之
二

後
宮
一

、
見
而
愛
レ

之
、
生
二

子
伯
服
一

。
竟
廃
二

申
后
及
太
子
一

、
以
二

褒
姒
一

為
レ

后
。

伯
服
為
二

太
子
一

。
太
史
伯
陽
曰
、
禍
成
矣
、
無
レ

可
二

奈
何
一

」。
幽
王
の
三
年
、
王

は
後
宮
に
行
っ
て
褒
姒
を
見
て
寵
愛
す
る
よ
う
に
な
り
、
子
の
伯
服
を
生
ん
だ
。

こ
う
し
て
、
遂
に
申
后
と
太
子
の
宜
臼
と
を
廃
し
て
、
褒
姒
を
正
后
と
し
、
伯
服

を
太
子
に
し
た
。
太
史
の
伯
陽
は
言
っ
た
。「
周
室
の
禍
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ

た
。
も
う
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
。
そ
し
て
そ
の
後
に
、『
平
家
物
語
』
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で
は
前
に
記
す
「
烽
火
の
沙
汰
」
に
該
当
す
る
記
事
が
続
く
。
　
○
山
桑
ノ
弓
、

ナ
マ
エ
ノ
矢
ウ
リ
ケ
ル
者
ト
云
ハ
、
他
国
ノ
王
幽
王
ヲ
亡
サ
ン
為
ニ
、
陀
天
ノ
法

ヲ
祭
リ
付
テ
是
ヲ
売
セ
リ
。
陀
天
ハ
狐
也
　
以
下
の
記
述
は
『
史
記
』『
止
観
輔

行
伝
弘
決
』
等
に
は
な
い
、〈
盛
〉
独
自
の
記
事
。
山
桑
の
弓
と
生
柄
の
矢
を
売
っ

て
い
た
者
と
言
う
の
は
、
他
国
の
王
が
幽
王
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
、
陀
天
の
法
を

行
っ
て
こ
れ
を
売
ら
せ
た
、
陀
天
は
狐
で
あ
る
、
の
意
。「
祭
リ
付
テ
」
の
用
例
、

謡
曲
『
鶏
竜
田
』「『
そ
も
公
の
放
鳥
と
は
。
何
と
い
ひ
た
る
事
や
ら
ん
』
シ
テ
詞

『
い
つ
ぞ
や
内
裏
に
て
四
鶏
の
祭
と
て
。
さ
ば
へ
な
す
神
を
祭
り
つ
け
。
都
の
四

方
の
関
々
に
。
鳥
獣
を
放
さ
れ
し
。
其
う
ち
一
つ
の
鳥
な
れ
ば
。
公
鳥
と
は
申
す

な
り
」（『
番
外
謡
曲
』
七
二
九
頁
）。「
陀
天
ノ
法
」
に
つ
い
て
は
、
本
全
釈
の
注

解
（
三
―
一
七
頁
）
参
照
。
陀
天
は
、
吒
只
尼
天
の
略
。
本
話
を
、
陀
天
の
法
や

狐
に
関
連
づ
け
て
記
す
の
は
、先
に
「
烽
火
」
の
話
末
に
、「
彼
后
幽
王
亡
給
テ
後
、

尾
三
ツ
ア
ル
狐
ト
成
テ
、
コ
ウ

く
鳴
シ
テ
古
キ
塚
ニ
入
ニ
ケ
リ
」（
1
―

四
〇
七
～
四
〇
八
頁
）
と
記
す
こ
と
に
も
関
わ
ろ
う
。
同
様
の
文
は
、〈
闘
・
延
・

長
・
覚
・
中
〉
に
も
あ
り
、『
唐
鏡
』
に
も
「
此
王
ノ
褒
姒
、
国
ヲ
亡
シ
、
君
ヲ

失
ヒ
奉
ル
、或
説
ニ
ハ
狐
狸
ノ
変
化
ト
モ
申
セ
リ
」（
古
典
文
庫
五
七
頁
）と
あ
る
。

前
々
節
「
彼
后
幽
王
亡
給
テ
後
、
尾
三
ツ
ア
ル
狐
ト
成
テ
、
コ
ウ

く
鳴
シ
テ

古
キ
塚
ニ
入
ニ
ケ
リ
」
項
参
照
。
ま
た
、〈
盛
〉
に
は
、
清
盛
の
栄
華
を
記
す
に

あ
た
り
、
清
盛
が
外
法
で
あ
る
陀
天
の
法
を
行
っ
た
こ
と
に
関
わ
ら
せ
て
記
し
て

い
る
こ
と
に
も
関
わ
ろ
う
（
本
全
釈
巻
一
「
同
清
水
寺
詣
」「
同
人
行
陀
天
」。
三

―
一
二
～
二
一
頁
）。

　
○
山
桑
、
ナ
マ
エ
ハ
陀
天
ノ
三
摩
耶
形
也
ケ
レ
バ
、
カ

ク
ハ
カ
リ
事
ニ
シ
タ
リ
ケ
リ
ト
〈
云
々
〉　
山
桑
の
弓
や
生
柄
の
矢
は
、
陀
天
が

手
に
持
つ
三
摩
耶
形
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に
は
か
り
ご
と
に
し
た
と
い
う
こ

と
だ
。「
三
摩
耶
形
」
は
、〈
日
国
大
〉「
仏
語
。
一
切
衆
生
を
済
度
す
る
た
め
諸

仏
の
発
し
た
誓
願
を
具
象
化
し
た
も
の
で
、
仏
、
菩
薩
、
明
王
、
諸
天
な
ど
が
手

に
持
っ
て
い
る
器
仗
ま
た
は
印
契
を
い
う
」
の
意
。
荼
枳
尼
天
の
持
ち
物
を
弓
と

矢
と
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
が
、
牧
野
和
夫
は
中
世
天
台
の
黒
谷
に
お
い
て
、

吒
天
信
仰
と
天
台
三
大
部
（
注
疏
記
も
含
む
）
が
習
合
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
、
黒
谷
の
吒
天
は
弁
財
天
に
通
じ
る
面
を
も
ち
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
も
狐
と

白
蛇
と
を
弁
財
天
に
結
ぶ
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
吒
天
と
弁
財
天
と

に
通
う
習
合
の
豊
饒
な
秘
説
が
存
し
た
も
の
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、〈
盛
〉
が
「
吒

天
」
の
「
三
摩
耶
形
」
と
す
る
「
弓
」「
箭
」
が
、
竹
生
島
の
弁
財
天
の
左
右
の

第
一
手
の
持
ち
物
で
あ
る
こ
と
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
図
像
の
世
界
で
は
一
般

で
あ
っ
た
と
す
る
（
三
五
頁
）。
な
お
、
竹
生
島
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
頭
上
に

蛇
体
の
宇
賀
神
を
戴
い
た
宇
賀
弁
財
天
で
あ
る
が
、
山
本
ひ
ろ
子
①
は
、
宇
賀
弁

財
天
の
三
摩
耶
形
は
如
意
宝
珠
で
あ
り
（
三
五
八
・
四
〇
七
頁
）、「
宇
賀
神
と
は

弁
才
天
修
儀
の
世
界
で
は
「
頓
得
如
意
宝
珠
王
」
の
謂
で
あ
っ
た
」（
四
二
一
頁
）

と
、
宇
賀
神
・
如
意
宝
珠
・
弁
財
天
の
関
係
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
一
方
で
、
山

本
ひ
ろ
子
②
は
、
ダ
キ
ニ
天
・
聖
天
・
弁
才
天
の
三
天
を
同
一
の
尊
格
と
し
て
観

ず
る
三
天
合
行
法
に
着
目
し
、
こ
の
法
が
如
意
宝
珠
を
本
尊
と
し
て
稲
荷
山
で
修

せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（
三
五
五
～
三
六
〇
頁
）。
他
方
、
如
意
宝
珠

に
着
目
す
れ
ば
、
中
世
の
真
言
密
教
と
の
関
わ
り
も
指
摘
で
き
る
。
前
節
「
朝
家

安
穏
ノ
為
ニ
出
現
ス
ル
ニ
モ
ヤ
ア
ル
ラ
ン
ト
。
巫
ニ
依
テ
死
生
ヲ
可
定
歟
」
ト
奏

シ
ケ
レ
バ
、「
然
ベ
シ
」
ト
テ
御
占
ア
リ
」
項
で
、
如
意
宝
珠
法
と
一
体
で
あ
る

愛
染
明
王
の
修
法
を
指
摘
し
た
が
、愛
染
明
王
は
通
常
の
図
像
で
は
六
臂
と
さ
れ
、

そ
の
第
二
手
は
『
別
尊
雑
記
』
に
「
次
左
金
剛
弓
、
右
執
金
剛
箭
」（『
大
正
新
脩

大
蔵
経
図
像
部
』
巻
三
―
四
五
五
頁
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
左
手
に
弓
、
右
手
に

矢
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
平
安
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
描
か
れ
た
多
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（
七
七

）

く
の
愛
染
明
王
像
か
ら
も
確
認
さ
れ
る
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
愛
染
明
王

―
愛
と
怒
り
の
ほ
と
け
―
』）。
さ
ら
に
左
第
三
手
に
は
「
人
黄
（
人
王
・
仁
黄
な

ど
）」
を
持
つ
と
の
解
釈
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
人
黄
と
は
「
密
教
の
世
界
で
考

え
ら
れ
て
い
た
人
間
の
生
命
の
根
源
の
よ
う
な
も
の
で
、
吒だ

き

に

枳
尼
天
が
好
ん
で
食

ら
う
人
間
の
精
気
と
さ
れ
る
」（
同
図
録
四
二
頁
）。
阿
部
泰
郎
は
即
位
灌
頂
に
つ

い
て
論
じ
る
中
で
、
東
寺
方
に
伝
え
ら
れ
た
東
寺
即
位
法
を
め
ぐ
る
伝
承
に
注
目

し
、
そ
の
即
位
法
の
正
体
は
ダ
キ
ニ
天
法
で
あ
り
、
即
位
法
の
本
尊
と
い
う
べ
き

も
の
が
ダ
キ
ニ
天
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
四
八
頁
）。
そ
し
て
、
如
意
宝
珠
が

王
権
の
象
徴
で
あ
る
と
し
た
よ
う
に
、
こ
の
灌
頂
儀
礼
言
説
の
体
系
も
、
如
意
宝

珠
を
象
徴
の
中
核
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
同
四
九
頁
）。「
ダ
キ
ニ
を
祀
る
こ
と

に
よ
り
世
俗
の
栄
華
と
福
徳
を
得
よ
う
と
す
る
―
そ
れ
が
王
権
と
顕
密
仏
教
の
、

儀
礼
を
介
し
た
関
係
の
な
か
に
深
く
ひ
そ
む
主
題
で
あ
り
動
機
で
あ
っ
た
」

（
五
〇
頁
）
の
で
あ
り
、「
舎
利
＝
宝
珠
と
ダ
キ
ニ
法
が
深
い
と
こ
ろ
で
水
脈
を
同

じ
く
し
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
」（
五
一
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
王
権
の
儀
礼

の
中
核
に
お
い
て
、
ダ
キ
ニ
天
と
愛
染
明
王
は
通
じ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で

の
三
摩
耶
形
も
愛
染
明
王
の
そ
れ
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
説
話
に
お
い
て
周
王
権
の
滅
亡
に
如
意
宝
珠
が
関
わ
り
、
ダ

キ
ニ
天
法
が
修
さ
れ
た
と
す
る
背
景
に
は
、
中
世
の
顕
密
仏
教
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
ダ
キ
ニ
天
の
イ
メ
ー
ジ
が
深
く
関
わ
っ
て
い
よ
う
。　
○
此
事
大
ニ
不
審
。

周
ノ
代
ニ
ハ
仏
法
未
渡
、真
言
ナ
シ
。
僻
事
ニ
ヤ
。
可
相
尋
也
　〈
早
（
黒
）〉「
此

事
…
…
可
相
尋
也
」
に
（
　
）
を
付
し
、「
割
註
　
以
下
低
書
」
と
す
る
。「
此
事
」

と
は
、「
或
説
云
」
以
下
の
異
説
全
体
を
受
け
る
と
も
、
仏
教
が
い
ま
だ
伝
わ
っ

て
い
な
い
周
代
に
、
真
言
系
の
陀
天
の
法
が
修
せ
ら
れ
た
と
い
う
部
分
を
受
け
る

と
も
、
或
い
は
異
説
の
内
の
後
半
部
分
「
山
桑
ノ
弓
、
ナ
マ
エ
ノ
矢
ウ
リ
ケ
ル
者

ト
云
ハ
…
…
」
以
下
を
受
け
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
な
お
、
周
の
時
代

に
は
仏
法
は
渡
来
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
故
に
真
言
な
ど
は
な
い
。
こ
う
し
て
真

言
を
あ
げ
る
点
に
つ
い
て
は
、『
国
文
叢
書
源
平
盛
衰
記
』
が
、「
陀
天
の
法
は
真

言
宗
の
専
ら
行
ふ
法
な
る
を
以
て
殊
更
に
真
言
な
し
と
は
断
れ
る
也
」（
上
―

一
九
六
頁
）と
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
仏
法
が
中
国
に
渡
来
し
た
の
は
、

『
今
昔
物
語
集
』
巻
六
「
震
旦
後
漢
明
帝
時
、仏
法
渡
語
第
二
」
に
見
る
よ
う
に
、

後
漢
の
明
帝
の
時
と
さ
れ
、周
の
代
に
は
ま
だ
渡
来
し
て
い
な
か
っ
た
。『
水
鏡
』

「
垂
仁
天
皇
」「
九
十
三
年
と
申
し
し
に
ぞ
、
後
漢
の
明
帝
の
御
夢
に
、
黄
金
の
人

来
た
る
と
御
覧
じ
て
、
明
く
る
年
天
竺
よ
り
初
め
て
仏
法
唐
土
へ
伝
は
り
に
し
」

（
新
典
社
校
注
叢
書
『
校
注
水
鏡
』
三
三
頁
）。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

阿
部
泰
郎
「
宝
珠
と
王
権
―
中
世
王
権
と
密
教
儀
礼
―
」（
長
尾
雅
人
他
編
『
岩
波
講
座
　
東
洋
思
想
16
』
岩
波
書
店
一
九
八
九
・
3
。『
中
世
日
本
の
王
権
神
話
』
名
古

屋
大
学
出
版
会
二
〇
二
〇
・
2
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
愛
染
明
王
―
愛
と
怒
り
の
ほ
と
け
―
』（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
二
〇
一
一
・
10
）

＊ 

牧
野
和
夫
「
幽
王
始
め
て
是
を
聞
く
」
と
い
う
こ
と
―
天
台
三
大
部
注
釈
書
と
『
源
平
盛
衰
記
』
の
一
話
を
め
ぐ
る
覚メ

書モ

―
」（
実
践
国
文
学
三
四
号
、
一
九
八
八
・

10
。『
日
本
中
世
の
説
話
・
書
物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
和
泉
書
院
二
〇
〇
九
・
12
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

柳
瀬
喜
代
志
①
「
童
謡
考
―
捜
神
記
「
由
拳
陥
没
為
湖
」
話
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』
五
集
、
一
九
八
六
・
6
。『
日
中
古
典
文
学
論
考
』
汲
古
書
院
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（
七
八

）

一
九
九
九
・
3
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 
柳
瀬
喜
代
志
②
「
禿
童
異
聞
考
―
「
童
謡
」
と
平
清
盛
像
象
形
の
関
係
―
」（
日
本
文
学
四
六
巻
五
号
、
一
九
九
七
・
5
。『
日
中
古
典
文
学
論
考
』
汲
古
書
院

一
九
九
九
・
3
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

山
本
ひ
ろ
子
①
「
宇
賀
神
王
―
そ
の
中
世
的
様
態
―
叡
山
に
お
け
る
弁
財
天
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
」（
神
語
り
研
究
三
号
、
春
秋
社
一
九
八
九
・
11
。『
異
神
―
中
世
日
本
の

秘
教
的
世
界
―
』
平
凡
社
一
九
九
八
・
3
加
筆
再
録
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

山
本
ひ
ろ
子
②
「
異
類
と
双
身
―
中
世
王
権
を
め
ぐ
る
性
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」（「
現
代
哲
学
の
冒
険
」
4
『
エ
ロ
ス
』
岩
波
書
店
一
九
九
〇
・
6
。『
変
成
譜
―
中
世
神
仏

習
合
の
世
界
』
春
秋
社
一
九
九
三
・
7
。
引
用
は
後
者
に
よ
る
）

＊ 

楊
暁
捷
「
源
平
盛
衰
記
に
お
け
る
中
国
故
事
説
話
に
つ
い
て
の
研
究
」（
国
語
国
文
五
五
巻
一
〇
号
、
一
九
八
六
・
10
）

＊ 

李
幼
麟
「
幽
王
・
褒
姒
伝
説
に
つ
い
て
」（
駒
澤
国
文
二
九
号
、
一
九
九
二
・
2
）

　
1

内
大
臣
モ
此

2

意こ
こ
ろヲ

得
給
ケ
ル
ニ
ヤ
、「
今
度
事
無な

し

ト
テ
、

3

後
日
ノ
催
シ

4

ニ
5

悠
々
ヲ

6

不
レ

存
」
ト
ハ
仰
セ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
実

ま
こ
と

ニ
君
ノ
為
ニ
ハ
忠
勤
ア
リ
、
父
ノ
為

ニ
ハ
孝
道
ヲ

7

存
ス
。「
臣

8

以
不
レ

為
レ

臣
不
レ

可
レ

有
。
子
以

9

不
レ

為
レ

子
不
レ

可
レ

有
」
ト
宣
ヘ
ル

10

文
宣
王
ノ

11

言
ニ

12

不
二

相
違
一

ゾ
ア
リ
ケ
ル
。
法
皇
聞
召
テ
、「
今
ニ
不ぬ

レ

始
は
じ
め

事
ト
云
ナ
ガ
ラ
、
怨あ

た

ヲ
バ
恩
ヲ
以
テ
被ら

れ
レ

報
ほ
う
ぜ

ヌ
。
返
々
モ
重
盛
ガ
心
ノ
中う

ち

コ
ソ
ハ
ヅ
カ
シ
ケ
レ
。

「
四
一
二

『
13

勁
松
彰
二

於
歳
寒
一

、
14

貞
臣
見
二

於
国
危
一

』
ト
云
ヘ
リ
。
恥
シ

ク
モ
憑

た
の
も

シ
ク
モ
思
食

15

臣
也
。
南
無

16

天
照
太
神
、
正
八
幡
宮
、
春
日
、
日
吉
ノ
神
明
、
願
ハ

17

小こ
ま
つ
の松

内
府
ヨ
リ

18

先
立
テ
、

19

朕
ガ
命
ヲ
召
給
ヘ
」
ト
テ
、
龍

り
よ
う

眼が
ん

ヨ
リ
御
涙

ヲ
流
サ
セ
給
ケ
ル
ゾ
忝
ナ
キ
。

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
う
ち
の
お
と
ゝ
も
」、〈
蓬
〉「
内ナ

イ
タ
イ
シ
ン

大
臣
も
」。
2
〈
近
〉「
こ
ゝ
ろ
を
」、〈
蓬
〉「
心

コ
ヽ
ロ

を
」、〈
静
〉「
意

コ
ヽ
ロ

を
」。
3
〈
近
〉「
こ
に
ち
の
」、〈
蓬
〉「
後コ

日ニ

の
」。

4
〈
蓬
〉「
ニ
」
な
し
。
5
〈
蓬
〉「
ゆ
ふ

く
と
」。
6
〈
近
〉「
そ
ん
せ
さ
れ
は
」、〈
蓬
〉「
存ソ

ン

せ
さ
れ
と
は
」、〈
静
〉「
存
せ
さ
れ
と
は
」。
7
〈
蓬
〉「
存

ソ
ン
セ

す
」。
8
〈
近
〉

「
も
つ
て
し
ん
た
ら
す
は
」、〈
蓬
〉「
以
不
レ

為
レ

臣シ
ン

」。
た
だ
し
「
以
不
レ

為
」
の
傍
訓
判
読
不
可
。〈
静
〉「
以モ

テ

不ス
ン
ハレ

為タ
ラ

レ

臣シ
ン

」。
9
〈
近
〉「
こ
た
ら
す
は
」、〈
蓬
〉「
不ス

ハ
レ

為タ
ラ

レ

子
」、

〈
静
〉「
不

ス
ン
ハレ

為タ
ラ

レ

子コ

」。
10
〈
蓬
〉「
文フ

ン
セ
ン
ワ
ウ

宣
公
の
」、〈
静
〉「
文フ

ン
セ
ン
コ
ウ

宣
公
の
」。
11
〈
近
〉「
こ
と
は
に
」、〈
蓬
〉「
言コ

ト

に
」、〈
静
〉「
言

コ
ト
ハ

に
」。
12
〈
近
〉「
あ
ひ
た
か
は
す
そ
」、〈
蓬
・

静
〉「
相サ

ウ

イ違
せ
す
そ
」。
13
〈
近
〉「
け
い
せ
う
と
し
の
さ
む
き
に
あ
ら
は
れ
」、〈
蓬
〉「
勁

コ
ウ
セ
ウ松

彰
ア
ラ
ハ
レ

二

於

歳
ト
シ
ノ
サ
ム
キ
ニ

寒
一

」、〈
静
〉「
勁

ケ
イ
セ
ウ松

彰
ア
ラ
ハ
レ

二

於
歳

サ
イ
カ
ン
ニ寒

一

」。
14
〈
近
〉「
て
い
し

ん
く
に
の
あ
や
う
き
に
み
ゆ
と
」、〈
蓬
〉「
貞

テ
イ
シ
ン
ハ臣

見ミ
ル

二

於
国

ク
ニ
ノ
ア
ヤ
ウ
キ

危
と
」、〈
静
〉「
貞

テ
イ
シ
ン
ハ臣

見ミ
ユ

二

於

国
ク
ニ
ノ
ア
ヤ
ウ
キ
ニ

危
一

と
」。
15
〈
蓬
・
静
〉「
臣
」
な
し
。
16
〈
近
〉「
て
ん
せ
う
大
じ
ん
」。

17
〈
近
〉「
こ
ま
つ
の
た
い
ふ
よ
り
」、〈
蓬
〉「
小
松
の
内タ

イ

フ府
よ
り
」、〈
静
〉「
小
松
の
内ダ

イ

フ府
よ
り
」。
18
〈
近
〉「
さ
き
た
ち
て
」、〈
蓬
・
静
〉「
先サ

キ

た
て
ゝ
」。
19
〈
近
〉「
ち

ん
か
」、〈
蓬
〉「
丸マ

ロ

か
」、〈
静
〉「
丸マ

ル

か
」。

【
注
解
】
○
内
大
臣
モ
此
意
ヲ
得
給
ケ
ル
ニ
ヤ
、「
今
度
事
無
ト
テ
、
後
日
ノ
催
シ

ニ
悠
々
ヲ
不
存
」
ト
ハ
仰
セ
ケ
ル
ニ
コ
ソ

　
内
大
臣
重
盛
も
、
こ
の
事
を
心
得
な
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（
七
九

）

さ
っ
て
い
た
の
か
、
今
度
何
事
も
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
後
日
の
軍
勢
催
促
に
悠

然
と
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
仰
せ
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

先
の
「
烽
火
」
の
内
容
を
指
し
て
戒
め
た
も
の
。〈
盛
〉
は
、
他
本
で
は
重
盛
の

言
葉
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
「
烽
火
」
記
事
を
一
字
下
げ
と
し
、
そ
の
直
前
に
重
盛

自
身
の
言
葉
と
し
て
は
、「
猿
様
ニ
異
国
ノ
幽
王
ニ
ア
リ
キ
。
度
々
ノ
御
召
ニ
事

ナ
ケ
レ
バ
ト
テ
、
官
兵
後
日
ノ
催
ニ
参
ラ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
ツ
イ
ニ
国
ヲ
ホ
ロ
ボ
シ

ケ
リ
。
其
コ
ヽ
ロ
ア
ル
ベ
シ
」
と
概
要
を
略
述
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
こ
れ
を
受

け
た
一
節
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の〈
盛
〉に
比
較
的
近
似
す
る
の
が
、〈
闘
〉。

「
異
国

に

有
二

此
カ
ヽ
ル

様
シ一（（
其
様
ニ
）

〇

）
今
度
召
（
二
）

各
（
ヲ
ノ
ヲ
ノ
）

己
（
一
）

無
（
レ
）

事
後

ニ

有
レ

召
有
レ

不
レ

参

雖
幾
度
（
一
）

可
随
召
（
一
）

返
返
仰
二

合
（
含
）

此
を

（
一
）

被
返
（
一
）

矣
」（
異
国
に
此カ

ヽ

る
様

た
め
シ

有
り
。（
其

の
様
に
）
今
度
各ヲ

ノ
ヲ
ノ

己
を
召
す
に
、
事
無
か
り
け
り
。
後
に
召
す
こ
と
有
ら
ん
に
参

ら
ぬ
こ
と
や
は
有
る
。
幾
度
と
雖
も
召
し
に
随
ふ
べ
し
」
と
、
返
す
返
す
此
れ
を

仰
せ
含
め
て
返
さ
れ
け
り
。
一
下
―
二
一
ウ
）。〈
延
・
長
・
中
〉
は
次
の
と
お
り
。

〈
延
〉「
内
大
臣
実
ニ
ハ
サ
セ
ル
事
モ
聞
出
サ
レ
ザ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
父
ノ
入
道
ヲ
諌

申
サ
レ
ツ
ル
詞
ニ
随
テ
、
我
身
ニ
勢
ノ
付
歟
付
ヌ
歟
ノ
程
ヲ
モ
シ
リ
、
且
ハ
又
父

ト
軍
ヲ
セ
ム
ト
ニ
ハ
非
ズ
、父
ノ
謀
叛
ノ
心
ヲ
ヤ
思
宥
給
ト
ノ
謀
ナ
ル
ベ
シ
」（
巻

二
―
五
〇
ウ
～
五
一
オ
。〈
長
〉
1
―
一
七
九
頁
、〈
中
〉
一
―
一
〇
八
頁
）。〈
闘
〉

は
傍
線
部
を
欠
く
。「
サ
セ
ル
事
」
と
は
、
盛
国
を
使
者
と
し
て
出
し
た
次
の
触

れ
を
指
す
。「
重
盛
別
テ
天
下
ノ
大
事
ヲ
聞
出
シ
タ
ル
事
ア
リ
。
我
ヲ
我
ト
思
ハ

ン
者
共
ハ
、忩
ギ
物
具
シ
テ
参
ル
ベ
シ
」（
四
八
ウ
。〈
長
〉一
七
六
頁
）。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
「
天
下
ノ
大
事
」
を
重
盛
は
実
際
に
聞
き
出
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
の
だ
が
、
父
の
入
道
を
お
諫
め
申
し
た
言
葉
に
従
っ
て
、
我
身
に
勢
が
つ
く
の

か
つ
か
な
い
の
か
を
も
知
り
、今
一
つ
父
と
軍
を
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

父
の
謀
叛
の
心
を
思
い
な
だ
め
よ
う
と
さ
れ
た
謀
な
の
で
あ
ろ
う
の
意
。〈
屋
・
覚
〉

は
、〈
延
・
長
・
中
〉
と
同
じ
一
文
を
記
す
が
、
そ
の
前
に
次
の
文
を
記
す
。〈
覚
〉

「
か
様
の
事
が
あ
る
時
わ
、
自
今
以
後
も
こ
れ
よ
り
召
さ
ん
に
は
、
か
く
の
ご
と

く
参
る
べ
し
。
重シ

ゲ

盛モ
リ

不フ

思シ

儀ギ

の
事
を
聞
出
し
て
召
し
つ
る
な
り
。
さ
れ
ど
も
其
事

聞
な
を
し
つ
。
僻ヒ

ガ

事
に
て
あ
り
け
り
。
と
う

く
帰
れ
」と
て
、皆
帰
さ
れ
け
り
」

（
上
―
一
〇
二
頁
）。
つ
ま
り
、〈
屋
・
覚
〉
の
場
合
、〈
屋
〉「
指サ

シ

タ
ル
事
」（
一
六
七

頁
）、〈
覚
〉「
さ
せ
る
事
」（
上
―
一
〇
二
頁
）
と
は
、
直
前
の
「
不
思
儀
の
事
」

を
指
す
こ
と
に
な
る
。「
不
思
議
の
事
」
と
い
う
の
は
、〈
延
〉
の
い
う
「
天
下
ノ

大
事
」
に
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
を
ぼ
か
し
た
表
現
だ
ろ
う
。〈
盛
〉
は
同
様
の
内

容
を
「
烽
火
」
記
事
の
前
に
、重
盛
自
身
の
言
葉
と
し
て
置
く
。「
ヤ
ヲ
レ
家
貞
、

貞
能
ヨ
。
マ
コ
ト
ニ
ハ
勅
定
ナ
リ
ト
テ
モ
、
争
カ
父
ニ
向
ヒ
奉
テ
無
道
ノ
逆
罪

ヲ
ヽ
カ
ス
ベ
キ
。
只
入
道
殿
違
勅
ノ
振
舞
ヲ
シ
ヅ
メ
奉
リ
、
天
下
ノ
煩
ヲ
止
ト
ノ

方
便
ナ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
…
…
」（
1
―
四
〇
三
頁
）。
　
○
実
ニ
君
ノ
為
ニ
ハ
忠
勤

ア
リ
、父
ノ
為
ニ
ハ
孝
道
ヲ
存
ス
。「
臣
以
不
為
臣
不
可
有
。
子
以
不
為
子
不
可
有
」

ト
宣
ヘ
ル
文
宣
王
ノ
言
ニ
不
相
違
ゾ
ア
リ
ケ
ル
　
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
、〈
闘
・

延
・
長
・
屋
・
覚
・
中
〉
も
同
様
。
た
だ
し
、
前
項
の
よ
う
に
、
他
本
で
は
父
を

牽
制
す
る
た
め
に
兵
を
集
め
た
重
盛
の
意
図
が
直
前
に
置
か
れ
、
こ
の
一
節
へ
と

つ
な
が
る
が
、〈
盛
〉
の
場
合
、
そ
れ
が
「
烽
火
」
譚
の
前
に
あ
る
た
め
、
こ
の

一
文
へ
の
文
脈
が
捉
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
〈
盛
〉
の
こ
の
一
節
は
、
先

に
あ
っ
た
重
盛
の
発
言
「
悲
哉
、
君
ノ
御
為
ニ
奉
公
ノ
忠
ヲ
致
サ
ン
ト
ス
レ
バ
、

迷
廬
八
万
ノ
頂
ヨ
リ
猶
高
キ
父
ノ
御
恩
忽
ニ
忘
ナ
ン
ト
ス
。
痛
哉
、
不
孝
ノ
罪
ヲ

遁
ト
ス
レ
バ
、
又
朝
恩
畳
重
ノ
底
極
ガ
タ
シ
。
君
ノ
御
為
ニ
既
ニ
不
忠
ノ
逆
臣
ト

ナ
リ
ヌ
ベ
シ
。『
雖
二

君
不
一レ

為
レ

君
不
レ

可
二

臣
以
不
一レ

為
レ

臣
、
雖
二

父
不
一レ

為
レ

父
不
レ

可
二

子
以
不
一レ

為
レ

子
』
ト
イ
ヘ
リ
」（
三
九
三
～
三
九
四
頁
）
と
呼
応
し
て
、
重

盛
の
言
動
の
枠
組
み
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。〈
盛
〉
本
文
を
次
の
よ
う
に
分
割
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（
八
〇

）

す
る
。

〈
盛
〉
①
実
ニ
君
ノ
為
ニ
ハ
忠
勤
ア
リ
、
父
ノ
為
ニ
ハ
孝
道
ヲ
存
ス
。
②
「
臣
以

不
為
臣
不
可
有
。
子
以
不
為
子
不
可
有
」
③
ト
宣
ヘ
ル
文
宣
王
ノ
言
ニ
不
相

違
ゾ
ア
リ
ケ
ル

②
は
、「
臣
以
て
臣
た
ら
ず
ば
有
る
べ
か
ら
ず
、
子
以
て
子
た
ら
ず
ば
有
る
べ

か
ら
ず
」
と
読
む
。

〈
闘
〉
君
雖
不
君
臣
不
可
以
不
臣
（
一
）

父
雖
不
父
（
一
）

子
不
可
以
（

不〇

）
子
（
一
）

云
重

盛
存
知
此
旨

を
（
一
）

不
違
二

文
宣
公
（
一
）

言
為
公
（
一
）

有
忠
（
一
）

為
父
（
一
）

有
孝
（
一
）（
②

「
君
、
君
た
ら
ず
と
雖
も
、
臣
以
て
臣
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
父
、
父
た
ら
ず

と
雖
も
、
子
以
て
子
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
云
へ
り
。
③
重
盛
此
の
旨
を

存
知
し
て
、
文
宣
公
の
言
ひ
け
る
に
違
は
ず
、
①
公
の
為
に
は
忠
有
り
、
父

の
為
に
は
孝
有
り
。
一
下
―
二
一
ウ
）

　
以
下
、
諸
本
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

〈
延
・
長
・
屋
〉
③
内
大
臣
ノ
存
知
之
旨
、
文
宣
公
ノ
宣
ケ
ル
ニ
違
ハ
ズ
。
①
君

ノ
為
ニ
ハ
忠
ア
リ
、
父
ノ
為
ニ
ハ
孝
ア
リ
（〈
延
〉
巻
二
―
五
一
オ
。〈
長
〉

1
―
一
七
九
頁
。〈
屋
〉
一
六
七
頁
。
但
し
、〈
屋
〉
は
、
③
の
本
文
の
間
に

①
が
入
り
込
む
形
）

〈
覚
・
中
〉「
②
君
君
た
ら
ず
と
云
と
も
、臣
も
ッ
て
臣
た
ら
ず
ン

ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。

父
父
た
ら
ず
と
云
共
、
子
も
ッ
て
子
た
ら
ず
ン

ば
有
べ
か
ら
ず
。
①
君
の
た
め

に
は
忠チ

ウ

あ
ッ
て
、
父チ

ヽ

の
た
め
に
は
孝カ

ウ

あ
り
」
と
、
③
文ブ

ン
セ
ン
ワ
ウ

宣
王
の
の
給
ひ
け
る

に
た
が
は
ず
（〈
覚
〉
上
―
一
〇
二
頁
。〈
中
〉
上
―
一
〇
八
頁
）

つ
ま
り
、〈
盛
〉
の
①
②
③
に
対
し
て
、〈
闘
〉
は
②
③
①
、〈
延
・
長
・
屋
〉
は

③
①
、〈
覚
・
中
〉
は
②
①
③
と
な
る
。
②
は
、
孔
安
国
の
も
の
と
し
て
伝
え
ら

れ
る
（
偽
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）『
古
文
孝
経
』
序
に
よ
る
。
ま
た
②
の
当
該

本
文
は
、〈
長
・
盛
〉
で
は
、
重
複
す
る
形
に
な
る
が
、
父
に
背
い
て
不
孝
の
罪

を
背
負
う
か
、
君
に
背
い
て
不
忠
の
逆
臣
と
な
る
か
と
重
盛
が
懊
悩
す
る
先
の
場

面
に
、「
雖
君
不
為
君
不
可
臣
以
不
為
臣
、雖
父
不
為
父
不
可
子
以
不
為
子
」（〈
盛
〉

1
―
三
九
四
頁
）
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
当
該
部
分
の
注
解
を
も
参
照
の
こ

と
。
な
お
、
遠
藤
光
正
に
よ
れ
ば
、「
類
書
金
言
集
の
略
抄
本
で
あ
る
金
句
集
に

採
録
の
字
句
と
は
甚
だ
近
似
し
て
い
る
」（
二
四
頁
）
と
し
て
、「
孝
経
云
、
君
雖

不
為
君
、
臣
不
可
以
不
為
臣
、
父
雖
不
為
父
、
子
不
可
以
不
為
子
」（
村
岡
典
嗣

蔵
金
句
集
、
父
子
事
の
条
、
東
北
大
学
蔵
金
句
抄
、
文
事
部
の
条
。
二
九
頁
）
を

引
く
。
ま
た
、『
山
岸
文
庫
本
金
句
集
』
に
は
、「
孝
経
云
、
君
雖
不
為
君
、
臣
不

可
有
以
不
為
臣
、
父
雖
不
為
父
、
子
不
可
以
有
不
為
子
」（『
金
句
集
四
種
集
成
』

勉
誠
社
一
二
三
～
一
二
四
頁
）
と
、
傍
線
部
「
有
」
が
補
わ
れ
、〈
盛
・
覚
・
中
〉

に
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、〈
盛
〉
の
当
該
句
は
、『
古
文
孝
経
』
序
に
直

接
拠
る
の
で
は
な
く
、
類
書
な
い
し
は
〈
覚
・
中
〉
等
に
拠
る
も
の
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
ま
た
、〈
闘
〉
の
場
合
は
、
②
の
『
古
文
孝
経
』
序
の
文
を
受
け
て
、「
重

盛
此
の
旨
を
存
知
し
て
、文
宣
公
の
言
ひ
け
る
に
違
は
ず
」と
記
す
よ
う
に
、〈
盛
〉

と
同
様
に
孔
子
の
言
説
と
捉
え
、
①
で
重
盛
は
そ
の
意
を
帯
し
て
振
る
舞
っ
た
と

解
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
『
古
文
孝
経
』
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
新
釈
の

「
作
者
」
解
説
に
よ
れ
ば
、（
一
）
孔
子
説
、（
二
）
孔
子
の
弟
子
曽
子
説
、（
三
）

曽
子
門
人
説
、（
四
）
漢
儒
説
が
あ
る
が
、（
三
）
の
説
が
有
力
視
さ
れ
る
と
い
う

（
二
～
六
頁
）。
で
は
、〈
延
・
長
・
屋
〉
の
③
に
記
さ
れ
る
孔
子
（
文
宣
公
）
の

言
葉
と
は
何
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。〈
延
全
注
釈
〉
が
記
す
よ
う
に
、
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
（
巻
二
―
二
二
六
頁
）。〈
延
全
注
釈
〉
に
は
、
こ
の
点
に
関
わ
る

研
究
史
が
ま
と
め
ら
れ
て
あ
り
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
結
論
を
記
せ
ば
、
父

（
親
）
に
孝
、
君
に
忠
は
『
古
文
孝
経
』
の
基
本
精
神
で
あ
り
、
他
に
も
類
似
の
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文
言
は
多
く
、「
文
宣
公
ノ
宣
ケ
ル
」
は
、『
古
文
孝
経
』
を
意
識
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、〈
延
〉
の
①
「
君
ノ
為
ニ
ハ
忠
ア
リ
、
父
ノ
為
ニ
ハ
孝

ア
リ
」は
、そ
の
大
意
を
取
っ
た
も
の
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
　
○
法
皇
聞
召
テ
、

「
今
ニ
不
始
事
ト
云
ナ
ガ
ラ
、
怨
ヲ
バ
恩
ヲ
以
テ
被
報
ヌ
。
返
々
モ
重
盛
ガ
心
ノ

中
コ
ソ
ハ
ヅ
カ
シ
ケ
レ
　「
怨
ヲ
バ
恩
ヲ
以
テ
報
ズ
」
は
、〈
延
全
注
釈
〉（
巻

二
―
二
二
六
頁
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
も
と
は
『
老
子
』
恩
始
第
六
十
三

「
報
レ

怨
以
レ

徳
、
図
二

難
於
其
易
一

、
為
二

大
於
其
細
一

、
天
下
難
事
、
必
作
二

於
易
一

、

天
下
大
事
、
必
作
二

於
細
一

」（
怨

う
ら
み

に
報
ゆ
る
に
徳
を
以
て
す
。
難
を
其
の
易
き
に

図
り
、
大
を
其
の
細さ

い

に
為を

さ

む
。
天
下
の
難
事
は
、
必
ず
易
き
よ
り
作お

こ

り
、
天
下
の

大
事
は
、必
ず
細
よ
り
作
る
。
新
釈
漢
文
大
系
『
老
子
　
荘
子
』
上
―
一
〇
七
頁
）

等
か
ら
発
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
日
本
で
は
当
時
の
諺
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
（〈
全
注
釈
〉
上
―
三
一
六
頁
）。
諸
注
が
指
摘
す
る
『
十
訓
抄
』
一
―
四
「
我
、

情
を
ほ
ど
こ
さ
ば
、
人
か
へ
り
て
し
た
が
ふ
。『
仇
を
ば
恩
を
も
て
報
ず
べ
し
』

と
い
へ
り
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
三
〇
頁
）
の
他
、
北
海
道
大
学
付
属
図

書
館
蔵
二
巻
本
『
宝
物
集
』「
た
と
ひ
人
わ
れ
を
こ
ろ
さ
ん
と
す
る
と
も
、
我
は

そ
の
人
に
う
ら
み
を
な
す
べ
か
ら
ず
。
あ
た
を
ば
恩
を
も
つ
て
ほ
う
ず
る
と
い
ふ

本
文
あ
り
」（
四
九
ウ
）
等
が
見
ら
れ
る
。〈
盛
〉
巻
三
十
八
「
組
モ
切
ル
ヽ
モ
先

世
ノ
契
。
讎
ヲ
バ
恩
デ
報
也
」（
5
―
四
〇
二
頁
）。「
怨
」「
恩
」
が
そ
れ
ぞ
れ
指

す
内
容
に
つ
い
て
は
、〈
評
講
〉
が
記
す
よ
う
に
、「
あ
た
」
は
後
白
河
法
皇
が
平

家
を
倒
そ
う
と
陰
謀
を
企
て
た
こ
と
を
指
し
、「
恩
」
は
重
盛
が
父
清
盛
を
諫
め

て
院
の
御
所
を
襲
う
こ
と
を
中
止
せ
し
め
た
こ
と
を
指
す
（
上
―
二
三
四
頁
）。 

　
○
『
勁
松
彰
於
歳
寒
、
貞
臣
見
於
国
危
』
ト
云
ヘ
リ
　
以
下
巻
末
ま
で
〈
盛
〉

の
独
自
本
文
。
当
該
句
は
、遠
藤
光
正
の
指
摘
の
よ
う
に
、『
文
選
』
潘
安
仁
の
「
西

征
賦
」
が
典
拠
（
二
六
頁
）。「
勁
松
彰
二

於
歳
寒
一

、
貞
臣
見
二

於
国
危
一

」（
勁
松

は
歳
の
寒
き
に
彰
れ
、
貞
臣
は
国
の
危
ふ
き
に
見

あ
ら
は

る
）。
時
候
が
寒
く
な
っ
て
は

じ
め
て
強
い
松
が
残
る
こ
と
が
分
か
り
、
国
家
が
危
う
く
な
っ
て
は
じ
め
て
忠
臣

が
現
れ
る
の
意
（
全
釈
漢
文
大
系
『
文
選
』（
文
章
編
）
二
―
二
七
～
二
九
頁
）。

『
明
文
抄
』
二
、
帝
道
部
下
、『
玉
函
秘
抄
』
巻
下
、『
管
蠡
抄
』
第
九
、
貞
臣
の

項
に
も
載
る
。『
十
訓
抄
』
六
―
一
七
に
、「『
勁
松
は
年
の
寒
き
に
あ
ら
は
れ
、

忠
臣
は
国
の
危
き
に
見
ゆ
』
と
潘
安
仁
が
『
西
征
の
賦
』
に
書
け
る
、
そ
の
こ
こ

ろ
な
り
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
三
八
頁
）
と
あ
り
。
ま
た
、『
春
日
権
現

験
記
絵
』
に
も
、「
凡
そ
我
が
朝
は
、
神
国
と
し
て
宗
廟
・
社
稷
三
千
余
座
、
各

化
現
区
々
に
、
利
益
取
り
取
り
な
れ
ど
も
、
斯
か
る
不
思
議
ど
も
、
未
だ
見
る
も

聞
く
も
及
ば
ず
。
真
に
こ
れ
、
勁
松
は
霜
の
後
に
現
は
れ
、
忠
臣
は
国
の
危
う
き

に
見
る
事
な
れ
ば
、
時
末
代
に
属
し
、
人
諂
曲
な
る
に
よ
り
て
、
不
信
の
衆
生
の

為
に
、
掲
焉
の
化
儀
を
示
し
給
ふ
な
る
べ
し
」（
続
日
本
の
絵
巻
一
四
。
下
―

七
八
頁
）
と
あ
る
。
　
○
南
無
天
照
太
神
、
正
八
幡
宮
、
春
日
、
日
吉
ノ
神
明
、

願
ハ
小
松
内
府
ヨ
リ
先
立
テ
、
朕
ガ
命
ヲ
召
給
ヘ
」
ト
テ
、
龍
眼
ヨ
リ
御
涙
ヲ
流

サ
セ
給
ケ
ル
ゾ
忝
ナ
キ
　
二
所
宗
廟
神
で
あ
る
「
天
照
大
神
、
正
八
幡
宮
」
が
先

ず
記
さ
れ
、
続
い
て
春
日
、
日
吉
の
神
明
に
対
し
て
、
重
盛
よ
り
先
に
我
が
命
を

召
し
た
ま
え
と
後
白
河
法
皇
が
涙
を
お
流
し
に
な
っ
た
の
は
忝
い
こ
と
で
あ
っ

た
と
す
る
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊  

遠
藤
光
正
「『
源
平
盛
衰
記
』
に
引
用
の
漢
籍
の
典
拠
（
一
）」（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
七
七
号
、
一
九
八
六
・
1
）
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（
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）

　
東
方
朔
ガ
詞
ニ
、「

1

水
至
清
無
レ

魚
、

2

人
至
察
無
レ

友
」
ト
云
ヘ
リ
。
嘉
応
ノ

3

相
撲
ノ
節
会
ニ
、
大
将
ニ
テ
右
ノ
片
屋
ニ
事

4

行
シ
給
ケ
ル
ニ
、

5

見
物
ノ
中
ニ
立た

ち

タ
リ

ケ
ル
人
ノ
申
ケ
ル
ハ
、「
果
報
冥
加
コ
ソ
目
出
ク
テ
、
近

こ
ん
ゑ
の衛

大
将
ニ

6

至
リ
給
フ
ト
モ
、
容
儀

7

心
操
サ
ヘ
人
ニ
勝す

ぐ

レ
給
ケ
ル
難
レ

有
サ
ヨ
。
但
此
国
ハ
小
国
ナ
リ
。

8

内
大

臣
ハ
大
果
報
ノ
人
也
。
末
代
ニ
相
応
セ
ズ
シ
テ
、
ト
ク

9

失う
せ

給
フ
ベ
キ
ニ
ヤ
」
ト
申
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
露
タ
ガ
ハ
ザ
リ
ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
。
　
　
　

10

終

【
校
異
】
1
〈
近
〉「
水
い
た
つ
て
き
よ
け
れ
ば
う
を
な
し
」、〈
蓬
〉「
水ミ

ツ

至
イ
タ
ツ
テ

清
キ
ヨ
キ
ニ
ハ

無ナ
シ

レ

魚ク
ヲ

」、〈
静
〉「
水ミ

ツ

至
イ
タ
ツ
テ

清

キ
ヨ
キ
ト
キ
ハ

無　
　シ

レ

魚ウ
ヲ

」。
2
〈
近
〉「
人
い
た
つ
て
あ
き
ら
か
な

れ
は
友
な
し
と
」、〈
蓬
〉「
人

至
イ
タ
ツ
テ

察

ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
ト
キ
ハ

二

無ト
モ
ナ
シ

友
と
」、〈
静
〉「
人ヒ

ト

至
イ
タ
ツ
テ

察

ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
時
ハ

無ナ
シ

レ

友ト
モ

」。
3
〈
近
〉「
す
ま
ふ
の
せ
ち
ゑ
に
」、〈
蓬
〉「
相ス

マ

ウ撲
の
節セ

ツ

エ会
に
」、〈
静
〉

「
相

ス
マ
イ
ノ撲

節セ

チ

ヱ会
ニ

」。
4
〈
近
〉「
お
こ
な
ひ
し
給
ひ
け
る
に
」、〈
蓬
〉「
行

キ
ヤ
ウ

し
給
け
る
に
」、〈
静
〉「
行

ヲ
コ
ナ
ヒし

給
け
る
に
」。
5
〈
蓬
〉「
見ケ

ン
ニ
ツ物

の
」。
6
〈
近
〉「
い
た
り
給
ふ
ら
め
」。

7
〈
近
〉「
心
は
せ
さ
ヘ
」、〈
蓬
・
静
〉「
心
操ハ

ヘ

さ
ヘ
」。
8
〈
近
〉「
う
ち
の
お
と
ゝ
は
」、〈
蓬
〉「
内ナ

イ

大タ
イ
シ
ン

臣
は
」、〈
静
〉「
内ナ

イ

大
臣
は
」。
9
〈
蓬
〉「
う
せ
給
へ
し
」
と
し
、

以
下
「
終
」
ま
で
本
文
な
し
。
10
〈
近
・
静
〉「
終
」
な
し
。

【
注
解
】
○
東
方
朔
ガ
詞
ニ
、「
水
至
清
無
魚
、
人
至
察
無
友
」
ト
云
ヘ
リ
　
当
該

句
は
、
遠
藤
光
正
の
指
摘
の
よ
う
に
、『
漢
書
』
巻
六
十
五
の
東
方
朔
伝
が
典
拠

（
二
六
頁
）。「
水
至
清
則
無
レ

魚
、
人
至
察
則
無
レ

徒
」。
水
の
、
い
た
っ
て
清す

む
と

き
は
魚
な
く
、
人
の
、
い
た
っ
て
察あ

き

ら
か
な
と
き
は
徒

な
か
ま

が
な
い
意
（
ち
く
ま
学
芸

文
庫
『
漢
書
』
6
―
三
〇
頁
）。
な
お
、〈
闘
・
屋
〉
は
前
節
の
院
の
感
慨
に
続
け

て
「
国

に

有
諫
臣
（
一
）

則
其
国
必
安
家

に

有
諫
子
（
一
）

則
其
家
必
直
云
斯
言
実
哉
（〈
闘
〉

国
に
諫
臣
有
ら
ば
、
則
ち
其
の
国
必
ず
安
く
、
家
に
諫
子
有
ら
ば
、
則
ち
其
の
家

必
ず
直
し
と
云
ふ
斯
言
、
実
な
る
か
な
。
一
下
―
二
一
ウ
～
二
二
オ
）
と
記
し
、

重
盛
の
諫
臣
・
諫
子
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
明
示
す
る
。
こ
れ
は
重
盛
亡
き
後
に

国
・
家
が
傾
く
こ
と
へ
の
布
石
と
も
な
る
一
節
か
。
ま
た
〈
覚
・
中
〉
は
、「『
果

報
こ
そ
め
で
た
う
て
、
大
臣
の
大
将
に
い
た
ら
め
、
容ヨ

ウ

儀ギ

体タ
イ

は
い
人
に
勝ス

グ

れ
、

才サ

イ

チ智
・
才サ

イ
ガ
ク学

さ
へ
世
に
超
え
た
る
べ
し
や
は
』
と
ぞ
、
時
の
人
々
感
じ
あ
は
れ
け

る
。『
国
に
諫

イ
サ
ム

る
臣
あ
れ
ば
、其
国
必
や
す
く
、家
に
諫

イ
サ
ム

る
子
あ
れ
ば
、其
家
必
た
ゞ

し
』
と
言
へ
り
。
上シ

ヤ
ウ
コ古

に
も
末マ

ツ
ダ
イ代

に
も
あ
り
が
た
か
り
し
大
臣
也
」（〈
覚
〉
上
―

一
〇
三
頁
）
と
続
け
、重
盛
の
勝
れ
た
資
質
を
強
調
す
る
。〈
盛
〉
の
一
節
は
、〈
覚
・

中
〉
の
「
上
古
に
も
末
代
に
も
あ
り
が
た
か
り
し
大
臣
也
」
を
受
け
、
逆
に
末
代

な
れ
ば
こ
そ
、
重
盛
の
よ
う
な
生
き
方
が
受
け
入
れ
ら
れ
が
た
い
事
を
強
調
す
る

意
図
に
よ
る
か
。
　
○
嘉
応
ノ
相
撲
ノ
節
会
ニ
、
大
将
ニ
テ
右
ノ
片
屋
ニ
事
行
シ

給
ケ
ル
ニ
…
…
　
前
文
を
受
け
て
、
末
代
に
比
類
無
い
重
盛
の
素
晴
ら
し
さ
を
示

す
例
と
し
て
、
相
撲
節
会
の
記
事
が
引
か
れ
た
か
。
た
だ
し
、「
水
至
清
無
魚
、

人
至
察
無
友
」の
例
話
と
し
て
は
、や
や
外
れ
た
感
が
あ
る
。
な
お
類
似
記
事
は
、

次
の
〈
四
・
闘
・
延
・
長
〉
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、〈
盛
〉
に
つ
い
て
は
、
関
連

記
事
の
〈
盛
①
〉〈
盛
②
〉
を
も
引
く
。
当
該
本
文
と
共
通
す
る
部
分
に
は
傍
線

を
付
し
た
。

〈
盛
①
〉
七
月
（
嘉
応
三
年
＝
承
安
元
年
）
ニ
ハ
相
撲
ノ
節
ナ
ン
ド
聞
エ
キ
。
小
松

大
将
折
節
花
ヤ
カ
ニ
、
最
目
度
ゾ
御
座
ケ
ル
。
可
然
宿
報
ニ
テ
官
位
コ
ソ
思

サ
マ
也
ト
モ
、
ミ
メ
貌
ハ
心
ニ
叶
ベ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
ネ
共
、
何
事
モ
闕
タ
ル
事

ナ
シ
。
争
角
ハ
御
座
ヤ
ラ
ン
ト
、
人
々
ホ
メ
被
申
ケ
リ
。
子
息
ノ
少
将
ヨ
リ

始
テ
、
弟
ノ
公
達
ニ
至
ル
マ
デ
、
形
人
ニ
勝
給
ヘ
リ
。
大
将
情
深
人
ニ
テ
、

詩
歌
、
管
絃
、
神
楽
ノ
歌
、
笛
ナ
ン
ド
ヲ
モ
勧
メ
教
給
タ
リ
ケ
レ
バ
、
公
達

マ
デ
モ
難
有
様
シ
ニ
申
合
リ
（
巻
三
。
1
―
一
四
四
頁
）

〈
盛
②
〉
同
（
承
安
四
年
七
月
）
廿
七
日
ニ
、大
内
ニ
テ
相
撲
ノ
召
合
ア
リ
（
巻
三
。
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（
八
三

）

1
―
一
九
二
頁
）

〈
四
〉
凡

ソ

此
の

大
臣

は

嘉
応
相
撲

ク

節
にト

ヲ　

大
将

に
て

御
セ
シ
か

右
の

楽カ
イ

屋
に

被
シレ

行
レ

事
を

之
時

人
々

の

申
け
る
は

果
報

コ
ソ

ク
て

至
ラ
セ
下
ハ
メ

近
衛

の

大
将

に

容
儀

サ
ヘ

可
シ
ヤと

勝
ル

人
に

讃
メ 

申
トけ

る
と
か

カ
ヤ

　

不
ヌ

相
二

応
セ

末
代

に一

之
人

に
て

疾
ク

失
玉

ヘ
ル
ニに
コ
ソ

（
凡
そ
此
の
大
臣
は
、
嘉
応

の
相
撲
の
節
に
、
大
将
に
て
御
せ
し
が
、
右
の
楽ガ

く

屋
に
事
を
行
は
れ
し
時
、
人
々

の
申
し
け
る
は
、「
果
報
こ
そ

く
て
、
近
衛
大
将
に
至
ら
せ
た
ま
は
め
。
容

儀
さ
へ
人
に
勝
る
べ
し
や
」
と
、
讃
め
申
し
け
る
と
か
や
。
末
代
に
相
応
せ

ぬ
人
に
て
、
疾
く
失
せ
た
ま
へ
る
に
こ
そ
。
巻
三
―
一
一
五
左
）

〈
闘
〉
同
四
月
有
改
元
（
一
）

号
承
安
元
年

ト一

同
七
月
可
有
相
撲

ノ

節
一

之
由
聞
小
松
内

府
ハ

声
花

ニ
テ

被
タ
ル

着
屋
形

ニ一

之
有
様
払

テ
ソ

辺
ヲ一

見
ヘ
シ

宿
報
有
限
（
一
）

者
官
位
雖
思
様

皃
（
メ
）

形
ハ

不
可

ト
モ

叶
心

ニ一

平
家

ノ

人
々

ハ

何
レ
モ

勝
タ
リ

二

容
顔
一

中
ニ
モ

此
ノ

重
盛

ノ

卿
ノ

殊
ニ

皃
事
柄
優

ニ

御
ス

目
出

ヨ
ト
ソ

申
ケ
ル（

同
じ
き
四
月
、改
元
有
り
、承
安
元
年
と
号
す
。

同
じ
き
七
月
、
相
撲
の
節
有
る
べ
き
由
聞
こ
え
け
り
。
小
松
内
府
は
声は

な
や
か花

に

て
屋
形
に
着
か
れ
た
る
有
様
、
辺
り
を
払
つ
て
ぞ
見
え
し
。「
宿
報
限
り
有
れ

ば
、
官
位
は
思
ふ
様
な
り
と
雖
も
、
皃　メ

形
は
心
に
叶
ふ
べ
か
ら
ね
ど
も
、
平

家
の
人
々
は
何
れ
も
容
顔
勝
れ
た
り
。
中
に
も
、
此
の
重
盛
の
卿
の
、
殊
に

皃
事
柄
優
に
御
す
目
出
た
さ
よ
」
と
ぞ
申
し
け
る
。
一
上
―
二
八
オ
）

〈
延
〉
七
月
ニ
ハ
相
模マ

マ

節
ア
リ
。
重
盛
右
ニ
連
ヲ
ハ
シ
ケ
レ
バ
、「
近
衛
大
将
ニ
至

ラ
ム
カ
ラ
ニ
、
容
儀
身
体
サ
ヘ
人
ニ
勝
給
ヘ
ル
ハ
」
ト
申
ア
ヒ
ケ
ル
ト
カ
ヤ
。

加
様
ニ
讃
奉
テ
、
セ
メ
テ
ノ
事
ニ
ヤ
、「
末
代
ニ
相
応
セ
デ
、
御
命
ヤ
短
ク
御

坐
セ
ム
ズ
ラ
ム
」
ト
申
ア
ヒ
ケ
ル
コ
ソ
イ
マ
ハ
シ
ケ
レ
。（
巻
一
―
六
三
オ
）

〈
長
〉
七
月
に
は
相
撲
の
節
あ
り
。
し
げ
も
り
宿
運
お
は
し
け
れ
ば
、
右
の
あ
く

屋
に
て
事
を
行
給
ふ
を
、
人
見
て
申
け
る
は
、「
く
は
ほ
う
こ
そ
目
出
た
く
て
、

近
衛
大
将
に
い
た
ら
ん
か
ら
に
、
よ
う
ぎ
し
ん
た
い
さ
へ
人
に
す
ぐ
れ
給
べ

し
や
は
」
と
申
あ
ひ
け
る
と
か
や
。「
か
様
美
た
て
ま
つ
り
て
、
せ
め
て
の
事

に
は
、
末
代
に
相
応
せ
で
、
御
命
や
み
じ
か
く
お
は
せ
ん
ず
ら
ん
」
と
申
け

る
こ
そ
、
今
は
し
け
れ
（
1
―
六
四
頁
）

〈
盛
〉
に
は
、
三
箇
所
（〈
盛
①
〉〈
盛
②
〉
と
当
該
記
事
＝
〈
盛
③
〉）
に
相
撲
の

節
会
記
事
が
あ
る
。〈
盛
①
〉〈
盛
③
〉
の
相
撲
の
節
会
記
事
は
、
嘉
応
三
年
（
承

安
元
年
）（
七
月
）
の
こ
と
と
し
て
記
し
、〈
盛
②
〉
は
承
安
四
年
七
月
二
十
七
日

の
こ
と
と
し
て
記
す
。
こ
の
相
撲
の
節
会
記
事
に
つ
い
て
は
、本
全
釈
の
注
解「
同

廿
七
日
ニ
、大
内
ニ
テ
相
撲
ノ
召
合
ア
リ
…
…
」（
一
〇
―
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
）

に
記
す
よ
う
に
、
承
安
四
年
七
月
二
十
七
日
の
こ
と
と
す
る
の
が
正
し
い
。
し
か

し
、
諸
本
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

A
嘉
応
三
年
（
七
月
）
…
…
〈
四
・
闘
・
延
・
盛
①
③
〉　

B
承
安
四
年
七
月
二
十
七
日
…
…
〈
盛
②
〉

C
嘉
応
元
年
七
月
…
…
〈
長
〉

〈
長
〉
の
嘉
応
元
年
は
、
恐
ら
く
は
嘉
応
三
年
の
誤
写
な
い
し
は
誤
読
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、〈
四
・
闘
・
盛
①
③
〉
が
、
あ

え
て
虚
構
の
年
次
の
「
嘉
応
相
撲
」
と
す
る
の
は
、
本
全
釈
の
注
解
「
七
月
ニ
ハ

相
撲
ノ
節
ナ
ン
ド
聞
エ
キ
」（
九
―
四
頁
）
に
記
す
よ
う
に
、「
嘉
応
三
（
承
安
元
）

年
」
の
こ
と
と
す
る
〈
延
・
長
〉
の
よ
う
な
記
事
を
受
け
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（
今

井
正
之
助
・
三
二
頁
）。
な
お
、
重
盛
が
右
大
将
に
就
任
し
た
の
は
承
安
四
年
七

月
七
日
の
こ
と
。
嘉
応
三
年
の
こ
と
と
す
る
な
ら
ば
、重
盛
は
権
大
納
言
で
あ
り
、

大
将
で
は
な
い
。「
右
ノ
片
屋
」
に
相
当
す
る
語
、〈
四
〉「
右
の
楽
屋
」、〈
長
〉「
右

の
あ
く
屋
」。「
方
屋
」
は
、「
古
く
、
相
撲
や
競
馬
な
ど
で
、
左
右
ま
た
は
東
西

に
分
け
ら
れ
た
力
士
や
乗
手
が
集
ま
っ
て
い
る
控
え
所
」（〈
日
国
大
〉）の
意
。「
楽

屋
」
は
、「
雅
楽
で
、楽
人
の
演
奏
す
る
場
所
、お
よ
び
舞
人
の
装
束
着
用
の
場
所
、
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（
八
四

）

ま
た
、
そ
れ
ら
の
人
が
休
息
に
用
い
る
場
所
を
い
う
」、「
幄
屋
」
は
、「
朝
廷
の

儀
式
な
ど
の
お
り
に
、
参
列
の
人
を
入
れ
る
た
め
、
臨
時
に
庭
に
設
け
る
仮
屋
。

あ
げ
ば
り
」（〈
日
国
大
〉）の
意
。
相
撲
の
節
に
お
け
る
右
大
将
の
役
割
と
し
て
は
、

相
撲
使
の
派
遣
を
差
配
し
た
り
、
内
取
（
稽
古
の
こ
と
）
の
様
子
を
確
認
し
、
召

合
に
候
じ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
審
判
を
行
い
、
全
日
程
の
最
後
に
は
相
撲
節

に
関
係
し
た
人
々
を
饗
し
た
り
し
た
。
な
お
、『
玉
葉
』
承
安
四
年
（
一
一
七
四
）

七
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
条
に
よ
る
と
、
右
大
将
重
盛
は
相
撲
内
取
に
候
じ
て

い
て
、召
合
は
諸
卿
の
座
に
座
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
時
の
出い

で

い居（
審
判
の
こ
と
）

は
左
中
将
雅
長
が
行
っ
て
い
る
。
　
○
果
報
冥
加
コ
ソ
目
出
ク
テ
、
近
衛
大
将
ニ

至
リ
給
フ
ト
モ
、容
儀
心
操
サ
ヘ
人
ニ
勝
レ
給
ケ
ル
難
有
サ
ヨ
　
前
項
の〈
盛
①
〉

の
傍
線
部
に
見
る
よ
う
に
、
表
現
は
微
妙
に
異
な
る
が
、
言
お
う
と
す
る
こ
と
は

ほ
ぼ
同
じ
と
言
え
よ
う
。「
可
然
宿
報
ニ
テ
官
位
コ
ソ
思
サ
マ
也
ト
モ
、
ミ
メ
貌

ハ
心
ニ
叶
ベ
キ
ニ
ハ
ア
ラ
ネ
共
、
何
事
モ
闕
タ
ル
事
ナ
シ
。
争
角
ハ
御
座
ヤ
ラ
ン

ト
、
人
々
ホ
メ
被
申
ケ
リ
」（
巻
三
。
1
―
一
四
四
頁
）。
果
報
や
御
利
益
が
す
ば

ら
し
く
て
、
近
衛
大
将
に
お
な
り
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
姿
や
心
ば
え
ま
で
が
人

に
勝
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
め
っ
た
に
な
い
こ
と
よ
。「
心
操
」は
、「
心
が
け
。

心
ば
え
」（〈
日
国
大
〉）
の
意
。〈
屋
・
覚
・
中
〉
は
、
相
撲
節
と
は
関
係
な
く
、

こ
こ
で
人
々
の
評
価
と
し
て
同
様
の
文
言
を
引
く
。〈
覚
〉「『
果ク

ワ
ホ
ウ報

こ
そ
め
で
た

う
て
、
大
臣
の
大
将
に
い
た
ら
め
、
容ヨ

ウ

儀ギ

体タ
イ

は
い
人
に
勝ス

グ

れ
、
才サ

イ

チ智
・
才
学カ

ク

さ
へ

世
に
超
え
た
る
べ
し
や
は
』
と
ぞ
、
時
の
人
々
感カ

ン

じ
あ
は
れ
け
る
」（
上
―

一
〇
三
頁
）。

　
○
但
此
国
ハ
小
国
ナ
リ
。
内
大
臣
ハ
大
果
報
ノ
人
也

　
重
盛
が

大
果
報
の
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
「
果
報
冥
加
コ
ソ
目
出
ク
テ
」
と

あ
る
こ
と
に
対
応
す
る
。
当
該
部
の
近
似
本
文
が
〈
南
〉
に
見
ら
れ
る
。〈
南
〉「
平

家
ス
デ
ニ
運
命
末
ニ
成
テ
、
跡
ヲ
モ
継
ベ
キ
小
松
殿
ハ
、
国
ハ
小
国
也
此
人
ハ
大

人
也
シ
カ
バ
、
国
ニ
相
応
セ
ヌ
人
ニ
テ
世
ヲ
ハ
ヤ
ク
シ
給
ヌ
」（
巻
六
。
上
―

二
一
四
～
二
一
五
頁
）。
文
覚
が
頼
朝
に
会
っ
て
、
故
に
「
小
松
殿
ニ
継
テ
ハ
御

辺
ゾ
大
果
報
ノ
人
ト
見
奉
ル
」（
二
一
五
頁
）
と
言
っ
た
と
す
る
言
葉
で
あ
る
。

恐
ら
く
は
〈
南
〉
に
は
、〈
盛
〉
的
本
文
の
影
響
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
な
お
、〈
延
〉

に
も
、
文
覚
と
頼
朝
と
の
対
面
場
面
で
、「
大
政
入
道
嫡
子
小
松
内
大
臣
コ
ソ
、

謀
モ
賢
ク
心
モ
強
ニ
テ
、
父
ノ
跡
ヲ
モ
可
継
一

人
ニ
テ
オ
ワ
セ
シ
ガ
、
小
国
ニ
相

応
セ
ヌ
人
ニ
テ
、
父
ニ
先
立
テ
被
失
一

ヌ
」（
巻
五
―
三
九
オ
）
と
、
小
国
に
不
似

合
い
故
に
早
逝
し
た
と
す
る
。〈
盛
〉に
は
、次
の
よ
う
な
用
例
も
見
ら
れ
る
。〈
盛
〉

「
我
国
ノ
有
様
ヲ
見
ニ
、神
明
ノ
御
助
ナ
ク
バ
、争
人
民
ヲ
安
シ
国
土
モ
穏
カ
ラ
ン
。

小
国
辺
土
ノ
境
ナ
レ
バ
国
ノ
力
モ
弱
ク
、
末
世
濁
悪
ノ
此
比
ナ
レ
バ
人
ノ
心
モ
愚

也
。
隠
テ
ハ
天
魔
ノ
為
ニ
ナ
ヤ
マ
サ
レ
、
顕
テ
ハ
大
国
ノ
王
ニ
ア
ナ
ヅ
ラ
ル
、
縦

仏
法
渡
給
ト
モ
、
魔
障
強
バ
濁
世
ノ
今
ヒ
ロ
マ
リ
難
シ
」（
巻
九
。
二
―
四
二
～

四
三
頁
）。
粟
散
辺
土
観
に
基
づ
く
物
言
い
で
、
さ
ら
に
末
代
故
に
重
盛
は
こ
の

世
に
相
応
す
る
こ
と
な
く
早
逝
し
た
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
重
盛
が
「
小

国
に
見
合
わ
ぬ
大
果
報
の
人
」
と
い
う
よ
う
な
例
は
未
見
。
　
○
末
代
ニ
相
応
セ

ズ
シ
テ
、
ト
ク
失
給
フ
ベ
キ
ニ
ヤ
」
ト
申
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
露
タ
ガ
ハ
ザ
リ
ケ
ル
コ

ソ
不
思
議
ナ
レ
　
前
々
々
項
に
引
く
〈
闘
〉
と
〈
盛
①
〉
に
見
る
よ
う
に
、〈
闘
・

盛
〉
は
共
に
、
既
出
の
相
撲
の
節
会
の
記
事
に
お
い
て
、
重
盛
が
末
代
に
相
応
せ

ず
、
早
死
に
す
る
の
で
は
と
噂
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
本
当
の
こ
と
に
な
っ
た
と
す

る
記
事
を
欠
く
。
そ
し
て
、〈
盛
〉
は
、
そ
の
記
事
を
、
当
該
記
事
に
移
し
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
本
全
釈
の
当
該
部
（「
争
角
ハ
御
坐
ヤ
ラ

ン
ト
、
人
々
ホ
メ
被
申
ケ
リ
」）
の
注
解
で
は
、「〈
盛
〉
が
、
重
盛
が
短
命
で
あ
っ

た
徴
証
で
あ
っ
た
と
す
る
評
を
こ
こ
に
欠
く
の
は
、
平
家
の
栄
華
を
記
す
記
事
と

し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
」（
九
―
五
頁
）と
考
え
た
。
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（
八
五

）

な
お
、〈
闘
・
盛
〉
の
そ
う
し
た
本
文
が
、
前
々
々
項
に
引
く
〈
延
・
長
〉
的
な

本
文
か
ら
改
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
全
釈
の
同
じ
注
解
に

触
れ
た
（
九
―
五
頁
）。
ま
た
、
井
上
翠
は
、「
こ
こ
で
重
盛
の
早
世
が
示
さ
れ
る

こ
と
は
、
此
度
は
重
盛
に
よ
っ
て
後
白
河
院
の
幽
閉
が
止
め
ら
れ
た
が
、
重
盛
亡

き
後
は
後
白
河
院
の
幽
閉
が
止
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
重
盛
亡
き
後
、
治

承
三
年
政
変
に
お
い
て
、
後
白
河
院
の
幽
閉
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
と

言
え
よ
う
」、〈
盛
〉
に
お
い
て
は
、「
基
房
が
殿
下
乗
合
に
言
及
し
、
重
盛
亡
き

い
ま
清
盛
が
そ
の
遺
恨
を
晴
ら
そ
う
と
し
て
い
る
と
語
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
こ

れ
ま
で
の
出
来
事
が
結
び
つ
く
形
で
治
承
三
年
政
変
が
描
か
れ
て
い
る
」（
五
六

頁
）
と
す
る
。
　
○
終
　
校
異
10
参
照
。〈
蓬
〉
も
同
様
に
記
す
。
底
本
で
は
、

巻
尾
に
「
終
」
と
記
す
の
は
、
他
に
巻
十
五
の
み
。〈
蓬
〉
は
欠
く
。

【
引
用
研
究
文
献
】

＊ 

井
上
翠
「『
源
平
盛
衰
記
』
の
西
光
の
機
能
」（
古
典
遺
産
七
〇
号
、
二
〇
二
一
・
6
）

＊ 

今
井
正
之
助
「
嘉
応
相
撲
節
・
待
宵
小
侍
従
―
延
慶
本
平
家
物
語
の
古
態
性
の
検
証
・
続
―
」（
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
三
〇
号
、
一
九
八
一
・
3
）

＊  

遠
藤
光
正
「『
源
平
盛
衰
記
』
に
引
用
の
漢
籍
の
典
拠
（
一
）」（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
七
七
号
、
一
九
八
六
・
1
）

本
稿
の
分
担
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

村
井
が
本
文
・
校
異
の
礎
稿
を
作
成
、
早
川
・
志
立
・
橋
本
・
森
田
が
注
解
の
礎
稿
を
作
成
し
た
上
で
、
特
に
国
語
学
的
事
項
に
つ
い
て
は
村
井
が
、
歴
史
学
的
事
項
に
つ

い
て
は
曽
我
・
山
岡
が
、
中
国
文
学
的
事
項
に
つ
い
て
は
近
藤
が
中
心
と
な
っ
て
、
共
著
者
八
名
で
相
互
に
検
討
を
加
え
た
。

本
研
究
はJSP

S

科
研
費
基
盤
研
究
（
C
）JP

22K
00311

「『
源
平
盛
衰
記
』
の
注
釈
学
的
新
研
究
」（
研
究
代
表
者

：

志
立
正
知
（
秋
田
大
学
）、研
究
分
担
者

：

曽
我
良
成
、

橋
本
正
俊
、
村
井
宏
栄
、
森
田
貴
之
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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